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は じ め

昭和49年 6月ペネズエラの首都カラカスに端を発した国連海洋法会議に提唱された経済水域200

海里問題は 51年 4月にアメリカ合衆国が次いで 12月Kソ連が漁業専管水域200海里という形で52年

3月 1日から実施に踏切b世界のうち 30数ヶ国が宣言するに至!?，海洋法会議の議決を待つ迄もなく

今や， 200海里水域は世界の常識となるに至った。

わが国は諸種の事情から領海を 12海里に延長するに止ま!?， 200海里宣言を戸惑っているが，事の如

何Kか hわらず，わが国水産業の危機は避けるべくもない現状にある。

との難局に対処するには強力な外交体制を確立するととは云うまでもないが，他国の制約を受けない海

域になける資源なよび漁場の開発未利用資源の活用，沿岸漁場の再開発と高度利用が必須の要件である。

との意味にないて今後の試験研究はこれらの課題遂行K集約し，スピーディに研究を推進し成果を高め

なければならないと考える。

幸に 50年度から進めている沖合養列車基本施設の開発研究は順調に推移して念!?，外海になける養殖の

飛躍的発展も夢ではな〈なる見通しを得たので沿岸漁業停滞の突破口として強力K研究を進め度いと考

えている。

行政需要の増大と研究職員の不足，老令化K悩やまされている現状であるが， 200海里時代K対応して

創意工夫と各般の協力を得てとの危難を乗り越えていきたい。

関係各位の絶大な指導と援助を切に公希がいいたしたい。

昭和50年 3月

青森県水産試験場長

馬場勝彦
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I 沿岸資源開発調査
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1. マイワ ν資源分布調査

I 調査目的

E 

青森県沖合海域K辛子けるマイワシの来遊状況を把握し，当業給の指導並に沿岸漁業経営の安定K資す

るものである。

調査内容

1. 調書期間

2. 調書海域

3. 調査員

4. 調査船

5. 調査項目

(1)漁況

(2)海況

(3) 多項目調査

6. 調査方法

昭和 50 年 5 月 9 日 ~5 月 3 0日

青森県沿岸海域(須郷埼~高山沖第 1図)

主任研究員沢田 兼造

調査部長斉藤重男

試験船青鵬丸 ( 1 9.9 4トン 17 0 PS ) 

(1 )漁 況 イワシ流網 43m/m白， 6 0 0掛 75m切)1 5反使用

(2) 海 況 所定の観測κよる。

(3) 多項目調査 操業の都度 100尾のパンチングを行ない 20尾を多項目調査

(体長，体重，肥満度，卵径，生殖腺重量，成熟度，食性)

亜謂査結果

1.漁況

本県日本海沿岸にマイワシの来遊が認められるようになったのは昭和 49年からである。

4 9年は本県前沖で 7回操業し 1，140尾(延使用反数 100反 1反当りでは 11尾)の漁獲で、あったが

昭和 50年は 6屈の操業で 7，40 0尾(延使用反数 90反， 1反当り 82尾)と昨年K比して漁獲量:

は 6.5倍に増加しておPり， 4 8年から 50年にかけて資源l司復傾向がうかがわれる。

第 1表 県別.年別.マイワシ漁獲量(単位卜ン)

石川県

院長 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十

47年 84 1 11 13 8 1 0.02 3 2 0.1 0.2 276 399.32 

48 1 62 241 101 160 117 111 57 72 55 0.2 977.2 

48 37 15 117 16 420 109 123 230 183 65 42 79 1，436.0 

50 69 273 2，500 860 302 109 39 4，152 
一
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富山県

131: 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 五十

47年 21 6 0.2 0.5 0.1 0.4 ー 7.9 36.1 

48 0.1 l 340 94.6 0.4 579 262 28.8 327 6.6 1. 639.5 

49 37 5 4.7 33.3 65.1 166.3 331 228 3.8 9.8 一 22.8 906.8 

50 90 76 206 687 210 52.2 3.0 10.2 0.1 1. 424.5 
一一一

新潟県

47 7 126 34 89 64 43 39 34 26 0.2 1.7 463.9 

48 3 0.5 57 19 116 76 77 19 6 37 3 0.1 413.6 

49 0.4 42 23 160 59 26 4 17 331.4 

50 86 129 111 0.6 11.5 4.8 0.3 343.2 

山形県

47 2.9 2.9 

48 1.0 1.0 

49 

50 

秋田県

47 0.2 0.2 0.1 0.5 

48 37 3.3 2.3 0.05 9.35 

49 民間船で7K

50 叫叩 194 
L... 一一一

青森県

47 

48 0.13 O. 15 0.4 0.68 

49 0.4 O.OE 0.46 

50 0.4 o.~ 0.3 0.9 

日本海石川県以比のマイワシ経年漁獲量(昭和 47年~昭和 50年)は第 1表のとなりであるが

石川泉，富山県，秋田県，青森県は年Kより若干漁獲量に変動がみられるが，上昇傾向にあり，新
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潟県，山形県は減少傾向が与られる。

マイワシの試験操業位置は第 1i)XJ.操業結果は第2表のとむりである。

第 1図試験操業位置図

1400 

201 

5 

41 0 

301 

冨
〉
。
。

-操業位置

数字は操業月日

1 

1， 200， 000 

400 
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第2表 マイワシ流網試験操業結果

年 月 日 50.5. 9 50.5.13 50.5.15 50.5.23 50.5.29 50.5.30 T備 考

調 査 J点
須郷土奇 大問越 深浦一 高山 鯵ケ沢港11ft，灯 鯵台ケ沢Nゐ9fRi灯里
N5浬 F脇村3.8浬 N彬べM.3浬 NW/N4浬 台N/W85浬

ノfく 深 75 ~ 72 m 67 ~ 70 m I 98 ~ 96 m I 55 ~ 52 m 83 m 60 ~ 57m 

空間現iJ 時刻| 18h03 m I 18h 35 ml 17h05 m I 16h30 m I 20h05ml 17h30m 

五二候・雲量 bc . 7 bc. 3 bc . 3 bc. 3 

liL句・ J武力 N 2 S 2 NE 2 NNE2 NNW2 NE2 

気圧・気温 1014 13 1014 150 1012170 1014 15.20 13.日。 1011 15.001 

Om 13.2 'c 14.0 'c 14.0 'c 13.6 'c 14.8 "c 

1 0 12.45 13.05 12.9 12.5 13.6 13.35 

2 0 12.01 11. 5 12.7 12.0 12.5 12.1 

3 0 10.5 10.9 11.3 11.9 12.3 10.8 

5 0 10.4 10.2 10.3 10.7 10.1 10.02 

75m 9.9 'c 

l7て;℃|7 5 (…℃叩75'C19~ ;;( 
糊 1I可 S SW  S N I S 

116h30m 
役綱時五1] I '~1'6h'40m 

18h25m 
~18h33m 

16h~~m__ 116h2~~m ~~ 119h~~.~~ 117h2~~ ~~ Iム計 90反
~ 16h55ml ~ 20h30ml ~ 20h30ml ~ 17h29ml口

場網時刻 i120 h 05m 20h5Sm 
20h40m 21h35m 

20h30m l20hOOm I 23hOOm 120h30m I 7，400尾
~ 21hlOml ~ 20h40ml ~ 23h40ml ~ 22h30ml1反当り

1 5反 1 5反 1 5反I 1 5以I 1 ;)反I 1 5反I82.2尾
I (キズもの

漁獲物マイワシ 1，300尾 1，100尾 3 600尾 1，200尾 100尾 100尾'
含む)

1反当り 86.71ど 73.3尾 240.0尾 80.0 it 6.7尾 6.7尾

(2) 海 J兄

A 水 iffA 叫

表面7]( ì包は 13.2~ 14.8"C ， 10 rn層で 12.4~ 13.6 'c ， 20 m層 11.5 ~ 12.7 "c ， 30 m層

10.5 ~ 12.3 'cでその差は1.2~ 1.8 .Cで大きな変化は与られない。

長も漁獲のよかうた水温は友両で 14.C， 30 m 宵 11.3'cであった。 (50m習は各式験操業海

域で 10'c台)

49年同期は秋田県，山形県沖ーでの試験操業であり o~ 30 m I再心十二:Eは 0.3~ 2.8 .Cと大

きな変化がみられ，カタクチイワシが数忌漁獲されたにすぎずマ千ワ γ の漁震は持無であった。

(3) 多項目調fE

A 体長なよび体重

調在日どとの雌雄別体長なよび体重はtfl;3示。となりである δ
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第5表 マイワシの体長および体重

体 長 体 重
調査月日 雌雄尾数

分布巾 m 平均 m 分布巾 F 平均 ~ 

♀ 9 15.6 ~ 20.4 17.6 60 ~ 133 91.6 
5月 9日

8 1 1 16.3 ~ 19.5 17.5 64 ~ 108 75.9 

5月 13日
甲 8 17.2~19.4 17.9 70.~ 106 83.8 

8 12 15.6 ~ 18.7 17.1 55~ 84 67.1 

5月 15日
官 10 18.0 ~ 21.9 20.3 70 ~ 128 83.8 

8 10 18.0 ~ 21.2 19.0 58 ~ 118 67.1 

5月23日
g 11 17.2~19 .4 18.3 71 ~ 106 80.0 

色 9 16.3 ~ 20.9 18.9 54 ~ 145 97.2 

※ g 10 16.9 49 ~ 100 60.0 
5月29日

色 9 15.7 ~ 18.5 17.5 52~ 92 64.0 

5月30日
♀ 11 17.4 ~ 22.4 19.4 75.5~140 95.0 

8 9 17.6 ~ 21.1 17.8 50.6 ~ 116 72.2 

※雌雄不明 1尾

調査どとの雌雄別体長組成は第 4表のとなりである。

第4表 マイワシ雌雄別体長組成

月 日 5月9日 5月13日 5月15日 5月23日 5月29日 5月30日

両首¥性別 ♀ 8 P 早 8 P g 8 P g 8 P ♀ 8 P 9 8 P 
cm 

1 1 1 I 14.5 ~ 

15.0~ 1 1 1 

15.5 ~ 1 1 1 1 2 1 3 5 

16.0~ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 6 I 

16.5 ~ 3 3 1 1 1 1 3 3 1 1 9 

17.0~ 2 2 2 5 7 1 1 1 1 2 2 2 1 1 15 

17.5 .~ 2 7 9 1 1 2 2 2 1 1 1 1 2 16 

18.0 ~ 2 2 4 2 1 3 1 2 3 4 4 1 2 3 

18.5~ 2 1 3 1 1 4 4 1 1 1 2 3 12 

19.0 ~ 1 1 1 3 4 3 1 4 2 2 3 3 14 

19.5 ~ 2 1 3 1 1 1 1 1 1 6 

20.0 ~ 1 1 1 1 2 

20.5.~ 2 2 2 

21.0 ~ 1 3 4 1 1 1 1 6 

21. 5~ 5 5 5 

22.0 ~ 3 3 3 

22.5 ~ 

9 11 20 8 12 20 10 11 9 20 10 10 20 11 9 20 120 

平均 17.9 17.8 17.9 18.2 17.4 17.7 3).6 19.3 aJ.O 18.6 19.2 18.8 17.2 17.8 17.4 19.7 18.1 18.1 18.4 

-7-



パンチング調査による調査どとの体長組成は第 2図のとなりである。

% 
30 

5月9日n= 100 

第2図 マイワシ体長組成

ハ
υ1
 

20 
須郷埼N5浬

。
1314151617181920212223cm 

% 
30 

5月13日 大関越NW/N3. 8浬

20 

10 

。
% 
30 

5月15日 深浦港NW/W3.1浬

20 

10 

20 

10 

oawm 

10 

鯵ケ沢港灯台N/W8.5浬

。

急ト 5月30日

10 
n = 100 

。
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23cm 

% 
20 合計n= 600 

10 

。
13.'0 14.'0 15.0 16.0 17.'0 18.'0 19.0 20:0 21. 0 22'. 023. gm 

5 月 9 日 ~5 月 30 日までの日別，主モード

をみると， 1 6 c問 17cm，18cm台Kあり，

調査期間を総合してみると，体長は 13.5 ~ 

22.5cmの範囲K分布し，主モードは 17.5cm

kみられ中羽主体であるが，体長 18cm以上の

大羽イワシの混合が多くみられる。

註

日水研では 18 cm以上大羽，12~17cm中羽

6~11小羽， 5 c7/沫満をカヘリマイワシと，

している。
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調.1]'日どとの雌t;ffi男IJ体長組成は第 3図。となりである。

第5図 マイワシ日別.雌雄別体長結成

:Ol須郷埼N5浬 ヲ6
♀ 5月9日n=9 8 I I 5月9日nニ 11

201 20 

UlliJ 
10 

円一 。
f 

11314151617181920212223m 
% 
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23棚

30 30 

大関越NW N 3.8浬 5月13日n=8
「寸

5月13日n= 12 

201 20 

101 10 

o o~，_，......， 
f3S o 0 30.% 

， I ・I ' I 

深浦港NW N 31浬 5月15日n= 10 

20~ 5月15日n= 10 
20 

101 10 

01 I 1 I ' I %0 
3.o~' 30 

高山沖NW N4浬 5月23日n=9

20 5月23日n= 11 20 

10 10 

。 。
ヲ6

% 

深浦港灯台N lW  8.5浬 5月29日n= 10 5月29日n= 10 

10 

。 。

γ一N 理 5月30日n=ll 係| 5月30日n= 9 
20 20 

10 円 円 10 

。 。
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23叩 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 cm 
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% 

。

'{6 

20 

。

cm 

% 

Q合計n= 59 8合計n= 61 

。
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23侃

調査問問を綜合してみると雌雄の体長は雌 15 • 5~2 2 • 5 cm， 雄 14~21 . 0 cmの範囲に分布し，

主モードは雌 19 cm，雄 18 cmにみられた。

合計n= 120 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23cm 

第4図 マイワシ目別雌雄別平均体長

また雌縫合計では主モードは 18 cm(rc認められ，

パンチング調査(1 7 0 5=)と大きな差は認められ

ない。

30~ -一♀

5月 23日， 2 9 bJは雄が大型であるが，他の

日は雌が大きく， 1 5日の個体は雌雄ともK他の

けに比べ雌雄共K大引であフた。

一一司8
20 

JJJf 

17 
5月9 13 15 23 29 30日
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W 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

(1 ) マイワシ資源は昭和 49年K比し， 5 0年は回復傾向Kある。

(2) 漁獲が最もよかったのは表面水温14.0'C， 30m層 11.3'Cであった。

(3) 魚体は中羽主体であったが，大羽イワシの混合が多くみられた。

(4) 雌の半熟個体が多かったが雄は少なかった。

(5) 性比については殆んど差がみられない。

(6) 成熟状態から見て一部産卵が行なわれたものと思われる。

2. 今後の課題

本年は流し刺網の着業船もあったが，魚価が安いため漁期半ばKして操業を中止している。

今後マイワシの流通機構の充実を図る必要があると同時K今後ともに来遊資源量の把握が必要

と思われる。
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2. 水産生物分布調査

I 調査目的

臼本海沿岸海域VC :J;~ ける小回遊魚類の時期的移動，分布，産卵場を杷握し沿母資源の維持と漁業経営

の安定化を図るための基礎資料を得る。

E 調査内容

1.調査期間 昭和 50年 4月~昭和 51年 3月

2. 調査海域 青森県日本海沿埠(竜飛崎~須郷崎〉

3. 調査員会よび調査船

(1) 調査員 調査部長斉藤重男 技師団村真通

(2) 調査船 試験船 青鵬丸(1 9.9 4トン， 1 7 0馬力)

船長 中川武光外4名

4. 調査項目

(1)底棲生物分布状況

(2) 発育段階別分布状況

倒産卵育成場と棲息環境

(4) 多項目調査

(5) 魚類移動調査

5. 調査方法

(1 ) 使用漁具...・H ・..かけ廻し式 1そうぴき沖合底びき細 (百合60.6 mm ) 

(2) 水 温...・H ・..顛倒温度計

(3) 水 深....・H ・-魚群操知機

(4) 標識放流...・H ・..迷子札

(5) 多項目調査……ヒラメ，カレイ類，その他若干の魚類Kついて月 3回各 20年の体長，体重，

胃内容物，成熟度なよび上記魚種 10 0尾について 100尾のノ〈ンチング調査

を実施する。

E 調査結果

1. 底棲生物分布状況

調査海区は 94点(第 1図)で延233回の調査を行ったが 1曳網当り総漁獲量は第 2図のとな

りである。

(1) 漁獲魚種(第 1表)

トラザメほか， 29科， 4 8種で，このほかにイカ，タコ類，ナマコが漁獲されているが，カ

V イ科が最も多く， (1 3種類〉フv>Tタイ科(4種)，ホワポワ科(4種)などであるo

(2) 魚種別，漁獲量

調査期間中K漁獲された魚種は約 15トンで，ハタハタが全体の 32. 1 ~揺を占めとれについでホ

ッケ，ホシザメ，ムシガレイ， ウロコメガレイ，キス，スケトワタ・ラ， ヒラメ， ソウハチ，アカ

← 12ー



ガレイ，アカムツ，マダラの順となっているが，ハタハタ，ホックの両魚種で全体の 42.8 %を

占めている。

(3) 魚種別，漁場別，漁獲量

A ハタノ、タ

ね，な -1海区の水深 200m以深に集中して分布し他の海区にはあまり多く分布していなし、b

B ホッケ

全般にわたって分布しているが，量は少なく，ヤー 24海区K特K多く分布している

C ムシガレイ

広範囲に分布しているが，あ-28海区に漁獲が多いo

D ヒラメ

分布範囲は深浦沖K集中しているが，量的K少ないo

E ヒレグロ

全般にわたって分布しているが，概して鳥居埼以比Kや，まとまった漁獲がみられた。

F ノξパガレイ

十三，高山，深浦沖に分布しているが，えー 25海区が他海区に比し，多かったo

G ソウハチ

全般に分布しているが，特にむ-1 7，及びめ-28海区が他海区K比して多かったo

H アカガレイ

鳥居埼以比に多〈分布しているもむのむ-1 7，か-1 5海区κ若干の漁獲がみられた。
I マコガレイ

鳥居埼以比に広〈分布してなり，うー海区が他の海区に比し多かうたo

J ヤナギムシガレイ

全海区に分布しているものの量的には少なかった。

K マダラ

水深200m前後の海区に分布し， <ー 23海区κ多<.他の海区は殆んど皆無状態であ

った。

-13 -
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第 1表出現魚種

トラザメ科 ト プ ザ メ Scyl iorhinus torazame (TANAKA) 

ホシザメ科ホ シ ザ メ Mustelus mazo (BLEEKER) 

カスザメ科 カ ス ザ メ Sqnatina japonica (BLEEKER) 

ツノザメ科アブラツノザメ Squalus acanthias (TANAKA) 

ガンギエイ手ヰカ ス ペ Rajid昌e

1/ ガ ンギエイ Raja kenojei (MULLER e t HENLE) 

シ ン 科マイワシ Sardinopsmelanosticta (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

モ 科ハ モ Muraenesoxcinereus (FORSKAL) 

ア 、ン 科マアジ Trachurus japonicus (TE1仏HNCKet SCHLEGEL) 

ア フ 手ヰア ラ Niphonspinosus (CUVIER et VALENCIENNES) 

ス ズキ 干4 アカムツ Doderleiniaberycoides (HILGENDORF) 

1/ イ シナギ Stereolep i s i schinagi (HI LGENDORF) 

タ イ不ヰマダイ Chrysophrysmajor (TEMMINCet SCHLEGEL) 

(CUVIERetVALENCIENNES) マトウダイ科マトワダイ Zeus japonicus 

アマダイ科 Branchioste耳idae

イシダイ科イシダイ Oplegnathusfasciatus (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

キス科シロギス Si 11 a耳oj aponica (TEMMINCK et SCHle耳e1 ) 

ハタハタ科ハタハタ Arctoscopus japonicus (STEINDACHNER) 

ミシマオコゼ科 ミシマオコゼ Uranoscopus j apon i cus (HOUTTUYN) 

ペラ科 Labridae 

ホウボウ科イゴタカホデリ Puchytri耳laalata (HOUTTUYN) 

(CUVIER) カサゴ科メ バル Sebastes inermis 

1/ J、 ツメ Sebastesowstoni 

フサカサゴ科クロソイ Sebastes schle耳e1 t 

(J ORDAN et THOMPSON) 

(HILGENDORF) 

ホウポワ科ホクポウ Che1 i don i ch t hys Kumu (LES SON et GARNOT) 

H カナガシラ Lupidotril{.Iamicroptera(GUNTHER) 

カジカ科カ ジカ Cot t us po 1 I ux (GUNTHER) 

アイナメ科アイナメ Hexagrammosotakii (JORDAN et STARKS) 

1/ ホ ック Pleuro耳ramnus azonus (JORDAN et METZ) 

タ フ 科 マダラ Gadusmacrocepha I us (T 1 LES IUS ) 

1/ 科 スケトワダラ Theral{ra chalco耳ramma (PALLAS) 

ヒ フ メ 科 ヒフ メ Paralichthysolivaceus (TEMMINCKet SCHLEGEL) 

カ レ イ 科 アブラガレイ Atheres thes evermanni (JORDAN et STARKS) 

1/ アカガレイ Hippoglossoidesdubius (SCl剖 IDT)

1/ ウロコメガレイ Acanthopsetta nadeshnYi(SCI剖 IDT)

- 16ー



カレイ手ヰソウノ、チ Cleisthencs pinetor凶nhezensteini (SCHMIOT) 

11 ムシガレイ Eopsetta 耳rlgorlewl (HERZENSTEIN) 

11 メイタカレイ Pleuronichthus corutus (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

11 アサパ Lepidopsettamochigarei (SNYDER) 

H マ ガレイ Limandaherzensteini (JORDANet SNYDER) 

H マ コガレイ Limandayokohamae (GUNTHER) 

H イ シガレイ Kareius bicoloratus (BASILEWSKY) 

H ヤナギムシガレイ Tanakius ki taharai (JORDAN et STARKS) 

M ヒ レグロ Glyptocephalus stellei (SCHMIDT) 

H パ パガレイ Microstomus achne (JORDAN et STARKS) 

カワハギ科ウマズラハキ Navodonmodestus (GUNTHER) 

アンコウ科アンコワLop h i omu s s e t i耳erus (VAHL) 

フグ科フ グ Tetraodontidae

そ の 他ヤリイカ，スノレメイカ，ドスイカ，タコ類，アジナマコ

2. 発育段階別分布状況

(1) ヒラメ

全長分布巾は 18~7 2cmの範圏Kあり， 4 1 cm以上の成魚は少なく，最大の個体はと一 26 

海区で採捕されている (72cm)('

(2) ムシガレイ

全長分布巾は 9~36cmの範囲にあり，各海区とも魚体K大きな差異は認められず最大の個体

はて-27海区にみられた (36cm)。

(3) マガレイ

全長分布巾は 10~32cmの範囲にあり，各海区とも魚体に大きな差異は認められないが，最

大の個体はめー 26，ひ-29海区にみられた (32cm)。

(4) マコガレイ

全長分布巾は 14~4 Ocmの範囲にあり，鳥居埼以北の海区は小型，以南は大型で海区差がみ

られる。

(5) ヤナギムシガレイ

全長分布巾は 9~32 仰の範囲K あり，モードからみると 1 月が最大(2 5 cm). 1 0月が最小

(16cm)であるが最大の個体はけ-23海区にみられた (32cm)。

(6) ソワハチ

全長王子布巾は 10~32c閣の範囲 VC ;b り，最大の個体はむ- 1 7，や-24海区K出現してい

る (32cm)。

(7) アカガレイ

全長分布巾は 18~42cmの範屈にあり，最大の個体はたー 1 6海区にみられた( 4 2 cm)。

(8) ヒレグロ

全長分布巾は 7~38cmの範囲にあり，モードからみると 6 月 (24cm) が大きし最小
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( 7 cm)の個体はめ一 28海区K，最大の個体はむ-17海区にみられた(3 8 C7Il)。

3. 産卵，育成場と棲息環境

産卵場Kついては今回の調査ではウロコメガレイが 6月18日，な-1 9，むー 17海区(7]< 

深 200m前後，底質泥，底層水温 2.3"C)で採捕した個体は完熟状態にあり産卵|易もとの海区付

近と忠われる。

またひー 25海区(ム γ ガレイ，ソワハチ，マガレイ，マダイ)，乙-2 6海区(ム

γ ガレイ，マガレイ，ヤナギムシガレイ〉附近がこれら魚崎θ育成場と思われる。

4. ~.I:貞白調査

(1) 全長と体重

A ヒラメ

雌の全長分布巾は 27. 5~3 5 . 4cm (平均 32.4cm)，維は 28. 0~3 8 .0 cm (平均 33.6cm)

で，雌の体重分布巾は 18 O~41 0 <J (平均 320.5<]) ，雄では 192~726 <J( 平均 356.5 <J)

であったo

B ムシガレイ

雄の全長分布範;地は 16 • 0~3 2 . 7 cm (平均 23.5cm)，雄は 14 • 5~ 2 9 • 3 cm (平均

2 1. 7cm) で，雌の体重分布範聞は 32~341 <J( 平均 132.2 <J)， 維では 35~284 <J( 平均

101.4<J)であ寸た。

C マガレイ

雌の全長分布範潤は 13 • 2~2 8 • 5 cm (平均 20.7cm)，雄は 12 . 8~2 4 • 6 cm (平均

1 7 • 4cm ) で雌の体重分布範囲は 28~243 <J( 平均 99.2<]) ，維は 22~169 <J( 平均 66.5

<J)であっ17:0

D ヤナギムシガレイ

l雄の全長分布範i習は 14 . 1 ~31 . 2 cm (平均 21.6cm)，雄では 13 • 2~2 0 ， 0 cm (平均

19.6cm) で雌の体草分布範閣は 16~240 <J( 平均 85.9 <J)， 雄は 1 9~1 9 1 <J (平均 59.3

<J )でまうった。

E ソウハチ

維の全長分布範習は 21 • 2~2 5 • 0 cm (平均25.8cm)，雄では 20 • O~2 1 • 7 cm (平均

24.2cm) で，雌(/)体重分布範囲は 83~302 <J( 平均 135.5 <J)， 雄では 85~254 <J( 平均

128.0<])であった。

以上ヒラメを徐き雌が雄に比し魚体は大型であった。

(2)食性

A ムシガレイ……調査期間を通じてみるとエピ，カニを多く捕食している。

B マガレイ…・ームシガレイと食1性を異Kし，クモヒトデ，ゴカイ，只類，カニを捕食してい

る。

c γナギムシガレイ…・・・コカイがitl::も多く捕食され，つレ℃ユムシ，エピとなっているO

D マコガレイ……ゴカイ，ユムシが多く捕食されている。

E ヒ ラ メ……カレイ頑と食性を異にし魚類のみが捕食されているo

F アカガレイ……クモヒトデを捕食している。

-18 -



(3) 成熟度

魚種

ヒラメ

ムシ

ガレイ

マコ

ガレイ

ムシガレイ，マガレイ，ヤナギムシガレイ，ソウハチK若干の半熟，成熟，完熟のi渇体がみら

れたが，スルメイカ(9月)，ワロコメガレイ(1 0月)は完熟状態であった。

第5表 標識魚の再捕状況

放 流 再 捕 経過 再 捕 魚体測定値
放流場所 再捕場所

年月日 年月日 日数 漁、 具 放流時 再捕時

日 TL cm TL cm 

50. 4.24 大間越W2浬 50. 6.11 行合埼沖 48 定置網 33.8 

6. 31纏 イ乍 沖 40 二枚網 32.0 

6.22 広 戸 沖 59 底建網 22.0 25.0 

4.23 追良瀬JIIW2.8浬 7. 5 沢 辺 沖 73 定置網 31 .2 

4.28 鳥居埼WO.5浬 5 33.0 33.5 

5.14 北金ケ沢沖 3.2" 21 31.0 35.0 

1/ 〆ノ 21 41.8 
51 
2.1ト主8 深浦 NW/下~4.3浬 51. 3.30 須郷土奇沖 42 底曳網 30.6 33.0 

4.23 大戸瀬前沖 66 底建網 35.0 

3. 3 須郷埼 6浬 15 底曳網 28.0 

3_ 2 岩 館 沖 14 底曳網 39.4 39.0 

5_ 3 横 磯 沖 76 大型定置網 33.0 

50. 4.23 追良瀬.JIIW2.8浬 50. 6.27 鱒 作 沖 65 31.0 31 .0 

11. 4 鯵ケ沢 N1 .5浬 51. 2.22 高山 W5浬 110 底曳網 28.0 
51 
2.1子-1.8 深浦NW/N4.3浬 4. 9 象潟港刊/s3.3浬 52 カレイ刺網 32.0 33.0 

4.16 須郷埼 f中 59 底曳網 27.2 

4. 4 岩館沖 7 浬 47 底曳綱 26.0 26.0 

3.29 金浦港NW3.2浬 41 刺 網 24.0 

4.25 入道埼NF;/N5浬 68 車リ 網 28.0 28.0 

4. 9 岩館 f中 6浬 52 底曳網 38.3 

4.29 入選奇N{E6浬 72 車日 網 27.0 28.5 

50. 4.23 森山 W 3 浬 50. 9.11 岩館沖 8浬 140 底曳網 34.4 34.0 

50.11. 4 権現埼WSW2浬 51. 4. 4 十 沖 152 主， 20.0 21.3 

.11. 5 高山 W N W3浬 51. 2.21 鯵ケ沢 N1 0浬 108 1/ 30.0 30.0 
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第3-2図マコガレイ再捕図
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第3-3図ムシガレイ再捕図

MAG.C。
0 放流地点

・再捕場所

注 ⑨ 51年4.9秋田県象潟港WS3.3浬

⑨ 51年4.25秩田県入道崎NS-今、J5浬

唖)51年 3.29秩田県金浦港NW3.2浬

⑨ 51年4.29秋田県入道崎N/7E6浬
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W 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1)権現埼~須郷土奇にむける底棲生物の分布状況(月)]IJ，魚種，漁場別)が明らかと左った。

(2) 発育段階別分布状況(主としてヒラメ，カレイ類)を把握した。

(3) クロコメガレイの産卵海域が概ね判明した。

(4) ヒレグロ，ムシガレイ， ソウハチ，マガレイ，マダイ，ヤナギムシガレイ，カナガシラの育成

場と思われる海域が概ね判明した。

(5) 主要魚種(カレイ， ヒラメ類)の月別，漁場別食性が判明した。

(6) 成熟度Kついて完熟個体のみられた魚穫はワロコメガレイ，スルメイカで，僅かであるがヤナ

ギムシガレイ，ソワハチ，ムシガレイ，マガレイ Kもみられた。

(7) 標識放流

今回の調査ではムシガレイでは南下するものが多〈秋田県象潟港，金浦港沖で再摘され移動距

離も長<，ヒラメ，マコガレイKついては大きな移動はみられない。

2. 今後の課題

(1) 5 0年度調査でき念かった海域を今後重点的に実施し，資源分布状況を更に明らかにしたし、。

(2) 将来の栽培漁業に備え稚仔魚の棲怠場を把握する必要がある。

(3) 主要魚種の産卵場を究明する必要がある。

(4) ヒラメ，カレイ類の移動状況を明らかにするため標識放流を継続して数多く放流する必要があ

る。
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e。
品

附表

三、せ
t魚位 置

水 深 m

場 底 質

天 候

気 l乱 向

風 J) 

象 気 温

気 IJ 

海 1< 1(11 

底 「刊

量 流 向 i丞

曳 網 長

設網開始時

漁 投網終了時

網待時間

曳網方向

法 'Ii.制時間

錫網開始時

場制終了時

アカ i‘ツ

てr ，，' イ

ハタノ、 F

カ ‘/ カ

カナガシフ

オ之 ツ ケ

ーマ ，，' 7 

漁ヒ フ メ

アカガレイ

ソウ ハチ

ムシガレイ

|却も/23

ヤー 22 

110 

M 

b c 

N E 

9.5 

1025 

N E 

1，200 

07.04 

06.16 

10 

w 
6 

。 7.:~ 2 

08.1 5 

2.0 

02 

2.0 

1.0 

2.0 

2 :~ 

" " 
ヤ- 24 ふ- 23 

I:{(J 100-95 

M M 

b c b c 

N E NW  

1 

7.0 8.7 

1026 1026 

9.8 10.1 

7.0 11.7 

N S W 

1.200 1.200 

011.55 1 0.4 0 

09.10 10.50 

10 5 

E S W 

10 10 

09.30 1 1.05 

10.10 1 1.55 

20.0 

2.0 

5.0 3，0 

12.0 

1.5 20 

水産生物分布調査結果表
-Ij"¥.f背kg

5 6 4 8 9 言十 Icg/l曳納 上七 率持

" 24 " " H 

" ( 9阿}
ふ -25 ひ-25 ひ- 27 ひ-29 め-26 め- 28 

95 58 85 1 1 5 70 120 

M. S M. S M， S M.S M. S M. S 

b c b c b c b c b c b c 

NW  S N E NE N NE 

1 l 1 

9.4 1 1.5 1 1.0 12.0 1 1.0 1 2.0 

1025 1025 1025 1，025 1，025 1，025 

1 12 10.0 1 1.9 1 1.8 

H.5 9.7 9.0 9.4 

N E S S E S SE 

1.200 1.200 1.200 1.200 1，200 1，200 

12.23 。7.30 09.25 1 1.1 0 1 3.1 5 1 4.4 5 
12.32 07.4 0 09.35 1 1.20 1325 1455 

5 1 0 5 1 0 3 10 

E N E E S SE 

10 20 1 0 1 5 10 J 3 

1 2.47 08.1 0 09.50 1 1.45 1 3.38 1 5.18 

1 2.29 o 8.4 5 10.4 5 1 2.3 5 14.30 1 5.4 8 

1.0 03 1.3 0.1 04 

20.0 2.2 (j6 

1.0 根 1.0 6.0 。7 己0

台、 0.2 0.0 0.1 

:~.O 20.0 2.0 色、 :1.O :~ 8.0 .1.2 126 

0.3 10 り 0.5 1.18 1.6 
牛19

2.0 5.0 .10 1.0 20 つ】ー')υR つ‘4 ・にJ 7.5 



e。
U可

メイタガレイ

子T サ ノ、

"'" ガレイ
マコガレイ

イシガレイ

f整ヤナギムシガレイ

ヒ レク口

ノミノζ カレイ

スケソウタラ

アン コ 内

3タ コ

ホシザメ

ト ラザメ

ウロコメカレイ

アイ ナメ

量キ 三ζ

そ 0) 他

kg 

市両

Y，. 

0.5 0.1 

05 05 1.0 

50 1.0 。l
:100 20 2.0 

11.5 1) I 

1 :;0 1 5.0 ユり

10 O;j 

100 5.0 7.0 叫E: 0.:1 

:;.0 

69.0 60.0 1 70 20当

tアシナマコ フジナマコ

35 10 

{;ヒi 

20 1):， 2.9 (J.:l 1.0 

10 1.0 無 1.0 8.0 0.9 2.7 

0.8 :!.o ヨo 1.0 1 :，2 1.5 ι11 

1.0 0.5 35.5 3.9 118 

1.0 5.2 06 1.7 

350 :1.9 1 1.6 

:1.5 5.0 0.6 17 

五o 5.0 0.6 !.7 

();) 。。 0.1 

0.5 05 0.1 0.2 

カスベ5.0 2u 5.0 2.0 、 モ0:1 。。 0.1 

イγナキ2.0 イγナギ2.0 0.2 。7
カスベ:;0 0.6 1.7 

その他 1.0 1 1.9 

36.0 

453 1 :1.0 25.3 68 256.7 28.9 

15.0 ，').0 1 ，19 

|合 品十 3017 33.5 
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:7ミヰ
漁 1立 置

水 深 m

場 底 質

天 候

rメニ1 J9i 向

I<fi.l JJ 

象主i 沼

1， 〈L 11 

海 1< 1ft1 

Ji正 「同

1兄 liit I句 i忠

曳 者司 }乏

換、 投網開始時

投網終了時

制 f与時間

曳綱方向

'l!制時間]

(1: 働側iJfl始時

揚判明終了時

7 カムソ

"'" 
:9. イ

/、:9 '、タ

カ 、ノ カ

ホ γ ク

マダラ

漁ヒ 7 メ

アカガレイ

ソ ウハチ

10 1 1 

6/10 " 
れ-6 た-5 

42 -44 45 

S S 

b c b c 

NE E 

3 4 

1 7.0 1 ti.5 

1.010 1.009 

1 7.1 1 7.3 

1 17 1 18 

SW 'iYN 

1.200 1.200 

1300 

1 1.33 13.08 

10 10 

SW w 
1 7 10 

1 2.0 0 1328 

1 3.:1 H 1 108 

1 2 1 3 1 4 

6/12 定， 6/14 

た-4 か-4 た-16 

35-:{;{ 40-:{9 270-:>40 

S S.G M 

C C C 

E E 主:

3 ‘う 2 

1 .10 I‘うo 15.2 

1，0 1 ;{ 1.01 3 1.0 1 3 

1:l7 1 :，2 1 7.2 

119 1 lli 3.0 

SW sw 
1，200 1.200 1.400 

06.4 :{ 08.4 7 05.50 

06.54 08.55 06.00 

1 0 5 20 

WSW W ESE 

12 8 1 ，1 

。7.16 09.08 o 6，:1 1 
o H.4 0 09.4 7 。7.07

01 

t世l

0.3 

30 0.2 

:w 

獲
20.0 

15 16 18 1 9 ~O 21 

" 6/17 " " " " 6/18 

か-15 ねー 7Iれ- 9 才ユー 11 な-19 

270-;i20 :18 -;H I 80ー 70 105-110 120 - 120 I 250 -320 2臥)- 2.10 

M G S M S S M 

C C C C C C r 

E W w NW  w NW  E 

2 I l 2 

1 5..1 1 7.4 1 8.0 1 8.5 1 8.2 

1.0 1 3 1.0 1 4 1017 1017 1 0 1 6 1 01 5 1.009 

1 8.5 1 9.6 1 8.8 

1 1.0 10.3 2.:i 

1旺 無 E NE NE NE 

IA 00 1，200 1.200 1.200 1，400 1，400 

07.35 06.20 () 8.0 5 09.4 3 1 1.03 13.00 。7.05
。7.45 06.30 08.1 5 09.53 1 1.20 13.10 。7.18

5 5 5 5 1 0 10 

ESE W SS¥司/ E E ESE i E 
30 10 20 10 18 1 8 14 

08.:$0 lJ吋 j5 1 14 :1 1 3.:18 。7.12 
() 9.1 :; 07.20 45 12.20 1 .1.20 O!UO 

111 05 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 ユlJ

どり

230 20.0 1 5.0 100 

2.0 1 0.0 



ムシガレイ 0.3 3.0 3D 

メイタガレイ t;. 2.0 1.0 

ア サ ノ、

マガレイ

マコガ V イ 20 1.0 6.0 20.0 1.0 

イシガ ν ィ し

獲 ヤナギムシガ νイ 5.0 2.0 

ヒ ν グロ 4.0 10.0 15.0 21.0 

ノ〈パガレイ 50.0 

スクソウタラ 10.0 14.0 6.0 10.0 

アン コウ 20β 

F コ

ホ シザメ 5.0 8.0 1 5.0 3.0 

ト ラザメ 6.0 15.0 

ウロコメガレイ 30.0 10.0 60.0 

~ 量 アイ ナメ 1.0 0.1 2.0 1.0 

キ A、 0.1 

ア フ

そ の 他 ウマスヲハギ ウマスラハギ ウマズラハギ アブラガレイ

6.0 20 0.4 2.0 

ホウボウ

0.1 

kg 

計 20.1 26.0 69.0 22.8 47.0 5 3.~ 18.5 25.0 53D 36.0 121.0 

備

音~



号、ミ奇元

気|;f|;
!見

象|気

力 2

温 18.0

気圧I1 0 0 6 I 1 0 0 2 I 1 0 0 1 I 1 0 0 1 I 1 0 0 1 I 1 0 0 0 I 1 0 00 I 1 0 0 0 I 1 0 0 0 I 1 0 0 2 I ] .0 0 :{ I 1 0 0 3 
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60-55 
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M
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引
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宍

2 

26 1 27 1 28 

め-26 1め-28 1め-30 

ω-55 1 115-120 1 170-150 
S.G 1 M 1 M 

2 

b

N
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29 

6/26 

b -23 

100 

M 

C 

N E 

3 

1 7.8 

|6/27 I " I 
ふー 251や-22 1やー 24 1まー 24

130-140 1110-1051130-140 1130-145 

M 1 M M 

NE 

3 

1 7.8 

C C C 
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3 

C

W

3

 

E
 
N
 

℃

層

速

ぶ
凹

向

表

底

流

海

況

19.8 

1 1.6 

19.5 

10.4 

19.5 

12.3 

19.6 

9.9 

1 9.0 

10.7 

Q
O
 

W

3

げ

18.8 

9.7 

ハU

'
 

《
‘ー 1 8.8 

101 

曳網長 I1. 4 0 0 I 1.2 0 0 I 1.2 0 0 I 

漁|投網開始時 I09.00 I 07.00 I 08.1 5 I 
投網終了時 I09.1 2 I 07.10 I 08.25 I 

網待時間 I 8 I 3 I 3 I 
曳網方向 I E I NNW I NE I ENE 

e、3
<:t 

1.200 1 1.200 

1 1.1 5 I 1 2.4 0 

11.25 1 12.50 

15 15 

WW  1 E 

1.200 

1 4.1 0 

14.20 

8 

1.200 I 1.200 

06.1 5 I 0 7.30 

o 6.2 3 I 0 7.4 5 
2 I 10 

ESE 1 E S 

1.200 

06.:15 

06.4 5 

10 

E 

1.200 
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08.17 
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7 カムツ

漁|マダイ

タノ、 11- I 1.0 

カジカ

カナガシラ
獲|
ホック 1 250 

マダラ 1 10.0 

ヒラメ

量 17 カガレイ I 50.0 

Y ウハテ 1 75.0 

0.5 

2.0 

0.3 

2.0 4.0 

0.7 

0.3 

2.0 

3.0 6.0 

8.0 3.0 日

υ
ー

0.2 5.1 

2.0 61.0 

H
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-
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E、3ミ。

ムシガレイ

メイ F ガレイ

ア サ ，、. 

マカレイ

t角、 マコガレイ

イシガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒ レグロ

lJ!i ノ， Jミガ νィ

スケソウタラ

アンコウ

量 3タ コ

ホシザメ

フザメ

ウロコメガレイ

アイ ナメ

そ の 他

官白

考

42.0 

40.0 

10.0 

10.0 

300.0 

563.0 

， 
1.0 1.0 。5

0.3 1.0 1.0 

0.8 1.0 

1.5 2.0 2.0 

1.0 2.0 5.0 

1.0 1.0 

20.0 

10 

1.0 

カスベ 2.0 アマダイ0.5

フグ 0.3

10.7 16.2 10.H 

フジナマコ

:w 

0.5 1.0 1.0 2.0 1 10 10 10 

1.0 IU 2.0 

1.0 1.0 ()_，J 2.0 ヨo l(J 

0.5 2.0 10 1.0 7り

5.0 10 0.5 0.6 :;0 ュ。 日o
1.0 1.0 12 2.0 

:~ 50 20.0 11'.6 

20.0 2 10 2.0 :;0 10 115 

" 0.0 
。。

30.0 

0.5 1.5 2.9 0.5 

げマ州 0.5 スノレメイカ

カスベ 3.0 0.5 

:~ 9.7 1 "H.6 7 9.0 3 1.1 :~ :~.6 :~ 7.0 640 3β5 

ブシナマコ フナナマコ フジナマコ

50 5.0 5.0 



w 
C 

よミミヨ
t魚 {立 置

水 深 m

場 II'正 質

天; t長

ノズL風 向

風 力

象気 混

気 圧

海 炎 l刷

底 !醤

況 流 向 速

曳 網 長

投網終了時

制待時間

曳糊方向

曳紋j 時間

iL 働側開始時

f易判的終了時

アカムツ

』マ 11. イ
漁
ノ、 3タ/、タ

カ γ カ

カナガシラ
事皇
オミ クツ

て'"
11. フ

ヒ ア メ

阜Fヨー アカガレイ

J ウハチ

34 

6/27 

ま-25 

1日)-200 

M 

C 

w 
3 

1003 

1.200 

1 107 

1 1.17 

8 

E 

1 1 

1 1.36 

1 2.0 6 

05 

白日

20 

1 0.0 

35 "十 kg/l'主網，比率拓 :16 

n ( :2 6lijl) 7/1 

ぇ-27 か-3 

90-90 40ー :18

M G.S 

C R 

W N E 

3 、う

1.004 1007 

1 7.9 

13.2 

1.200 1.200 

12.52 06.40 

1 3.02 06.50 

5 

E wsw 
15 10 

1 :120 0705 

1 3.50 。710
:l.O 0.1 0.2 

6.9 II乃 0，4 0.2 

2.0 0.1 0.1 

1 7.0 0.7 1.0 

1.6 0.1 () 1 

15.0 1 1 6.2 4.5 7.0 

4り 4 0.0 15 24 

2.6 8.6 0.3 05 20 

1 3 8.0 5.3 8.3 

1.0 201.8 7.8 12.1 

:17 ‘18 :19 10 1 1 12 

n n n 7/5 n 7/10 

泊、- 1 た-5 よ-4 か一 7 由、- 9 泊、 11 

50-55 47-15 :18-40 55 -60 90-95 110-115 

G.S G.S G.S G.S G. S M 

C C C C C C 

N E N E N E N E N E NW  

3 ‘1 2 2 2 

1 8.1 1 82 1 7.1 

1007 1006 1 004 1001 1.004 1.012 

18.0 1 9.8 

1 29 1 2.3 10.3 

1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 

08.00 09.26 1 1.30 06.23 07.54 07.05 

08.10 09.:18 1 140 06.33 08.04 07.1 5 

5 2 5 1 0 8 10 

WSW WSW WSW WSW ENE E 

10 15 1 0 1 5 1 3 15 

08.25 09.55 1 1.55 06.58 08.25 0740 

0910 1110 1 2:10 07.25 08.55 08.10 

10.0 1.0 

0.2 0.5 

換、

1.0 

0.2 0.2 5.0 

1.0 10 

獲

1.0 1.0 11.0 

30 2.0 



'" 伊国

漁

獲

量

kg 

イ蒲

三宅

ムシガレイ

メイ 3夕方レイ

ア サ J 、-

マカ V イ

マコガレイ

イシガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒ1/ク'ロ

ノミノζ ガレイ

スクソウ F ラ

7 :-'コ ウ

l' コ

ホシザメ

卜 ラザメ

ウロコメガレイ

アイ ナメ

キ A 

7 フ

そ (1) イ出

2 6.3 

30 

6.3 

4 3.2 

2 4.0 

1 1 9.1 

2.6 5 9.8 

80..0 

123.6 

0.5 61..0 

8.0 86.0 

51..0 

400.0 

0.7 1 1.2 

0.1 

アフヲカレイ

2.0 
ホウホずウ.0.1
ウ司ズラ，、再

8.4 
AIレメイカ

0.5 

げ|カTスベ1'~イ1..0
5..0 

フグ.0.3

31.1 23.8 1.6 47..0 

フジナマコ

18..0 

% 言十 1 665.0 

1.0 1.6 1.0 な 0.5 

0.1 0.2 

5.0 

0.2 0.4 

1.7 3.6 2 5.0 8.0 し 6.0 6 0.0 

0.9 1.4 3.0 

4.6 7.2 1.0 2 5.0 

2.3 3.6 2.0 2.0 

31 4.8 

4.8 7.4 2.0..0 15.0 

2.3 3.7 25 

3.3 5.1 5.0 1.0.0 15.0 5..0 

2.0 3.1 

15.4 24.0 10.0 

0.4 0.7 0.5 0.5 4.0 0.5 

。。 0.0 

0.3 

ウマズラノギ Y イ 2.0 ウマスヲJ咋' ガンキ:エイ 、モ1..0。。 0.1 
1.0 1..0 5.0..0 。。 0..0 

イシナギ1..0

0.3 0.5 

0..0 0.0 
0..0 0.1 
0.2 0.3 。町。 0..0 

63.3 35.7 21.2 ---- 24.4 147..0 28.5 56.3 

フジブマコ

0.7 1.1 1.0.0 

64..0 
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l;言、司
1<<1， t' 置

!.K cf主m

毛幼 11( 'f! 

A t長
ttt l民 I句

風 J} 

主:ノベl 氾

主t 11 

M 夫 1(0 

Ii( '¥'1 

IJL 日L I口] 速

曳 有問 長

河川 jQ網開始時

投網終了時

有司待時 I甘j

曳制 方向

'l.l制時 IHl

i1: 働側!則合fiIjij 

錫制終了 Il')

一f カム y 

←J タ. イ

ノ、 fJ ノ、 fJ

カ ノ カ

す) -j- fj ンヲ

ホ ‘J ケ

てr タ.
ア

ヒ ブ メ

ifil，17 カカレイ

ソウ ハす

j :J 

7/10 

か -1:~ 

190-200 

M 

C 

NW  

】ワ

1.200 

08.4 8 

08，58 

7 

E 

15 

09.20 

o 9 ， 5:~ 

明()

10，0 

10，0 

<11 45 46 4 i 

n n 7/15 n 

そー12 む -12 ね- i ね-5 

liO-190 115-110 決)-4i 45-43 

M M S. G S.G 

R C C b c 

NW  N¥高J SE  S E 

‘2 ーワ 2 

20，S 2 1.8 

10 1 :~ 10 J1 

20.0 210 

1 9.:~ 1 9.i 

ト200 1，200 ト200 1，200 

1 0.4 5 12，1 5 05，58 07，15 

10，55 1 2，25 06，08 o i，2 5 

3 自 7 1 0 

E E WSW WSW 

1 2 12 1 0 1 0 

1112 1 2.4 5 oι25 07.4 ::; 

1110 1 :~.2 5 0655 08，20 

10 10 

2，0 

05 10 

(H 

10 

:lO 3.4 

60 

48 49 50 5 1 52 53 .;1 

n " " 7/19 n n ( 1 8["]) 

ね-9 オ;)-1 1 ねー13 な -19 ねー15 む -17

65-i5 95-100 160-135 270-200 270-260 125ー130

S M M M M M 

b c b c b c b c b c c 

S E 1高J W S W S W S W 

2 2 2 3 3 

22，0 22u 22.1 20，2 

1 0 1 4 10 1 4 1，01 4 1.01 4 

211 2 1.4 

1 4.7 10，5 

1，200 1，200 1，2 ~ 0 1.4 0 0 1，400 1，400 

08.15 10，07 1 1.53 06，25 07，54 09.4 0 

08.4 5 10，07 12，03 06，40 08β4 09，50 

10 10 15 10 7 3 

E E E E E E 

1 0 1 :~ 10 1 2 24 14 

09，05 10.4 0 1228 07，02 o 8:~ 5 10，07 

0935 1 I() 8 1 3，00 07，:1 6 09，05 1045 

1.0 10 1 5.0 

2，() 4.9 

1.0 :15 

10 68 

()，5 0，5 1.0 05 1 :1.5 

2.0 20 1 () 

2 1.4 

1.0 2，5 1 3，5 

5.0 1 3.0 13，0 520 



tぬ
乞みミ

メイ F 力レイ

T サ ノ、

ぺJ カレイ

マコ力レイ

fγ カレ f

γ)-ギムン IJレイ

ヒ レク D 

ノくノ、力し/ノf

スケノウタ"I 

アンコ ウ

よ究 コ

ホシザメ

卜 ノ 1; メ

~ I ¥ -1 [ ¥}口コメ I}レイ

了 イ オ メ

て νノ

kg 

同「一一 一一一一一

0. 

0.2 10 

5.0 ~.O 

290 6.0 ()(j 

J:l 35 

2 ~ 0 こi)け 20.0 

5.0 

100 iU 

1 :，.0 
!O ~.O 

:1.0 

~O 

ドス()三 キス 05 式ス 0.:1 ウマステノ、キ 内マスフノ、ギ 市マスjノ、こ干

ノイ(l:l

スノレメイカ

IJ.:) 

「一一 :， 9.0 40:， ，119 1 .19 1 HJ 
十一一一 ト一一一一一一一

27 

1 20 

1.0 1.5 

1 :1 5.0 

4.8 

5.5 115 

10 ヨo 7.0 1 () ~O 

10 18.6 

5.0 泊りO ユ10

10.0 10.1J :; 7.0 105.0 I 
:，0 () ヨ00 :2 0.0 H 5.5 

:l H.O 

'i.o 

! 0 3.0 10 

5.5 

!ノ、yメ1.0 ゾイ 2 :， 
イシナギ1.0
アラ (U 
会ニ;7.. 1.0 
スノレメイカ
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ノ叫モ 10 
ウマズヲノ、ギ

8.5 
jjンキエイ

50.0 
ノ、コノメ 10 

18.5 23.0 105 77;;' 80.5 785.1 
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'" 品

J工、ミミ3
t骨 置

水 深 m

場 底 j琵

天 4長
気 !瓜 向

J'-¥ 力

象気 也

気 日

海 主主 Ull 

底 '¥"I 

流 流 時] i生

曳 網 長

漁投網開始時

設網終了時

制待時間

曳制方向

曳網門間

法傷網開始時

場制終了時

アカムツ

.マ !l: イ

ノ、 3タ ノ、?

カ 、ノ カ

カナガ γ ヲ

ホ 。ノ ク

竺ヨr ? フ

ヒ フ メ

&¥17カガレイ

ソ ウノ、チ

ム γ ガ νィ

kiVl r丸制 上七 寄=番 54 

9/4 

の -12

95-95 

M 

b 

S E 

l 

23.6 

I 0 1 6 

26.6 

I 3.2 

1.200 

06.15 

06.25 

10 

E 

15 

06.50 

07.25 

0.8 1.8 1.0 

0.3 0.6 

0.2 0.4 

0.4 0.8 

0.8 1.7 

0.2 0.5 

1.2 2.6 

0.8 1.7 

2.9 64 

0.2 0.3 6.0 

55 56 57 

" " 9/6 

ねー 16 む-14 うー 13

2ω ← 290 1 1 0 87-85 

M 

b b b 

S S S E 

1 2 

23.7 26.4 

1016 1015 101 5 

26.0 27.2 26.7 

1 3.0 I:n 

1.400 1.200 1.200 

08.16 1 1.00 05.4 5 

08.32 11.10 05.55 

10 10 5 

SE SE NW 

8 1 5 16 

9.50 1 1.35 06.16 

10.30 1 2.1 0 06.50 

0.3 4.0 

持、

0.5 

獲

Tょ 30 0.5 

58 59 60 61 62 63 64 

" H 9/12 " " " 
う-14 う-15 ら-15 ね-13 なー 16 な-8 ら -20

100-105 95-100 115-120 160-180 125-1:MJ 75-80 260-280 

M M M M M M M 

b c b c c b c E b c b c 

S E S E w w w NW  NW  
2 2 3 3 2 2 2 

23.5 20.8 20.9 

10 I 5 10 I 5 1 0 I 1 I 0 1 1 10 1 1 1010 1010 

26.8 26.8 25.6 25.5 25.5 25.4 25.3 

1 3.0 1" 2 1 1.7 I 1.6 11.6 1 9.4 4.3 

1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.400 

07.05 08.4 5 09.30 1 1.00 1 2.35 5.540 08.0 0 

07.1 5 08.55 09.40 11.1 0 12.4 5 05.50 08.10 

1 5 10 10 15 1 0 10 15 

NW  NW E E E SSE SSE 

15 12 10 10 13 10 12 

07.4 5 09.1 7 10.00 1 1.35 1 3.0 8 06.1 0 :J 8.37 

08.1 5 09.52 10.30 12.10 1 4.10 06.42 09.12 

2.0 2.0 1.0 2.0 

府、 1.0 

20.0 

4.0 

1.0 2.0 獲 2.0 

2.0 

2.0 

1.0 4.0 

2.0 6.0 1.0 な 1.5 



w 
U可

メイ F ガレイ

7 サ ノ、. 

マ ガレイ

マコガレイ

イシガレイ

獲
ヤナギムシガレイ

ヒ レグロ

パパガレイ

スケ ウ フ

?ンコ ウ

F コ

ホシザメ

ラザ「メ

E立ヴロコメガレイ

アイ ナメ

キ ス

-r フ

そ (1) 他

Icg 

備

考

0.7 1.5 

0.1 0.2 

7.5 16.7 

0.3 0.6 

5.4 1.4 

5.7 12.6 

1.0 2.3 

3.0 6.6 

5.8 12.9 

4.8 10.5 

2.1 4.7 

0.3 0.6 

0.2 0.5 

0.3 0.7 

0.1 0.3 
0.1 0.1 
0.0 0.0 
0.1 0.0 
0.0 0.0 
0.1 。。
0.5 1.0 
28 6.1 
0.1 0.1 

1.7 3.7 

45.2 

5.0 

1.0 し 0.5 1.0 2.0 4.0 し

4.5 2.0 0.1 0.3 0.2 1.5 

1.0 

10.0 

0.7 2.0 1.0 

5.0 5.0 

0.4 

0.5 16.0 

3.2 1.5 1.5 1.0 1.0 

マダイ 0.3 |アマダイ1.5 アマダイ 0.417イ2.0 ウマヅラ，可ギ

イカ0.5 0.5 

1 6.0 13.2 8.1 8.2 15.7 27.2 33.0 5.5 21.5 

フジナマコ フジナマコ フジナマコ Vジナマコ
10.0 3.0 2.0 2.() 



w e、

吾、ミ話
漁 位 置

水 深田

場 底 質

天 候

気 風 向

風 カ

象気 但

気 圧

海 表 面

底 層

況 流 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

投網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法 錫網開始時

揚網終了時

7 カム ツ

.マ 1" イ

ノ、タハタ

カ 、/ カ

カナガシラ

ホ シ ケ

.マ 1" フ

ヒ 7 メ

漁 7 カガレイ

ソ ウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

65 66 

9/18 11 

ね ー 5 < -12 
47 -42 80-76 

S S 

b c b c 

E E 

4 4 

20.0 20.0 

1018 1018 

24.2 24.6 

23.0 21.4 

1.200 1.200 

08.19 1 0.15 

08.31 08.25 

5 5 

wwv wwv 
14 15 

08.50 10.45 

09.23 1 1.25 

0.5 漁

1.0 

獲

Tょ

67 68 69 

9/19 11 11 

ね ー13 ゐ -15 らー13

135-150 120-120 135 -135 

M M M 

C b b 

S E E S W 

2 1 1 

21.0 22.0 23.0 

1016 1016 10 1 6 

25.0 25.2 26.4 

13.6 14.5 12.9 

NE NE NE 

1.200 1.200 1.200 

08.32 10.18 13.Q 7 

08.43 10.25 1 3.17 

12 10 8 

E NE E 

15 15 10 

09.10 1 0.3 5 13.38 

09.45 1 1.25 1 4.1 3 

1.0 1.0 

1.0 

1.0 1.0 

70 71 72 73 74 75 5十
9/20 11 11 9/30 11 11 ( 22回)

う -13 う -14 ら -10 む -11 ら -11 う -15

78 100 85 90-85 85-80 1∞-98 
M M M M M M 

C C C b b b 

S E S E E N E N E 

1 1 1 2 3 3 

20.0 21ρ 23.0 14.0 150 15.0 

1018 1019 1019 1024 1024 1024 

25.0 25.2 252 24.0 24.0 24.0 

17.3 15.2 15.7 14.0 14.6 1 32 

wv S w 
1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 

05.4 3 07.0 8 08.43 06.02 07.25 08.55 

05.4 8 07.18 08.5 4 06.12 07.35 09.05 

5 5 5 8 10 5 

wv NW wv w w w 
7 1 7 15 10 10 15 

06.13 07.40 09.14 06.30 07.55 0925 

06.47 08.1 0 10.00 07.00 0825 10.00 

20.0 20.0 2.0 25.0 81.3 

0.5 

1.0 

20.0 

1.0 8.0 10.0 5.0 2.0 28.0 

4.5 

5.0 

0.3 1.0 1.0 2.3 

4.0 

5.0 

3.0 5.0 15.0 10.0 20.0 80.0 



心よ
、a

ア サ ~、. 

マガレイ

マコガレイ

イシガレイ

獲ヤナギムシガレイ

ヒレグロ

パパガレイ

スケゾウ事ラ

アンコウ

F コ

ホ γ ザメ

ト ラザメ

量 ウロコメガレイ

アイナメ

キ A 

ア フ

そ の 他

/Cg 計

備

考

0.5 

0.3 

10.0 

0.8 

ウマスヲノ、ギ

1.5 

フグ 0.5

15.0 

し 10.0 1.0 

1.0 

2.0 1.0 2.0 

4.0 6.0 4.0 

0.3 

4♂ 

1.0 30.0 

3.0 

スルメイカ ミシ可オコゼ

3.0 0.5 

ヤリイカ20

23.3 8.0 34.0 38.5 

16.0 

2.0 2.0 2.0 2.0 18.0 

0.3 

3.0 1.0 17.6 

1.0 

10.0 

3D 17.0 

1.0 5.0 

2.0 2.0 18.0 

3.0 1 3D 

1.2 

47.5 

2.0 1.0 142 

フグ 1.0 フグ 2.0 フグ 2D フグ 5.5 
ミシマオコゼ
0.5 

ワマズラノ、ギ

2.0 
7""ダベ 3.7
ヤリイカ2.5
スルメイカ

3D 
43.3 1 9.0 27.0 14.0 57.0 427.5 I 

フ吟ナマコ

17.0 

% 計 444.5 



'" (xl 

戸、寸
漁 位 匿

水 深田

場 底 質

天 侯

気 風 向

風 カ

象 気 恒

気 圧

海 表 面

底 層

況 流 向 速

曳 制 長

漁 投網開始時

設網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法 揚網開始時

錫網終了時

アカムツ

可否F ?-' イ

/、 f1. /、?

カ ジ カ

カナガシラ

ホ シ ケ

『司r 告f フ

漁ヒ 7 メ

7 カガレイ

ソ ウハテ

ムシガレイ

メイ Fガレイ

Icg/l曳網 比 率番 76 

10/1 

う -14

100 

M 

b 

s 

2 

1 4.8 

1024 

238 

12.6 

1.200 

06.4 7 

07.00 

10 

w 
10 

07.20 

07.50 

3.7 1 8.3 15.0 

。。 0.1 

。。 0.2 

0.9 4.5 

1.3 6.4 5.0 

0.2 1.0 

0.2 1.1 

0.1 0.5 

0.2 0.9 

0.2 1.1 

3.6 18.0 1.0 

77 78 79 

" " " 
う -16 うー17 うー13

100 105-1∞ 100 
M M M 

b b b 

S S E S E 
2 2 2 

14.8 

23.7 24.0 2 4.0 

12.6 1 2.7 12.7 

1.200 1.200 1.200 

08.10 09.30 10.50 

08.20 09.40 1 1.00 

7 8 10 

w W w 
10 12 10 

08.37 10.00 1 1.20 

09.05 10.30 1 1.55 

2.0 1.0 5.0 

2.0 

20 2町。 21.0 

80 81 82 83 84 85 

" 10/3 " " 10/7 " 
なー12 むー13 ねー18 う -17 か-3 リー 5

100-95 95 240ー260 100-93 38-34 65-56 

M M M M G. S G.S 
b C C C C C 

S E S E S W S W S E S E 
2 2 2 2 3 3 

1 4.8 1 7.4 19.5 21.0 1 4.5 14.9 

1014 1013 1013 1.017 1017 

24.0 23.6 22.8 22.6 22.6 22.6 

12.7 16.0 2.0 16.4 22.2 1 7.0 

w NE NE 
1.200 1.200 1.400 1.200 1.200 1.200 

13.25 06.05 07.50 09.4 5 07.00 08.38 

13.35 06.15 08.02 09.55 07.10 08.48 

10 15 15 10 6 9 

w NW E NE WWl NW 
10 15 1 1 15 10 10 

13.35 06.35 08.28 10.20 07.26 09.07 

1425 07.10 09.07 10.55 08.00 09.38 

1.0 5.0 5.0 20.0 

16.0 

1.0 

5.0 

2.0 2.0 2.0 4.0 

10.0 

0.6 

3.0 

7.0 3.0 10.0 



w 
~ 

獲

量

kg 

備

考

ア サ ノ、. 

マガレイ

マコガ ν イ

イシガ ν イ

ヤナギムシカνィ

ヒレグロ

パパガ ν イ

スクソウタラ

アンコウ

タ コ

ホシザメ

ト ラザメ

ウロコメガレイ

アイナメ

キ エヨt

ア フ

そ の 他

0.7 3.6 

0.8 4.1 2.0 2.0 

。。 0.1 

0.8 4.0 1.0 

0.0 0.2 

0.5 22 

0.8 3.8 

0.2 1.1 

0.8 4.1 

0.6 2.9 

0.1 0.3 1.0 

22 10.7 1.0 

0.6 3.2 2.0 

0.3 1.2 ヤリイカ ヤリイカ 7.0

0.0 0.1 10.0 

0.1 0.4 マアジ 1.0 

0.2 0.8 

0.1 0.6 

0.1 0.7 

19.4 37.0 1 7.0 

0.8 7"'.):ナマコ

3.8 5.0 

20.2 

2.0 3.0 2β 2.0 2.0 21l 

2.0 13.0 1.0 

2.0 

1.0 

1.0 

10.0 10.0 

3.0 

1.0 1.0 

4.0 

ヤリイカ 4.0ヤリイカ3.0 ヤリイカ5.0 ヤリイカ アマ!l-:イ5.0 ウマスヲノ、ギ

""'fl"ジ1.0 15.0 イシ!l-:イ5.0 3.0 

ベラ 1.0 

ホウボ珍1.0

ウマズラノ、ギ

2.0 

10.0 51.0 20.0 31.0 9.0 50.0 42.6 19.0 

フジナマコ アジナマコ フジナマコ

5.0 15.0 2.0 



.. 
o 

号、ミョヨ
漁 位 位

水 深 m

場 底 質

天 候

気 !見 向

風 力

象気 題

気 圧

海 表 而

底 f吾

況 流 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

投網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法 揚網開始時

揚網終了時

アカム ‘ソ

て司F ，，- イ

ノ、"ノ、"
カ よ/ カ

tJす-jj γ ラ

ホ ツ ケ

漁マ ，，- フ

ヒ 7 メ

アカガレイ

ゾ ウハチ

ム‘ンガ ν べ

|メイタガレイ

86 87 

10/7 

り -13 かー 7

105-110 95 - 86 

M M 

b c C 

S E S E 

3 3 

18.0 18.3 

1017 1017 

23.0 23.0 

12.6 12.6 

1.200 1.200 

10.00 11.55 

10.10 12.05 

1-(l 10 

NW NW 

10 15 

10.30 12.35 

1 1.00 13.05 

19.0 

4.0 

1.0 

88 89 90 

10/14 10/17 

ね- 5 ね -13 る -15

40 - 39 135-155 100-105 

G.S M 

b b b c 

S E S E S 

3 2 2 

10.0 14.0 1.1.8 

1020 1020 1028 

2 1.0 2 1.0 20.8 

20.6 12.6 1 4.2 

1.200 1.200 1.200 

06.1 5 08.1 5 06.37 

06.25 08.25 06.47 

10 10 8 

NW E WNW 

10 10 10 

06.45 08.45 07.05 

07.1 5 09.17 07.30 

4.0 3.0 

16.0 

2.0 

1.0 6.0 

91 92 93 94 95 96 97 

10/20 

ね -17 ね -16 な -17 のー16 こ -25 < -24 く -23
270-290 240一家調。 2制)-280 1∞-95 90 - 95 150-280 150-220 
M M M M M M 

b b b b b c b c b c 

S S S S S W w w 
3 2 2 2 2 1 1 

12.8 14.0 15.0 15.0 17.6 17.6 18.0 

1028 1028 1027 1027 1016 1016 1016 

20.8 20.8 20.8 21.0 21.4 21.4 21.4 

1.8 2.0 2.0 14.2 12.5 9.0 9.0 

1.400 1.400 1.400 1.200 

08.25 09.55 11.25 1 3.1 5 08.25 09.55 1 1.35 

08.35 10.05 11.35 13.25 08.35 10.05 1 1.45 

15 15 15 10 10 10 10 

ESE ESE ESE WドW E E E 

15 14 15 1 1 10 1 5 15 

09.05 10.36 1 2.0 5 13.46 08.55 10.30 1 2.20 

10.4 0 1 1.1 5 12.35 14.20 09.3 0 1 1.05 12.55 

2.0 1.0 

1.0 0.5 

1.0 8.0 30.0 

3.0 13.0 1 1.0 100.0 10.0 

5.0 1.0 1.0 5.6 

4.0 1.0 

2.4 2.0 



品
回

マ ガ ν イ

マコガ ν ィ

イシガレイ

ヤナギムシガレイ

獲
ヒレグロ

バパガレイ

スクソウ Fラ

アン コウ

3タ コ

ホシザメ

卜 ラザメ

ウロコメガレイ

量アイ ナメ

キ ス

ア 7 

そ の 他

kg d十

備

考

2.0 

1.0 0.5 

1.0 

10.0 

10.0 

142.0 

5.0 

フグ 0.5 イシタ11.0

ヤリイカ8.0 ノごラ 5.0 

ホウホeウ0.5

ウマスヲハギ

1.0 

163.0 32.0 34.5 

1.0 20 3.0 3.0 

1.0 5.0 8.0 

1D 

1.0 

8.0 1.0 1.0 1.8 64 

1 8β 5.0 1.0 

10.0 :3 8.0 

5.0 40.0 :3 00 

0.5 
卜一一一一

仁371h-ザアジ 0.5 ノ、ツメ 3.0 ウマズラノ、キe

ヤリイカ 4.0 2.0 

フク， 0.5 

7.0 1 8.0 39.0 235 18.0 8.2 11.5 172.6 125.4 

アジナマコ

2.0 
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Fすミミ呑
漁 位 置

水 深田

場 底 質

天 候

気 風 向

風 力

象気 程

気 圧

海表 面

底 層

況 流 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

投網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法錫網開始時

錫網終了時

アカ ムツ

"'T fJ' イ

ノ、 fJ /、 fJ

カ 、ノ カ

カナガシラ

ホ ツ ケ

漁 .マ タ.
フ

ヒ フ メ

アカガレイ

ソ ウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

98 

10/20 

ま -24

140-190 

M 

b c 

w 

1 

18.0 

1016 

2 l.2 

9.5 

13.20 

13.30 

10 

E 

10 

14.10 

14.45 

5.0 

18.0 

3.0 

99 100 101 102 

21 " 10/23 " 
やー24 やー24 ねー17 ねー17 

150-2∞ 150-170 270-290 28)-320 
M M 

C C b c C 

w w S E S E 

3 3 3 3 

1 4.4 13.6 13.8 

1019 1019 1029 1029 

2 l.4 20.4 20.4 

8.7 9.1 l.9 l.8 

NE NE 

l.400 l.40 0 1.600 l.600 

06.10 08.35 07.17 08.4 0 

0620 08.45 0727 08.50 

10 10 15 15 

E E E E 

10 10 12 15 

06.40 09.05 07.5 4 9.20 

07.1 5 09.3 5 08.28 1 0.00 

12.0 15.0 

1 7.0 10.0 

930.0 90.0 2.0 3.0 

3.0 3.0 

0.6 

103 104 105 106 107 108 109 

" " " 10/28 " 10/31 " 
な -18 ねー 16 ら -16 ひ -25 て -27 .J，-. -25 や -22

270-310 340-360 230-250 55 90 140 -300 110-110 

M M M S S M M 

C C C C C C b c 

S E S E S W S S NW  N E 

3 3 3 2 3 3 3 

1 4.0 1 4.1 1 4.1 1 6.5 15.4 9.6 9.6 

1027 1027 1024 1020 1020 1030 1030 

2 l.0 20.0 20，0 20.0 20.0 19.0 18.4 

2.0 1.1 2.2 19.8 8.7 9.0 

NE 

l.6 0 0 l.600 l.600 l.4 0 0 l.400 l.400 l.400 

10.27 12.00 13.50 08.51 10.50 06.44 08.18 

10.37 12.10 14.00 09.06 1 l.0 4 06.55 08.28 

10 20 10 5 5 6 

E SE SE N N SE SE 

16 15 12 9 1 1 10 10 

1 l.0 3 12.4 5 14.22 0920 1 1.20 07.10 08.44 

1 1.28 13.20 14.55 09.52 11.50 07.46 09.21 

2.0 

6.0 漁

3.0 4.0 

1.0 

3.0 復 50.0 

20.0 

5.0 2.0 

な

1.0 
、



1
2
1
 

10 2.0 

マガレイ 2.0 : 4.0 2.0 10 

マコガ νィ! し
イシガレイ

獲ヤナギムシガνィ 2.0 

ヒ レグロ

パバガレイ

スクソウ !I-ラ 1.0 8.0 2.0 2.0 10 

7 ンコウ 3.0 

タ コ 10.0 17.0 1 7f.l 6.5 10.0 

ホシザメ 115.0 

ト ラザメ

ウロコメガレイ 15.0 

量 アイ ナメ

キ ス 10 10 

7 フ 10 

そ の 他 ノ、ツメ 1.0 ドスイカ5.0 イゴタカホデ

0.5 

k畠 計 41.4 969.6 1 19.0 25.5 14.0 140 6.0 5.0 1 2 1.5 87.0 1 0.0 
官高

量醤司，



必通.

品

で下ミ当
i!官1t、} Lft 

水 t:L 
)i句i Jt( 'i'f 

天 {民

公Lj民 I句

!虫L jJ 

~ 弘L 也

公L IJ 

A己 1(1] 

lえ !刊

tケt日t [口] j生

t丸 制 iて

Ifil、 投網開始時

役制終了時

制待時間

t兄制方向

'1l.制 ~li 1H1 

法 協制 IHJ 始 II~J

f易統!終了 IJ.'J

了カ ムソ

ーマ 1" イ

ノ、 !J ノ、l'

カ / カ

カナガシラ

ホ 二， ケ

て? 1" プ

漁ヒ プ メ

アカカレイ

ゾウハチ

ムシカレイ

メ イ

1 10 

10/31 

な -18

2:10-260 

M 

b c 

E 

;占

1 0.0 

1 0 :~ 0 

1 9.0 

1.9 

1，600 

1 0.35 

10.45 

20 

SE 

12 

1 II 7 

1 1.50 

1 ;， () 

2.0 

1 1 1 1 1 2 k9/1曳 比率番

" " ( 3 71'1]) 

な -19 ね -18

250-290 250-290 

M M 

C c 

E E 

3 2 

10.5 10.5 

1 0 :~ 0 10 :10 

1 9.0 1 9.0 

1.8 1.8 

1.600 1，600 

12.05 1:U5 

1 2.1 5 1345 

1 5 20 

E E 

1 5 10 

1 2.15 111 5 

1 :U 0 1 .1 5 0 

850 2.:~ 3A 

:18.0 1.0 1.5 

:>00 5 86.5 2.1 35 

72.0 1.9 2.9 

280 0.8 l.l 

1，2 1 J.O :~ 3.6 50.1 

:~ 2.6 o日 u 

06 。。 。o
23.0 0.6 0.9 

65.0 1.8 2.6 

1 l:~ 11 4 1 1 5 1 1 6 1 1 7 1 1 8 

11/4 " " " 11/5 " 
か- 3 か-7 り 5 り -1:~ ね-1 7 ね -11

37 60 73 100 270 1 12 

G S.G S.G S.G M S M. S 

b b b b b b 

S E S E S E S E S E E 

2 1 I 2 3 3 

10.1 15.0 15.0 1 30 10.0 1 1.2 

10 3 1 1 0:; 1 10 :ll 1 0 :1 1 1 0:; 1 1 0 :~ 5 

1 R.6 186 1 8.6 18.5 1 7.9 1 7.9 

185 18.0 15.3 1 1.8 1 1.4 

W W NE NE NE NE 

1.500 1.500 1.500 1.500 1.600 1.500 

o 8.3:~ 10.1 0 1 1.5 0 1315 06.37 08.35 

o R.4 3 10.23 12.00 13.:W o 6.5:~ 08.4 7 

5 5 5 5 5 5 

W w E E SE w 
1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 15 

09.03 104 :~ 1220 1350 。7.1:1 09.07 

10 4 :~ 1 1.2:~ 1 :lO () 11.:10 07.55 o q 45 

1 50 

200 1.0 

1.0 1.0 

1.0 2U 30 



品
口、

ア サ ，、

マガレイ

マコガドイ

インガレイ

1並 ヤナギムシカレイ

ヒ 1/グロ

ノミガヵ ν ィ

スクソウタラ

アンコウ

F コ

ホシノザメ

iEt 卜 ラザメ

ウロコメカレイ

アイナ メ

キ Jミ

了 ブ

そ 。J 他

kg 

制ij

J; と

3.0 

アブフガνィ

7.0 

20.0 :j 7.0 

1 8.4 

23.0 

20.0 

2 1.5 

1 82 

100 

，1.0 

1 2 1.5 

1 15.0 

1 3.0 

15.0 

1.0 

222.0 

1 2.5 

アソラカレイ Iu 
|スイカ 50 
へ ブ
。。

~、ツメ 目。
ブ グ 1.0 
イシタイ 1.0 
イゴ』努力;j一、テリ 0.5
マアジ

》ー

】 D

ヤリイカ 560 
イシタイ 1.0 
ウマスラ'ザ 80 
ホウオ、ウ 1.;; 

アマタイ 50 

インタイ 6.0 

1 6.0 2，456:1 

アンプマコ
2.40 

合計 2，4 8 5.:1 

0.5 0.8 

0.6 0.9 

0.5 0.8 20 L.O 

0.6 0.9 

0.5 0.7 2.0 

1.I 1.6 

。l 0.2 

3 :j 1.9 

3.9 ;;8 2.0 

り4 0.5 500 100 

04 06 

0.0 0.0 

6.0 8.9 10.0 

(U 0.;; 

02 ()ヨ カスサメ 5.0 ~.iイカ 50
0.1 02 
U2 03 
り2 0.3 ベラ 100 
0.0 OU 。。 。。
0.1 0.1 
1.5 2 :j 
(10 0.:ぅ
0.2 0.3 
0.0 0.1 。l 02 
0.2 () :j 

664 :17.0 4.0 6.0 53.0 7.0 :15り

0.8 1.2 

67.2 



品
由

否、ミ話
漁 位 置

水 採用

場 底 質

天 候

企メコE 風 向

J!f¥I_ JJ 

象 ~ 、 強

主i 日

海 毛主 i貢i

居正 !西

況 流 向 速

曳 制 i毛

漁 tQ:網開始時

投制終了時

網待時間

曳綱方向

曳制時間

法 錫側開始時

錫制終了時

7 カ ムヅ

.マ !I-' イ

ノ、 !I- ノ、 !I-

カ -;/ カ

カナガシラ

ホ -:J ケ

.マ !I-" 7 

ヒ ア メ

漁アカガレイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガ νィ

1 19 120 

11/5 " 
つ-9 つ-6 

95 37 

M. S S 

b b 

E E 

3 :占

1 I.:ぅ 1 :W 

1035 1033 

17.9 1 8.5 

1 1.1 183 

NE SW 

1.500 1.500 

10.10 1 200 

10.20 12.10 

12 5 

w w 
15 15 

10.4 i 12.30 

1 1.27 1 3.10 

1.0 

6.0 

4.2 

0.1 

1 21 122 123 

" 11/10 " 
そ 7 な 1 5 な -15

42 240-270 240-~調。

S M M 

b b c b c 

E 

:~ 3 3 

1 3.0 68 

1033 1036 

1 8.5 1 7.6 176 

1 8.3 22 2.2 

SW 

1.500 1.400 1.400 

13.25 08.50 1 0.24 

1 3.1 5 0'l00 10.34 

5 10 20 

w SE SE 

15 25 1 6 

1 355 o 'l :15 1110 
14.:13 10.05 1 1.40 

12.0 

150.0 100.0 

2.0 

3.0 

20 7.0 

121 125 126 127 128 129 1 :1 0 

" 11/12 " 1 1/1 :1 賓，
" " 

ねー15 ひ -26 ま -24 な -17 な -17 な -19 ら -19
240-280 57一氏) 140 --100 230 .-270 230-270 240-270 230-200 

S.M M M M M 
b c b b b c C C C 

S N E S E S E S E S E 
3 1 2 3 3 3 3 

'l0 1 1.8 1 1.8 

1 0 :1り 1029 1029 1027 1027 

17.6 18.0 18.0 1 7.6 1 7.6 1 7.6 17.6 

2.2 1 7.5 'l，.5 7.1 7.1 7.1 7，0 

1.400 1.400 1.400 1.600 1.600 1.600 1.600 

12.05 0'l20 1 U5  07;10 0'100 10.35 12.00 

12.1 5 0'l30 1 1.45 07.4 0 0'110 10.4 5 1 2.1 6 

20 5 10 15 11 1 0 1 5 

SE WNW E ESE ESE ESE ESE 
25 1 1 1 5 1 5 15 15 14 

13.00 o 'l4 6 1 2.1 0 08.1 0 09.:16 1 1.1 5 1245 
1 3.4 0 10.06 1 2:i 5 08..15 10.12 1 1.50 1 325 

240 夜景

10.0 20.0 60.0 20.8 

10.0 

1.0 

20.0 穫

:W 1.0 1.0 

7.0 0.8 1.0 

2.0 な



“ .... 

獲

量

~9 

イ蔚

ョ~

ア サ
，、. 

マガレイ

マコ;Ij ν イ

イシガ ν イ

ヤブギムシカレイ

ヒレグロ

パパガレイ

スケソウタラ

アンコウ

? コ

ホシザメ

ト ラザメ

ウロコメガレイ

7 イナメ

会z ス

ア フ

そ σJ 他

0.3 

3.0 

10.0 2.0 

0.5 

200 

8.0 

20.0 

20 5.0 

ベラ 8.0 イγタでイ

10.0 

ドラ 5.0

4 !l5 30.6 40.0 

2.4 

160 

2.0 し

1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 

1.0 2.0 1.0 5.0 5.0 

70 J 7り

05 

2.0 1.0 

マトウダイ イゴタコホデ

1.0 リ 1.0 

-，qγO.:{ 

アマダイ 0.8

1 54.0 120.0 19.0 271 76.7 23.0 68.0 2fiO 



s‘ αD 

:7ミミコ冬 1 3 1 

11/13 

漁位 置ねー13 

水 深 m 130-135 

真お 底 質 M 

天 候 c 

気 !武 向 S E 

llii 力 2 

象気 温 12.0 

気 正 1025 

海 表 面l 1 7.4 

成 層 10.5 

況 流 向 速

曳 絢 長 1.600 

漁投網開始時 13.46 

役網終了時 13.57 

網待時間 7 

曳綱方向 ESE 

曳制時間 1 1 

法場網開始時 1 4.1 5 

場制終了時 1445 

アカ t.、;/

て"
"，' イ

ハタ ノ、? 100 

tJ ン カ 30 

カナカンラ

ホ シ ケ

7 "，- 7 

ヒ プ メ

d.(¥ 7 カガレイ

y ウハチ

ム γ ガレイ

メイタガレイ

1 3 2 1 :~ 3 1 :H 135 

11/18 " " " 
ね-5 ねー 5 そ 10 なー10

41 41 95 - 98 85-90 

S.M S.M 

b c b c b c C 

S E S E S E S E 

2 2 2 2 

7.8 7.S 

1028 102S 1.029 1022 

16.5 1 65 1 1.5 1 1.6 

1.400 1.100 1.400 1.400 

08.20 10.03 1 1.40 13.10 

08.30 10.13 1 1.5 0 13.20 

10 10 10 10 

NW NW  E E 

1 0 23 12 1 5 

08.50 10.35 12.1 2 13.45 

o Q2 5 1 1.05 12.45 14.20 
10.0 3.0 

60 

5.0 

0.6 

20 2.0 

136 1 37 138 139 140 1 41 142 

11/21 " " 11/28 " " 11/29 

ね -12 な -16 な -16 ねー16 ね -16 ね -17 ね -15

125-125 230-260 2:10 -280 220-260 220 -260 230-270 220-270 

M M M 

b b c b c b b c C C 

S E S E S E S E S E S E NW  

2 3 3 2 2 2 2 

1 1.6 1 1.6 1 1.6 1 11 1 1.1 111 

1025 1025 1025 101 6 1 01 6 1 01 6 10 1 5 

156 15.6 15.6 1 5.7 15.7 1 5.7 

9.6 3.5 ::15 59 5.9 5.9 5.8 I 

1.400 1.400 1.400 1.400 14.00 1.400 1.400 I 
1 1.1 0 12.47 141 5 08.00 OQ55 1 1.30 o 7J 2 I 
1 1.20 1 2.57 14.25 08.10 10.05 1 1.40 07.25 I 
1 0 15 15 10 15 15 20 

E SE SE E E E E 

1 0 18 20 1 7 16 20 1 5 

1 1.4 0 13.30 1 5.00 08.37 10.36 12.15 08.00 

1 215 14.05 15.35 o Q 0 0 1 1.07 12.4 8 08.34 

120.0 200.0 400.0 280.0 1500 400.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 2.0 2.0 1 () 0 



s‘ 
<J:) 

ア サ ノ、

マカレイ 2.0 

マコカレイ

イシガ ν ィ

ヤメギムシガレイ 2.0 
穂t
ヒレクザロ 200 

ノミノごガレイ

スクソウタラ

アンコ 内

F コ

ホシザメ

ト ラザメ

i立ウロコメガレイ

アイナメ

キ A ]，0 

ア プ

そ の 他ヤリイカ ].0

kg 390 

イ特

~ 

0.5 

10 ].0 

アマタマ 40 イシダイ

イ‘ンタ.イ :1.0 10.0 

ウマスラハギ

0，5 

プグ 0.5 

<J 1 230 

1.0 

1.0 1.0 1.0 

1.0 1.0 1.0 l.O 

20 30.0 5.0 5.0 H.O る1)

I 10 ごo

2.0 4.0 2.0 :1.0 1 4.u 

2.0 10 

1 0.0 

10.() 3.0 

1.0 

一一カスベ 3.0 トスイカ2.0 ドスイカ].()

250 1 3.0 3.0 1:1 0.0 2:140 41 2.0 287.0 1 62.0 4:1 0.0 



ιn 
o 

;三ミミ二重
務、 位 置

水 深 m

場 底 質

天 候

気 風 向

風 力

象気 温

Sメ=、 圧

海 表 面

底 層

況 流 向 速

曳 網 長

漁投網開始時

投網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法錫網開始時

揚網終了時

アカ .t. ‘ノ

『司r ?' イ

ハタ ，、?

カ ‘/ カ

カナガシラ

ホ
" 
ケ

弓7 ?' 7 

ヒ ア メ

漁 アカガレイ

‘J ウハチ

ムシガレイ

メイタカレイ

143 

11/29 

ね -15

220-270 

M 

C 

NW  

2 

1015 

5.8 

1.400 

09.06 

09.16 

20 

E 

I 4 

09.50 

10.20 

70.0 

20.0 

144 145 計 kg/l曳網

" " t33問}

ね -14 ね -16

230一泊。 240-270 

M M 

C C 

NW  NW  

2 2 

1 01 5 1 01 5 

5.7 5.7 

1.400 1.400 

10.45 1230 

10.55 1 240 

20 15 

E E 

1 5 10 

lUO 1 305 

120 :3 1 337 

290 0.9 

690 2.1 

30.0 :10.0 2，050.0 62.1 

1 30 0.4 

60 0.2 

200 0.6 

I 1.0 0.3 

5.6 02 

50 61.2 1.9 

0.8 。。
12.0 0.4 

。I 。。

比率持 146 147 148 14 9 1 50 151 

12/2 " " " 12/3 " 
な -18 な -18 な -18 な -16 ねー17 才~ -17 

230-260 220-250 220-250 220-250 2ぬ-260 210-230 

b c b c b c b c b C 

N E N E NW  NW  S S 

2 2 2 2 2 2 

5.4 5.4 5.5 5.5 66 66 

1028 1028 1028 1028 1025 1025 

I 46 1 46 14.6 11.6 1 5.0 I 4.8 

:3.2 32 3.2 :3.2 3.4 3.4 

1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 

07.35 09.0 1 10.:35 12.30 07.06 08.45 

07.45 0914 1 0.45 12.40 07.1 6 08.55 

20 20 15 20 20 16 

E ENE 

1 4 16 10 1 2 1 4 10 

o !l.l 9 09，， 0 1110 1 312 0750 09.21 
o R.4 8 1022 I 115 1 3.4 :; 011.2 :1 09.55 

1.0 

2.5 

735 2100 140.0 ~ 50.0 240.0 1 00.0 :3000 

0.5 

0.2 

。7 1.0 2.0 1.0 Ul 、1O

01 

02 

2.2 30 

。。
0.4 

。。



乞E、
与圃企

T サ ，、

マガ ν ィ

マコ力レイ

イシカ ν ィ

山はi ヤナキムゾカレイ

ヒ ν クロ

ノ ζ 山ガ ν イ

スケゾウタラ

アンコ ウ

タ コ

ホシザメ

卜 ラザメ

量ウロコメガレイ

アイナ メ

式ユ よ之

ア 7 

そ 日〕 他

kg 五十

イ府

がJ 

3.4 

1.0 19.0 

6.8 

3.0 

1 7.0 

1υ 2.0 365 

10.0 50 3.0 870 

:~ 60 

35.0 8.0 30 1030 

5.0 

80.0 

1 0.0 

。5
270 

1.0 

135.0 4 qO :-l q 0 2.79 3.0 

0.1 0.1 2.0 1.0 1.0 

0.6 0.7 

0.2 0.2 

。l 0.2 

0.5 0.6 

].] 1.3 2.0 2.0 2.0 

2.7 3.1 1.0 1.0 5.0 2.0 

1.1 1.3 

3.1 3.8 1.0 1.0 1.0 2.0 2.() 

0.2 0.2 

2.4 2.9 

0.3 0.4 

O.:~ 0.3 

08 1.0 

。。 。。
0.7 0.8 アブラヅノザ

0.1 02 
メ 60 。.7 0.8 

0.0 。。
0.2 02 
0.0 。。
0.0 。。
0.0 。。
0.1 o 1 
0.0 。。。.0 。。
0.2 0.2 
846 2460 145.0 558.0 2430 1 1 1.0 31 1.0 



'" e。

7下ミコヨ
漁位 置

水 深田

場 底 質

|天 候

気 風 向

風 力

象 ~\ 温

~ 日一

海 表 rm 
1ft 層

況 /iit 向 速

曳 網 i毛

漁 投網開始時

役網終了時

網待方問

曳網方向

曳網時間

法 揚網開始時

場網終了時

7 カムツ

ー.. ? イ

ハタ ハタ

カ Jノ カ

カナガ γ ラ

オミ ツ ケ

て司F ? 7 

ヒ フ メ

漁 アカガレイ

ソ ウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

1 5 2 

12/3 

ねー17 

210-23) 

C 

S W 

4 

6.7 

1025 

14.8 

3.4 

1.400 

10.18 

10.28 

10 

ENE 

7 

10.45 

1 1.20 

8 60.0 

2.0 

153 1 5 4 155 

1 2/1 1 " " 
ね -16 な -15 ね -13

220-230 160-180 1 1 0 

b c C C 

NW  NW  NW  

3 3 3 

1.2 1.3 1.8 

1020 1 0 1 9 1 01 8 

1 3.0 1 30 1 34 

3.0 75 10.6 

1.400 1.4 0 0 1.400 

O'l10 10.55 12.26 

o 'l2 0 10.05 12.36 
15 10 8 

ESE ESE ESE 

8 5 10 

09.43 1 1.20 12.54 

10.15 1 1.55 13.32 

1.0 

在予、 1200 

30 

鑑

2.0 

1.0 

156 言十 切'/1曳網 比率掃 1 5 7 1 5 8 1 5 9 1 60 

12/16 1 1阿 51. 1/8 " " " 
ふB ー24 ま -24 け 24 け 24 け 24 

90-95 140-160 100-120 100-120 100-150 

M M M M M 

b c C C C C 

N E S W S W S E S E 

4 3 2 2 2 

2.6 2.8 

1010 101 2 1 01 1 1007 1006 

12.8 12.2 1 2.0 1 1.85 

8.6 1 1.4 5 1 1.85 14.00 1 1.45 

1.400 1.400 1.400 1.40 0 1.400 

0637 06.55 08.45 10.10 1 1.42 

0647 07.05 08.55 10.20 1 1.52 

18 10 1 5 10 8 

SE E ESE E E 

10 10 10 15 10 

07.1 5 07.25 09.20 10.45 1 2.1 0 

07.48 07.55 09.53 1 1.20 13.10 

2.0 3.0 0.3 0.1 30 

3.4 34 0.3 0.1 2.0 4.5 

2，550.0 231.8 96.0 

2.0 在号、

1 40 1.3 0.5 40.0 

1.0 1.0 0.1 。。 1.0 1 2.0 4 0.0 

5.0 05 0.2 

1.0 1.0 

1.0 2.0 0.2 0.1 1.0 2.0 ~ 



U可
むコ

ア サ ノ、

マガレ イ

マコガレイ

イ γ ガレイ

獲
ヤナギムシガレイ

ヒ レグロ

バパガ ν イ

スゾウタララ

アンコ ウ

3タ コ

ホ γ サメ

ブ ザメ

最市口コメガレイ

アイ ナメ

キ ス

ア フ

そ 。コ f也

kg 

備

考

t"， 

2.0 

し

1..0 

1.0 

30 2 7.0 

4.0 

2..0 

アフラYノザ ヤリイカ3.0

メ 3.0 

863..0 132..0 9.0 38.4 

フ付寸コ

30 

，t 、l 

1..0 1..0 

2..0 .0.2 。I 2..0 な

6.0 .0.5 .0.2 

1..0 .0.1 。。 1..0 

1 .0..0 0.9 .0.1 し

3 .0.0 2.7 1.1 1 3D 5..0 

1 1.0 1.0 。5 1.0 

1.8 

2.0 .0.2 .0.1 

0.:'1 

2..0 

アフ・ラツノヲ「 アブラツノザ イゾブキず3D ホウホ乃2.0

メ 9.0 .0.8 0.3 メ 5..0 ホウホザ 2.0 フグ1.0

ヤリイカ3.0 .0.3 内.1 メJミノレ 1.0 フグ 3.0 均リイカ.0.5

ヤリイカ4..0 ヤリイカ2. .0 

2.6564 62.1 4 2.0 57..0 

3..0 0.3 .0.1 

2.6 5 5.4 



巳"ヘ
炉

でドミヨ
称、 位 置

水 深 m

場 底 !百

:天 候

長t1弘 向

回L }J 

象気 iLL 

~\ 圧

海 表 1(11 

!疋 !吟

dt IJit げ司 j定

曳 有国 iて
t明i校側開始附
投側終了時

制待時間

曳縦方向

'I!.網時間

i位三 揚網開始時

錫制終了時

7 カ ム ツ

-0' 1" イ

ノ、タノ、l'

カ ン カ

カ Y カシラ

オ、 ツ ケ

-0' 1" 7 

ヒ 7 メ

df¥ァカガレイ
ソウノ、チ

ムンカレイ

メイタカ νィ

1 6 1 

1/14 

な -17

240 

M 

S 

NW  

1 0.5 

90 

1，400 

(J 7 10 

り720

10 

ESE 

1 7 

。717 
OH20 

1 80 

162 163 164 165 

" 1/16 "〆 1/28 

なー17 ま 24 ま -23 な -17 

300 100-120 90 230-280 

M M 

S B B C 

NW  W S W NW  

4 

1.5 1.7 30 

1021 1021 1026 

10.5 9..1 

~U 9.5 9.6 34 

1，400 1.4 00 1.400 1.400 

08.35 09.10 1 1.40 08.15 

08.1 5 0920 1 1.50 0825 

1 5 1 5 5 1 5 

ESE ESE ENE SE 

12 10 10 1 5 

09.1 2 0945 12.05 08.55 

101 2 10.55 1240 0930 

1.0 

務、

2.0 

4.0 200 

6.0 

7.0 獲 10.0 

0.5 

166 167 168 169 kg/1曳網 比率番

" " " 1/29 1 :~l'"II 

け -24 け -25 け -25 こ -25

95-1∞ 95-100 9らーl∞ 80ー70
M M M M 

C C C C 

NW  NW  NW  NW  

4 4 4 4 

3.0 30 3.0 5.0 

1028 1028 1027 1020 

9.2 9.2 92 96 

9.1 9.1 9.1 9.2 

1.400 1.400 1.400 1.400 

1 1.03 1 2.25 13.40 07.13 

1 1.1 3 12.35 13.50 07.23 

5 5 5 2 

SE SE SE NE 

1 7 15 15 10 

1 1.35 12.55 1 4.1 0 07.35 

12.08 13.30 1 4.45 08.10 

3.0 2.0 0.6 

6.5 0.5 12 

1.0 2.0 02 0.4 

1.0 1.0 2.0 60 0.5 1.1 

3.0 5.0 50.0 3.8 93 

20.0 62.0 4.8 1 1.6 

2.0 5.0 3.0 10.0 79.0 61 14.8 

10.0 2 7.0 2.1 5.0 

2.0 0.2 04 

30 2，0 3.0 8.0 19.5 1.5 3.6 



ιn 
c.n 

ア サ ノ、

マガ V イ

マコガレイ

イシガレイ

獲
ヤナギムシカeレイ

ヒレグロ

パパガレイ

スクソウ Fラ

アンコ ウ

? コ

ホシザメ

ト ラザメ

最ウロコメガレイ

アイナメ

キ 3理L

ア ラ

そ の 他

~'iJ 言十

備

考

0.3 

1.0 

3.0 

22.3 

1.0 

な

0.2 1.0 

30 5.0 

2.0 

1.0 し 10.0 

12.0 

1.0 3.0 

50.0 

20.0 

カスベ30.0 フグ 5.0 イシナギ0.5

マイワシ1.0

95.0 43.7 49.0 1 35 

0.3 。。 りl

2.0 0.2 0.4 

1.0 2.0 0.2 0.4 

1.0 4.0 0.3 0.8 

5.0 14.0 1.1 2.6 

2.0 4.0 9.0 0.7 1.7 

10.0 24.0 1.8 4.5 

15.0 6.0 2 1.0 72.0 5.5 1 35 

2.0 6.0 13.0 1.0 2.4 

1.8 0.1 0.3 

50.0 3.8 9.3 

1.0 1.0 2.3 0.2 0.4 

22.0 1.7 4.1 

マイワシ1.0 アプラツノザ

イシナ守'0.5
メ 5.0 0.4 0.9 
マイワシ2.0 0.2 0.4 
イシサギ4.0 0.3 。7
フ グ9.0 0.7 1.7 
カスベ30.0 2.3 5.7 
ヤリイカ65 0.5 1.2 

b除dパウノボレウ 1.0 0.1 0.2 
4.0 0.3 0.7 

3 1.0 1 3.0 106.5 535.1 

合計 535.1 41.2 



官、

宮、

二三、ミ互2
漁 位 置

水 深 m

場 底 質

天 候

気 風 向

風 力

象 気 温

気 圧

海 表 面

底 層

況 dIf 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

投網終了時

網待時間

曳綱方向

曳網時間

法 揚網開始時

揚網終了時

7 カム ツ

『司P ?-. イ

ノ、?ノ、タ

カ シ〆 カ

カナガシラ

ホ ヲ ケ

てヨF ?-. フ

ヒ フ メ

漁 7 カガ ν イ

ソ ウハチ

ムシガレイ

メイタガ νf

170 

2/5 

ま -23

145-220 

M 

C 

w 
2 

1 

1016 

8.4 

8.2 

1.400 

06.52 

07.02 

8 

ESE 

15 

1720 

07.55 

20.0 

2.0 

0.2 

171 172 173 174 

H H H H 

こ -25 て -27 あー27 け -23

95-95 100-105 100-95 90-100 

M M M M 

C C C C 

S E S E S E S E 

2 2 3 4 

1 2 

1016 1.015 1013 1010 

8.4 8.4 8.4 8.4 

8.3 8.3 8.3 8.3 

1.400 1.400 1.400 1.400 

08.15 09.42 11.1 0 12.40 

08.25 09.52 11.20 12.50 

5 5 5 10 

E E E w 

15 11 12 15 

0845 10.08 1 2.'i 7 13.1 5 

09.20 10.43 13.08 13.50 

6.0 4.2 3.0 

1.0 2.0 6.0 

8.6 0.9 0.7 2.0 

0.2 1.0 2.0 

0.3 1.0 

1.0 

175 176 177 178 179 180 181 

H 2/6 H H H " 2/13 
け -23 て -27 こ -27 て -28 こ -25 こ -25 け -24

1∞-110 100-110 105-115 110-115 1∞-100 95-100 95-105 
M M M M M M M 

C C C C C S B.C 

S E E E E NW  NW  .S E 

4 2 2 2 3 2 2 

2 2 3 3 l 7 

1009 1009 1009 1009 1008 1007 1034 

8.4 9.0 9.0 9.0 9.0 8.8 9.2 

8.3 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 9.0 

1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 

14.10 07.17 08.30 09.4 5 1 1.05 1 2.3 0 06.30 

1420 07.27 08.40 09.55 1 1.15 12.40 06.40 

5 5 5 5 5 5 s 
w ESE ESE ESE SE SE ENE 

10 8 15 15 17 15 15 

14.3 5 07.50 09.00 10.15 1 1.37 13.00 07.00 

15.05 0820 09.30 10.45 12.08 13.30 07.3 0 

1.0 

0.2 1.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

42 1.0 4.0 4.4 2.0 2.0 

8.0 

1.0 3.0 6.0 5.0 2.0 1.0 2.0 



ιn 
、通

獲

量

kg 

備

考

ア サ J、-

マガレイ

マコガレイ

イシガ V イ

ヤナギムシガνィ

ヒ ν グロ

ババガ ν ィ

スクソウ Fラ

アンコ ウ

~ コ

ホシザメ

ト ラザメ

ウロコメガレイ

7 イナメ

キ ス

7 7 

そ の 他

計

0.5 

1.4 

3.5 

4.4 16.0 

1.0 

7.4 23.0 

1.0 

0.5 

マイワシ0.5

23.7 33.9 44.8 

フ方マコ

2.0 

1.0 

1.0 0.5 0.5 

3.3 330 10.0 3.4 

10.0 4.0 20.0 10.0 6.6 4.0 

20.0 20.0 22.6 20.0 

10.0 3.2 1.0 1.0 1.8 1.0 

3.0 

1.0 

2.0 1.0 0.5 2.0 

ヤリイカ1.0 ホウボウ0.5 トフザメ5.0

25.9 26.3 10.6 62.5 45.0 39.0 38.9 8.4 39.0 

フ分マコ プ三ナマコ フジナマコ

5.0 20 5.0 



U司

∞ 

区ミ分ミご、一........_、旦4日E 

漁 位 置

水 深 m

場 底 質

天 候

気 風 向

風 力

象気 温

気 圧

海 主主 由i

底 層

況 流 向 速

曳 網 長

漁投網開始時

技網終了時

網待時間

曳綱方向

曳網時間

法 錫網開始時

錫網終了時

7 カムツ

マ ;;: イ

ノ、:9ノ、 p

す] ごノ カ

カナガシラ

ホ ーッ ケ

.マ ;;: 7 

ヒ 7 メ

漁 7 カガレイ

ソ ウハチ

ムシガレイ

メイ F ガ νィ

182 

2/13 

け -24

95-100 

M 

b c 

S E 

2 

-6 

1034 

9.2 

9.0 

1，400 

。7.43
07.53 

5 

E 

12 

08.1 0 

08.40 

0.5 

3.0 

3.:~ 

2.0 

183 184 185 

" " " 
こ- 26 や -23 ヤ -24

1∞-115 130-170 130 -2∞ 
M M M 

b c b c b c 

S E S E S E 

2 2 2 

-5 -5 -5 

1034.5 1034 1033 

9.2 9.2 92 

9.0 9.0 9.0 

1.400 1.400 1.400 

09.02 10.47 

09.1 2 10.57 

5 1 0 

E E 

13 13 

09.30 1 1.20 

10.00 11.50 

34.6 

30 5.0 

2.0 

2.0 1.0 

80 

3.0 1.5 2.0 

1 86 1 87 188 189 190 1 91 192 193 

" 2.1 4 " " " " " 2.1 7 

ヤ -24 ふ -24 こ -25 こ -26 こ -26 こ -25 こ -25 け~ 25 I 
130-1卯 I∞-150 90-105 l∞-120 90-110 90-100 95-115 95-105 I 
M M M M M M M M 

b c b b b b b b C 

S E E E E E E E E 

2 2 2 2 2 2 2 2 

-4 -6 -4 -3 -2 -1 -1 -3 

1.0 30 1031 1031 1 0 30.5 1030 1030 1 028.5 1 0 2:~ I 

9.2 9.2 92 9.2 92 9.2 9.2 自信 | 

9.0 9.0 90 9.0 90 90 9.0 8.4 

1.400 1.400 1.400 1，400 1.40 () l、40() 1.400 1.4 () () 

t開 1(11. &!. 

1.0 

1.6 20 

1.8 20 

纏 獲 f華

25 2.0 1.0 71 10.0 

1.4 

7.0 1.0 2.0 

1.0 5.0 5.0 60 :!OO 



日、

'" 

59 

7 サ _，、-

マガレイ

マコガレイ

イシガ ν ィ

ヤナギムγガνイ

獲ヒレグロ

ババガ ν4

スクソクタラ

7 ンコク

タ コ

ホシザメ

ト ラザメ

量ウロコメガレイ

7 イナメ

キ ス

7 7 

そ の 他

((，9 計

備

考

4.0 4.2 

3.0 7IJ 

27.0 

1.0 

1.0 

14.8 76.8 19.5 

フナナ守コ

1.0 

ι 

な 1.0 な な

4.0 3.4 し 12.8 7.0 

し し

12.0 5.0 10.4 15.0 

1.6 14.4 25.0 10.0 

1.4 3.7 0.5 1.0 

5.4 

1.0 

アフヲザヲ

9.6 

9.4 13.9 39.7 40.9 66.6 63.4 

フチナ守コ フジナマコ

1.0 2IJ 



cn 
o 

60 

22そミ急
漁 位 置

水 m 深

場 底 質

天 候

気 風 向

風 力

象 気 温

気 圧

海 表 面

底 層

況 流 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

役網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法 錫網開始時

錫網終了時

7 カムツ

『司F ~ イ

J、 !J _，、タ

カ シ カ

カナガシラ

ホ ";1 ケ

マ ~ ラ

ヒ ラ メ

漁 7 カガ ν イ

ソウハチ

ムシガ νィ

メイタガレイ

194 195 

2/17 " 
け -25 けー25

100-110 1∞-115 
M M 

C C 

E E 

2 2 

-1 -1 

1024 1024 

8.7 8.9 

8.4 8.4 

1.400 1.400 

08.05 09.25 

08.15 09.35 

5 5 

ESE ESE 

15 20 

08.3 5 09.55 

09.15 10.40 

0.2 4.0 

2.0 

20.0 50.0 

196 197 198 

11 " " 
け -25 あー28 け -25

1ω-120 1∞-103 1∞-105 
M M M 

b b b 

E E E 

2 2 2 

-1 -1 。
1025 1025 1014.5 

8.9 8.95 8.9 

8.4 8.4 8.4 

1.400 1.400 1.400 

10.48 12.14 13.43 

10.55 12.25 13.55 

5 5 5 

ESE ESE ESE 

15 15 10 

1115 12.45 14.10 

12.0 0 1320 14.55 

、

0.5 1.0 3.7 

20.0 40.0 3.0 

199 200 201 202 203 204 205 

" 2/18 " " " 2/27 " 
け -25 < -23 け -25 け -25 け -25 ζ- 27 こ -26
130-250 100-170 100-95 100-130 90-100 90-100 95-100 

M M M M M M M 

b C C C C C C 

E S E S E N E N E S W SW  

2 2 2 2 3 3 3 

。 -1 。 l -1 。 。
1016 1013 1015 1015 1014 1030 1032 

8.9 8.25 8.3 83 8.3 8.4 8.4 

8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.0 8.0 

1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 

15.00 06.44 08.15 10.07 1 1.20 06.02 07.15 

15目。 7 06.56 08.20 10.20 11.30 0614 0725 

5 5 5 5 5 6 5 

ESE ESE ESE E E E E 

15 15 13 10 15 15 15 

15.30 0721 08.43 10.35 1 1.50 06.30 0745 

16.05 07.5 5 09.30 11.20 12.35 07.05 08.20 I 

漁 1 4.0 

6.8 

74.6 

4.0 24 4.0 10.0 

獲

2.0 1.0 

4.0 5.0 5.0 2.0 3.0 



。、
同

61 

殺

量

kg 

備

考

7 サ ノ、. 

マ ガレイ

マコガレイ

イシガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒ レグロ

パバガレイ

スクゾウ Fラ

アンコ ウ

F コ

ホシザメ

ラザメ

ウロコメカ'レイ

7 イナメ

キ ス

7 7 

そ の 他

言十

7.0 2.0 1.0 1.0 

10.0 1.5 0.3 0.5 

5.0 2.0 

44.2 57.5 21.8 44.5 

1.8 

Tょ

1.0 10.0 2.6 2.0 3.0 

5.0 し

0.2 25 5.0 4.0 2.0 3.0 

4.5 1 5.0 10.0 6.4 3.0 3D 

4.2 

0.8 

2.0 10.0 10.0 5.0 

7フヲツノザ

メ 5.8 

12.4 35.5 104.0 22.0 25.4 39.0 28.0 

ナマコ5.0



e、
N 

τ下ミミヨ
漁位 霞

水 深 m

場 底 質

天 官員

気 風 向

風 力

象気 温

気 庄

海 表 面

底 !葡

況 流 向 速

曳 網 長

漁 投網開始時

投網終了時

網待時間

曳網方向

曳網時間

法 場網開始時

揚網終了時

アカムツ

.マ 1" イ

ハタノ、l'

カ -ノ カ

カナガシラ

ホ ':/ ケ

-マ 1" フ

ヒ プ メ

漁 アカガレイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

206 

2/27 

こ -26

100-110 

M 

C 

S W 

3 

1.0 

1030 

8.4 

8.0 

1.400 

08.36 

08.46 

5 

E 

14 

09.05 

09.38 

2.0 

2.0 

10.0 

2.0 

2.0 

207 208 百十 kg/1曳網 比 星巨番

" 11 39回

こ -26 こ -25

100-110 70ー70

M M 

C C 

S W S W 

3 4 

1.0 

1030 1029 

8.4 8.4 

8.0 8.2 

1.400 1.400 

09.58 11.30 

10.08 11.40 

5 5 

E E 

12 18 

10.25 1203 

11.00 12.38 

34.6 。目9 2.7 

2.0 0.1 0.2 

3.2 60.7 1.6 4.8 

37.6 1.0 3.0 

78.6 2.0 6.2 

1.8 4.2 104.8 2.7 83 

1 1.4 0.3 0.9 

26.2 0.7 21 

3.0 224.0 5.7 17.8 

1.0 0.0 0.1 

209 210 211 212 213 214 

3/3 " " 11 " 3/5 

こ-25 と -26 こ -26 こ -26 こ -26 と -25

90-90 95-105 95-100 90-95 90-95 95-100 

M M M M M M 

b c c S C C C C 

NW  NW  NW  NW  NW  S W 

2 2 2 2 3 3 

-3.0 -3.0 。 。 。 。
1016 1016 1015 1015 1.015 1.024 

8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.2 

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 7.8 

1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 

06.47 0805 09.18 10.38 12.20 06.00 

06.57 08.15 09.28 10.48 12.30 06.1 0 

5 5 5 5 5 5 

ESE ESE ESE ESE ESE E 

10 10 12 12 15 15 

07.1 2 08.30 09.45 1 1.05 1 2.50 06.30 

07.45 09.05 10.17 1 1.48 13.25 07.05 

1.6 5.2 

1.0 1.0 

25.0 20.0 15.0 15.0 20.0 10.0 

1.0 5.0 5.0 1.0 2.0 

1.5 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 



品
ωa 

J ーリ ノ、

ーマ ガレイ

マコガレイ

イシガレイ

事主
ヤナギム:νガレイ

ヒ レグロ

バパガレイ

スケゾウタラ

アンコ ウ

タ コ

ホ‘ノザe メ

ラザメ

ldウ口コメガレイ

ア イナ メ

会p ス

7 フ
トそー の一一←他ーー

kg 言|

1; 

2.0 

20 

0.4 

1.0 

32 

266 

1.0 o'ぅ

21 

1.2 5.2 

2.0 1 1 2.4 

5.0 

2B 15 H.1 

1.0 

H.4 2:~ u 

60.0 

日。4

S.O 

:u 

1.2 :~ 5.7 

ホウボウ :w 卜←アフラ一ツ一一ノ一ザ一

メ 154 
マイワシ05
トヲサメ 50
ホウホず内:)，5

ヤリイカ1.0

22.4 94 1. 2:~5.7 

ブーィコ2:10 

，E、I U :i H.i 

0.2 0.0 1.4 

りl 0.2 

0.1 0.4 。5

2.9 H.9 I.H 1.0 

0.1 0-4 

H 1 2.6 7.0 5.0 5.0 60 こ心

。。 0.1 

5.9 1 H.:~ 2.0 :，0 S.U 10.0 1.0 1 ;'.H 

1.5 I.H 1.0 b.5 

0.2 。7
。I 0.4 

01 り3

09 2.H 

十
メノミノレ ]，0 メノヤレ 1.0 

01: ].2 
オウオウピ o。。 。。。I。I O.:~ 

0.0 。I

:1 1.7 -1 :~6 :~ 5.H :~ 11 270 2 H.O 1 ;}.5 

0.6 ].H ゾマコ ιl() 

:~ 2:~ 



a> 
品

::、ミ話
事事、 置

!Jく 深田
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1. 日本海スルメイカ漁場調査

I 調査目的

臼本海になけるスノレメイカの分布，環境，群の性状等を把握する ζ とにより，資源の究明と当該漁

業経営の安定に資する。

E 調査内容

1.期間 昭和50 年 7 月 7 日 ~9 月 2 0日

2. 海域

3 調査船

4 O"N ~4 6"N， 133.50E~14 1. 50Eの日本海

試験船，東奥丸(134.47トン， 550P.S. 橋本留蔵船長以下 17名乗組)

4. 担当者 主任研究員 赤羽光秋

H 沢田兼造

技師 十三邦昭

5. 調査及び指導項目

(1)調査

スルメイカの分布，漁場環境，スルメイカまきの性状，及び移動

(2) 指導

試験操業中にむける現場実況放送

(放送項目)

・操業位置

・操業時刻

-釣機使用台数

・漁獲量(尾数，重量)

・各層水温-

6. 調査及び指導の方法

(1)調査

・スルメイカの分布

-漁獲イカの大小組成

.漁況経過の特徴

-付近海面の観察記事

.海上気象

・翌日の調査予定

自動イカ釣機 19台を使用して，原則として 1夜1海域で漁獲試験を実施した。操業海域

の選定は，適当な間隔をbいて出来るだけ広範囲になるように予め計画してbいた0

.漁場環境

B.T.を使用し， O~275π如水温鉛直構造を把握した0

.スルメイカ群の性状

操業の者/3度漁獲イカから 100尾抽出して船上で外套背長の測定(パンチング)を行左い

とのほか適当な間隔で 50尾抽出して本場に持帰!J，生殖器管，胃内容等の多項目測定を実

施した。

・群の移動

期間中VC9海域で 6.045尾の標識放流弐験を実施した。標識は 65棚アンカータグで，

タッギングガンを使用してスルメイカの肉鰭にとりつけたo放流実施の使様は，無線汝送の
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中で漁船に周知方を図った。

(2) 指導

放送のタイムと周波数は下表のとなりである。

<イカ調査期間> 通信時刻表

通信時間 通信内容 周波数 備 考

2103~2130 鯵ケ沢局珪船QRY 1725(KHZ) 局宛位置等報告

2230~2300 調査船間QRY 2 3 9 4 • 5 調査途中経過

2330~2400 鯵ケ沢局各船宛BC 1 725 N 

0003~0020 八戸局所属各船BC 24 4 5 N 

0030~0100 大畑，青森局各船宛BC 1 785 N 

0303~0330 八戸局所属各船BC 24 4 5 N 

0430~0500 調査船問QRY 2 3 9 4 • 5 調査結果

0545~0600 大畑，青森局各船宛BC 1 7 8 5 N 

0630~0700 鯵ケ沢局陸船QRY.BC 172 5 N 

亜調査結果

5 0年度に東奥丸によって調査した概要は第 1表K示しである。 49年度と同じ期間内の調査実施

概要について比較したのが第2表で，とれKよると 50年度は航海距離はやや少ないが操業回数は若

干上回ってむり，漁獲量については，尾数では約 20%減少しているものの重量では逆に 6%ほど増

加している。

第 1表 50年度調査実施要目

よ健と空 第 1 次 第 2 i欠 第 3 次

期 問 7. 7 ~ 7.2 3 7.2 8~8.1 0 8.2 5 ~ 9.2 0 

海 域
4 10~ 4 4明 4 OO~ 4 4"N 4 10~4 60N 

1 3 3. 50~ 1 4 00 E 135旦~ 1 4 00 E 1 3 70~ 14 20E 

航海距離 1， 0 9 0浬 690浬 1，1 70浬

操業回数 1 6回 1 3回 2 1回

漁獲量
5 1，733尾 34.603尾 42，688尾
1 4.9トン 1 1. 3トン 1 2.3トン

放流尾数 3，500尾 500尾 1，6 50尾

第2表 49.50年の調査量の比較

守司ミ 期 間 航海距離 操業回数 L省け、 1蔓 昼日 放流尾数

4 9 7.1 5~9.2 6 3，600浬 4 5回
1 6 3，8 6 1尾 5，870尾
3 6. 1トン

5 0 7. 7 ~ 9.2 0 2.950浬 4 9回
1 2 9，0 2 4尾 5，6 5 0尾
38.5トン
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1 スノレメイカ群密度分布

漁獲試験結果から釣機 1台 1時間当り漁獲尾数 CC.P.U.E)を算出し，各海域の魚群密度を，

C.P.U.E.の値Kよ「て四段階に区分し，その分布を第 2図に示したo とれによると，群密度は

昨年度同様日本海の中央以西海域で高く，本邦側では低くなってなり，かつ，時期の遅れκ従って
密度の高い海域が北側K移フてゆく傾向を示しているO また第 1次航海の 430N ， 13 70E付近に

なける C.P.U.E.は 100尾を超えてなり，ととは昨年度に続いて魚群密度の極めて高い海域と

なっていた。この海域は， 4 30N線を軸として北海道沿岸から沖合へ向う対馬暖流分派の張出し域

に相当しているととろから，来遊魚群の集積効果を有するものと考えられるo 5 0年の魚群密度を

4 9年度の同じ期間内の魚群密度とくらべると C.P.U.E.50尾以上の海域は 49年度5海域

だったのに対し 50年度は 2海域のみとなっている。このほか同様Kして， C.P.U.E.20尾以

上と 20尾未満の出現割合を両年についてくらべてみると， 2 0尾以上は 49年 35 %， 5 0年

1 9 ~孔 2 0尾未満が 49年 65 ~ム 5 0年 81係となってなり，魚群密度は全体的に 49年より

も50年の方が小さくなっている。

2. スノレメイカ群の性状

第 4図に月別スノレメイカ外套背長組成を 49年と 50年を対比させて表わしたo とれによると，

5 0年各月の魚体は大型で， 7月 2cm， 8月 3cm， 9月 2cm夫々 49年よりも大型となっている。

次vc，成熟度を同様に比較してみたのが第 3表である。

♀ 第5表 日本海スルメイカの成熟度

ごす
7 月 8 月 9 月

4 9年 5 0年 4 9年 5 0年 4 9年 5 0年

未熟個体 233尾 252 243 112 217 127 

成熟個体 2尾 7 2 7 7 4 。
成 熟率 0.9% 2. 7 1 0.0 5. 9 1.8 。
色

Eミえ 7 月 8 月 9 月

4 9年 5 0年 4 9年 5 0年 4 9年 5 0年

未熟個体 228尾 140 235 6 1 1 0 3 6 2 

半熟{国体 3 1尾 7 2 1 9 3 9 5 8 2 8 

成熟個体 2尾 2 9 2 5 3 1 1 8 2 6 

成 衆i 三o 0.8係 1 2.0 9.0 2 :3.7 1 0.1 22.4 

7~9月にi;吋する甲の成熟f同体は全体の 1 0 %J).下で， 8月に多くなってから 9月に入ヮて再び減

少しているo9対κ減少しているのは，両年の調査海域が 9月になってそれ以前よりも北側海域に

中心が移〉て£、り 7， 8月が秋生まれ群二主休であったものが 9月は冬生まれ群主体に変化するた

めである。 ζりことは， oの成熟個体出現率の壬tiヒにむいても同様に見られている。第 3表から
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4 9年と 50年の成熟度を比較すると， dの場合は各月とも成熟個体は 50年の方が圧倒加"JVC多く

なっていて，第4図の外套背長組成で見られた 50年の特徴(大型)と対応する傾向を示している。

しかしとの反面， 牢の成熟個体出現割合は， 4 9年と 50年では余り差がなく， 5 0年の方が成熟

がやや遅れているようtとさえ見られ，外套背長の特徴とは一見棺反する傾向を示しているo !i1の熟

度を更に確かめるために第 5図にてん卵腺長の組成を表わした。しかし，との図を見ても 49年と

5 0年とでは外套背長の相違K対応する差がみとめられず，この点の疑問の解決は今後の研究の課

題として残される。

第 6図は胃内容組成を表わしたもので，左側の空胃と食胃の割合は，時間の進行につれ℃空胃個

体の割合が矯加する傾向を表わしている。また右側の摂餌種類では，時期Kよる違いは余りはっき

りせず，各時期ともプランクトンの割合が最も高<，残りは魚類，イカのj償となっている。とのほ

か，本邦沿岸では魚類を餌摂する割合が高<，沖合ほどプランクトンの割合が高くなる傾向もみと

められている。

3. 群の移動

5 0年度K実施した標識放流試験の結果;は，第 4表及び第7図，rc表わした。
5 0年の標識放流尾数は合計 6，045尾で， (瑞鴎丸の分を含む)， 4 9年よりも 175尾多く実施

してなり，とれに対して再捕は 50年245尾で， 4 9年の 38尾に〈らべて圧倒的に多くなってい

る。

5 0年の放流毎(i')f写f荷主主は1.5 ~ 1 0.3 %V範留に~ .T.平均すると 4.1%VC達している。この

片手捕率は， 4 9年の 0.6%はもとより，昭和 41年から 49年士でに実施された標識放流の再捕率

(他の機関を含めて)の O.2 ~ 1. 0 %をも大巾K上回わってなり，異常K高い再捕率でるったと云

える。との再捕主主を高めた愛国として，東奥丸が洋上で実施している調査結果の無線放送事業の効

果を無視するととは出来まい。問]わち，との事業を通じて漁船と試験船との情報交換システムがほ

ぼ定全に出来上っているととが再捕報告を高めたことK大きく影響してなり，無線通信Kよる再捕

報告が40係近〈に達していることはしうち. (東奥丸に直接報告されたもの 15 % )，その成果を
よく物語っていると云えよう。このほか，今回の再捕率の最高(1 0.3% )を示した津軽海峡西日

海域K沿ける放流結果の場合，漁場利用漁船の階層が沿岸小型船中心となってなり，ととでの再捕

報告は無線通信Kよるものは少念<.大分分が従来ど会りの郵便によるものだった。したがって，

との例では調査体制の変化にょうて再捕率が高まったと見るよりは，漁船操業努力量の増加が高い

再捕率をもたらしていると見た方が妥当であり， 50年全体の再捕率の高かった原因の中Kも，こ

のような操業努力量の増加による影響を否定出来ないように思える。

第8図には， 50年の標識イカ移動海域と再捕経過日数との関係から推定した，沖合の秋生まれ

群主体の移動模式図である。

これによると.50年の秋生まれ群の移動は青森県沖の極前線K沿って北海道積丹岬付近までいっ

たん北上したあと，大部分は日本海を横切ってシベリヤ大陸に接近し，その後大手[1堆方由へ南一トーし

ている。次にこの模式図K示さなかった冬生まれ併の移劾の特徴について述べゐ。先づ7月に津軽

海峡函口海域で汝流した君主の場合， 7 2尾の再捕があり，再捕率は調査先月間を通じて最高の 10.3婦

に達しているが，その移動方向は 71尾が放流海域付近の沿岸漁場で再摘されてなり，僅か 1尾の

み日本海を横断して大陸沿海州海域へ例外的な移動を示していた。 次i'C9月に宗谷桝峡白l口海域で
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放流した群の場合，再捕尾数は 24尾で再捕率は今回の放流試験を通じて最底の1.5%となってい

るが，移動の内訳は放流海域近くの日本海で 17尾，オホーツク海沿岸で 2尾，日本海をやや大き

く南下したもの5尾となってなり，日本海を横断した移動の例はみとめられていない。以上の結果か

ら冬生まれ群の本邦沿津北上群の場合，秋生まれ群のように日本海を西方へ横断して大陸方面へ移

動することは殆んどなく，大体本邦沿岸に沿って北上，南下の移動の形をとるよう K考えられる。

N.今後の課題

日本海スルメイカの分布から見られた 50年度の特徴は，全体の魚群密度が 49年よりも低く左って

いる点で， 5 0年の標識放流試験結果が異常に高い再捕率を示した現象とやや対応しているo即わち漁

船操業努力の増加が放流イカの再捕率を高め，魚群密度の低下K働いているとり解釈がここに生まれる

訳である。一方， 5 0年度のスルメイカが 49年度よりも大型で，維の熟度は 49年よりも成熟が進ん

でいたことも特徴としてあげられる。 ζの生物的な特徴が前記した魚群密度の低下や漁獲努力の増大と

如何に関わっているか等の問題をはじめ，今後の資源の動向について注意してゆく必要がある。

第 4表 昭和50年スルメイカ標識放流および再捕状況

J官i 月日 放流位置 放流数 再捕数 再捕率

1 5.30 42-31，139-07' 200 1 1 5. 5 

2 6. 4 40-30，139-00' 195 1 9 9. 7 

3 7.15 42-53: 137-09' 1，850 5 9 3.2 

4 7.16 42-50: 136-54' 500 1 7 3.4 

5 7.17 43ー00: 136-07' 450 1 1 2.4 

6 7.22 41-10' 139-51' 700 7 2 1 0.3 

7 8. 5 43-00; 135-21' 300 2 2 7.3 

8 8. 9 41-00; 138-40' 200 1 0 5. 0 

9 9.4 45-40' 141-30' 1，650 2 4 1.5 

計 6，045 245 4.1 
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付表5. 昭和 50年度.日本海スル

操 業 次 数 1 - 1 1 - 2 1 - 3 1 - 4 

月 日 7.7 - 8 7.8 - 9 79 - 10 7.10 - 11 

操
時 亥1] 22.00-04.00 1 7. 30-04.0 0 1800-04.30 1830-04.30 

業
(延時間) ( 6.0) ( 10.5 ) ( 10.5 ) ( 1 0.0 ) 

位 置 4 1 0 32' 4 10 30' 410 47' 410 47' 
言己
(開 始) 1 38 03 l' 1 360 1 9' 1 330 46' 13 30 4 3' 

事
水 深 一
持、 具 数 12 11 19 19 

検、
尾 数 662 115 9，833 2，796 

(入れ尾数)

獲 22 4 364 94 
ケ 一 ス数

亙目
C.P.U.E 9.2 1.0 49.3 14.7 

海
透 明 度 17 18 

象 天候・気砲 d r 18 。 18 bc 22 r 15.0 

. 風向・風速 E 11 N 5 E 5-6 E 10-14 

気 気 圧 10 13 1001 1 0 11.5 1001.5 

象
波浪・うねり 5 4 3 3 3 2 5 3 

o m 18.1 17.1 14.6 14.4 

各
1 0 16.0 16.0 1 1.2 13.5 

層 2 0 7.5 8.0 8.0 10.5 

水 30 4.0 4.0 4.0 4.0 

温 5 0 2.0 1.5 2.5 2.7 

r、℃.-J 、 7 5 1.3 1.2 1.8 2.0 

1 0 0 0.8 0.8 1.3 1.3 

-サY マ 10数 -タコ，イカ1尾 -サン寸佐仔浮遊 -操業船 12隻

イ庸 尾遊泳 -サYマ，ノJ"サパ -大型サパE平泳

遊泳

考

一一 一一一一
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メイカ漁場調査操業記録 (東奥丸) J仮1.

1 - 5 1 - 6 1 - 7 1 - 8① 1 - 8② 1 - 9 

7.11 - 12 7.1 2-13 7.1 3 - 14 7.1 4 7.1 4 - 1 5 7.15 - 16 

1800-04.30 1800-05.30 18.00-04.30 18.30-2 1.00 23.10-04.40 1 8.3 0-0 4.0 0 

( 10.5 ) (1 1.5) ( 1 0.5 ) (2.5 ) ( 5.5) ( 9.5 ) 

410 58' 420 11' 420 29' 420 32' 42036' 42053' 

1 3 30 4 4' 1 34? 1 8' 1340 44' 1360 03' 136026' 137009' 

一
16 1 7 1 7 14 18 1 7 

3，296 5.238 1.917 25 2，106 16，200 

148 194 71 1 78 482 

19.6 26.8 1 0.7 0.7 21.3 100.3 

16 14 17 19 

C 14.0 15 f 19.5 b 19.0 f 15.1 16.5 

ENE 12 E 2 S 4-5 SSE 4 S 8 SE 5-6 

1005 1005 1005.5 1009 1009.5 1007 

7 5 2 3 3 2 2 1 4 1 4 3 

13.0 13.4 1 3.7 16.0 15.6 16.2 

13.1 13.4 12.6 15.3 1 5.1 16.0 

1 3.1 13.4 7.3 7.5 8.5 8.0 

11.0 4.8 4.9 4.0 6.4 7.0 

3.5 2.0 3.4 2.0 3.4 4.2 

1.7 1.6 2.7 1.5 2.5 3.3 

1.3 1.1 2.2 1.2 1.9 2.2 

-中型サンマ数 -中型サンマ数 -中型サンマ第 -操業船 1隻

十尾遊泳 十尾 十尾遊泳

-サンマ稚仔来

1∞尾遊泳

-クジラ 1頭
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操業次数 1 - 10 1 - 1 1 1 - 12 1 - 13 

月 日 7.16-17 7.1 7-18 7.18-19 7.1 9-20 

操 時 刻 1 9.2 0-04.20 1 8.4 0-03.40 18.20-0350 1 8.30-04.0 0 

業 (延時間) ( 9.0 ) ( 9.0 ) ( 9.5 ) ( 9.5 ) 

百己 位 置 4 20 50' 430 00' 430 28' 430 3 l' 

事
(開 始) 1360 5ど 1 360 07' 1360 31' 1 380 0 3' 

水 深

漁 具 数 17 1 6 16 16 

著書、 尾 数 2，579 1，260 1.782 2，214 

獲 〔入れ尾数)

量 ケ 一 ス数 88 27 66 82 

C.P.U.E 16.9 8.8 1 1. 7 1 4.6 

海 透 明 度 19 16 16 13 

象 天候・気温 16.0 bc 2.2.0 bc 21.0 C 1 9.0 

. 風向・風速 S 5-6 NNW 2 w 3 SSE 12-13 

気 気 圧 1004 1005.5 10 1 1 1006.5 

象 波浪・うねり 3 2 2 3 1 1 6 4 

Om 1 6.2 162 16.5 1 7.8 

各 1 0 1 5.5 16.0. 1 6.1 1 8.0 

層 2 0 7.6 8.0 8.0 8.1 

71< 30 6.0 6.0 6.5 6.2 

包 5 0 4.3 3.4 35 4.3 

rc) 7 5 3.7 2.5 1.8 3.0 

1 0 0 2.7 1.8 15 2.2 

-パラアンカー -操業船4隻の -本船の西側及 -操業船 4隻

イ}詰 ロープにサン ち約 30隻 び東側tて20

マ産卵 - 30隻づっ

-操業船約 30 集結

隻

考
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必 2

1 - 14 1 -15① 1 -15② 1 - 16 

7.20-21 7.21 7.21-22 7.22-23 

1 8.0 0-0 3.30 18.00-21.00 22.3 0-03.30 1 8.00-0 1.00 

( 9.5 ) ( 3.0 ) ( 5.0 ) ( 7.0 ) 

430 28' 420 30' 420 18' 410 1 0' 

1 390 3 8' 1 380 00' 1380 04' 1390 51' 

一 1，750 

12 12 12 12 

390 20 300 1.000 

13 11 5 

3.4 0.6 5.0 1 1.9 

21 16 

f 18.5 20.0 22.0 。23.0 
SSE13-14 c a 1 m c a 1m SW 5-6 

1006.5 1008 1008 1010 

6 6 。 2 。 3 2 

18.3 1 9.2 18.4 21.8 

18.3 1 9.0 1 7.5 21.0 

18.0 10.5 8.0 1 7.0 

14.9 7.5 6.5 14.4 

10.7 4.0 3.2 12.2 

7.9 3.0 2.5 1 1.0 

6.0 2.3 2.0 9.7 

-中型サンマ， -サンマ稚仔中 -サンマ稚仔， -イワシ群遊泳

小サパ遊泳 型サンマ遊泳 中型サンマ多

数遊泳

-ソウタ.カツオ

3尾遊泳

-ヤツメウナギ

1尾混獲
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操業次数 2 - 1 2 - 2 2 - 3 2 - 4 

操 月 日 7.28-29 7.29-30 7.30-31 7.3 1-8.1 

時 主リ 18.20-04.30 1 8.0 0-0 4.0 0 1 8.20-04.20 17.30-04.30 

業 〔延時間) (10) (10) ( 1 0 ) (11 ) 

位 置 400 53' 400 1 6' 400 56' 4 20 34' 

語己 (開 始) 1 390 1 8' 138000' 1370 0 6' 1 3 50 43' 

水 深

事 t何 兵 数 1 1 15 1 8 1 9 

穂、 尾 数 918 858 996 5520 

獲
;(入れ尾数)

25 32 232 ケース数 26 

主ト c . p . U. E 8.3 5.7 5.5 26.4 

海 透 明 度 1 5 1 6 1 7 19 

象 天候・気温 C 26.0 bc 25.0 bc 22.0 C 22.0 

. 風向・風速 SW l 2 SE 2 

気 気 圧 10 13 101 1 1010 1010 

象 波浪・うねり 1 つ 1 2 1 

o m 24.0 22.0 21.3 20.4 

各 1 0 20.5 1 7.0 15.5 19.1 

層 2 0 1 7.5 8.5 8.5 1 0.5 

71< 3 0 14.0 4.5 3.5 6.0 

包 5 0 1 1.0 25 1.8 2.4 

IC) 7 5 8.4 1.5 1.3 1.7 

1 0 0 6.3 1.4 1.0 1.2 

-操業船5隻 -操業船2隻

イ蔚 -中羽イワシ大

群

-サンマ若干

考
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J仮 3

2 - 5 2 - 6 2 - 7 2 - 8 2 - 9 2 - 10 

8.1-2 8.2-3 8.3-4 8.4-5 8.5-6 8.6-7 

1 8.00-04.30 18.30-04.30 1 8.3 0 -0 4.3 0 18.30-04.30 18.00-04.30 18.30-04.30 

( 1 0.5 ) ( 10 ) ( 1 0 ) (10) ( 10.5 ) (10) 

420 36' 420 38' 430 00' 420 56' 4 30 00' 440 00' 

135041' 1 3 50 42' 135038' 1 350 30' 1 3 50 27' 1 360 40' 

一
10 19 19 16 19 19 

1.728 2，349 5，021 2，1 38 6，780 2，859 

72 98 1 82 69 268 118 

16.5 12.4 26.4 1 3.4 34.0 15.0 

19 19 21 16 19 

bc 2 1.0 bc 20.0 bc 23.0 b 20.0 b 21.0 c 20 

SE 4 SW 4 w 2 SSW 4 W 2 w 2 
100 7.5 101 1 101 3 1005 1009 1005 

4 4 3 3 1 2 4 3 1 2 2 

19.3 19.2 19.8 182 19.5 18.5 

18.7 17.4 1 7.1 17.5 17.8 

8.0 1 4.1 9.9 11.9 14.1 

5.2 6.5 6.3 7.5 6.2 

2.8 2.5 3.6 3.2 3.9 3.8 

1.8 1.9 2.9 3.0 2.7 

1.5 1.3 1.3 1.5 2.2 2.1 

-操業船 1隻 -操業船 10隻 -操業船35隻 -操業船5隻 -操業船100隻 -操業船 20隻

-サンマ多数 -サンマ多数 -サンマ多数
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操 業 次 数 2 - 11 2 - 12 2 - 13 3 - 1 

操 月 日 8.7-8 8.8-9 8.9-10 8.25-26 

時 亥1] 1 8.20-04.40 18.00-04.30 20.20-04.30 19.00-04，00 

業 (延時間) (10) ( 10.5) ( 8) ( 9 ) 

位 置 430 54' 420 1 8' 410 00' 4 10 30' 

記 (関 始) 1 360 3ダ 1 3 70 00' 1 380 40' 1 390 45' 

水 深 一
事 漁 具 数 19 19 1 6 1 1 

海、 尾 数 3，1 11 897 1，4 28 220 

獲
(入れ尾数)

ケ ス数 127 39 47 5 

量 C.P.U.E 1 6.4 4.5 1 1.2 22 

海 透 明 度 1 9 

象 天候・気温 C 19 b 21 C 21 b 22.0 

. 風向・風速 NE 3 N 2 w 2 N 1 

よメコ、 気 圧 1008 1 012 1019.5 1 02 1.9 

象 波浪・うねり 3 2 2 3 2 2 1 

Om 18.3 21.6 22.9 25.1 

各 1 0 18.3 21.5 22.9 25.0 

層 2 0 1 5.5 17.0 13.6 250 

水 3 0 6.9 14.2 7.1 24.9 

温 5 0 3.8 12.0 4.2 1 35 

rc) 7 5 2.8 10.4 2.0 8.5 

100 2.3 7.9 1.6 6.0 

-操業船約30 -操業船 14隻 -操業船 I隻 -操業船 21隻 l 

イ蔚 隻

考
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Jfo. 4 

3 - 2 3 - 3 3 - 4 3 - 5 3 - 6 3 - 7 

8.26 8.2 9~3 0 8.3 0~31 9.1 9.4-5 9.5-6 

1 7.30-22.30 1 7.30-04.30 1 7.00-0 1.00 20.30-73.30 1 7.35-04.35 1 7.00-05.00 

( 5 ) ( 1 1 ) ( 8) ( 3 ) (11 ) ( 1 2 ) 

430 00' 4 30 40' 440 20' 450 00' 450 40' 4 50 40' 

1 390 45' 1 380 4 5' 1 400 30' 1 4 00 00' 141030' 1 3 90 1 5' 

104 

1 1 1 9 1 1 16 19 1 9 

10 2，2 50 1 55 598 6，898 3，024 

80 5 1 8 1 10 1 08 

0.2 1 0目8 1.8 1 2.5 33.0 1 3.3 

23 21 21 1 6 1 4 

C 25.0 C 230 C 24.0 C 22.0 C 23.0 C 20.0 

ssw 1 0 E 2 SE 1 0 ssw 10 SE 6 E 8 

10 1 6 1 016 1 01 7 101 3 1020 1021 

4 3 2 2 4 3 3 3 2 4 3 

23.2 22.9 22.5 2 1.2 2 l.0 1 9.5 

232 22.5 225 2 1.2 21.0 1 9.5 

230 22.0 22.5 211 20.5 1 9.5 

20.0 1 5.0 1 9.0 

Ii±205  

10.0 

1 1.5 8.0 120 9.5 5.0 

10.5 5.0 9.5 6.0 2.5 

8.0 4.5 7.0 50 5.0 1.5 

-サンマ稚魚な

どの集魚、がみ

られた。
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操 業 次 数 3 - 8 3 - 9 3 - 10 3 - 1 1 

繰 月 日 9.6-7 9.7- 8 9.9 9.9-10 

時 亥リ 17.00-05.00 1 7.0 0-0 5.00 ) 1.00-0 5.0 0 1 7.10-05.1 0 

業 〔延時間) ( 1 2 ) ( 12) ( 4 ) ( 12 ) 

位 置 450 00' 450 00' 440 35' 450 0 3' 

己己 (開 始) 1 370 45' 1380 30' 1 380 20' 1 3 80 32' 

水 深

事 漁 具 数 18 19 1 1 11-19 

漁、
尾 数 2，659 13，000 1，014 1，067 

{入れ尾数}
獲

ス数ケ 100 500 39 42 

量 c . p . U. E 1 2.3 57.0 23.0 5.0 

透 明 度 1 6 2 1 22 
f舌
象 天候・気短 C 20.0 C 23.5 b 29 

. 風向・風速 NE 1 0 NE 5 W 3 

ヌ信L 
戸~ 圧

象
1020 101 6 1007 

波浪・うねり 5 4 3 2 4 3 

o m 1 8.3 20.3 2 1.8 19.8 

1 0 1 8.3 20.3 21.4 19.8 

各
2 0 18.0 20.0 20.8 19.8 

層

水 3 0 8.5 9.0 14.2 9.5 

思
5 0 4.0 4.0 6.8 4.5 

rC) 
7 5 3.0 3.0 4.2 2.5 

1 0 0 2.0 2.0 4.0 2.0 

-イカ鮮の浮上 -サンマの成魚， -幼イカ，小魚 -操業船 32隻

備 多L、 稚魚浮上 の浮上，集魚 -イカ群浮上

-幼イカ浮上遊 多い

泳

考

'-
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J仮 5

3 - 12 3 - 13 3 - 14 3 - 15 3 - 16 3 - 17 

9.10-11 9.11-12 9.1公-13 9.13-14 9.1 4-15 9.1 5-1 6 

1 7.00-05.00 1 7.00-05β0 1 7.00-05.00 1 7.00-0 5.00 1 7.00-05.00 1 7.00-05.00 

( 1 2 ) ( 1 2 ) ( 12 ) ( 12 ) ( 12) ( 1 2 ) 

440 53.5' 440 48' 440 44' 450 00' 450 05.5' 440 30' 

1380 40' 1 380 38' 13 80 00' 1 380 0 l' 1380 22' 1 370 56' 

11-18 11-19 19 16-19 19 1 8 

3，594 659 1，905 1，840 830 1，353 

7 

129 22 70 65 28 47 

16.0 2.8 8.4 8.0 3.6 6.3 

23 26 19 20 1 7 1 6 

b 19 b 30 C 1 8 b 1 8 b 22 b 21 

NW 5 SW 2 sw 10 sw 10 W 5 sw 3 

1007 1008 1007 1008 101 4 1018 

3 3 3 2 4 3 5 4 3 2 2 1 

20.0 20.1 1 9.4 1 7.5 18.7 1 8.4 

20.0 20.1 1 9.4 1 7.5 18.7 1 8.4 

20.0 20.1 1 9.4 1 7.5 1 8.7 18.4 

13.0 14.0 7.0 7.0 12.0 1 4.0 

7.0 8.5 4.5 4.5 5.0 4.5 

5.0 5.0 2.5 35 3.0 3.0 

4.0 4.0 2.0 2.0 2.0 1.5 

-マサパ附浮上 -サンマ，幼魚

回遊が多い の浮上集魚が

多い
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操 業 次 数 3 - 18 3 - 19 3 - 20 3 - 21 

月 日 9.16-17 9.1 7-18 9.18-19 9.19-20 

操 時 亥1] 1 7.00-0 5.00 1 7.00-05.00 1 7.00-04.00 1 7.0 O-{) 4.00 

業
(延時間〉 ( 1 2 ) ( 1 2 ) ( 1 1 ) ( 1 1 ) 

位 置 430 55' 420 33' 410 30' 410 23' 
記
(開 始) 1370 25' 1370 16' 1370 05' 138"25' 

事
水 深

漁 具 数 1 8 11 13 1 1 

漁、
尾 数 750 31 7 425 100 

〔入れ尾数)
獲

ス数ケ 27 11 1.5 4 

量
C.P.U.E 3.5 2.4 3.0 0.8 

透 明 度 26 18 19 1 7 
海
天候・気温象

C 27 C 23 C 23 b 21 

. 風向・風速 w 2 ENE 8 ENE 6 NNW 6 

気
気 圧 1019 1020 1019 1 01 7.5 

象
波浪・うねり 2 1 3 3 3 4 3 2 

o m 19.8 19.6 20.0 22ο 

各
1 0 1 9.8 19.6 20.0 22.0 

層 2 0 19.8 19.6 20.0 22.0 

7.1< 30 18.0 8.0 7.0 8.0 

包 5 0 7.5 4.0 2.5 3.5 

iC) 
7 5 4.0 2.0 1.0 1.5 

1 00 3.5 1.5 1.0 1.0 

-操業船 2隻 -中マサノξ群が -イカの浮上が

備 多い みられた

考
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2. 太平洋スルメイカ漁場調査

I 調査目的

本県太平洋に来遊するスノレメイカの来遊量，群の性状及び移動状況を把握し，漁業指導と漁況予測

を行うととKより漁業経営の安定に資する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和 50年 6月~同年 12月

2. 調査海域 本県太平洋沿岸及び沖合

3. 調査船 瑞鴎丸(40.8 1トン，D170PS，高井船長以下 10名)

幸洋丸(1 21.22トン， D400PS，宮崎船長以下 17名)

4 調査員 主任研究員沢田兼造

5 調査項目

(1 ) 漁場観測l

(2) 漁獲試験

(3) 生物測定

6 調査方法

技 師高梨勝美

(1) 0~2 Omの各層水温及び一般海気象観測を操業の都度行い，期間中 29問実施した。

(2) 瑞鴎丸の漁獲試験は，白動イヵ釣機9台を使用し 6月26 日 ~8 月 2 5日の期間 19航海実施

した。

幸洋丸は自動イカ釣機 10台を使用し， 9月 23 日~ 1 1月 26日まで 10航海実施した。

(3) 生物測定は東北水研八戸支所と共同で実施し，多項白測定 16回計 1，025尾，パンチング調

査 14回で合計 1，40 8尾Kついて行った。

亜調査結果

1.漁況

(1 ) 近海漁場

八戸近海漁場にむける夏秋の漁獲量，出漁隻数， 1 隻当り漁獲量の経年変動は，第 1~3 表り

となりで本年の漁獲量は近年最低の一昨年を上回ったが，昨年を下回り 48年以降極端に低調で

あった漁況が本年も続いた。夏イカは一時的に好魚を示したが，秋イカ(1 0 ~ 1月)の漁況は

全く低調に推移し，本年の本県沖への来遊量は 48年に次いで低かったものと判断される。

一方関連海域である岩手県及び道東の漁獲量は，第 4~5表のとむりで岩手県沖では最近 5 ヶ年

平均(11，200トン)の約 86%(昨年の1.8倍)で，道東では 5ヶ年平均(49，700ト;/)の

54% (昨年の1.9倍)を示し，両海域とも過去 5ヶ年平均より下回ったが昨年を大きく上回つ

てなり，漁獲量から判断すると八戸沖では特K来遊量が少なかったものと考えられる。

(2) 沖合潮境域漁場

ζの調査は昭和 45年以降毎年実施されてなり，本年は例年より約 20 日程度早い 7 月 2~3
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日に試験船瑞鴎丸により実施され，第 1闘には水塊配置模式国及び調査海域を示した。

との時期の海況(第 2図)は津軽暖流域の張出しがほぼ平年並であったが，津軽暖流域の東沖

海域の親潮冷水は水温がや h高く，平年よりも弱勢であり，また近海の黒潮分派水は平年より規

僕が大きくかっ東側に偏よってま?り，先端は道東沿岸に迫っていた。 i漁獲試験結果は第 6表に示

すとなりであり，エリモ岬 SE/E34海地点にないて，スルメイカ 9，010尾，ツメイカ 57尾漁

獲した。魚体は第 3図りとなりで，外套長モ ドは 19 cmで，同時期にむける八戸近海での魚体

は6月29日， 1 6 ~'7π， 7月9日20 cmモードであった。また過去 5ヶ年になける調資結果と比

較してみると，各年Kなける最も多獲された Stでの外套長モードは 45年 20cm，46年 18 

cm， 4 7年 18cm，50年 19 cmであり，特K魚体の大きさに違いはみられないが，調査時期が

ザかづた事を考慮すると，早期lて比較的大現併が来遊したものと推定される。

またツメイカの魚備工，外套長範囲 17 ~ 3 0叫モードは 26 cmにあり，性比は雌 88oJ;， 雄

1 2 OJ;で性比が異なり，維になげる 22 cm以上り個体は完熟であり，雌ではずへて半熟であった口

(3) 漁、場一斉調査

A 第 1次一斉調査(6月〉

本県沖合海域(1 4 4"Eまで〉にないて， 6月 11 日~ 1 7日にかけて 7点の試験操業を行

なったが， S t ( 7')で 12尾， St(7)で 514':， S t (3 )で l尾と沖合の 144"E付近で，

'W皮は111いがスノレメイカ心分布がみりれた。外套長モードは 16 cmであった。(第 7表〉

B 第 2tl:_一斉調子t(9月〕

主として道束尚域tこないて， 9月 11 ~ 1 4日にかけて 8点で試験操業を実施したc

iriJ説査の特徴としてスノレメイカの分布は全く稀薄であるのに対して，アカイカの分布はや主

謀く 8点中 4i，なに出掛し， うち 2L1では釣機 1台1時間当 928.3尾， 12. 1尾であった。

L第 4 第 8表)また調査中生るととろvc， ー般漁船の操業がみられ，アカイカを対象とし
た出漁船は数白一隻に及ふ。ものと忠われたo

c 南下共同調査

1 0月 10 ~ 1 2日にかけ， 6調子E点tこないて漁獲式験を実施したが，スノレメイカは全く漁

獲されず， 9月の一斉謁査時と同様アカイカが多獲され， 6点片'2点で釣機 1台 1時間当り 20

尾以とのや h濃い分布を示していた。(第 5凶)

D 一般漁場調室

八戸近海漁場になける試験船瑞鴎丸と幸洋丸の漁獲試験結果は第 9表のとむりで，昨年K比

べ漁獲尾数，釣機 1台 1時間当り漁獲尾数とも今年は多いが， こ記コことは 7~8 月にかけての

好漁時11:，多獲したととによるもので 9月以降は民間漁船の水揚状況と同様，ほとんどが皆無

の状態K終った。(第6国)

2. 標識放流結巣

沖合潮境域漁場( 7 月 2~3 日，エリモ岬沖)で 6 0尾放流したがそθ慨要は第 7図及び第 10 

表に示した。

再捕尾数は 8尾で，弱11路沖で 1尾，函館沖で 2尾，日本海ノj、島沖で 11も八戸iqJで 1尾，岩手県

沖で 3尾が再捕された。 過去の調食と比較してみると， 4 7年には， 1，550尾放流して 6尾が

再摘されているが，そのうち 5尾は道東海域であった。 45年には 1，300尾放流を行ない 13尾再
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岩手県沖で再捕されてむり，今年の八戸，捕されたが 1尾が釧路沖で，他の 15尾は津軽海峡内，

結果は 45年と類似した群の動きを示している。

昭和50年7月上旬， 50M層水魁配置及び調査海域図第 1図
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第 1表 八戸近海釣イ力漁獲量
(単位 1，000トン)

年(昭和) 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

夏イカ 22 18 27 24 35 29 19 6 11 9 2 5 4 

秋イカ 35 15 14 25 29 32 18 7 J 5 1 1 0.4 

言十 58 33 41 49 64 61 36 13 16 14 2 6 5 

第2表 八戸近海イカ釣漁船の出漁隻数
(単位 1，000トン〕

年(昭和) 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 I 49 50 

夏イカ 14 18 14 14 13 10 12 6 10 3 7 6 

秋イカ 12 14 10 10 15 14 10 5 6 3 1 2 0.4 

百十 26 32 23 24 28 25 22 11 16 13 4 10 6 

第5表 八戸近海イ力釣漁船の 1隻当り漁獲量
(単位 1，000トン)

年(昭和) 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

夏イカ 1.5 1.0 2.0 1.8 2.7 2.8 1.6 1.1 1.1 1.2 0.6 0.6 0.7 

秋イカ 3.1 1.1 1.5 2.5 2.0 2.2 1.7 1.3 0.8 0.9 0.5 0.5 0.9 

2.2 1.0 1.8 2.1 2.3 2.5 1.6 1.2 1.0 1.1 0.6 0.6 0.7 

第4表岩手県五港の釣イカ漁獲量
(単位 1，000トン〕

第5表 道東海域の釣イカ漁獲量
(単位 1，000トン〕

(網走~十勝)
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第6表 昭和50年7月上旬における太平洋沖合スルメイカ操業結果

日 時
2日 2日 ~ 3日
2 ~ 30 ~ 4 20 18 20 ~ 3 15 

も: 置
4103i'l¥' (エリモ立) 41037'(エリモ岬)
113015/]<; S/W31 143053' ~ SE/E34浬

i1¥¥ 電b )J 6台 8台

Ji. 

数 手 ~ 0台 O台

fi 0 町l 水 J、口円11 o . 9 'c十 7 . 2 'C 

友 凶i 11< Jげ1111l 
1 0 . 8 . C!1  ;) • ;cl 'C 

L魚 スノレメイカ 1尾 9 . 0 1 0尾

1蔓
カ 5 7尾

j五

数 よに与: 1 i毛 9.06ik亘

1時向 I台、行り
o Iモ

漁、 Ii !己 数

l荷 i号

第5図 タト套長組成図

スルメイカ外套長組成
ツメイカ外套長組成% 

(エリモ沖) 7/2-3 %1 (エリモ沖) 7/2-3 
30 30 

20 20 

10 10 

15 20 25 cm 20 25 
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第 7表 第 1次漁場一斉調査結果表

操 業 J点 3 4 7 7 ' 2 0 2 2 ロ

月 日 6.11 " 1 3 1 4 " 14~15 1 6 1 7 

操 業 18.35 19.45 00.50 17.40 22.30 22.15 02.30 

時 亥1] 20.36 21.45 02.50 19.30 00.30 24.00 04.20 

N (1 ~25 ' 41025' 41025' 41000' 40031' 40031' 41000' 41000' 
置

142020 ' 142040' 144000' 144000' 142027' 142001' 142000' 141030' E 

水 OM 14.2'C 12.4 14.3 15.3 12.6 13.6 13.4- 13.0 

2 0 13.99 12.32 12.68 15.10 7.93 12.56 11.33 10.87 

5 0 10.95 10.52 8.39 11. 70 4.25 6.63 10.43 10.47 

温 100 9.23 10.12 5.75 9.23 5.77 8.07 6.18 10.63 

苦手、 貝 類 6台 5 4 b 4 よ〉 5 

漁尾 スルメイカ 1尾 5 12 。 。 。
獲数 ツメイカ 0宅 3 1 I 。 。 。 。
魚 範 閤 12.8cm 14-18 

体
12.8 cm 

モード 16 

漁 60

1荷 考 ，nT¥ り言、 j筆m

中 iW: 
と it 度

第8表 第2次漁場一斉調査結果表

ト時局主 11K F2 1 1711 Flo h Fa i 1!i 0Oi1}1l3 .T 550 0 F3 FI | 
仁1I 9.1i一寸 " I 12 " 11 I 13 I " I 14 | 

一一一-J19.00122101 0山川oI 21・50I 01.50 I 18.00 I 03.10 
時刻 2{1・3012UOi比 0oI 18.00 I 23.30 乱 40 I 05・00

トー一一一一一一一一N I 41040 I 42000' i 4201ぴ 41040' 1 42010'1 42016' 1 41040' 1 41040' 

位 J直E E 1 143020 1 143040'1 14400ぴl|145020' 1 145020'1 146000' i 144000' 1142040' 

* 1 0孔11 20.1'C 1 16.6 1 17.6 1 22.5 i 18.6 18.9 1 21.8 1 19.4 
2 0 礼 3 I比 8 ! 12.5 I 22.2 I 10.8 I 13.5 I 21.6 I 14.5 
50 1 14.8 1 8.3 1 9.4 1 14.3 1 10.5 1 3.0 1 14.7 1 11.5 

混 o0 1 11.8 1 3.0 1 1.7 1 12.1 1 8.8 1 1.8 1 12.3 1 5.5 

漁具数 10台 5 I 5 I 10 I 5 I 8 I 8 I 5 

漁 M イカ 7尾1012101010101 0 

獲 マカイカ 4 I 0 I 0 I 1 I 45 I 680 I 290 I 0 
尾
数 ツメイヵ 1 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 

孫、範囲 21~27 cm I I 2ト 25 ー アカイカ アカイカ アカイカ ー

1~40 I 22~36 I 21~41 
f本モド 23.26 一 一 一 - 31 I 28 一

ィ H11 付 2 1 f、r2 操 2 操 8 小
ワ 近隻 近隻 近隻 業隻 IZ隻 サ

備 考シ操操操船船
小 菜 業 ~ 君手
群 船船船
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第4図 第2次スルメイカ漁場一斉調査(9月11日-14日〉
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第5図 スルメイカ南下共同調査(10月9日-13日〉
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尾

40 

30 

20 

10 

年 次

850年

849年

7 8 9 10 11 

第6図 試験船による旬別漁獲状況の推移

(CPUE ; 1時間 1台当り漁獲尾数)

第9表試験船による漁獲試験結果

1時間 1台当り
航海数 延操業時間 漁獲尾数

漁獲尾数

回 時間 尾
2 9 114.5 15，126 2 1 • 1尾

2 9 118 .1 6，818 7 • 0 

108 -

月

1航海平均

使用漁具数

8 . 7台

8 • 2 



40 

144 143 142 141 140 

40 

143 142 141 

42 

40 

41 

39 39 39 l
'
-
o由
1
1

標識イカ移動図第 7図

放流点 経過日数 移動方向，距離 備 考

A 3 0日 SW  145浬 山田沖

3 2 SW  100 鮫角沖

3 9 SW  160 釜石沖

5 5 W 140 函館沖

5 5 W 150 H 沖

7 5 N 6 0 事11 路沖

9 1 SW  150 山田沖

1 0 6 羽T 1 9 0 離島小島沖

再荷主事rl%

再捕イカの移動状況

放流点 経過日数 移動方向.距雛 備 考

A 26日 NE 65 調11路沖
B 4 N 1 0 広尾 I中

1 3 W 80 尻矢沖
3 5 N 1 5 広尾沖

C 1 9 W 20 様裳岬沖
5 2 N 65 調Ii路沖
再捕率 0.4% 

第 10表

放流点 経過日数 移動方向，距離 備 考|

A 2 6日 N 9 0浬 広尾沖

B 1 7 w 8 0 尻矢埼沖
2 7 w 7 0 鮫角 1中
3 3 W 160 江良沖

3 4 W 7 0 鮫角沖

3 5 W 140 矢越沖

5 2 SW  1 2.0 釜石沖

5 3 W 130 函館沖

7 2 S W 1 1 0 山田沖

7 4 W 14 0 矢越沖

8 8 W 8 0 尻矢埼沖

9 0 W 130 函館沖

1 0 2 W 140 小谷石沖

1. 0 % 十号捕率



附表 試験操業結果

瑞島丸

操業次数 1 2 3 4 

操業開始月日 6.26 7 • 14 7 • 15 7.17 

時刻
開 始 19h.l0m 18.00 18.07 18.30 

終 了 00 .10 01.40 23.08 02.40 

開 始
400 43 N 400 40' 400 42' 400 45' 

1410 42' 1410 52.5' 1410 48.5' 1 410 47' 
位置

400 42' 400 34 • 5' 400 39' 400 40' 
終 了

1410 44' 1410 55' 1410 51' 1410 54' 

透明度

海
天 気 C C C C 

象 風向・速 E . 1 SE . 2 SE . 3 S . 1 

. 気 温 14 'c 18 18 

気 気 圧 1，002mb 1011 1011 1007 

象
波 浪 1 2 2 1 

うねり 3 2 2 2 

Om 13.6 'c 15.4 16.2 16.2 

10 13.50 15.27 15.30 15.60 

各 20 13.50 14.60 13.00 14.32 
層

水
30 13. 10 14.20 12.85 14.00 

温 50 12.08 14.65 12.80 12. 40 

f一、 75 11.30 12.35 11 .90 12.00 
℃ 
'-../ 100 11 .00 

150 

200 

使用漁具数 8 8 8 9 

尾 数 11 1，050 775 6，700 
漁獲

K9 160 110 900 

操業時間 5.0 7 .7 5.0 8.2 

C.P.U.E o . 3 17.0 19.4 90.8 

漁場水深 92~94M 9 6~116 92 1 0 5~11 7 I 

(位置) (位置) (位置) (位置)

-鮫角NE/N12' -鮫角 ENE16' -鮫角NE/勺H2.5'-鮫角 NEI6.5'

言己 事 -一世漁船丸鮫角 川、鯖の群多し -鯖の群多し -一般漁船鮫

NEN~NEl O~ -イカ群多いが餌 -一般漁船鮫 NB"勺トNE/S

14マイル 付が悪し
NN~ENE 

16~18マイル
11~18マイル
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(八戸近海)

5 6 7 8 9 1 0 

7.18 7.21 7 . 21 7 .21 7.23 7.24 

17 .30 17 .30 19.10 23.00 17 .00 17.40 

21.30 18.40 21. 40 24.00 23.30 22.25 

400 44' 400 40.5' 400 43' 

1410 45.5' 1410 53' 1410 57.5' 

400 42' 400 42' 

1410 55.5' 1410 52' 

b bC bC C b 

NNW 3 SE 2 SE 2 SE 2 SE 1 

26 19 23 22 

1010 1，009 1.008 1，008 

2 1 2 。
2 2 2 1 

15.8 19.8 17.9 19.4 18.6 

13.70 18.15 19.20 18.50 

12.95 16.20 18.85 18.50 

12.40 14.50 15.40 18.50 

11.50 11. 91 13.90 12.80 

10.90 11. 9 0 11 .40 11. 75 

11. 41 

9 8 8 8 9 8 

。 。 70 。 280 3 

40 

4.0 1.2 2.5 1.0 6.5 4.8 

。 。 。 。 4.8 0.1 

103 9 6~135 9 0~1 30 145~135 

(位置) (位置〕 (位置) (位置) (位置) (位置)

-鮫角NE14' -鮫角ENE12' -鮫角 ENE15'-鮫角NF/E18 -鮫角ENE15'
-鮫角 ENE20'

.18h30mどろ -ナドキ瞬間で

-一般漁船鮫 -ゴンドワ鯨 より 30分位1番大漁した船も 1

NN~ENE 遊泳 (10頭位)
4~5 尾科昨!ft 1、+J ~2隻あったが
くもその後全く 全般に漁なし，

13~18マイル 漁なし 潮悪く針がらみ



航 海 次 数

操 業 次 数 1 1 1 2 1 3 1 4 

操業開始月日 7.28 7.30 8 .8 8 . 11 

時刻
開 始 17 • 10 1 7 .30 1 7 • 10 18.00 

終 了 24.00 24.00 00.25 00.15 

開 始
400 32' 400 30' 400 43 • 5' 400 38' 

14 10 5 7' 1410 58' 1410 50 1410 54' 
位置

終 了
400 38 400 34' 

1410 53' 1410 55' 

透明度

海 天 気 C C C bC 

象 風向・速 S • 1 W • 2 NW 1 SE • 3 

. 気 温 20 25 22 17 

気 気 圧 1，013 1，009 1，0 08 > 1，014 

象 波 浪 。 1 1 2 

うねり 1 2 2 2 

o rn 79.2 20.8 21 .9 21 • 1 
各

層
1 0 1 7 • 85 18.42 21. 80 20.80 

7_k 
20 17.40 16.50 16.60 17.40 

混 30 13.52 15.20 14.40 15.00 

'" 
5 0 11 • 70 12.91 13.00 12.92 

℃ 75 11. 0 0 11. 80 12.00 11.43 
」ノ

100 11. 10 10.40 11 .90 

150 

200 

使用漁具数 9 6 9 9 

尾 数 490 50 1，1 00 930 
漁獲

K9 70 180 160 

操 業 時 間 6.8 6 .5 6.3 6.3 

C • P • U . E 8.0 1 .3 19.4 16.4 I 

漁 場 水 深 100 120 110~104 

(位置) (位置) (位置) (位置)

記 事 -鮫角 E/S1 7' -鮫角 E/S18' -鮫角NE/E16' -鮫角 ENE16' 
.20h30mまで

-潮具合悪く条件 -一般漁船鮫 皆無であったが -一般漁船鮫角よ

不良 ESE~E/N 20h30rnどろよ り N~ENE

-ゴンドウ鯨遊泳 15~2 0マイル り 1 巻 1~2 尾程
度 24hころより皆

16~18マイル

無となった。
L 一
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幸洋丸

1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 

8.12 8. 18 8.20 8.21 8.25 9.23 

17.20 18.15 17 .50 17 .30 1 7 . 15 17.15 

03.00 01 .30 20.50 22.25 22.10 20.00 

400 43' 400 46 . 5' 400 44.5' 400 39' 400 43' 400 38' 

1410 50' 1410 35' 1410 34' 1410 49.5' 1410 50' 1410 57.5' 

400 32' 400 43. 5' 400 43' 400 35' 400 40' 

1410 52' 1410 38.5 1410 34.5' 1 410 50' 1410 54.5' 

b C r bC b b 

SSE 2 w 1 SE 3 E . 3 SE 3 NW 2 

24 24 23 23 23 20 

1，010 1，012 1.005 1，004 1，020 1.014 

1 3 2 3 3 1 

1 1 3 2 2 1 

22.2 23.9 23.5 24.3 20.6 21 .8 

21 .80 20.40 23.00 23.21 19.87 21 .8 

16.00 18.00 18.20 18.00 18.60 21 .2 

13 .20 16.50 17.15 16.80 18.41 21 .2 

13.28 14.85 16.50 14.75 16.45 21 .0 

10.10 13.32 14 .00 14.02 19.3 

17 .5 

9 9 9 9 9 10 

3，800 130 9 31 51 。
500 20 。
9.7 7 • 3 3.0 4.9 3.9 2.75 

43.5 2.0 o .3 0.7 1 .5 。
104 98 7 4~7 5 94 1 0 2~11 3 140 

(位置〉 (位置〉 (位置〉 (位置〉 (位置〉 (位置)

-鮫角NE/E16-鮫角N/E14.2'-鮫角 N1/2E -鮫角 -鮫角 NE/E -一般魚船は

-一般漁船鮫 -一般漁船鮫角 12.3' ENE13.4' 16' (本船より南より

N~ENE より N~NNE -ムラサキイカ に出漁。

16~1 7マイル 12~16マイル 130尾(65入 8 4隻

約 80隻
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航 海 次 数

操 業 f又 数 2 3 4 5 

操業開始月日 9;26 10 • 1 7 10.20 10.20 

開 始 1 7 . 12 16.40 16 .30 18.40 
時刻l
終 了 20.00 19.40 17 .30 20.40 

400 35' 400 29' 400 25' 400 36' 
iチ自 始

1420 02' 1420 00' 1410 53' 1410 55' 
位置

400 36' 
終 了

1 420 0 l' 

透明度

天 気 C 
海

b b b 

象 風向・速 SSW 2 SE 2 S 1 s 

. 気 温 21 15 1 7 16 

~\ ><¥ JiC 1，01 3 . 5 1，025 1，014 1，015 

.'J( 
波 浪 46日ヲ 1 I 1 

う 才ム わ 1 1 ι2 1 
← 

o m 21 .7 18.7 18.6 18.6 

1 0 21 .5 18.6 18 . 7 17.8 
tキ

層
20 21 .4 18.5 18.4 17.2 

7k 30 21.0 18.3 17 . 5 1 7 • 2 

持UlIヨ1 50 20.8 15.7 1 6 . 3 15 . 5 

"' 75 19 . 0 13.7 12.5 14.3 

℃ 
100 16.0 11 . 5 11.4(9Om) 11 . 5 

'--" 

1 5 0 1 2 • 3 9 • 1 

200 

使用漁具数 1 0 1 0 1 0 10 

尾 数 39 。 。 7 

漁獲
K9 7 。 。

操 J業 時間 2.8 3.0 1 .0 2.0 

C.P.U.E  1 . 4 。 。 0.3 

漁 場 水 深 160~155M 158 100 100 

本船を中心に 一般船鮫角F./S 一般漁船 18隻 一般魚船 23隻

ギJ<clu隻J七漁 19~20 浬 50 隻 魚探反応、無し イて船F付近

長己 事 出漁ゴンドウ鯨 魚探反応無し

群あり

魚探反応なし
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i口』 計

6 7 8 9 1 0 2 9 

10.27 10.27 10.31 11. 21 11 .26 

16.30 23.20 16.15 15.50 23.25 

19.40 02.20 18.40 18.25 0.30 

400 35' 400 50' 400 48' 400 37 . 3' 410 30' 

1410 58' 1410 36' 1410 51' 1410 55.5 1420 51' 

400 34' 11 400 4 l' 

1410 57.5 M 1410 55.3' 

b C C b C 

W W N W S W 

14 12 9 10 . 7 

1，021 1，022 1，028 1，024 1，020 

1 1 1 2 4 

1 1 1 1 3 

18.5 17.6 16.0 15.3 11 .0 

18.4 17.6 17.5 15 .2 11 .0 

18.4 17 . 6 18.0 15 • 1 11 .0 

18.3 1 7 .5 18.0 15. 1 11 • 1 

18.3 1 7 • 5 18.5 15 • 0 11 .1 

14.8 17 .5 15.0 15.0 11 • 1 

12.7(130M 13.7 13.5 13.7 10.3 

11 • 5 6 .9 

4.4 

9 5 9 9 5 253 

。 。 。 。 。 15，126 
。 。 。 。 。 2，197 

3.2 3.0 2.4 2.6 1 . 1 114.5 

。 。 。 。 。 15.2 

150~155 110 170 112~122 

般漁船本船附 般漁船なし ー般漁船2隻 本船を中心(rC6 -観測中での 1操業使用漁

近 0.5~1.5 浬範 魚探反応、なし 魚探反応なし 連範囲VC1 6隻 操業沖合域 具数平均 8.7台

囲28隻 あり。 (えりも沖)

魚探反応、あり 鮫角 E/N出漁

一
-115ー



試験操業結果(沖合調査)

航 海 次 数

操 業 次 数

操業開始月日 7.2 7.2 

時刻
開 始 2h30m 18h20m 

終 了 4h20 m 3h15祝

開 始
410 25' 410 37' 

位置
1430 1 5' 1430 53' 

終 了
410 24.5' 410 38' 

1 430 14' 1430 59' 

透明度

海
天 気 b C C 

象 風向・速 E 1 NE 2 

. 気 温 10.2 12 

気 気 圧 1，019 1，01 7 . 5 

象
波 浪 1 2 

うね り 2 2 

o m 10.8 15.3 
各

層
1 0 12.67 15.70 

水
20 12.92 13.38 

混 30 12.28 12.60 

r、、 50 10.90 7.20 

℃ 7 5 9.60 7.20 
、ーノ

100 8.80 3.35 

150 7.30 2.75 

200 5.90 2.50 

使用魚具数 6 8 

尾 数 1 ，9，010 
漁獲

K9 1，276 

操業 時 間 1 .8 8.9 

C • p . U • E 126 

漁 場 水 深 1480 880~1720 

記 事 -他船左し -ツメイカ 57尾

-遊びイカ数尾 • 760尾放流

-魚探反応、

2 5~35m 

-時間的に変わり

なく釣獲
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3. 黄海スルメイカ漁場調査結果

I 調査目的

黄海Vてなけるスノレメイカについて，分布の特徴，生息環境，群の特性，資源水準等を把握し，資源

研究上の問題点解明K寄与すると共に，木県イカ釣漁船の経営安定の途を拓くととを目的とした。

E 調査内容

1.期間

昭和 50年 10月 16臼から，同年 12月 15目安で。但し，博多港を根拠地とした正味の調査

航海期聞は次のとなりである。

第 1次航海 1 0月22 日~ 1 1月 13日

第 2次航海 1 1月20 日~ 1 2月 98 

2.海域

31030'N~38010'N ， 1230E~1290Eの黄海及び東シナ海

3. 担当者氏名

主任研究員赤羽光秋，技師十三邦昭

4. 調査船

試験船 東奥丸(134.47トン，農林馬力 550P.S.，高井英和船長以下 17名乗組)

5. 調査項目

(1 ) スノレメイカ分布の時期及び海域的特徴

(2) 黄海域の海洋学的特徴

(3) 黄海スノレメイカの生物的特徴

(4) 資源の量的水準についての検討

6. 調査方法

(1) スルメイカ分布

自動イカ釣機 19台を使用して，第 1次航海にないて 23回，第 2次航海では 17回の漁獲試

験を，原則として 1回 1夜づっ実施し，この結果から各時期及び海域の魚群密度を算出して分布

の特徴を把握した。

(2) 海洋観測

漁場内及びその周辺海域K観測定点(4 5点)を設け，各定点で表層から底層までの各層測湿

採水を実施した。採取した海水は本場K持帰って塩分検定を実施した。観測層の深度

は， 0， 10， 20 ， 30 ， 50 ， 75 ， 100 ， 1 50 ， 200 ， 300 ， 400 ， 50 Omの 12層である。

(3) 生物的特徴の把握

漁獲試験実施のたびに船上で 100尾抽出して外套背長の測定(パンチング)を行ない， ζの

ほか全期間を通じて 7回の多項目魚体測定(1回につき 50尾〉を実施し，生殖器官の熟度や食

性等について観察と測定を実施したoまた群の移動を調べるために，標識放流を 1，700尾実施

した。

(4) 資源量水準の検討
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本調査Kないて，根拠地との通信連絡の中継を地元漁船(第8雄涯丸 )vr依頼したが， 第 8

雄溢丸の所属船団各船の毎日の漁況記録を同船通信士，阿比留 一氏より入手する機会を得た。

との漁況記録を参考Kして漁況の推移を検討し，更K標識放流試験結果とも合わせて，黄海スル

メイカ資源の量的水準Kついて最後K考察した。
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E 調査結果

1. 航跡図と調査海域の特徴

第 1図l乙. 1，2次航海の観測点と操業位置を表わした。黄海と呼ばれる海域は，済州島と揚子江

河口を結んだ線よりも北側の海域を指しており，その海底深度は 100m以浅となっている。

(※図 2.1) また，黄海の主要な水系は黄海冷水と呼ばれ，中国大陸河川水の注入によって極養

された低塩分水である。黄海冷水分布の中心は 330N-380 N. 1230 -1250Eくらいにあり，

これから述べるスルメイカ漁場形成位置は，との黄海冷水の分布範囲l乙入っている。(※図 2.2)
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日本水産学会編「対馬暖流」より抜粋した。図2・1及び 2・2は，※ 



2. 水温・塩分水平分布

2. 1 水温

1次航海(1 O. 22ー 11.13)

表層水温は観測日のズレを反映して，初め高く時期の遅れに従って下降しているが，この時期

の黄海では 17ー 200Cの範囲にあって，同時期の日本海の対馬流域における水温と大体同じであ

る。一方底層では，水深によって変化しているが，漁場となった 350 N以北海域では 8ー 11 oc 

の範囲にあって，表層とは lO.c内外の差を表わしている。

2次航海(1 1. 2 1 - 1 2. 1 ) 

約 1月後の表層水温は 11-15"C台で，その前とくらべると 50Cくらい降湿しており，同時期

の日本海対馬暖流域の水温よりも低めとなっている。これに対して底層では 8一 100Cで (35"N 

以北)，あまり変化はなく，従ってこの時期では表層との水温差は 50cくらいに狭まっている。

2 2 塩分

1次航海

大陸側に塩分の最も低い海域があり，表層では黄海の調査海域全点が31偽台の低かん水でお

おわれているが，底層では済州島付近から張出す 33偽台のやや塩分値の高い水域が黄海の中央

よりも東側lζ広がっていて， 32-340N及び 37σN付近の 1230E線上海域において塩分の収

れん域を形成している。この時期の黄海スルメイカ漁場における海水の塩分値は，表層では 31 

偽台くらいにみとめられる。

2次航海

分布のパタ ンとしては約 1月前と変わっていないが， 1 230 1 5' E線上の韓国南端西沖付近

悔域に 33偽のやや高い塩分値が出現しており，それより北側の海域にも 32偽台の塩分値がと

ころどころ出現していて，前回の調査とくらべると，塩分値は全体に高くなっている。一方底層

では，分布のパターンも塩分もほぼ前回の調査結果と一致している。

この時期の黄海スルメイカ漁場における海水の塩分値は，表層では 31一一32偽台で，底層では

32協台となっているn

3 水温・塩分の鉛直分布 1

3. 1 水温の鉛直構造

1次航海

中国大陸に比較的近い 1230E線上では，表層から 50m層まで 16-17'Cのやや一様な分布

を示し，それより深くなると水温は下降して底層では lOOC台となっている。この分布のパタ

ンは， 330_ 3 70N間海域において，南北の栢異は余りない。これに対して韓国寄りの 12402ぴ

E線上では，表層から 30m 層にかけて 19-200Cのやや一様な水温分布を示し，その下層の

30~-50m層では 19-9 oc ，こ変化しており，顕著な躍層の存存ーを示している。また，この線上

では， 50m層から底層まで 90Cくらいの一様な水温分布となっていて，西側海域にくらべると

下層冷水の発達と成層の状態が目立っている。この相違は，両線開の観測日のズレ(約半月)に
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よって生じた対流混合の進行のズレをある程度表わしているが， 1240E線上の 35"N以北にお

ける底層冷水の発達を同時に表わしている。

2次航海

約半月後の 123015'Eにおける水温は，北側と南側とで異なった分布を示し， 35明より南側

では表層から底層近くまで 160Cの一様な分布を示しているがそれよりも北側では 30- 50m層

聞に 40Cの変化をもっ躍層が存在している。また 360N付近を境にして 30m層以浅の水温が北

側と南側とで若干異なっている。

一方，韓国側に寄った 124015'E線上の水温は， 34030' N付近を境にして，それよりも北側で

は0-30m 層で 140C前後の一様な分布を示し， 30-50m層聞に 40Cの巾をもった躍層が

存在しており，その下層は 80C台の冷水が占めている。また南側では 0-50mに 16-170 C 

のやや高い水温が出現し， 50 mから底層にかけて 9- 100 Cまで降温している。

両線上における躍層の存在する海域は 34030'N-350N以北となっていて，分布のパタ ン

はとの点でやや似ており，傾向的には前回調査した 124020'E線上の結果とも一致していた。

3.2 塩分

1次航海

中国大陸側にある 1230E線上の塩分は， 50 m以浅では 31.0- 31.5偽台にあって変化のrjJは

小さいが， 50 mから底層にかけて約1.3~らの変化を示している。これに対して，韓国寄りの

124020' E線上では， 340Nの20m以浅に 31.1偽台の最も塩分の低い水域があり，逆に50m

以深には 32.8偽 33.0偽のこの線上では最も高い塩分値が出現している等の分布の特徴はある

が，塩分躍層の深さは概ね 30ー 50m 層にあって，中国側にくらべて浅いところに形成されて

いる。

2次航海

中国大陸寄りの 12301 5' Eにおける塩分は，水温の分布と対応しており 350N以北では 30-

50 m層間で 31.6- 3 2払まで変化する塩分躍層があり，それ以南では海底近くまで 32私以下

となっているが， 350N以北の躍層はそれ程顕著ではない。一方，韓国寄りの 124015' E線上

では， 34030' N付近にやや高い塩分値が出現しており，その南北両側の低かん水と分布を異に

している点が特徴的である。 1次航海の結果にくらべると，塩分値は全体に高くなり，かつ上下

層の変化が小さくなっている。

以上述べてきた水温・塩分の鉛直構造をまとめると，先づ中国側と韓国側とでは躍層の深さが

若干異なり，中国側では 50m以深(1次航海)及び 30-50m(2次航海)にあり，韓国側で

は30 - 50 mにあって，韓国側の方がやや浅いが，時期との関係もあり， 2次航海では余り差

は認められていない。また躍層は南北の棺異とも関係あり， 340-350N以北で顕著であるが，

340Nよりも南側ではやや緩やかになる傾向がある。

以上の点から，黄海底層冷水の発達している海域は 340N以北にあり，その東西の中心は黄海

中央よりもやや韓国側に寄っていると考えられる。なお， 2次航海において全般に塩分値が高く

なっている原因は，北側でやや鉛直傾度が緩やかとなっていることから対流混合によるものと考

えられ， 2次航海の 34030'N付近に見られる局所的な塩分の増加は，黒潮分派の流入と関係が

あると考えられる。
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4 スルメイカの分布

第3図は， 1. 2次航海における漁獲試験の結果から，各海域における魚群量を釣機 1台 1時間当

たりの漁獲尾数 CC.P.U.E.) で表わしたスルメイカ群密度分布図である。

これによると， 1次航海の C.P.U.E.は0-32尾の範囲にあって， 350 N以南では 1尾以下

360Nより北側の海域では， 1尾以上と云うように大きく分かれていることがわかり，この時期の

350N以南海域における分布は稀薄であると考えられる。一方比較的C.P.U.E.の大きな値を示

していた 360N以北海域について見ると，同じ海域においても群密度の変化を示してはいるが， C. 

P.U.E.25尾以上のやや高い密度を示した点は 37030'Nから 38~ にかけての海域に限って出

現しており，これらの点を中心とした海域において相対的には群密度が高くなっている。

2次航海における C.P.U.E.は全海域とも 5尾以下で，全体に密度はまばらとなっている。特

に l次航海でまとまった群を漁獲していた 370 3 0' N - 3 80 N にかけての海域でも C.P.U.E.1

尾以下と云う有様であった。但し，この航海において 350N-3 5030' Nの 1240E付近海域でC.

P.U.E.1-5尾と云う値を示しており， 1次航海では同海域における調査結果がないので比較す

ることは出来ないけれども，この時期では南下が始まっており，群は分散しつつ分布域を南側に拡

大しているように考えられる。

なお，この調査における漁獲試験の成績は次表のとおりである。

第 1表 東奥丸漁獲試験成績

~ 第 1 次 第 2 J欠

操 業 夜 数 18 夜 13 夜

漁 獲 尾 数 33，025 尾 2，1 6 8 尾

漁獲ケ ス数 1，056 ケス 74 ケス

漁獲重量 CK~) 8，976 K~ 629 K~ 

1夜平均漁獲量 CK~) 498 K~ 48 K~ 

10 月 23 日 1 1月 22 臼
操 業 期 間

1 1月 10 日 1 2月 5 日
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スルメイカ群密度分布図(黒丸は，多項目魚体測定実施点)
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第 3図

0.1 -1. 0 
釣機 1台 1
(時間当り漁)
獲尾数

。25.1-35. 0 5.1 -15. 0 
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5. スルメイカ群の性状

第 7-8図l乙. 1， 2次航海における漁獲スルメイカの雌雄別外套背長組成と熟度を表わした。ま

た，多項目測定を行わなかった海域の資料として，船上で実施した外套背長組成調査の結果を第8

1-2図に示したo

これらの関から，黄海域に分布するスルメイカの性状を見ると，先づC.P.U.E.の高かった

37030' N以北の群の外套背長は 17-26cmの範囲にあってモード 22.23cmにみとめられてい

る。熟度は♀では全て未熟で，交接個体は 35--48'10出現している 3 舎の成熟個体は 17-22'10

で，半熟個体 56-.719も，未熟 12.5-22'10となっていて，合の場合 78-88'10が半熟以上の個体

で占められている。

次lと. C.P.U.E.のやや低くなる 37007'Nでは. 19-26cm.モ ド♀ 25c祝，合 24cm

となっており，北側にくらべると 1-2cm大型で，熟度は早i乙成熟個体が出現し，合では 949もが

成熟して，熟度は雌雄とも一段と進行している。これより南側の 36011.5'-36030' Nでは， 15 

28cm.モ ド22- 24c宵lとなっており，モ ドは 1--2cm小型にな勺てはいるが大小の混じ

りが目立っている。一方，漁獲試験の結果から分布稀薄であると考えられた 350N以南海域の群は，

外套背長 20-29cm. モード♀ 26.27cm，合22.24cmとなっており，熟度は 100'10近くが成

熟しているの

以上から. 1次航海の結果をまとめると，群の性状は南北の海域の相違によって異なり， jヒから

南へ移るに従って，外套1!i長が大型化し，かつ熟度が進行してみとめられ. 350 N以南では殆んど

が成熟イカで占められていた。また，この頃スルメイカのやや密集していた 37030'N以北海域の

群は♀の未熟交接段階にあった。

次lこ， 2次航海の結果を見ると，測定を行った中最も北側にあたる 37012'N海域の群は外套背

長 21--27cm，モ←ド♀ 24cm. (i 23cmで合では大部分が成熟している(909も)が，♀(8割

が未熟交接〕は全てが未熟であり号 1月前の 37030'N以北海域の群l乙相当するように考えられる。

これに対して 35030'N海域では，雌雄とも小型で未熟の 12-18cmの群及び 21-28C視の成熟

の進んだ群との混在が示されており，このうち熟度の進行した群は，外套背長の大きさや成熟個体

の占める率等から. 1月前の 37007'N海域の群に対応するのではないかと考えられ，一方小型未

熟のものは 11月上旬 340 N付近で散見された (M. L. 10cmくらい〉ものに対応するのではな

いかと考えられる。

以ヒの結果をまとめると，本年黄海スノvメイカの主対象となった詳は，外套背長モ ドで 22.

23cm(10月下旬)-2 3. 2 4 cm ( 1 1月下旬〕で♀は未熟交接段階，合は成熟段階に相当してお

り， 日本近海における冬生まれ系統群に対応する特徴を有していた。黄海スルメイカのこのほかの

目立った特徴としては，肝臓の色彩が淡黄色に近い色を呈している点があげられ，本邦近海産の25

渇色と著しい差異を示していた。

6. 出漁々船の漁況

第 9.1図及び 9.2図は， 10月下旬 12月中旬iζ黄海に出漁した福岡の標本漁船第 8雄草丸が

記録した各出漁船〈長大 20隻)の毎日の漁況資料をまとめたものである。この資料における延出漁船

隻数は， 10月 72隻， 1 1月 221隻. 12月95隻，期間中の合計は 388隻となり， これら漁船

による漁獲量は， 10月9，46 7 c (1 c = 8.5 K$'として換算すると約 80トン)， 1 1月 20005c 

← 126ー
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% Oct. 24-25 
N=14吏 1豊平均実=-222 

Oct.26-31 

Nov.22-25 N = 14移
買=26

Nov.26-3Q 

N=29隻
文=53

6 7 X 100 C 

漁獲量(1 C ace = 8. 5 kg) 
第 9・2図 黄海域における漁船の漁況推移(1975年 10-12月)
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( 170トン). 12月 7，743c(66トン).合計 37，21 5 c (3 1 6トン〉で. 1 1月 1- 5日

(94隻で 11，079c(94トン))の期聞を中心として集中的な漁獲が見られている。同様にして月

別の 1隻 I夜当たりの漁獲量を求めてみると. 1 0月 131c (1.1トシ). 1 1月90c (0.8トン).12 

月 81c (0.7トン)となり，時期を追って次第に漁況は低下している。但し，この推移を半旬旬こ詳

しく追跡してみると，漁期初めの時期lこ当たる 10月24--25日に期間中で長も高い水準の漁況

( 1隻 1夜当たり平均1.9トン漁獲)を示したものの. 10月26日以降の出漁船増加の半面漁況

はやや低下して 11月5日までは横ばいとなり. 1 1月6日以降の漁況は極端に悪化している。 こ

の聞に出漁船の大半は福岡に帰港して水揚げしたり，当時やや好転した日本海漁場(ウツリョウ島

一大和堆)へと移動しているが，漁況悪化の原因としては，月令(満月)との関係が大きく影響し

ているものの，集中漁獲による群密度の低下がむしろ大きいと考えられる。 11月以降の出漁船数

は，この海域全部合わせても 10隻以内と推定されており，黄海に一度出漁した漁船の大部分はこ

の海域を見限って日本海等他海域へ移動している。しかし，残った漁船の漁況は，再び漁期初めの

状態iこ近い高い水準となり， 1 2月5日まで続いている。 12月上旬後半からは再び漁況は低下し，

中旬から帰港鉛が目立って. 20目前頃にこの海域の操業は終了したと考えられる。

なお漁船の出漁海域は，全期聞を通じて 360- 38030' Nの範囲にほぼ限られ，その中心は370N

くらいにあり，時期と海域との顕著な関係はなく，この範囲で広く群の探策を行っていた模様であ

る。したがって. 1 1月下旬後半-12月上旬前半にかけてのやや好漁していた漁況の解釈も， 必

ずしも漁群量が豊富だったとは考えられず，局所的に群の密集していたためと考えた方がよいよう

に思える。

第2表 1975年黄海出漁々船の漁獲状況表

卜¥
上 旬 中 旬 下 旬

月
後 後 前 後

月 計
目IJ 日1リ

隻 数 13隻 59隻 72隻

漁獲量
3，108 C 6，359 C 9，4 6 7 C 

10月 26.4トシ 54.0トγ 80.4トγ

1隻当り 239 C 108 C 131 C 
漁獲量 2.0トγ 0.9トン 1.1 トシ

隻 数 94隻 85隻 6隻 16隻 20隻 221隻

漁獲量
11，079 C 4，924 C 153 C 366 C 3，483 C 20.00 5 C 

11月 94.1トン 41.8トシ 1.3トン 3.1 トシ 29.6トシ 170トシ

1隻当り 118 C 58 C 26 C 23 C 174 C 90 C 
漁獲量 1.0トシ 0.5トン 0.2トン 0.2トン 1.5トン 0.8トン

隻 数 26隻 41隻 28隻 95隻

漁獲量
4.628 C 1，592 C 1，523 C 7.743 C 

12月 39.3トy 13.5トy 12.9トy 66トγ

1隻当り 178 C 39 C 54 C 81 C 
漁獲量 1.5トン 0.3トン 0.5トγ 0.7トγ

資料: 第 8雄草丸(福岡港)・阿比留一氏 提供
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7. 標識放流試験結果

1次航海において合計 1，700尾の標識放流を 4固に分けて実施し，合計再f甫尾数は 23尾で再捕

率1. 3~もとなっている。

放流位置，再鋪位置及び移動経過日数は第 10図l乙示したとおりで，ここでの再捕は比較的短い

期聞に限られており， 10月下旬から 11月上旬にかけての放流に対して， 12月;こ入ってからの再

捕がないという点が特徴的である。従って，再補地点は当時の漁船操業範囲を表わしており，顕著

な南下移動を示してはいないが，放流地点の北側で再補されたものは全体の 13~も( 3尾)で少な

く，放流地点とほぼ同じ場所 (10 浬以内〕の再捕が 35~も (8 尾) ，放流地点の南側 10浬以上で

再補されたものが 48'70 (11尾)となっており，全体の傾向としては南下初期の移動に相当してい

ると考えられる。これら放流群の外套背長はモ ド23，24cmで，群の性状としては(前述)♀の

交接段階， oの成熟段階l乙相当している。

今回の標識放流試験結果のもうひとつの特徴は，放流時期の遅れに従って再捕率は低

下し，その範囲は 0.5-2.0%となっていて再捕率全体としでもあまり高くはないと云う点である。

今回の標識放流試験の実施に際しては，無線放送によって漁船の周知及び協力方の連絡を密にして

いたことから，報告洩れをある程度防ぐ事が出来たものと判断しているものの，再捕された時期が

1 1月上旬に集中していることは，漁船の出漁数が 11月中旬以降急激に減少したことを反映してい

るものと考えられる。この点を考慮すると，再捕率が高くなかったとしても，例えばB点 (380 N) 

及びA点 (36030'N)の放流イカが僅か半月間l乙1.6-2.0 '70再捕されたという事実は，この聞の

漁獲圧力が如何に大きいものであるかを示していると云える。
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第5表 標識放流試験結果の要目表

放流月日 放流場所 放流尾数 再捕尾数 再捕率 備考

10. 24 
360 30' 200尾
1240 10.5' 

4 尾 2.0 'fc A 

10. 25 
370 54' 

1，000 16 1.6 B 1230 46' 

1 1. 2 
370 1 5' 

300 2 1.5 C 1 230 30' 

1 1. 3 
3 70 0 7' 

200 0.5 D 1 230 43' 

1，700 23 1.3 

第4表 再捕イカの経過日数と移動方向・距離

放流点 経過 移動方向 放流点 経過 移動方向
記号 日数 と距離 記号 日数 と距離

A 2日 NE 7浬 B 9日 SW 13浬

8 E 5 9 SW 18 

9 E 8 1 1 SW 25 

1 6 W 25 1 1 S 30 

12 S 55 
B 。 E 2 

1 7 NW 15 
7 S 1 7 

7 SW 17 C 6 W 8 

8 NW 15 23 SE 43 

8 SW 17 
D 6 N 1 2 

8 S¥¥' 20 

8 S¥V 23 

8 S 6 

8 S 6 

8 S 7 
」園田 園ーι回
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W 調査の成果と今後の課題

黄海で漁獲の主対象となるスルメイカは，冬季に成熟し産卵する，所謂冬生まれ資源に属しており，

かっ，この群は時期の遅れに従って南下して黄海から姿を消すところから，黄海は再生産海域とはな

らず，従って黄海特有の独立した資源として存在しないことは，今回の調査結果からほぼ明白である。

これまでの知見によれば，冬生まれ資源の主産卵場のひとつは黒潮影響ドの東レナ海大陸棚縁辺

(水深 100-200m，水温 14 1 70 C )と考えられ，発生直後の稚仔は海流によって輸送されると

考えられている。この場合，先す。東乙/ナ海中部で対馬暖流側(日本海へ向う)と黒潮本流側(太平洋

へ向う)とに分離するが，前者のある部分が済州島南側で分かれて黄海暖流によって黄海へ運ばれ，

その後稚仔群は黄海で成育し，成熟すると再び東シナ海へ戻ってゆくと云うサイクノレが考えられる。

このようにして考えてゆくと，黄海のスルメイカ来遊量は，黄海暖流の勢力如何(輸送水量等)に

よって直接左右されるとも考えられる。黄海暖流は，黄海冷水の補流としての性格が強いため，黄海

冷水が南下発達する冬季においてその勢力は最も強くなるが，黄海冷水そのものが季節的にも経年的

にも著しい変動を示すところから，黄海暖流の実態も経路や勢力が変化に富んでいると云える。した

がって，黄海へのスルメイカ来遊量は年々の変化が大きいことが先づ考えられる。

次に，黄海スルメイカ漁獲量の水準について考えてみると，博多港の陸揚量を参考にして推定した

黄海での漁獲量は，多く見積っても .19年 2.000トン， 50年1，200トン程度と恩われる。これに対

して， 10--12月に日本海で漁獲されるスルメイカの全漁獲量は約 6万トンで，黄海における漁獲量

は同時期における日本海のそれの 2<l %に相当すると考えられる。

一方，黄海の出漁船隻数は，そのピ クとなった J1月初めにおいては推定 150隻程度に達してい

た。仮に日本海への同時期における出漁隻数が，中型!イカ釣漁船の全数に当たる 2.670隻 (50年度

大臣承認隻数)として考えた場合，黄海におけるこの隻数は日本海のそれの 50/0を越え，漁獲量水準

とくらべると明らかに過剰であると云える。昭和 50年 11月上旬後半に漁況が極端に悪化した現象

は，ここに原悶を求められるものと考えられ，同じように漁期後半に漁況が再び好転した現象も，当

時僅かに残った漁船が局所的に密集していた群を効率よく探策した結果であると解釈出来る。

黄海における操業は，時化が比較的少なく，しかも夜の長い時期に当たるため操業時間を積算する

と，日本海よりもかなり大きくなる利点がある。

今後この海域におけるイカ釣漁業には，以上の諸点を留意する必要があろう。

V 本調査実施に至る経緯

l 従来， 日本近海産スノレメイカの漁場は，日本海，太半洋及びオホ ック海沿岸海域iこ形成され，

このことは産業的にも学術的iこも動かないものであった。

2. 49年 10月下旬，これまでの関係者の常識をくつがえし，黄海中央部(北緯 350 370，東経

1 240を軸とする海域)において漁粉によって新漁湯が開発され，情報を伝え聞いた 200隻近くの

漁船が 11 月以降、~;亥海域に出漁している。

3 この海域の漁模様は 1夜 l隻平均 2トン前後で.同時期の在来漁場における漁況の二倍を楽に越

えるもので，処女資源調発初期の様相を呈している。

4 これまでの関係者(日本海区水産研究所)によって行われた調査によれば，資源は他の海域資源

とは異なるもので，冬期に東乙/ナ海で発生し〔冬生まれ系統群)，春 秋の期間.黄海及び更に北
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方海域へ分布が広がるものと考えられる。

5. 前記の資源問題究明のため，今後漁期，漁場，漁場環境，生物特性，資源量等の重要事項を調

査し，明らかにする必要は現時点においては国家的見地からの要請でもある。

6. また全国中型イカ釣漁船隻数(2.870隻)の四分のーに相当するイカ釣船(中型 639隻)を保

有する本県にあっては，近年の太平洋資源の悪化によって先行を楽観出来ない現状を考慮すると，

積極的に開発調査にとり組むことに重要な意義を見出すものと考えられる。

123(' 

L 

1240 

• 

• 

-←⑥毛
A 

1250 

第 10図 標識イカ移動図

A-Dは放流位置

A : 10月 24日， 200尾

B 10月25日， 1， 000尾
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c : 11月 2日， 300尾

D:1l月 3日， 200尾

370 

360 



付表 I 標識放流結果表(1975年黄海)

放流記事
丹日

1975.10.24:-251 11.2川

(:;:;:E) 
日A 231，232 

200 ピ

1975. 10. 25ー26I 

37054' N 

(1 ;れ~， ~ ) 

日A 233-242 

1，000 ピ

1975， 1 1. 2-3 

370 15' N 

(1 ;れ~~)
臼A 243， 244， 245 
300 ピ

1 9 7 5， 1 1. 3-4 
37007' N 

(1 ;れ~， ~) 
日A 246. 247 

200 ピ

計 1，700 ピ

1 1. 1 

1 1. 904h 

10.26 

11.123h 

11.217h 

11.205h 

11.220 h 50m 

11 

11.320h 

11.3 22h 

11.503h 

11.523h 

11.6アサ

11.2 

1 1.2 

1 1.2 

1 1. 1 1 

10.25 

11.1 

1 1.8 22h 

11.2S01h 

11.905h 

再 捕

位 置

36030' . 124020' 

360 30' . 1 2401 ff 

3603ぴ.1 230 42~3 

360 3 3' . 1 240 1 ff 

37048' . 1 23038' 

11 11 

37043'.123032' 

3705ぴ .123029'

38013'.123029' 

37054' . 123034' 

37052' .12303ぴ

37034'.123047' 

3705ぴ.123022'

37010'.123055' 

3~ 5げ.123045'

37050'. 123045' 

3705ぴ.123043' 

3801γ.123038' 

3800ぴ.12305ぴ

37045'.123045' 

37015'.123021' 

36040' • 12400ぴ

3701γ12れ 7'I 
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記 事

Aι 備 考

232 21吉栄丸(長崎)

231 18明福丸(長崎)

232 35政栄丸(八戸)

231 M. L 23.0cm 1通徳丸

242 23浜吉丸(福岡)

233 11 11 

236 52喜代丸(福岡)

236 1愛洗丸(境港)

242 3安洋丸(福隠)

242 23浜吉丸( 11 ) 

242 8福宮丸(八戸)

235 85正栄丸 (11 ) 

239 17ェイセイ丸(北海道)

238 31福寿丸(大畑)

233 21七類4丸L鳥取)ML23cmBW25~
238 11(11) 

237 吉丸(鳥取)

238 !/ (庁)

"235 18七類丸(11 ) 

242 22cm， 200918徳広丸(福岡)

244 26旭光丸(青森)

24 S 25友盛丸(福岡)

247 I 26旭光丸(青森)

計 23ピ



付表 2. 幅和 50年度黄海スルメイカ

操 業 次 数 1 - 1 1 - 2 1 - 3① 1 =-_3_~ 
月 日 1 0.2 4~2 5 1 0.2 5~2 6 10.26 10.27 

操 時 刻 1 8.3 O~O 6.30 18.0 O~O 6.30 1 7.4 0~2 2.10 O.OO~O 6.30 

業
(延時間〉 ( 1 2.0 ) ( 1 2.5 ) ( 4.5) ( 6.5 ) 

位 置 360 30' 370 54' 370 46' 370 5 7' 
言E
(開 始) 12 40 10.5' 1 230 4 6' 1270 34' 1 2 30 3 7' 

事
水 深 75 71 65 66 

漁 具 数 16 19 19 19 

穂、
尾 数 1.1 9 2 7，600 300 570 

(入れ尾数) (28~30) (2 8~3 2) (29~33) (29~33) 

獲
ケ ス数 33c 220 c 10 c 19 c 

量
C.P.U.E 6.2 32 3.5 4.6 

透 明 度 14 20 
海
天候・気温象

。 14.5 b c 1 6.0 dr 1 5.0 。 1 7.0 
. 風向・風速 N 5 ESE3~4 c a 1m E 5 

気
気 圧 1024 1024 1024.5 1025 

象
波浪・うねり 4 3 2 calm I 3 

o m 1 9.2 1 8.1 18.1 1 7.6 

1 0 1 9.2 18.0 1 8.1 1 7.喧
各

2 0 19.2 
層

14.0 1 8.1 1 7.6 

水 30 1 9.2 1 2.7 1 1.1 1 1.5 

恒

rc) 
5 0 9.3 12.7 1 1.0 1 1.4 

7 5 ( 70 m) 8.8 

100 

-ダツ多数 -大中型ダツ， -イカ釣船 14 -ダツ〔大中イ+

備 -中国底びき船 -小サパ 隻

3 ~4 統 -イカ釣船 3隻 -ダツ(大中/Jヲ

-イカ操業船約 -標本 50尾抽 -フグ 1尾

1 0隻 出

-小サパ群

考
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漁場調査。操業記録 (東奥丸)

J鉱 1

1 - 4 1 - 5 1 - 6 1 - 7 1 - 8 1 - 9 

10.27-28 10.28-29 10.29-30 10.30-31 10.31-1 1.1 11.1- 2 

17.50-06.1 5 1 7.1 5-0 6.1 5 17.50-05.50 1 7.15-06.35 16.00-06.30 17.20-0 7D 0 

( 1 2.4 ) ( 1 30 ) ( 1 2.0 ) ( 1 3.3 ) ( 1 4.5 ) ( 1 3.6 ) 

3 70 58' 370 4 3' 37? 345' 370 35.5' 370 26.5' 370 07' 

1 2 30 3 3.5' 1 2 30 4 1~5' 1 230 45' 1230 4 7.5' 1230 30' ， 1230 16.5' 

68 66 67 69 69 67 

19 1 8 5 18 1 9 18 

1，590 7，520 1，540 720 3，300 725 

(29-32) ( 28-32) (29-30) ( 2 8-3 2) ( 29-31 ) (25-30 ) 

53C 253C 52 c 24 c 100 c 29C 

6.7 32.1 25.7 3.0 12.0 3.0 

12 12 13 10 

。 1 7.0 C 1 2.5 C 9.0 b 1 3.5 b 1 3.0 C 1 4.5 

S 6-7 N 1 0 N 14-15 N 8-9 N 3 NE 4-5 

1021 1023 1029 1030.5 10 32 1033 

4 2 6 4 7-8 5-6 4-5 4 3 1 3 2 

1 7.3 1 7.7 16.8 16.3 1 6.8 1 6.8 

1 7.3 1 7.7 1 6.3 16.8 1 6.8 

1 7.3 1 7.7 16.3 16.8 16.7 

1 3.0 10.5 9.2 16.0 16.6 

1 1.5 10.4 9.1 9.0 8.5 

-ダツ，サヨリ -ダツ集まる -イカ操業船約 -サワラ l尾 -ダツ，フクラ

3 0隻 タチウオ 5尾 ギ，小サノミ，

-タ.ツ 22尾 オシロイタチ フグ

サヨリ 3尾 ウオ 5尾

-サワラ，ダツ

多数
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操 業 次 数 1 - 10 1 - 11 1 - 12 1 - 13 

月 日 1 1.2- 3 11.3-4 11.4-5 1 1.5- 6 

操 時 亥リ 1 6.4 5-0 6.30 1 7.3 0-0 6.2 0 1 7.20-0 6.20 

業
(延時間) ( 1 3.7 ) ( 1 2.8 ) ( 1 2.2) ( 1 35 ) 

位 置 370 15' 370 07' 360 44' 360 51.5' 
記

1230 30' 1 230 4 3' 1 240 18' 1 240 03' (開 始}

事
7.l< 深 72 73 76 76 

漁 具 数 19 19 13 18 

漁
尾 数 2048 930 630 2，310 

(入れ尾数) ( 28-35) (27-32) ( 26-30) ( 26-31 ) 
穫

ス数 57 c 31C 21 c 77C ケ 一
量
C.P.U.E 79 3.8 4.0 9.5 

透 明 度 14 18 15 
海
天候・気温 C C 

象
1 5.0 14.5 bc 15.0 dr 16.5 

. 風向・風速 NNE 7-8 c a 1m ESE 5-6 E 4-5 

気
気 圧

象
1032 1029.5 1029 1027.5 

波浪・うねり 4 3 c a I rn 1 3 2 3 3 

Om 16.7 1 7.0 1 7.4 1 7.0 

各
1 0 16.7 16.9 1 7.4 17.0 

層 2 0 16.7 16.9 1 7.3 17.0 

水 3 0 12.0 12-16 1 7.3 17.0 

程 5 0 8.7 8.8 8.6 9.0 

rc) 
7 5 ( 7 1 m) 8.7 8.6 9.0 

100 

-オシロイタテ -小サパ鮮 -イカ操業船多

備 ウオ 1尾 -操業船4隻 数

-小サパ2尾 北側に多数 -大型フクラギ

-ダツ，サヨ 1) 5尾

考
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A邑 2

1 - 14 1 - 15 1 - 16 1 - 17① 1 - 17@ 1 - 18 

1 1.6- 7 1 1.7-8 11.8-9 1 1.9 1 1.9-1 0 1 1.1 0-11 

1 7.30-06.00 1 7.00-05.30 17.30-05.45 1 7.30-2 1.00 23.20-0 5.20 1 7.30-04.30 

( 1 2.5 ) ( 1 2.5 ) ( 1 2.2 ) ( 3.5 ) ( 6.0) ( 1 1.0 ) 

360 5 t 360 49.5' 360 11.5' 350 00' 340 59' 330 49' 

1240 1 3.f! 1240 11' 1 230 00' 1230 01' 1220 42' 1 2 30 0 l' 

75 75 68 70 63 54 

18 19 13 13 12 9 

750 780 430 19 45 26 

(26-30) (30) (35) 

25C 26 c 14 c 

3.3 3.3 2.7 0.4 0.6 0.3 

一 1 5 13 15 

。 14.0 bc 16.0 C 13D bc 14.5 bc 14.0 b 150 
ENE 1シ-14 NNW 9 NNE 10 NNE 7 E 3 E 9-10 

1022 1024 1028 1031 1031 1028.5 

7 5 5 4 6 5 4 4 2 2 5 5 

16.9 1 7.0 16.7 1 7.4 1 7.3 17.6 

16.9 17.0 16.7 17.4 1 7.3 17.5 

16.9 17.0 1 6.7 17.4 17.3 17.6 

10.5 17.0 16.7 17.4 1 7.3 17.5 

9.0 8.9 9.2 1 1.0 14.0 1 5.3 

9.0 8.9 

-操業船 .3702的il123・-中国底曳船8 • l5-25c宮町 -タチワオ 2尾

15浬以内2唆 3<fE付近好漁 隻 稚イカ数尾浮 オシロイタチ
-スJレメイガ稚仔

30浬以内4唆 4-8C11t10尾 遊 ワオ 1尾

サヨリ 1尾 -フクラギ群 .1 0 c慌の仔イ
-小サバ，小プ

カ数尾
クラハギ数

100尾の群

シマダイ数 1C

尾
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操 業 次 数
2 - 1 2 - 2 2 - 3 2 - 4 

月 日 11.22 1124 1 1.25 1 1.25 

操 時 亥iJ 1 7.55-24.00 1 7.1 0-21.00 0.50-06.20 16.55-20.40 

業 (延時間〉 ~ 6) ~ 3.8 ) ~ 4.5 ) ( 3.9 ) 

記
位 置 350 30' 3 50 59' 360 27' 3 60 47' 

事
(開 始) 1 2 30 1 5' 1 230 1 4.5' 1 230 1 5' 1 230 46.5' 

水 深 65 71 76 73 

漁、 具 数 3 14 16 9 

穂、 尾 数 。 23 105 。
獲
(入れ尾数)

ケ ス数 1 3 
量
C. P. U. E 。 0.4 1.5 。
透 明 度 20 1 3 8 

海
天候・気温

象
C 20 b 13.5 bc 10 bc 1 1.4 

. 風向・風速 NW 4 NW 4 NW 3 w 2 

気
気 圧

象
1030 1 029.8 1 019 1026.5 

波浪・うねり 5 5 4 4 4 3 2 3 

Om 1 5.7 1 4.1 1 3.3 13.0 

各
1 0 1 6.1 1 4.1 13.4 13.1 

層 2 0 1 6.1 14.1 13.4 1 3.1 

水 3 0 16.0 13.9 13.3 1 3.1 

温 5 0 10.5 8.4 8.7 8.4 

('C) 
7 5 (6 5m) 8.6 ~ 65 m) 8.4 ( 65 m) 8.5 

100 

-中国船まき -操業船 4隻

イ蔚 1 0ク統

考
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J仮 3.

2 - 5 2 - 6 2 - 7 2 - 8 2 - 9 2 - 10 

1 1.26 11.26-27 1 1.27 1 1.28 11.28-29 11.29-30 

o 2.00-0 5.50 1 6.50-0 6.30 1 7.1 0-20.30 01.20-06.00 1 7.00-06.00 1 7θ0-06.00 

( 2.8 ) ( 1 3.7 ) ( 3.3) ( 4.7 ) (13) ( 1 3 ) 

370 45' 370 1 t 370 1 3' 360 32.5' 360 30' 360 00' 

1230 45' 1 230 43' 1 230 41' 1 240 14.5' 1240 12' 1 240 20' 

70 74 73 75 75 

8 1 3 1 7 10 14 12 

8 841 30 20 348 110 

31 1 1 1 2 2 

12 

4.0 4.7 0.5 0.4 1.9 0.7 

bc 12 C 8.0 C 13 b c 10 

w 3 w 4 w 4 N 3 

1023 10 23.5 1018 1026.2 

2 2 3 2 4 4 3 3 

11.6 1 1.6 11.6 1 3.1 13.1 

1 1.9 11.8 1 3.3 13.7 

11.9 11.8 1 3.4 13.7 

1 1.9 11. 7 13.3 13.7 

1 1.6 8.8 8.6 8.8 

(65m)9.8 (7 Om) 8.8 ! (6 5m) 8.5 (65m)8.7 

-底曳船多L、 -操業船 1隻 -底曳船 10ク統

-操業船 2隻

- 145ー



操 業 次 数 2 - 11 2 - 12 2 - 13 2 - 14 

月 日 11.30-12.1 12.1- 2 12.2 122- 3 

操 時 亥Jj 1 7.00-0 5.4 5 1 6.5 0-0 6.0 0 1 7.00-21.00 

業
(延時時間) ( 1 2.7 ) ( 7.2) ( 4 ) ( 7.2) 

位 置 350 28' 350 08' 35015.5' 3 50 3 l' 
記
〔開 始) 124021' 1 240 14' 12 3~ 5げ 1 230 58' 

事
水 深 72 78 72 

漁、 具 数 1 2 8 13 11 

漁、 尾 数 135 105 10 168 

獲
(入れ尾数)

ケ ス数 5 3 6 
量
C.P.U.E 0.9 1.8 0.2 2.1 

海
透 明 度 1 8 20 

象 天候・気息 bc 7.5 b c 14.5 C 1 7 

. 風向・風速 N 3 SE 1 SE 
気

象 気 圧 1031 1025 1022 

波 浪・うねり 3 2 1 1 1 1 

。冊 1 4.5 13.6 14.6 14.4 

各 1 0 1 4.4 14.2 14.4 

層 2 0 144 14.5 14.5 

水 3 0 14.4 13.8 1 5.0 

温 S 0 10.1 8.9 1 1.8 
rc) 

7 5 ( 6 5m) 8.9 t 72 m) 8.8 

100 

-ダツ，カタク -時々 1-2尾

備 チ遊泳 釣獲

-ダツ，カタク

チ多L、

考
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J伝 4.

2 - 15 2 - 16 2 - 17 2 - 18 

12.3 123- 4 12.4-5 12.5-6 

17.00-21.00 23.5 5-0 6.0 0 1 7.30-0 6.0 5 17.00-06.20 

( 4 ) ( 6.1 ) ( 1 2.6 ) ( 13.3 ) 

360 33' 360 59' 370 04' 360 50' 

1230 2ア 1230 3 f! 1230 3 r! 1230 3 'f 

70 

11 12 12 2 

。 110 140 1 5 

3 5 

。 1.5 0.9 0.6 

C 14 

SE 4 

1022.5 

4 4 

12.6 1 3.4 1 1.6 1 1.0 

12.6 1 1.6 

12.6 1 1.3 

12.7 1 1.2 

1 1.5 8.2 

( 70m) 8.2 (6 5m) 8.2 

-操業船 2隻 -操業船 5隻
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生昭和 50年度日本海底棲生物調査

I調査目的

主要底接魚類の時期別，発育段階別分布状況と移動及び，底びき網による資源、の利用状況を明らか

にし，資源維持と当該漁業安定に寄与する。

調査内容

1 調査期間 昭和 50年 12月 1日から昭和 51年 3月 31日まで

2. 調査海域 青森県日本海沖合

3 調査担当者 技 師 鈴 木 史

技 師 小田切 譲

瑞鴎丸船長 畑 山 賢

4.調査船

5 調査項目

(1) 資源、分布調査

(2) 回遊移動調査

(3) 魚体調査

試験船瑞鴎丸 4O. 81トン

6. 使用漁具 1そうぴき機船底びき網

目調査方法

1 海洋気象観測

天候・風向力・気温・気圧・潮流向・流速

2. 表層及び底層水の側温

転倒j温度計により測温した。

3. 資源分布調査

操業毎に魚種別漁獲量を記録した。

4 回遊移動調査

迷子札を用い，標識放流を実施した。

5 魚体調査

紀

主要魚種について多項目調査を月 3回 20尾を基準l乙，および，パンチング調査 50尾を実施した。

W 調査結果

調査期間中(50年 12月一 51年 3月)における，漁獲量は27日間操業で延 117I弓の曳網を実施し，

そのうち，有効曳網回数は 115回で 7.84581cgの漁獲であった。魚種別漁獲量はマダラ2.3930lcg(35.0% ). 

マコガレイ 1.194.0Icg ( 15.2% ).ハタハタ 1.012.0Icg ( 12.9 % ) .スケソウダラ 685.0Icg (8，7%). 

アブラツノザメ 637.5 Icg ( 8. 1 % ) • ヒラメ 567.4 Icg ( 7. 4 % )で，この 6魚種で全体の 82.8 % 

を占めている。
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総漁獲量は昨年(1 0，3 83 Kg-)より 24'!o減少しているが，これはアプラフノザメが 80'!o減少し，

マガレイが皆無状態のためである。昨年より増加した魚種にはハタハタがあり，大巾な漁獲増を示し

た O

1 資源分布調食

(1) アブラツノザメ

漁場は 12月 3 月にかけて鯵ケ沢NW--N~γN 10マイル，水深 120-315mにかけて

広く分布がみられたが， 3月に 170ー 195mの水深帯で多獲され， 1曳網当たり 43.3Kg-あぷこ

が， 12月 2月にかけては 4.2Kg-と低い分布密度であった。

(2) マダラ

12月， 3月l乙漁獲はみられなかったが，漁場はアブラツノザメと同じ海域で水深はやや深い

200 -330mで，多獲水深は 245m以深であった。 1曳網当たり漁獲量は 1月 135.5Kg-， 2月

18.0 Kg-と漁獲差が見られた。

(3) ホッケ

1月の漁場は，鯵ケ沢NW/N11 "7イノレ水深 200--295m'こ分布がみられ， 1曳網当たり 5

Kg-， 3月は高山沖 62-85m'こ分布がみられ l曳網当たり 0.8Kg-と全般に分布密度は薄かった O

漁期が遅くなるにつれ，浅所に移動している

(4) スケトウダラ

マダラと同様に， 1月.2月lこ漁獲がみられ漁獲11<深も同様であった。 1曳網当たりの漁獲は

1月 10.7 Kg-， 2月 14.4Kg-と漁獲差はあまり見られない。

(5) ヒラメ

2月・ 3月に漁獲がみられ，水深は 110m以浅の海域で 80-90m付近の水深帯に多獲され

た。 2月は 1曳網当たり 0.3Kg-， 3月には約 10Kg-と低かった。

(6) マコガレイ

2月に 305-315mの水深で漁獲がみられたが，大部分はヒラメ同様に 110m以浅に分布が

みられている。 2月では l曳網当たり 1.0Kg-で， 3月は 20.7Kg-であった。(第 2-3図)

(7) パパガレイ

漁場はilrJ2種と同様の分布範囲であった。 l曳網当たりの漁獲はヒラメ・マガレイと比較する

と， 2月 0.3Kg-. 3月1.7Kg-と分布密度は低かった。

(8) ハタハタ

ハタハタの盛期は 12月仁句までで，本年は近年lこなく底曳網に漁獲され， 漁場は大戸瀬NNW

7"7イノレおよび鯵ケ沢NW/NIOマイル付近で水深は 175 -290mで， 225 mで多獲された。

水温は底層で 70 C台であった。

(9) アカエピ

2月に鯵ケ沢NW/N1 1マイル水深 300m前後の海域で多獲され. 1曳網当たり 8.1Kgであっ

マデ

~。

2. 回遊移動調査

鯵ケ沢沖で 3月に標識放流を実施したが，放流尾数はヒラメ 505尾，マコガレイ 32尾，計537

尾で放流魚の全長はヒラメ 13.0 - 37.4 cm，マコガレイ 31.8 -2 3.8 cmである。
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ヒラメの再捕尾数は 19尾(再捕率4'7ら)で，マコガレイは再捕尾数 10尾(再構率 31'7'0)であ

った。

次iこ，各魚種別回遊移動状況を見ると，

(1) ヒラメ

再摘された 19尾のうち，大部分が鯵ケ沢前沖・高山沖・十三沖・出来島沖で再捕され，大きな

移動を示していない。一方経過日数は最大で 77日，最小で 14日であった。

放流点付近あるL寸主沿岸よりで再捕されているが， 1尾風合瀬地先で再捕され，南にも移動する

傾向が認められた。(第 1図)

(2) マコガレイ

移動傾向はヒラメ同様で再捕までの経過日数は最大25日，最小で O日であった。(第2図)

3 魚体調査

(1) 多項目測定

A 体長(標準)組成

a マダラ 1月28日測定個体数は 26尾で，体長範囲は 20-59cmで，モ ドは27cm I乙

認められた。 2月 13日測定個体数は 10尾で，体長範囲は 26-34cmで，モードは 27cm・

29 cm・32cm・34cmの4蜂に認められた。 2月18日測定個体数は 11尾で，体長範囲は

22-31舗で，モードは 25cmに認められた。(いづれもポンタラが主体である)

b スケトウダラー 1月28日測定個体数は 28尾で，体長範囲は 19-50cmで，モ ドは 26

cmに認められた。 2月 13日測定個体数は 20尾で，体長範囲は 26-4 0 cm，モードは 27cm

・36cmの2峰に認められた。 2月18日測定個体数は 28尾で，体長範囲は 24-37cm，モ

ドは 26cm・28cmの 2峰で，副モ ドは 29c胃II乙認められた。

c アカガレイ 1月28日測定個体数は 22尾で，体長範囲は 18-37cm，モ ドは 22c祝・

23 cml乙認められた。 2月13日測定個体数は 17尾で，体長範囲は 19ー26cmで，モードは

21c視に認められた。

d ヒレグロ 1月28日測定個体数は 31尾で，体長範囲は 11-24 cm，モ←ドは 20閣に認

められた。 2月13日測定個体数は 20尾で，体長範囲は 15-22cmで，モードは 19c机・

21 cml乙認められた。

e ソウハチガレイ 1月29日測定個体数は24尾で，体長範囲は 17ー26cmで，モ ドは 25

cml乙認められた。

f ハタハター 1月29日測定個体数は 21尾で，体長範囲は 15ー22c祝，モードは 18cml乙認

められた。

E ホッケ← 1月29日測定個体数は 23尾で，体長範囲は 18-31cm，モ ドは 29cmlこ認め

られた。

h パパカレイー3月3日測定個体数は 20尾で，体長範囲は 16-24cm，モードは 21仰に

認められた。

i メイタガレイ 3月3日測定個体数は 11尾で，体長範囲は 12十19cm，モードは 12cm . 

15 cm・16cm.17cmの 4峰に認められた。

ム乙/ガレイ十3月3日測定個体数は9尾で，体長範囲は 10-16cmで. 10 c視・ 13cmに
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モードが認められた。 3月11臼測定個体数は 16尾で，体長範囲は 16-31cmで， 24cm 

l乙モードが認められた。

k マガレイ 3月3日測定個体数は 9尾で，体長範囲は 10-15cmで，モードは 1O. 11 cm 

に認められた。 3月 11臼測定個体数は 11尾で，体長範囲は 17-26棚で，モ ドは22cm

に認められた。

l ヒラメー3月 11日測定個体数は 17尾で，体長範囲は 24-29cmで，モードは 26cm(乙認

められた。

m ヤナギムレガレイー3月11日測定個体数は 10尾で，体長範囲は 19-24cmで，モード

は21cm(こ認められた。

B 胃内容物

a マダラ(ポンタラがほとんどである)一魚類(ハタハタ・ム乙ノガレイ)および甲殻類(カ

ニ)を捕食していた。

b スケトウダラーマダラ同様に魚類・甲殻類およびオキアミを捕食していた。 109未満が

大部分である。

c アカガレイー空胃の個体も可成りあったが，クモヒトデを捕食していた。

d ヒレグロ 空胃の個体が 21尾で消化不明が 19尾あったが，他の個体は魚類・環形動物

を捕食していたが，ほとんどが 19以下であった。

e ソウハチガレイー全んどが空胃であるが，カニ・オキアミ・クモヒトデを捕食しているも

のもあったが 39以下である。

f ハタハタ 全個体(2 1尾)がオキアミを捕食していたが 29以下であった。

g ホッケー全個体 (23尾〉空胃であった。

h パパガレイ 空胃の個体が 8尾，消化不明 11尾であったが，他の個体はクモヒトデを捕

食していた。

1 メイタガレイ←9個体が空胃で，イ也の個体はウミノレタ・カニを捕食していたが 0.19以

下であった。

j ムレガレイ 空胃個体が 21尾で，他の個体は魚類・甲殻類を捕食していたが 2.49以下

であった。

k マガレイー空胃個体25尾で，他の個体は魚類を捕食していたが0.39以下であった。

l ヒラメー空胃個体が 14尾で，他の個体は魚類・エピを捕食していた。

m ヤナギム乙ノガレイ 空胃個体が6尾で，他の個体は魚類を捕食していた。

C 性比及び生殖腺重量

a マダラー性比は♀ 20:o13で，平均生殖腺重量は♀ 8.7 9， o 3 6.4 9で 1部成熟個体

もあったが全んど未熟であった。

b スケトクダラー性比♀ 47:o12で，平均生殖腺重量は♀ 13.4 9. o 1 4.9 9でマダラ同

様成熟個体もあったが全んどが未熟であった。

c アカガレイー性比は♀ 14:O20で，平均生殖線重量は♀ 5.49. o 0.7 9で全んどが未熟

個体であった。

d ヒレグロー性比は♀ 19:o28で，平均生殖腺重量は♀1.2[). o 0.7 9半熟個体が 10尾
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で他は未熟個体であった。

e ソウハチガレイ 性比は♀ 17 :舌6で平均生殖腺重量は♀ 8.3[}，合 2.0[}で，成熟あるい

は半熟個体であった。

f ハタハター性比は♀ 4:舌 16で，平均生殖腺重量♀1.3[}，合 0.6[}であったがすべて放卵・

放精後であったo

g ホッケ 性比は♀ 4で平均生殖腺重量は♀1.4[}で未熟魚であった。

h パパガレイ 性比は♀ 6:古 14で平均生殖線重量は♀ 7.3[}，合 0.7[}成熟個体が全んどで

♀は放卵したものと認められた。

i メイタガレイー性比は平 6: 05で，平均生殖腺重量は平1.3[}， 00.3[}ですべて未熟個

体であった。

J ム乙/カレイー性比は♀ 15: 09で，平均生殖腺重量は♀ 7.5[}， 04.4 [}で未熟個体 11尾

半熟個体は 7尾，成熟個体は 7尾であった。

k マガレイ 性比は♀ 10:019で，平均生殖腺重量は♀ 15.3[}， 0 18.3 [}でほとんどが成

熟個体であった。

l ヒラメー性比は♀ 7: 010で，平均生殖線重量は♀1.0[}， 00.2 [}でほとんどが未熟個体

であった。

m ヤナギム乙/ガレイー性比は♀ 10で，平均生殖線重量は♀1.2[}であったがすべて放卵後で

あった。

D パンチング調査

a マダラー 1月8日測定個体数は 38尾 51-79cmlこ分布し，モードは 60cmに認められた。

1月14日は 51尾で 54-90cml乙分布し，モードは 68cmo 1月28日は 60尾で 55-98

cml乙分布し， 67 cmにモードが認められた。 1月28日ポシタラは 39尾で，分布巾は 26-

48 cmで，モードは 31cmであった。

b サメー 1月28日測定個体数は26尾で80-109 cmに分布し，モードは92cmあった。

c スケトウダラ 1月8日測定個体数は 26尾で 26-49cmに分布し，モ ドは 47cm， 1月

14日は 135尾で，分布は 37-59cmで，モードは 46cmに見られ成魚であった。

d ホッケ 1月8日測定個体数は 68尾で，分布巾は 28-37cmで，モードは 29cm.1月14

日は 96尾で 28-35cmlこ分布し，モ ドは 32cm， 3月9日は 21尾で分布巾は 26-38cm

モ ドは 32c慨に見られた。

e ヒラメ-1月14日測定個体は 25尾で，分布巾は 36-66cmで，モ ドは 36cm・40cm

43c視の 3峰に見られた。 3月3日は 57尾で，分布巾は 25-33cmで，モードは 28cmで

未成魚であ司た。 3月9日は 49尾で 17-32cmlζ分布し，モ ドは 26cmで未成魚であった。

3月11日は 44尾で，26-46cmで，モ ドは 34cm・37cmに見られたが未成魚が主体で

あった O

f ヒレグロ 2月 17日測定個体は 50尾で，分布巾は 20-28cmで，モ ドは 22c11勾 3月

9日は 51尾で分布巾は 20-32cm，モ ドは 23cmに見られた。

g パパカレイ 3月9日測定個体は 18尾で，分布巾は 25-52cmで，モ ドは 40cm， 3月

1 1日は 28尾で.分布巾は 18-43cmで.モードは 30cm・31cmに見られた。殆んどが成
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魚であった。

h マコガレイ ~3 月 3 日測定個体は 57 尾で，分布 1]1は 26 一一 37cmで，モードは 29cm， 3月

1 1日は 58尾で，分布巾は 15--40 cmで，モ ドは 29c視でほとんどが成魚であったっ

i ム乙/ガレイー 3月9日測定個体数は 50尾で，分布巾は 21~3 4 c胃1で，モ ドは 21cmで，

ほとんどが成魚と思われる。 3月 11日は 51尾で，分布巾は 10-36cmで，モ ドは 24c加

25 cmで未成魚の出現が見られたが，ほとんどが成魚であった。

ソウハチガレイ 3月9日測定個体数は 54尾で，分布巾は 20-31cm，モ ドは 23c視

で成魚であった。

V 調査の成果

1.調査の成果

0主要魚種の月別分布状況が明らかになった。

o 2月に従来漁獲量が少なかったアカエヒ・が，水深 300m前後の海域で多獲された。

o未成魚のヒラメを放流したが，ほとんどが同海域で再捕され，移動範囲は狭かった。
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第 1:表 標識放流一覧表

1 )ヒラメ

年・月・日 放流場所 水深 尾数 標識票の種類 イ蔚 考

51. 3 8 高山沖 W 5 F 72ー 76m 45尾 迷 子 キL 瑞 鴎 丸

3 8 鯵ケ沢沖NNW8.5 f 118 3 " " 

3. 10 高山沖 W 4.7 f 60 -78 26 " 11 

3. 11 11 w 4.5 f 60 90 50 11 11 

3. 11 M NW  5 
， 
80 -90 57 11 " 

3. 15 " w 4.5 f 80 47 11 11 

3. 17 " w 4.8 f 75 36 11 11 

3. 25 11 w 4.5 f 60-86 95 11 " 

3. 26 11 W 4.5 f 65-95 49 11 11 

3. 29 11 w 4.5 f 62-92 56 " 11 

3. 31 11 w 5 ， 80-90 41 11 " 

2) マコガレイ

年・月・日 放流場所 水深 尾数 標識票の種類 備 考

51. 3. 10 高山沖 W 4.7 f 60-78 25 迷 子 札 瑞 鴎 丸

3. 11 " 4.5 f 60ー 76 7 " " 
ーー」一
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第5表 標識放流再捕一覧表

魚種
放流

放流場所
再捕

再捕場所
再捕 魚体(全長) 再捕 経過

年月日 年月日 水深 放流 再子育 漁具 日数

ヒラメ 51. 3. 11 高山沖iW4.5I 51. 4. 9 出来島沖 20m 32.2cm 30. 5cm 底建網 28日

If If 3. 25 鯵ク沢前沖 34.0 33.8 底曳 14 

If If 4. 9 高山沖 80 30. 0 33.0 If 29 

H If 4. 4 十三沖 60 29.0 28.0 11 24 

If 11 5. 27 2800 脇元問。。。 15 29.2 30.0 77 

5. 4 
2900 
16 28.8 27.0 54 11 11 11 

1300m 

11 If 4. 9 高山沖 32.4 32.0 底曳 29 

" 11 4. 9 高山沖 29.2 29.0 11 29 

11 11 5. 10 風合瀬地先 72 37.4 47.0 定置網 60 

3. 17 高山沖W4.8I 4. 4 鯵ク沢沖 底曳 24 

3. 25 高山沖W4.5' 3. 29 高山沖 26.1 25.4 11 18 

H " 4. 9 11 80 29. 3 32.0 29 

" " 3. 27 11 28.4 28.0 底曳 16 

3. 26 11 4. 6 21. 1 21. 3 刺網

11 11 3. 27 11 25.2 27.0 底曳 16 

3. 29 高山沖W5
， 
4. 6 鯵ケ沢N沖 32 27. 4 26.0 三枚網 26 

" " 4. 4 鯵ケ沢沖 23.0 21. 7 11 24 

" 
M 3. 29 出来島沖 21. 0 20.4 11 18 

11 " 4. 10 鯵ク沢 26.3 26.0 11 30 

- 156 



第 1図 ヒラメの再捕図
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第4表 標識放流再捕一覧表

魚種
放流

放流場所
再捕

再捕場所
再構 魚体(全長) 再捕 経過

年月日 年月日 水深 放流 再捕 漁具 日数

マコ 51. 3. 10 高山沖IW4.7' 51. 3.29 出来島沖 27. 4c17l 27.3Gm 三枚網 19日ガレイ

" 11 3. 10 高山沖W 29.4 底曳
。

" " 3. 29 赤石沖 28.4 28.0 底建網 19 

11 11 3. 10 高山沖W 30.8 底曳 。

" " 4. 4 11 80 29.4 28.5 " 25 

11 " 3.25 鯵ク沢前沖 30.2 30. 3 " 15 

11 " " 11 26.4 26.5 底建網 15 

" " " 
λ， 27.0 27. 1 底曳 15 

ll宇一4.5

" 鯵ケ沢前f中 31. 6 32.0 底建網 15 

3.27 高山沖W4.5' 60- 31. 2 27.0 " 17 70 
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第2図 マコガレイの再捕図
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50 年度操業野帳記録表

7XL 
5 O. 
12. 5 12. 11 " " " 12. 15 

漁 場 位 置 よ 17 た-17 " " " わ-12

漁場水深視 190m-225 m 170 -195 190 -215 160 -175 170 -185 220 -290 

漁 場 底 質 M " " " 11 11 

投網開始時刻 08時 15分 08-45 10-18 12-07 13-30 10-05 

曳網時間分 1 0 分 5 " " 11 1 2 

揚網終了時刻 09-20 10-00 11-50 13~25 14-45 1 1-30 

曳 網 方 向 E " " " m ESE 

ロ フ 長 1，6 0 0 m " 11 " 11 11 

風 向 力 E 2 NW3 11 " 
ε， 11 

水温(底層) 7.80C 7. 5 

-守 タ. フ kg kg kg kg kg kg 

マコガレイ

漁 ハタハタ 660.0 66.0 根 7 7. 0 77.0 22.0 I 

スクトワタ.ラ

アフヲツノザメ jJ 6.0 

ヒ ブ メ

獲 アカエピ カ

アカガレイ 20.0 

タ コ リ 7.0 5.0 1.0 

ヒレグロ

量 パパガレイ

r、、 ホ ツ ケ

kg 
、、./
ソクハチガレイ

アサバガレイ

そ の 他

iιき』‘ 計 660.0 6 6.0 90.0 82.0 43.0 
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H H 12. 20 H H 12. 24 小計 51. 1. 8 

11 11 り-1 2 る 11 カ，-9 よ-8 を-13

190 -265 180 -215 185 -270 130 -150 115 -120 110 -115 175 -245 

" " H 

" H H M 

11-40 1 3 -10 07-28 08-50 10-3 0 08-55 07-00 

10 1 1 5 8 1 7 1 0 1 0 

13-00 14-30 08-40 10-1 0 11-55 10-1 0 08-40 

11 11 E ESE " ESE 

" " " 

NW2 E 2 NW3 " " NW4 NE2 

7. 6 5 7.95 7.2 7.4 7.2 1 2.56 10.7 

kg kg kg kg kg kg 981.0kg I 

55.0 55.0 1 0 1 2.0 

1 0.0 

7.5 1 0.0 20.0 1 0.0 53.5 24.0 

10.0 8.0 3.5 4 1. 5 

3.0 6.0 22.0 

1 5.0 

1 6.8 34.2 1 6.0 67.0 

6 8.0 76.5 1 3.5 36.8 44.2 1 6.0 1，196.0 1 030.0 
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守ごL51 " " " 1. 1 6 " 1. 14 

漁 場 位 置 を-13 " " " " " 

漁場水深田 180 -200 170-240 200-290 205 -295 200-300 190-290 

漁 場 底 質 M " " " " " 

投網開始時刻 061lif__ 5~ 08-20 09-50 1 1-3 5 1 1 -2 5 13-05 

曳 網 時 間 1 0 分 " " " 12 10 

揚網終了時刻 08-1 5 09-37 1 1 -1 0 12-53 12-5 5 14-35 

曳 網 方 向 ESE " " " ENE /1 

ロ フ 長 1.60 0 " " " " " 

風 向 力 NW3 " " I N 3 SW3 " 

水温(底層) 1 2.3"C 1 1. 5 10.7 

ド1:
1 30.0切 I 1 0.0 kp 200.kg 60.0 kg 

マコガレ

漁ハタハ

20.0 40.0 20.0 30.0 

5目。 7.0 

タ コ 3.0 4.0 5.0 2.0 5.0 5.0 

量

"....， 
パ パガレ

kg 
ホッ 0.0 

、、./
1 0.0 2 0.0 1 0.0 

ソウハチガレイ

アサパガレイ

そ の 他

1日>. 言十 53.0 5 4.0 1 7 5.0 62.0 230.0 1 0 2.0 
ーーー」ーー四ーーー 」ーーー一
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1. 28 " fI fI fI 1. 29 小計 2 5 

fI fI fI fI fI fI を一 13

190-270 190-273 210-270 200-295 205-310 200-300 190-310 

fI 

" 
fI fI fI fI M 

06-50 08-30 1 0十 00 1 1-37 13-10 07-00 06-45 

" 8 13 11 10 13 15 

08-20 09-48 11-23 12-58 14-30 08-25 08-07 

ESE fI 

" fI " E ESE 

" " fI fI fI fI 1，600 

W 3 fI fI fI fI SSW4 N 1 

9.7 9.8 9.5 9.6 9. 1 

102.0kg 43.0kg 25.0 kg 5 2.0 kg 3 2.0 kg 6 7.0 kg 1762.0kg 22.0kg 

140.0 50.0 

1 0.0 20.0 40.0 10.0 1 3.0 117.0 

4.0 

12.0 7.0 

5.0 2.0 10.0 10.0 5.0 56.0 1 5.0 

3.0 

65.0 

1.0 1.0 2.0 2.0 5.0 11.0 

1 1 8.0 6 6.0 7 7. 0 7 4.0 55.0 67.0 2163.0 1 0 l. 0 
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k〈L51. 2. 5 " " " 2. 13 " 

漁 場 位 置 を-13 わ-12 " を 13 " " 

漁場水深 m 185-275 170 -250 170-255 200-300 195-300 200-315 

漁 場 底 質 M " " " " " 

投網開始時刻j 08-15 09-50 11-30 13-08 08-45 10-17 

曳 網 時 間 10 10 13 10 10 22 

揚網終了時刻 09-38 11-10 12-48 14-30 10-05 11-45 

曳 網 方 向 ESE " " " S E " 

ロ ブ 長 1.60 0 " " " " " 

風 向 力 E 2 " " " " " 

水温(底層) 9.00C 8.8 3.7 

て才 タ. フ 40.0 kg 40.0 kg 39.0 kg 30.0kg 20.0 kg 200.kg 

マコガレイ

漁 ハタハタ

スケトウダラ 20.0 3 0.0 1 4.0 50.0 1 0目。 1 0.0 

アブラツノザヲ

ヒ フ メ

獲 アカエピ 3.0 3.0 3.0 5.0 10.0 10.0 

アカガレイ 5.0 3.0 5.0 4.0 3.0 2.0 

タ コ 1 0.0 10.0 1 0.0 1 0.0 3.0 3.0 

量 ヒレグロ 2.0 7.0 5.0 5.0 1 0.0 10.0 

，-.， パパガレイ

kg 
ホ ケ

、ーノ ツ

ソワハチガレイ

アサバガレイ

そ の 他

i日〉 計 80.0 93.0 76.0 104.0 56.0 55.0 
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" " 2. 14 " " 2. 17 d九ア " 

" " " " " " " " 

210-320 215-330 205-315 200-305 200-310 200-315 200-315 190-305 I 

" " " " 11 11 11 11 

1 1 -5 5 13-40 06-30 08-20 09-57 06-37 08-05 09-40 

13 17 15 13 15 13 15 12 

13-25 15-10 08-00 09-50 11-20 07-58 09-30 11-00 I 

11 ESE E " " E 11 11 

" 
夏， 11 11 11 " " 11 

11 " SE3 " 11 SE1 SE1 " 

3.4 4.1 4.2 

1 5.0 kg 8.0kg 30.0 kg 3 3.0 kg 35.0kg 20.0 kg 20.0 kg 20.0 kg 

2.0 4.0 3.0 

8.0 1 0.0 20.0 35.0 36.0 1 5.0 2 5.0 1 0.0 

1 0.0 3.0 1 3.0 1 0.0 1 0.0 1 5.0 18.0 1 5.0 

2.0 3.0 20.0 1 5.0 1 5.0 

3.0 4.0 2.0 5.0 3.5 

19.0 20.0 3.0 3.0 5.0 

57.0 48.0 67.0 87.0 87.5 73.0 8 1.0 65.0 
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話¥ぐこ 5.1 
2. 17 " " 2. 18 " " 

漁 場 位 置 を-13 " " " " " 

漁場水深 m 190-300 190← 290 195-305 200-310 190-305 195-305 

漁 場 底 質 M " " " " " 

投網開始時刻 11-07 12-47 14-1 8 06-37 07-58 09-25 

曳 網 時 間 14 13 12 " " 23 

揚網終了時刻 12-37 14-10 15-35 07-50 09-18 10-42 

曳 網 方 向 E ESE " E " " 

ロ フ 長 1，600 " " " " " 

風 向 力 N 1 " " SE2 " " 

水温(底層) 4.1 "C 8.5 5.2 5.4 

.守 タ. フ 70.0 kg 20.0kg 20.0 kg 2.0kg 2.0kg 2.0kg 

マコガレイ

漁 ノ、タハタ

スクトウダラ 30.0 20.0 24.0 8.0 1 0.0 8.0 

アブラツノザメ

ヒ フ メ

獲 アカエビ 1 5.0 1 8.0 1 5.0 5.0 10.0 8.0 

アカガレイ 25.0 1 0.0 7.0 

タ コ

ヒレグロ 3.0 5.0 3.0 

量 ノξ パガレイ

，....._ ホ ツ ケ

kg 
ソウハチガレイ、、J

アサパガレイ

そ の 他

合 計 145.0 73.0 69.0 1 5.0 22.0 1 8.0 
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" 2. 21 " " " 2. 26 " 

" " " よ 13 を 13 " " 

却0-300 200-305 200-310 150-190 200-300 200-300 200-315 

" " " " " " " 

10-52 06-40 08-05 09-30 10-51 07-40 09-14 

10 11 13 12 8 9 10 

12-13 07-58 09-25 10-43 12-04 09-05 10-30 

" E " ESE E ESE " 

" " " " " " " 
ー一

" W 2 SW2 
M " NW3 " 

3.4 3.2 4.2 

5.0kg 1 O.Okg 5.0kg 1 7.0kg 5.0k9 20.0kg 20.0kg 

8.0 2.0 4.0 4.0 20.0 20.0 

44.0 4.0 4.0 

10.0 1 4.0 5.0 5.0 1 5.0 1 4.0 

1 0.0 1 0.0 3.5 10.0 4.0 4.0 

5.0 5.0 

23.0 36.0 24.0 64.5 24.0 68.0 67.0 
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沿ぐL51. 2. 26 fI fI 2. 27 fI fI fI 計

漁場位 置 を-13 わ-12 毛←13 る-7 " " fI 

漁場水深 m 205-325 170-235 200-313 105-110 95-105 90-95 75-84 

漁場底 質 M fI " 11 " fI fI 

投網開始時刻 10-37 12-00 13-40 06-03 07-15 08~30 09-55 

曳網時 間 8 14 8 6 10 12 17 

揚網終了時刻 11-52 13-25 14-53 07-05 08-22 09-42 11-12 

曳網方 向 ESE " " E fI " " 

ロ 一 フ 長 1.600 " fI 1.300 " 11 fI 

風 向 力 NW3 " fI SW3 " " fI 

水温(底層) 4.5 7.6 7.3 

て才 タ. フ 5.0kg 30.0kg 6.0kg kg kg i k望 631.0kg 1 

マコガレイ 5.0 5.0 5.0 10.0 34.0 

漁 ハタハタ

スクトウタ.ラ 20.0 4.0 20.0 545.0 

アブラツノザメ 10.0 10.0 5.0 77.0 

ヒ フ メ 2.0 2.0 2.0 4.0 10.0 

獲 アカエピ 10.0 2.0 7.0 285.0 

アカガレイ 5.0 5.0 2.0 179.5 

タ コ 1.0 1.0 2.0 82.5 

ヒレグロ 3.0 3.0 5.0 124.0 

量 ノξノξガレイ 2.0 1.0 1.0 1.0 5.0 

f、ホ ツ ケ

kg 

、-'
ソウ/V'チガν4

アサノξガレイ

そ の 他 4.0 5.0 50 2.0 16.0 

i日~ 計 43.0 54.0 50.0 14.0 14.0 18.0 19.0 1989.0 
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3. 3 " " " " " 3. 8 " " " " 

を 2 " " " " " を~3 " " わ 9 " 

50 70 85 92 70 75 76-86 72-80 60-65 108恥 115 110-118 

M " " " " " 

07-10 08-20 09-30 10-40 11-55 13-05 09-07 10-20 11-33 13-05 14-20 

8 12 9 10 7 12 

08-06 09-20 10-30 11-35 12-54 14-08 10-10 11-20 12-35 14-10 15-30 

N SSW " " S E E SW  " s ENE " 

1.300 " " " " " " " " " " 

Wl NW2 " W3  " NW3 W 1 " W2  W3  " 

7.5 8.0 8.2 

kg kg kg kg kg kg kg k品 kg kg k宮

18.0 27.0 16.0 12.0 20.0 7.0 10.0 10.0 14.0 5.0 5.0 

1.4 5.0 3.0 3.0 2.() 6.0 5.0 5.0 10.0 10.0 

2.0 

2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 

1.0 2.0 1.0 3.0 3.0 

4.4 6. 0 

22.4 30.4 21.0 15.0 23.0 9.0 19.0 19.0 21.0 20.0 26.0 
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ト〈L51 3. 10 " " " " " 

漁 場 位 置 わ←12 " " " を-3 " 

漁場水深 m 150-195 145-190 148-170 140-185 65-60 78-68 

漁 場 底 質 M " 
，.， 

" S M " 

投網開始時刻 06-27 07-40 09-00 10-4 5 12-45 13-50 

曳 網 時 間 12 11 10 9 5 8 

揚網終了時亥1] 07-30 08-45 10-10 11-40 13-45 15-00 

曳 網 方 向 E " " " w " 
ロ フ 長 1，300 m " " " " " 

風 向 力 E 2 " E 3 E 2 " " 

水温(底層) 8.1.C 8.0 

""芝 71' フ kg kg kg kg kg 

マコガレイ 20.0 20.0 

|漁 ハタハタ

スクトクダラ

アプラツノザ2メ 100.0 100.0 100.0 90.0 

ヒ プ メ 3.0 3.0 

獲 アカエピ

アカガレイ

タ コ

ヒ レグロ

量 ノ〈ノξ ガレイ

r、、 ホ ツ ケ

kg 
ソワハチガレイ 10.0 20.0 5.0 15.0 、、J

アサパガレイ 10.0 10.0 5.0 

そ の 他 10.0 

l仁h3 計 120.0 130.0 110.0 1 15.0 23.0 23.0 
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" 3. 11 11 11 11 11 11 11 

f/ f/ f/ f/ ち-2 f/ f/ " 

70-60 75-60 76-60 90-80 88-80 82-90 90-82 80-85 

" M f/ " f/ f/ 

" 
f/ 

15-12 06-33 07-45 08-57 10-10 11-35 12-45 14-08 

7 7 12 9 10 12 17 14 

16-10 07-30 08十 45 09-55 11-10 12-25 13-40 15-00 

" NW f/ " 羽別W " " M 

f/ f/ f/ " M f/ f/ f/ 

f/ SEl ε， f/ E 2 f/ f/ を，

kg kg kg kg kg kg kg kg 

10.0 30.0 30.0 30.0 20.0 20.0 30.0 30.0 

3.0 5.0 5.0 10.0 20.0 20.0 20.0 15.0 

1.0 1.0 1.0 2.0 2.0 2.0 

13.0 35.0 36.0 4 1.0 41.0 42.0 52.0 47.0 
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トぐL51 3. 11 3. 15 費，
" 3. 17 " 

漁 場 位 置 ち-2 を-3 " " " " 

漁場水深 m 80-86 60-75 80-90 68-80 76-90 72-85 

漁 場 底 質 M " " " " " 

投網開始時刻 15-25 08-40 09-45 10-50 06-35 07-48 

曳 網 時 間 12分 5 7 7 10 13 

揚網終了時亥1] 16-10 09-35 10-45 11-50 07-38 09-00 

曳 網 方 向 WNW NW  11 ENE W 羽制W

ロ ブ 長 1，300 11 11 11 " " 

風 向 力 SW3 " SW4 NWl SEl 

水温(底層)

て才 11: フ kg kg kg kg kg kg 

マコガレイ 10.0 20.0 10.0 10.0 30.0 30.0 

漁 ノ、タノ、タ

スクトウタ.ラ

アブラツノザメ

ヒ フ メ 5.0 3.0 10.0 10.0 30.0 25.0 

獲 アカエピ

アカガレイ

タ コ 1.0 1.0 

ヒ レグロ

量 パパガレイ 1.0 1.0 1.0 2.0 2.0 3.0 

r、、 ホ ツ ケ

kg 
ソワハチガレイ

、、ー'

アサパガレイ

そ の 他 2.0 5.0 

i仁Eヨ‘ 計 16.0 24.0 21.0 22.0 65.0 64.0 
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11 11 11 11 11 11 3. 25 11 

る 4 11 11 を-3 11 11 11 11 

65-78 66-80 70-85 76-85 70-80 75-80 70-86 65-80 

11 11 11 11 11 11 " 
11 

09-10 10-20 11-28 12-43 13-57 15-07 05-48 06-55 

7 7 12 14 12 7 12 12 

10-12 11-17 12-32 13-48 15-00 16-10 06-50 08-00 

NW  11 NNW 11 N W  NNW S E 11 

11 11 11 " " " " " 
11 " 11 " N 2 11 W 3 " 

8.0 8.2 

kg kg kl骨 kg kg kg kg 

30.0 40.0 30.0 30.0 30.0 50.0 40.0 

根

掛 25.0 20.0 24.0 30.0 30.0 15.0 10.0 

り

2.0 1.0 1.0 2.0 1.5 

5.0 5.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 

3.0 2.0 

6.0 2.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 

68.0 68.0 61.0 68.0 66.5 73.0 57.0 
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ト〈151. 3. 25 " " " " " 

漁 場 位 置 を-3 " " " 11 11 

漁 場水深隅 70-85 68-84 60-70 70-85 72-85 74-85 

漁 場 底 質 M 11 

" " 11 11 

投 網開始時刻 08-12 09-30 10-40 11-15 13-10 14-18 

曳 網 時 間 9 7 10 17 7 8 

揚網終了時刻 09ー12 10-33 11-40 13-00 14-10 15-20 

曳 網 方 向 S E ESE " " 11 11 

ロ プ 長 1，300 " 11 11 11 11 

風 向 力 W 3 11 11 11 11 11 

水 温(底層) 7.2.C 7.5 

可'? タ. フ kg kg kg kg kg kg 

マコガレイ 40.0 40.0 50.0 40.0 40.0 10.0 

漁 ノ、タノ、タ

スケトウダラ

アプラツノザメ

ヒ フ メ 10.0 10.0 15.0 10.0 13.0 15.0 

獲 アカエピ

アカガレイ

タ コ

ヒ レグロ

量 ババガレイ 2.0 2.0 3.0 5.0 3.0 3.0 

f司、 ホ ツ ケ 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 

kg 
ソウハチガレイ、、J

アサパガレイ

そ の 他 2.0 2.5 2.0 2.0 2.0 2.0 

it 言十 56.0 58.5 73.0 59.0 61.0 32.0 
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3. 26 " " " " 3. 29 " " 

" " " " " " " " 

70-85 65-80 75-85 85-90 95-86 76-62 85-78 70-58 

" " " " " " " " 

05-45 06-50 08-45 09-25 10-30 08-10 09-17 10-23 

7 10 9 7 10 7 ウ 7 

06-45 07-50 09-17 10-23 11-30 09-12 r 10-13 11-18 

S E " S " NW  NW  " " 

" " " " " " " " 

W 1 NW1 E 1 " " E 1 " " 

7.6 7.4 8.4 

kg kg kg kg kg kg kg kg 

26.0 25.0 25.0 25.0 25.0 20.0 10.0 10.0 

10.0 8.0 8.0 8.0 13.0 5.0 5.0 8.0 

2.0 3.0 3.0 4.0 2.0 

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 2.0 2.0 

4.0 4.0 5.0 5.0 5.0 1.0 2.0 1.0 

5.0 3.0 4.0 

8.0 8.0 1.0 

46.0 44.0 45.0 46.0 49.0 41.0 30.0 26.0 
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トぐL51. 3. 29 fI fI fI 計 ぷE与I 計

漁 場 位 置 を-3 fI fI fI 

漁 場水深 m 92-80 90-78 85ー75

漁 場 底 質 M fI fI fI 

投 網開始時刻 11-25 12-37 13-45 14-50 

曳 網 時 間 15 7 10 6 

揚網終了時刻j 12-30 13-35 14-43 15-45 

曳 網 方 向 NW " " " 

ロ 一 プ 長 1，300 " fI " 

風 向 力 E 2 fI 

" E 3 

水温(底層) 8.7 

て? タ. フ kg kg kg kg 2393.0 

マコガレイ 5.0 5.0 10.0 10.0 1160.0 1194.0 

漁 ハタハタ 1012.0 

スクトワタ.ラ 685.0 

アプラツノザメ 390.0 637.5 

ヒ フ メ 6.0 10.0 6.0 6.0 557.4 567.4 

獲 アカエピ 285.0 

アカガレイ 233.0 

タ コ 25.5 186.0 

ヒレグロ 2.0. 2.0 2.0 2.0 43.0 167.0 

量 パパガレイ 2.0. 2.0 1.0 2.0 107.0 112.0 

r、 ホ ツ ケ 4.0 4.0 4.0 3.0 47.0 112β 

旬
ソウハチガレイ、ーノ 50.0 61.0 

アサパガレイ 35.0 35.0 

そ の 他 2.0 1.0 9.0 4.0 82.9 165.9 

合 計 21.0 24.0 32.0 27.0 2497.8 7845.8 
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111 沖合漁場開発調査



1.北部太平洋サク・マス漁場調査

1 ，調査目的

北西太平洋に来遊するサク・マス資源、の動向を明らかにするとともに，資源、を有効に利用するため

の漁業管理ならびに，国際的な資源評価において重要な役割を果す基礎資料を収集する。

ll，調査内容

1.調査期間 昭和 50年 4月 1日~昭和 50年 8月 10臼

2. 調査海域 北緯 38度の線以北， ~l緯 5 5度の以南，西経 175度の線以西の北太平洋海域。

3. 調査員および調査船

4. 調査項目

5. 調査方法

(1) 調査員，漁業部技師鈴木史紀

技師小田切譲一

幸洋丸船長宮崎 勇

(2) 調査船幸洋丸(1 2 1トン 22 4 0 0馬力)

(1) 海洋観測

(2) 漁獲試験

(3) 魚体調査

(4) 脱落魚調査

(1) 海洋観測~天候・風向力・気温・気圧・透明度・水色および B・Tによる各層水温(0， 1 0， 

20， 30， 50， 75， 100， 125， 150， 200 m の 10層)および操業時においてプラ

ンクトンの採集。

(2) 漁獲試験 操業の都度，調査用流し網 30反，商業用流し網 234反を使用して，網目どと

の魚種別・漁獲尾数の調査を行う。

(3) 魚体調査 操業の都度，各魚種について 30尾，調査網については目合どとに全数測定を行

う。(3 0尾については，尾又長・体重・性別・生殖腺重量・胃内容物・採鱗・ 30尾以上

の場合は尾又長・性別について行う。)

(4) 脱落魚調査 揚網する際，左舷側に拾魚網を取り付けて脱落する魚の回収を行う。

s[，調査結果

調査結果の概要は， 4月 12日-5月3Bまでの第 1次航海を皮切りに以後5次にわたって実施し

たが，この間の延航海日数は 101日，操業日数 60日で，総漁獲尾数は 83，2 6 4尾(ベニザク

127尾，シロザク 6，22 1尾，カラフトマス 76，2 9 3尾，ギンザク 516尾，マスノスク 107

尾)約 62，34 1 Ks>であった。また，海洋観測は 97点で調査実施した。以上の調査実施概要は第 l

表のとおりである。
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I 海洋観測

今年のサク・マス漁場における水温分布の全般的な特徴は，道東近海では津軽暖流の張り出しが，

1 4 3 E付近で例年より強く親潮の沿岸分校は弱く三陸沿岸まで接岸ぜず，沖合分校は例年より強

かった。 4月上・中匂の津軽暖流の東方への張り出しは 14 2 E付近で昨年， 1昨年並みであった。

一方親潮沿岸分枝はエリモ岬沖より 143E-144E聞を南下していたO 流巾は狭かったが，沖

合分校は非常に強勢で42N，148E付近から南西に長くのび 5"C以下の水帯が 39N， 145

Eまで達した。 5月にはいると津軽暖流の東方への張り出しは 14 3 Eとなり，一方 155E付近

158E-159E付近の暖水帯は順調に昇湿し，上勾で 5-8"C，下匂には 7-10"Cになった。

6月上・中勾には黒潮系の北上が強まり，全般的に 2-3'Cの昇温が見られたが，下匂の昇混はや

や鈍くなり，平年に比べてやや低目であった。 150-160Eの海域での 5"C等温線の位置が例

年より緯度で 1度程北で偏し，との海域の 44 以北で平年並み，以南では 1-2"C高めとなった。

7月は 20 "c以上の水帯は 14 5 Eで 41 N以上まで達し， 1 5"C以上の水帯は道東~色丹島沖の

沿岸部まで広く分布していた。下匂を昨年同期と比較すると 16 0 Eまでの近海では昨年並か，や

や高めの表面水温となった。

2. 漁獲試験

漁獲試験の結果は第2表，第1-1-5図のとおりで， 4月上-5月上勾における第 1次調査は，

定点漁場調査を含む延 16回の操業で 3，520反を使用し，シロザク 3，12 7尾(反当り O.9尾)

カラフトマス 1，345尾(0.4尾)，マスノスク 25尾(0.0 1尾)，計4，497尾(1. 3尾)を

漁獲し，定点(38N-42N，14730Eの線)での漁獲はシロザクが反当り 0-1.1尾，カ

ラフトマスがO.1尾に終ったが，沖合海域 (42N-43N， 153E-157E)でシロザクが

反当り 0.1-2.9尾，カラフトマス 0.1-1. 7尾で定点より分布密度が高かった。 5月上~下匂に

おいての第2次調査は沖合海域(43-45N 155-158E)を調査したが，延 8回の操業

で2，024反を使用し，シロザク 76 9尾(反当り O.4尾)，カラフトマス 6.02 9尾(3. 1尾)， 

マスノスク 19尾(0目o1尾)，計7.0 7 8尾を漁獲した。この海域での分布はシロザクが反当り

0.1 -1. 2尾，カラフトマス1.5 -8.0尾で第 1次調査よりシロザクの分布密度が低く，カラフト

マスは高かった。特に 44N，158Eの海域で高かった。

6月上~中匂においての第3次調査は延 11回の操業で2，816反を使用してベニザク 24尾(反

当り 0.01尾)，シロザク 1.856尾(O. 7尾)，カラフトマス 11.2 6 9尾(4.0尾)，ギンザ

ク2尾，マスノスク 24尾(0.0 1尾)，計13，1 7 5尾を漁獲し，定点におけるシロザクは反当

り0.-0.6尾で低く，沖合海域( 1 5 5 E以東)では 0.5-1. 3尾とやや高い分布密度であった。

一方カラフトマスは 0-11尾で北側の海域で高く，南側の海域で低かった。沖合海域での調査で

は1.8 -4.9尾分布密度は低かったが平均的な密度であった。

6月下匂-7月上匂にかけての第 4次調査は中部千島列島沿いに実施し，延9回の操業で 2.298

反を使用し，ベエザク 93尾(反当り O.0 4尾)，シロザケ 306尾(O. 1尾)，カラフトマス

3 3，7 2 1尾(1 4.2尾)，ギンザク 209尾(0.1尾)，マスノスク 16尾(0.0 1尾)，計

34，345尾をし，シロザケは反当り 0.1-O. 3尾で分布密度は低かったが，カラフトマスは逆に

6.8 -26.9尾と高く，特に 45以北の海域で分布密度は高かった。
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7月中-8月上勾にかけての第 5次調査は定点調査を含めて延 17回の操業で3，91 0反を使用

してベニザク 10尾，シロザク 16 3尾(反当り O.0 4尾)，カラフトマス 23，668尾(6. 1尾)

ギンザケ 305尾(0.0 8尾)，マスノスク 23尾(O. 0 1尾)，計24， 1 6 9尾を漁獲したO 定

点(7点)でのシロザクは反当り 0-0.1尾と皆無状態であった。一方カラフトマスは 0-12.2 

尾で第 4次調査より低かった。

3. 魚体調査

航海月IJ魚体測定尾数は第 3ー 1~ 5表のとおりで，給、測定尾数はベニザケ 12 7尾，シロザク

1， 572尾，カラフトマス 10，0 8 0尾，ギンザク 291尾，マスノスク 10 7尾であった。

航海別魚種別(シロザク，カラフトマス)平均尾叉長・体重は第 4表のとおりで，シロザクは昨

年よりも魚体は大きい傾向がみられ，カラフトマスは全航海を通じて小型であった O

4. 脱落魚調査(S， 50年度北洋サク・マス研究会議にて発表)

第5次航海に 6回拾魚網を取り付けて調査実施した。

第 5次航海はシロザケの漁獲尾数が少ないのでカラフトマスを対照に行なったが，総漁獲尾数(脱落調

査実施中のみ)1 3， 5 2 5尾のうち回収尾数は 462尾で回収率は 3.4%であった。また回収魚の

金額は，ほほ12万円(4 6 2尾xO. 8 5 K~ x 3 2 0円)に相当するものであった。

4 9年 第 4次航海

漁 獲 尾 数 回 収 尾 数
回収率

""ニニ- シロ マス キン スケ 合計 ""旬:::. シロ マス ギン スケ 合計

6.28 2 26 1β08 3 1，839 2 136 138 7.5労

29 2 43 1，770 3 2 1，920 62 62 3.4 

30 63 2，136 1 2，200 5 103 108 4.9 

7. 1 30 1，804 3 4 1，841 4 99 103 5.6 

2 11 1，205 2 3 1，221 2 35 37 3.0 

3 2 59 4，303 15 4，379 l 2 204 2 219 4.8 

4 1 43 3，016 12 2 3，074 1 80 1 82 2.7 

5 1 115 767 7 4 894 3 14 4 21 2.3 

6 9 60 1，564 28 1 1，662 1 81 3 85 5.1 

7 8 36 1，238 28 2 1，312 1 5 42 3 51 3.9 

合計 25 486 19，611 101 19 20，242 3 24 856 13 896 4.4 
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4 9年 第 5次航海

漁 獲 尾 数 回 収 尾 数
回収率

.，.;t、ー-ー シロ て才よえ ギン スク 合計 "" ニ二 シロ て7A ギン スケ 合計

49'7. 1 6 1 14 2，568 52 2，635 1 l 89 4 95 3.6% 

1 7 l 8 3，323 49 3，381 66 6 72 2.1 

1 8 3 8 1，705 52 2 1，770 l 1 54 11 67 3.8 

1 9 10 2，693 44 I 1 2，748 2 110 4 116 4.2 

2 0 3 18 5，004 2 5，069 I 123 5 129 2.5 

2 1 1 8 3，037 46 1 3，093 68 4 72 2.3 

22 18 1，849 46 3 1，916 80 9 89 4.6 

23 53 341 110 2 506 3 2 1 1 16 3.2 

25 47 2，717 63 3 2，830 78 U 83 2.9 

26 79 2，176 100 4 2，359 2 70 1 1 74 3.1 

27 5 14 6，992 38 4 6，063 8 102 5 115 1.9 

2 9 1，882 16 6 1，904 4 30 34 1.8 

合計 14 277 s3，297 658 28 34，274 3 21 872 65 1 962 2.8 

5 0年 第 5次航海 (マ又のみ)

7/18 7/19 7/20 7/23 7/24 7/25 

漁獲尾数
尾

1，020 2，020 3，216 2.860 2，770 1，639 13，525 

回収尾数
尾
92 462 1 10 88 42 65 65 

回収率 5.4 % 2.9 3.1 4.1 2.3 4.0 3.4 
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5. 漁況と海況について(S50年度北洋，サケ，マス，研究会議にて，発表)

北洋のサク・マス，特にカラフトマスは豊漁・不漁を隔年どとにくり返すことで知られている。

昭和 39-48年をとっても最高 6.3尾/反から最低2.2尾/反の変動巾がある。この原因として

は資源水準の豊度によるとされているが，海況の年変動によっても漁獲が影響をうける ζとを先に

示した。 (S. 4 8年度育水試発表)

今回はカラフトマスの漁獲が海況との関連でどのような変動を示すのか，漁場の指標となる水温

は存在するのかというととをテーマに過去の資料を含めて検討してみた。

(1) 反当り尾数の年変動

表面水温5'0等温線と 1000等温線との北上位置から計算した平均距離と反当り尾数の関係は

逆相関にある。しかも ζの傾向は不漁年よりも豊漁年において顕著に認められる O

回帰直線式

豊漁年 y二一 2.2 x 1 0 X + 9. 0 (r二一 0.74 ) 
不漁年 y二一 5.9x 1 0 X 十 3.9 (r二一 0.60)

(2) 反当り尾数と漁場水温(昭和47 -5  0年)

4 月 水温との関連はあまり認められない。そのなかで，表面水温と 50m水温との差が

小さければ反当り尾数が高いという負の相関がややある。

4 8年は表面， 3 O. 5 O. 1 0 0 m各層水温に正の相演が認められる。 ζのとき

の水温は表面4.4'0. 1 0 0 m 4. 2 '0であった。

5 月 表面水混との関連が最も強く，負の相関にある。このときの表面水温5.5-5.7'0。

6 月 5月同様表面水混との関連が強いが. 3 O. 5 O. 1 0 0 m 水温とも負の相関にあ

る。 ζのときの水温は 30m4. 8 '0. 5 0 m 3. 5 '0であった。

7 月 表面水温，水温差ともに負の相関に近いが，その中でも表面水温及び表面水混と 50

m水温との差において特に高い負の相関にある。

1 調査の成果

本年の全般的な漁況について次の事柄が確認、された。

1. ベニザク -5'0以下の冷水帯が 160-175Eにかけてみられたため魚群分布は例年より西

側に広がってみられた。 5月下旬以降全般的に薄漁となり 160以西の近海域に例年同様大型

魚(1. 8 -2. 5 KS1 )の薄い分布がみられた。

2. シロザク-160以西海域に昨年より高い水準の来遊がみられ. 1 6 0 E以東の沖合海域でー

時的に厚群の出現がみられたもののやや低調に経過した。

3. カラフトマス~初期には魚体も小さく調査用の目合の小さい網(7 2ミリ・ 82ミリ)には，

1 7 0 E以西の海域で厚く反当り 10尾以上を示す海区が多かった。 7月には反当り 10尾以

上の厚群が連続し，中部千島寄りに高密度の分布がみられた。

4 ギンザク~昨年とほぼ同時期の 5月下匂より出現したが. 1 6 5 E付近より西寄りで魚体は中

盤頃まで昨年より小型に推移した。

5. マスノスク~全海域にわたって広く分布し，ほほ昨年程度と思われる。
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第 1表調査実施概要表

市(第 I次 第 2次 第 3次 第 4次 第 5次

期 間 4.12-5.2 5.7-5.26 6.2-6.19 6.22-7.8 7.12-8.5 

日
2 2 2 0 航海日数 1 8 1 6 2 5 

日
操業日数 1 6 8 1 1 9 1 6 

尾 の~ 3，1 27 。) 769 

密8231(2300t3135 86U58 )6 163 漁 獲 量 間 1，345 (P) 6，290 1，856 
間 25 船 19 11，269 209 

(3 ，761K~) ( 3，9 58 K~) 20fAQ9 24 1(62(S5)，525059 Kゆ( 10A92K~) 5K~) 

延使用反数反 3，520 2，024 2，816 1，488 3，910 

点
海洋観測点数 1 2 1 3 1 2 

※ 漁獲量 側ベニの)シロ例マス

(s)ギン的スク

を表わす。
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第 2表 調査結果表(第 1次航海)

投網位置 投網時刻
月 日 入れ水温 反数

緯変 経度 始 終

。 。 ℃ ℃ 
50.4.15 38 40 147 32 15 -30 15 -55 14.6--13.8 88 

。 。
16 39 31 147 32 15 -30 15 -55 12β-11.4 88 

。 。
17 40 23 147 30 15 -30 16 -20 5.9-9.0 176 

。 。
18 40 18 147 20 15 -15 16 -18 5.2---9.1 264 

。 。
19 41 25 147 27 15 -25 16 -08 3.6-2ρ 176 

。 。
20 42 16 147 35 15 -35 16 -16 1.8-1.7 176 

。 。
22 42 16 155 00 15 -25 16 -29 7.3-6.6 264 

。 。
23 42 34 154 51 15 -20 16 -30 6.7-64 264 

。 。
24 42 52 155 07 14 -30 15 -30 5.7-5.3 264 

。 。
25 42 58 155 16 14 -06 15 -05 62-5β 

。 。
26 42 46 156 06 15 -00 16 -03 6.9-62 264 I 

。 。
27 43 10 154 55 7.5-7.2 264 

。 。
14十3028 42 39 153 42 5.2-4.4 264 
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~平均体重
備 考

種類 反数 ""ー-一 シロ マス ギン スケ 言十 ""・ニ シロ マス ギン スク

商業網 58 

調査網 30 

，商業網 58 

調査網 30 

溜業網 146 147 147 535 服組a

調査網 30 5 18 23 1，763 
g 

商業網 234 163 1 164 537 450 
g 

調査網 30 2 15 117 1，645 880 

商業網 146 165 165 549 

調査網 30 25 25 1，859 

商業網 146 31 31 556 

調査網 30 。 。 1，900 
一盟也

商業網 234 533 13 2 548 546 807 
g 

調査網 30 16 130 146 1，691 7ρ00 

商業網 234 269 1 270 529 1ρ00 

調査網 30 12 145 157 1β18 15β00 

商業網 234 734 4 738 530 720 

調査網 30 19 192 211 1，687 4，988 

商業網 234 133 4 137 543 818 

調査網 1，735 7，210 

商業網 234 100 8 3 111 520 414 621 

調査網 30 3 27 30 1，537 698 2;7 87 

商業網 234 133 2 135 532 967 

調査網 30 156 156 1，607 131100 

商業絹 234 153 2 155 527 

調査網 30 1 36 37 1，607 
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第 2表 調査結果表(第 1次航海)

投網位置 投網時刻j
月 白 入れ水温 反数

緯度 経度 始 終

。 。
5 O. 4.29 42 38 153 21 14 -40 15 -40 7.4 -4.4 264 

。 。
30 4236 153 20 15 -4 5 16 -25 7.1 -4.4 176 

。 。
5. 1 4222 152 14 16 -20 17 -20 7.2-4.4 264 

第 2表 調査結果表(第 2次航海)

月 日
投網位置 投網時刻j

入れ水温 反数
緯度 経度 始 終

50.5. 8 41 35 147 38 13 -15 14 -15 5.6-5.1 264 

9 41 30 148 24 13 -03 14 -15 6.4 - 3.7 264 

13 43 39 155 47 14 -40 15 -4 5 7.0-6.4 264 

14 43 27 156 16 15 -15 15 -20 5.4 - 4.0 264 

15 43 25 157 18 14 -15 15 -15 5.0-4目6 264 

16 44 25 158 00 14 -27 15 -25 4.7-4.3 264 

17 44 31 158 07 14 -00 14 -58 5.2 -4.4 264 

19 44 27 158 02 16 -35 17 -2 5 4.9 - 4.8 176 
L一一
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~平均体重

種類 反数 4、.、よユ シロ マス ギン スケ
備考

計 " ニニ シロ て?A ギン スケ

調謂 寵毘

商業網 234 424 5 429 542 589 

調査網 30 14 41 2 57 l，736 g 10 ，3~ 

商業網 146 26 5 1 32 536 902 

調査網 30 85 85 1，685 10，500 

商業網 234 31 57 1 89 545 37稽2E 842 

調査網 30 7 386 393 1，757 52d 6500 

漁 獲 尾 数 平均体長 ~平均体重
備考

種類 反数 Jく二ニ 宇/ロ マス ギン スク 計 " ニユ シ但 マス キン スク

商業網 234 21 6 5'f1!'" 
7f{I!l 

27 447 

調査網 30 1 1 2 2043g 1062g 

商業網 234 21 117 138 553 445 

調査網 30 36 1 37 1~50 990 

商業網 234 19 285 1 305 550 420 5卯捌

調査網 30 322 322 1757 823 2却og

商業網 234 29 302 331 538 424 

調査網 30 404 404 1752 810 

商業網 234 95 107 6 208 543 424 675 

調査網 30 6 297 303 11348 845 3658 

商業網 234 298 758 7 1β63 522 428 647 

調査網 30 13 545 558 1716 821 M17 

商業網 234 194 ，549 4 1，767 536 424 664 

調査網 30 10 538 548 1724 841 #33 

商業網 146 55 656 711 521 417 

調査網 30 7 347 354 1670 810 
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第 2表 調査結果表(第 3次航海)

投網位置 投網時刻
月 臼 入れ水温 反数

緯度 経度 始 終

。 。C

50.6. 6 430 32 157 58 16 -43 17 -45 8.4 -7.3 264 

4152 
。

8 157 00 14 -10 15 -0 8 5.5-5.3 264 

9 44' 47 156006 13 -40 14 -45 5.9-5.2 264 

450 00 
。

10 155 00 15 -00 15 -55 5.1-4.7 264 

4458 
。

11 153 57 13 -58 14 -57 5.5-5.1 264 

12 450 30 1 5204 1 14 -05 15 -05 5.5-4.8 264 

4123 
。

13 152 35 14 -40 15 -40 6.6-6.4 264 

440 10 
。

14 152 35 13 -50 14 -50 7.0 -6.4 264 

430 39 
。

15 152 50 14 -10 15 -10 7.1-6.9 264 

420 49 
。

16 152 33 14 -30 15 -30 7.2 -7.2 264 

4 t 38 
。

17 15225 15 -00 15 -37 14.1-14 186 
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~平均体重

種類 反数 ，、.、エニ シロ マス キン スケ 言十
備考

""・-ー シロ マコス ギン スク
問 ?430T

m謂
商業網 234 135 269 1 405 634 

調査網 30 9 193 202 2 ，O 15~ 900 g 2850 g 

商業網 234 195 1019 6 1，220 545 424 751 

調査網 30 6 286 292 2186 909 6，267 

商業網 234 2 236 923 1，161 554 555 422 
g 

調査網 30 14 329 1 344 2155 2，450 841 

商業網 234 5 327 470 2 804 570 544 419 765 

調査網 30 13 330 343 2，396 2150 889 5，250 

281 
寝軍

商業網 234 5 558 1 1 846 560 556 423 633 1ρ00 

調査網 30 23 102 125 2，2 70 2325 887 3，0 5 cr 131300 

商業網 234 3 89 1，746 3 1，841 579 566 436 742 

調査網 30 5 184 189 2，500 2358 984 4900 

商業網 234 4 162 2600 2 2，768 571 558 434 667 

調査網 30 6 300 1 307 2，213 2370 942 区，250

商業網 234 5 109 753 1 1 869 583 553 431 600 784 

調査網 30 11 247 258 2，570 2，295 890 戸β00

商業網 234 110 411 2 523 562 433 840 

調査網 30 15 209 224 2394 968 ~l50 

商業網 234 105 203 4 312 548 454 879 

調査網 30 5 137 142 2165 844 

商業網 156 。
調査網 30 。
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第 2表 調査結果表(第 4次航海)

投網位置 投網時刻
月 日 入れ水温 反数

緯度 経度 始 終

。 。
50目6.28 47 03 153 40 15 -55 16 -05 5.2 -5.0 

。 。
29 47 38 154 24 15 -00 16 -15 5.1 -3.8 264 

。 。
30 47 13 154 49 14 -50 15 -50 7.2 -5.6 264 

。 。
7. 1 48 00 155 10 16 -25 17 -25 6.3 -5.9 264 

。 。
2 46 30 153 37 17 -05 18 -00 7.5 -6.5 264 I 

。 。
3 45 56 152 25 15 -00 15 -55 11.6 -8.4 264 

。 。
4 45 50 152 16 15 -05 16 -05 12.2 -8.7 

。 。
6 44 16 149 30 15 -15 16 -15 8.6 -8.1 

。 。
7 43 45 148 05 15 -00 15 -55 8.6 -8.4 
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~ 平均体重
備考

種類 反数 ，、'、ーーー一・ シロ マス ギン スケ 計 ""・-ー シロ マス ギン スケ

商業網 570 m 
寓R
442 電車 59m4 祝234 10 42 3，522 2 3，576 567 

調査網 30 10 278 288 2380 g 2346 g 1ρ03g 2β5<f 
商業網 234 25 26 6，453 5 3 

掘調

6;;12 573 558 448 567 726 

調査網 30 2341 2253 1β51 2，244 4ρ67
g 

商業網 234 18 30 4，694 28 3 4，773 568 547 449 568 652 

調査網 30 3 306 1 310 2325 2，140 1β68 2280 3467 

商業網 234 12 30 2]57 10 1 12，810 546 543 445 585 810 

調査網 30 1 6 293 1 301 2.123 2203 1，091 2，490 5，700 

商業網 234 6 14 3;3 35 40 1 3396 579 554 436 570 614 

調査網 30 1 3 257 3 264 2320 ~200 969 2，299 2，800 

商業網 234 6 30 4，158 37 1 14;; 33 565 567 443 584 642 

調査網 30 7 549 3 1 560 2，175 2，324 1，036 2293 2，850 

商業網 234 4 69 3034 68 2 3，177 593 558 452 564 720 

調査網 30 7 235 4 1 247 2425 2321 1，119 2，147 4β00 

商業網 234 15 1，667 5 1 1β88 594 464 611 690 

調査網 30 133 133 包β83 ，152 2β40 3，900 

商業網 234 8 9 996 3 1 I 1ρ17 573 603 460 611 720 

調査絹 30 2 1 104 107 2，185 同00 1，216 3，050 4，300 
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第2表 調査結果表(第 5次航海)

投網位置 投網時刻

月 日 入れ水温 反数
緯度 経度 始 終

。 。
11.1~10.℃ 0 50.7.15 43 36 147 26 17 -45 18 -45 250 

。 。
264 16 44 30 149 20 17 -00 18-00 11.8-10.8 

。 。
264 17 44 58 150 15 15 -00 16 -00 6.9 - 5.2 

。 。
264 18 44 49 150 21 15 -25 16 -20 5.4 - 7.8 

。 。
264 19 45 01 150 20 15 -10 16 -55 7.4 - 4.6 

。 。
264 20 45 09 150 56 15 -00 16 -10 8.6 - 7.1 

。 。
264 21 45 22 151 24 15 -20 16 -25 9.4 - 9.2 

。 。
264 22 46 10 151 56 14 -58 16-00 9.4 - 9.2 

。 。
264 23 46 10 152 00 14 -55 15-55 9.6 - 9.2 

。 。
264 24 46 16 152 07 16 -05 17 -05 9.6 - 9.6 

。 。
258 25 45 36 152 20 15 -00 16 -00 10.4 - 9.6 

。 。
256 26 45 28 15236 16 -55 17-55 9.8 - 9.6 

。 。
176 27 44 33 152 38 15 -35 16 -10 12.4 -12.2 
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~ 平均体重
備考

種類 反数 ~.:ユ シロ マス ギン スク 計 4、.、:::. γ ロ マス ギン スク

商業網 220 2 374 4 1 381 6z"f 468 寓E 622 寓揖 690 稲田

調査網 30 1 22 23 2;155 U30g 3ρ60g 3βo♂ 

商業絹 234 10 817 15 1 843 602 460 616 634 

調査網 30 186 2 188 2，695 1，088 3003 3100 

商業網 234 2 3 1，772 3 1 1，781 
55橋0砲. 587 453 584 776 

調査網 30 1 248 249 1~7~ 2，550 1ρ40 2，400 4~00 

商業網 234 1 2β79 5 1 2886 613 453 590 902 

調査網 30 337 2 1 340 3ρ00 1ρ77 2，570 8，100 

商業網 234 10 2526 4 2，540 591 451 569 

調査網 30 1 334 335 2465 988 2053 

商業網 234 3 18 2，763 22 2 2β08 556 595 446 582 664 

調査網 30 2 277 279 1，940 2β70 968 2，526 3450 

商業網 234 2 18 999 96 2 1ユ17 566 602 460 573 765 

調査網 30 4 131 2 137 2250 2β04 1ρ08 2，4 76 6，750 

商業網 234 16 910 32 2 960 572 456 589 710 

調査網 30 3 109 2 115 2:1 52 1081 2，648 4800 

商業網 234 12 2，552 24 1 2，589 569 462 587 620 

調査網 30 218 3 221 2，367 1，127 2，586 3，400 

商業網 234 7 1，450 24 1 1，482 577 451 588 720 

調査網 30 4 189 6 199 2451 973 2684 4100 

商業網 228 20 421 32 1 474 592 447 605 532 

調査網 30 43 43 2，572 870 2845 2ρ00 

商業網 226 22 162 5 3 192 629 465 582 867 

調査網 30 5 38 1 1 45 2~45 993 2，510 7，900 

商業網 146 。
調査網 30 。

L 
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第 2表 調査結果表(第 5次航海)

投網位置 投網時刻
月 日 入れ水温 反数

緯度 経度 始 終

43030 152030 
℃ 

50.7.28 16 -0 0 16 -20 13.0 -13.0 88 

30 44050 148050 15 -15 16 -10 7.4 - 7.3 256 

31 43049 14 {5 2 15-40 16-40 9.8-9.1 256 

8. 1 42030 147031 16 -3 0 16 -50 17.5-17.2 88 
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漁 獲 尾 数 平均体長 ~ 平均体重
備考

種類 反数 ベニ シロ マス ギン スケ 計 ........:.=. ー シロ マス ギン スケ

商業網 58 。
調査網 30 。

71IlIl 71IlIl 電車

商業網 226 1，955 7 1 1，963 450 580 750 
g g g 

調査網 30 175 1 1 177 1ρ05 2，503 5，500 
寵血 沼躍

商業網 226 3 2 1，648 13 3 1β69 542 619 469 619 727 
g g 

調査網 30 1 162 163 1β93 3;725 1J08 3;346 4;383 

商業網 58 。
調査網 30 。
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上段の数字 シロザケ

下段の数字 カラフトマス
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第 1- 1図反当り漁獲函(第 1次航海)
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上段の数字 シロザケ

下段の数字 カラフトマス
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第 1ー2図反当り漁獲図(第2次航海)
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上段の数字 シロザケ

下段の数字 カラフトマス
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第 1- 3図反当り漁獲図(第 3次航海)
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上段の数字 シロサケ

下段の数字 カラフトマス

。

1450 1500 

第1ー 4図反当り漁獲図(第4次航海)
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上段の数字

下段の数字

1450 

。。

シロサケ

カラフトマス

ιク

1500 

第 1-5 反当り漁獲図(第5次航海)
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第 3-1表 航海別魚体測定尾数

航海次数 第 1次航海

調査期間 昭和 50年 4月12日-5月2日

海洋観測定 2 8点

調査操業点 1 6点

網目合 (1IUIl) I IfI!!f1z 157 138 121 106 93 82 72 63 55 48 合計
延使用反数 3040 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 3，520 

ベニザク 。
漁 シロザク 3016 3 10 18 33 40 4 2 1 3127 

獲 カラフトマス 80 2 5 1 2 65 308 675 188 13 6 1，345 

尾 ギンザク 。
数 マスノスク 23 1 1 25 

合計 3119 6 15 19 35 106 312 675 190 13 7 4A97 

魚
ベエザク 。
体 シロザク 386 3 10 18 33 40 4 2 1 497 
測
カラフト可欠 9 2 5 1 2 65 308 675 188 13 6 1，274 
定

尾 ギンザク
。

数 マスノスク 23 1 1 25 

合計 418 6 15 19 35 106 312 675 190 13 7 1，796 

第 3- 2表 航海別魚体測定尾数

航海次数 第 2次航海

調査期間 昭和50年 5月7日 ~ 5月26日
海洋観観定 8 占

調査操業点 8 点

網目合 (1IUIl) 11α1E-m11 12 157 138 121 106 93 82 72 63 55 48 合計

延使用反数 1，784 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 2ρ24 

ベニザク 。
漁 シロザク 732 3 26 8 769 

獲 カラフトマス 3800 7 1 144 829 901 581 27 6，290 

尾 ギンザク 。
数 マスノスク 18 1 19 

合計 4，550 11 27 152 829 901 581 27 7078 

魚 ベニザク
。

体 シロザク 209 3 26 8 246 

浪。 カラフトマス 6 7 1 144 829 901 581 27 2，496 

定 ギンザク
。

尾 マスノスク 18 1 19 

数 合計 233 11 27 152 829 901 581 27 2，761 
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第 3- 3表航海別魚体測定尾数

航海次数 第 3次航海

調査期間 昭和 50年 6月2日 ~ 6月 19日

海洋観測定 24点

調査操業点 1 1占、

網目合(棚) 1 f?-!Pl2 157 138 121 106 93 82 72 63 55 48 合計
延使用反数 21186 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 2，816 

ベニザケ 24 24 

漁 シロザケ 1，749 6 36 39 17 6 2 1 1，856 

獲 カラフトマス 8，952 16 5 12 379 931 680 268 17 6 3 11，269 

尾 ギンザク 2 2 

数 マスノスク 22 1 1 24 

合計 10，749 22 42 52 396 937 682 269 17 6 3 13，175 

魚 ベニザク 24 24 

体 シロザケ 300 6 36 39 17 6 2 1 407 

誤4カラフトマス 16 5 12 379 714 680 268 17 6 3 2ユ66

定 ギンザク 2 2 

尾 マスノスク 22 1 1 24 

数 合計 348 22 42 52 396 720 682 269 17 6 3 2，557 

第 3-4表航海別魚体測定尾数

航海次数 第 4次航海

調査期間 昭和 50年 6月22日 ~ 7月8日
海洋観測定 9 点

調査操業点 9 点

網目合 (u)HyEh2 157 138 121 106 93 82 72 63 55 48 合計
延使用反数 2ρ28 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 2298 

ベニザク 89 1 2 1 93 

漁 シロザク 265 3 14 9 3 4 4 2 2 306 

獲 カラフトマス 31，006 2 14 130 624 1186 586 159 9 3 2 33，721 

尾 ギンザク 198 4 1 3 2 1 209 

数 マスノスク 13 1 1 1 16 

合計 31，5 71 6 30 145 628 1，191 591 1164 i 13 4 2 34，345 

魚
ベニザク 89 1 2 l十ーーー+l 93 

体
シロザク 218 3 14 9 3 4 4 i 2 ¥ 2 259 

演目 カラフトマス
2 14 130 542 798 510 159 9 3 2 2，169 

定 ギンザケ
143 4 1 3 2 1 154 

尾
マスノスケ 13 1 1 1 

数 合計
463 6 30 145 546 803 515 164 13 4 2 2，691 
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第 3-5表航海別魚体測定尾数

航海次数 第 5次航海

調査期間 昭和 50年 7月12日 ~ 8月5日
海洋観測定 2 8点

調査操業点 1 7占

網目合(棚)ur卑ilz157 138 121 106 93 82 72 63 55 48 合計
延使用反数 3.498 51 51 51 51 51 51 51 51 51 51 3，910 

ベニザク 10 10 

漁 シロザク 141 1 7 9 2 1 1 1 163 

獲 カラフトマス 21，198 9 19 84 543 lρ64 572 153 20 6 23.668 

尾 ギンザク 286 3 6 6 2 305 

数 マスノスク 20 1 1 23 

合計 21，655 13 33 100 547 11)65 575 154 21 6 24ユ69

魚 ベニザク 10 10 

体 シロザク 141 1 7 9 2 1 1 163 
測
カラフトマス 30 9 19 84 143 946 565 153 20 6 1.975 定

s ギンザク 216 3 6 6 1 2 1 235 

尾 マスノスク 20 1 1 23 

数 合計 417 13 33 100 147 947 568 154 21 6 2406 

第 4表 航海男IJ ・魚種別・平均尾又長・体重

IR 
シ ロ ザ ケ カ フ フ ト て:? 三ζ

F . Lm祝 B ・羽T g F . L 1f{j血 B • W g 

第 1 次 537，3 (518) 1.703.5 ( 1.664) 412.0 (419) 699.0 ( 863) 

第 2 次 538.7 (551) 1.807.2 (2051) 428.5 (439) 875.0 ( 1ρ10) 

第 3 次 553.2 (543) 2.270.8 (1，882) 430.6 (444) 9 15.4 (1ρ71) 

第 4 次 566.0 (536) 2.363.3 ( 1，967) 448.7 (454) 1.078.3 ( 1.126) 

第 5 次 596，5 (573) 2.724.4 (2，381) 455.9 (467) 1.032.2 (1205) 

※ ( )内は49年の平均 F・L ， B.W 
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2. 日本海マス漁場調査

1.調査目的

日本海に生息するマス類の資源動向を明かにし，資源、を有効に利用するための漁業管理ならびに国

際的資源評価において重要な役割を果す基礎資料を収集するとともに当業船の指導にあたり本漁業の

経営の安定に資する。

ll.調査内容

1.調査期間

2. 調査海域

3. 調査担当者

昭和 50年 3月1日から同年 6月 15日まで

日本海北部海域および沿海州海域

漁業部部長富永武治

グ技師木村 大

4 調査船 試験船 東奥丸(1 3 4.4 7トン. 550PS) 

5. 調査項目 (1) 海況

(2) 資源分布状況

(3) 魚体測定

6 調査方法 rJ) 観測層は. O. 10. 20. 30. 50. 75. 100. 150. 200.300.M層の 10 

nr.調査結果

層について測温をおこなった。又海洋気象観測は天候，風向，風力，気圧，気

温，波浪，ウネリ.水色，透明度等についておこなった。

(2) マス流網(5 0間切)9 1棚 30反. 9 41/1lll9 0反. 9 71/1lll9 9反. 1 0 0 

1/Illl90反. 1 031/1lll3 0反，計 339反を使用した。

(3) 多項目測定はカラフトマス 30尾，サクラマス 30尾について尾叉長，体重，

性別，生殖践重量，採鱗(サクラマス)等を行い，雌雄別体長組成は多項目測

定に用いた魚体以外のカラフトマスおよびサクラマス各 70尾についてセルロ

イド穿孔法によっておこなった。

調査は 3月5日から 6月11日まで北緯 38度以北，北緯43度30分以南の日本海々域において

4 2回実施した。

使用した漁具数は流網延 8.7 0 5反で漁獲尾数はカラフトマス 16，0 26尾，サクラマス 347尾，

計 16.3 7 3尾で反当り尾数は1.88尾であった。

先づ本年の海況についてみると.t春期はじめは表面，中層とも平年より 1-3OC低めに経過し，表面

水温 100Cの等温線は近年では最も南に偏していた。しかし表面水混は 5月中匂以降急速に昇湿し，

6月初めには全域で 1lOC以上という近年iこない高い状態となった。一方中層水温は平年より 1-4 

℃低い状態が終漁期まで続き，このため表面と中層水温の隔差が顕著となり本年の海況を複雑なもの

とした。

- 206-



次に本年の漁況についてみると， 3月上匂-4月上匂にかけて近年になく魚体が小型であったため，

漁況は延縄に有利に展開し流網は低調に経過したが， 4月中句以降魚体の生長に伴い近年にない魚群

の密集がみられ，北緯40度以南全海域において流網による好漁がみられるようになった。

5月中勾以降も沿岸部の昇温が進むとともに漁場は北部海域に広がり 5月下勾以降から終漁期まで北

緯 42度以北海域において流し網による好漁が続いた。

一方延縄漁業は初漁期において高い釣獲率を示したが， 5月l乙入り魚群の離散集合が激しくなり不利

な海況条件(5 "0の水帯が 20m-3 0 mJ曹に位置し餌料となるプランクトン層が例年になく表層部

l乙圧縮され餌付を悪くした)も加わって予想外の不振となった。

なお本年度の試験船による航海次別操業位置及び漁場別反当尾数は第 l図のとおりで，漁場調査結果

表は第 1表のとおりである。

魚体測定は操業のつどカラフトマス，サクラマス各 30尾(漁獲が 30尾未満のときは全数)につい

て実施した。

本年度の魚体測定尾数はカラフトマス 947尾，サクラマス 263尾，計 1，21 0尾でカラフトマス

の月別平均体長は 3月38 9u， 4月403脇， 5月427u， 6月464醐であった。 ζれを前回

の豊漁年(4 8年)の体長と比較してみると 4月， 5月は魚体は小さく， 6月は 10鵬程度大きくな

っている。叉全漁期間の平均体長では 15鵬程小さくなっている。

月別平均体重は 4月763g，5月95 2 g， 6月 1，444gで48年度に比べ 6月を除いて 100

g-150g少なく全漁期間を通じては 86 g程度少くなっている。

雌維の月別比率は 3月は♀ 13:d 8 7と8の出現が圧倒的こ多く 4月， 5月は44:56，59: 

4 1と大体半々に近く 6月は 65 : 3 5とQの出現が圧倒的に多くなっている。

N，調査の成果および今後の課題
1. 調査の成果

(1) 着業船:本年日本海において操業した中，小型サク，マス流網船数を 48年， 4 9年と比較し

てみると不漁年であった49年より 5隻多く，前回の豊況年であった48より 13係程度少くなって

おり，豊漁年における操業船の減少傾は本年の 1つの特徴となってし、る。

又10トン以上の延縄船の操業船数は 49年より 28%程度増加しているが48年より 6%程度

少くなっている。

(2) 漁況:本年のカラフトマスの来遊量は前にも若干述べたように総漁獲量において日本海マス漁

業史上最高の漁獲量を示した昭和46年(1 9 7 1年)より約9係少なかったが，前回の豊漁年

であった昭和48年(197 3年)より 10%近く多かった。しかし流網船による反当尾数およ

び延縄船による 1鉢当り漁獲量は何れも 46年， 4 8年よりも多かった。

試験船による反当尾数も本年は1.84尾で前回の豊漁年(昭和 48年)の1.2 6尾より O.5 8尾

多かった。

(3) 魚体:本年のカラフトマスの魚体の大きさは，資源量が増大すれば小型，減少すれば大型とい

うカラフトマスの法測性を裏付けるように小型のカラフトマスが大量に出現した。

勾
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試験船による魚体測定結果からみても前回の豊漁年の 48年の魚体に較べ体長においては 6月を

除いて小さく，体重においては各月とも少くなっており，本年の日本海におけるカラフトマスの

魚体は平均体長，体重とも過去5ヶ年の最低となっている。

又，魚体の小型化とともに生殖腺の発達も遅く全般的に成熟の遅れた魚体が多く ζの傾向は終漁

期近くまでみられた。このように本年のカラフトマスの小型傾向と未成熟魚の大量出現は本年の

カラフトマス魚体の 1つの特徴となっている。

試験船による 47年. 4 8年. 5 0年 C4 9年休業)の 3ク年におけるカラフトマスの平均体重

から判断しても，とと 3-4年間豊漁年，不漁年にかかわらず魚体の小型傾向が窺はれてきてい

るが，このように日本海カラフトマスの小型化が今後の日本海マス漁業にどのように反映してゆ

くか注目すべきであろう。

2. 今後の課題

近年国連海洋法会議において日本がこれまで主張してきた「海洋白由の原則」が否定され，世界

が「、海洋分割の時代Jに入る方向に動き始めてきており，今後領海 12浬十経済水域200浬の基

本的設定が打出された場合，当然日本海マス漁業にも大きな影響(日本海に来遊するカラフトマス

は樺太南西岸，北部沿海州およびアムーノレ地方の河川にそ上した親魚の産卵を起源とした群である)

をきたしてくるととが明かである。乙れがため今後の日本海マス漁業に対する長期的展望にたった

水産資源開発の方向として次の施策が考えられる。

(1) 日本海沿岸におけるサクラマスの人工増殖態勢の確立(本州及び北海道主要河川におけるサク

ラマスの人工増殖態勢の確立)

(2) 日本海カラフトマス資源の綜合的人工管理方式のための研究。(豊漁年，不漁年の漁獲格差を

縮めるための生産調整等の態勢の確立)
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第 1表 昭和 50年 日本海マス漁場調査結果表

1 -2 

3. 8 

1 -3 

3. 1 2 

1 -4 

3. 1 3 

1 -5 

3. 1 4 

刻 118:00-18:23115:50-16:23116:4ら斗7:1 5 116: 55-17: 25 115: 4シ-16:23 

向
。
9 0 

。
7 0 SSW SSE E-ESE 

月 3. 1 5 

重j;

日 3月6日 3. 9 3. 1 3 3. 1 4 

刻 100: 1仏心0:00100:10-()1: 15 100: 1ト 01:30100:10-01:10100:10-01:40

風向・風力
気|
波浪・うねり

気圧

気温
象|
水色

透明度

向
一
緯
経
一
一
候

0 

9 0 
。
7 0 
。，
3 9 44 
。，
13835 

b 

WNW・3
3・3

1 0 2 6 

6. 5 

E 
。，
4 0 4 6 
。，

139 22 

b c 

N・3
2・2
1 0 2 0 

5. 4 

NW  s-SW 

40。02'140001F

138028F l 13f13F 
b 

WNW・3

3・3
1 026 

4. 6 

b c 

W.2 

2・1
1 0 26.5 

7.5 

水温

Om 

20m 

。，
4 1 0 0 
。，
139 38 

b c 

NE・2

2・3
1 0 28mb 

-0.1 "c 

6.6 "c 

6.03"C 

5 0 m 1 5.95"C 

1 0o m I 4.40 "c 

9 11!f11l I 30反C30反)

〈
有
効
反
数

投

網

反

数

9 4鯛

9 7卿

1 0 01!flll 

1 0 31!f11l 

、ーノ 計

カラフトマス

サクラマス

87反.(87反)

反(反)

反(反)

反(反)

117反(117反)

1 4尾

尾

漁 lモウカザメ| 尾

獲円ブラツノザメ

尾|ホック

数|スクソクグラ

4尾

2尾

尾

尾

その他| 尾

9. 1 

8.92 

8.8 9 

7.8 7 

30 ( 30) 

87 ( 87) 

( ) 

( ) 

( ) 

117(117) 

3 

尾

8.8 

8.8 0 

8.89 

8. 9 7 

30 ( 30) 

87 ( 87) 

( ) 

( ) 

( ) 

117 (117) 

1 5 

7 

1 

8. 3 

8.08 

8.0 1 

4. 3 9 

30 ( 30) 

87 ( 87) 

c ) 

c ) 
( ) 

117 (117) 

1 8 

5 

8.6 

8.89 

8. 9 7 

8.8 9 

30 ( 30) 

87 ( 30) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

166 (109) 

2 0 

1 0 

2 

1 

-214ー



1 -6 

3. 1 5 

1 -7 

3. 1 6 

1 -8 

3. 2 7 

2 -1 

4. 1 1 

2 -2 

4. 1 2 

2 -3 

4. 1 6 

16: 16-16: 45 116: 02-16: 40 116: 37-17: 12 116: 25-17: 00 116: 10-17: 15 116: 15-16: 50 

ESE 

3.1 6 

WSW  

3. 1 6 

-
F
D

一
n
d

。ρ
一つ，“

苧

-

唱

i

一
q
d

O
R
U
一

円

4

唱

i
一

噌

i

m

・

唱
E
A
-
A
a
τ

0 

9 0 

4. 1 2 

W 

00: 10-01: 30121: 1ト 22:45122: 10-23: 50100: 1ト θ1:45122: 15-23: 40 100: 1ら心1:55
。。
130-180 SE W-NW  

。。
o - 330 

。。
90 - 180 

。，
40 11.5 
。，
1 39 12 

b 

NW・2
2・2
1026 

4.6 

。 F

40 36 
。，
138 52 

bc 

NE・3

3・3
102 6 

7.2 

o ， 
41 06 。，
138 44 

c 
WSW・4
4・3
1 0 1 0 

5.6 

。，
39 04 
。 F
136 19 

b 

NW・5
5・4
1 0 1 7 

8.1 

。，
38 47 
。'
134 38 

C 

E・2
3・3
101 8 

o ， 
39 40 
。
133 1 7 

C 

NE・2

2 • 2 

1 025 

1 1.5 

8. 8 

8. 7 7 

8. 9 0 

8.98 

30 ( 30) 

87 ( 30) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

166 (109) 

6 

2 

1 

9.2 

9.0 9 

9.00 

7.9 1 

30 ( 30) 

87 ( 87) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

166 (166) 

7. 6 

7.4 1 

7.3 6 

3. 5 8 

30 ( 30) 

87 ( 87) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

166 (166) 

32 

2 

3 

クロソイ 1 

8. 3 

8.2 

6. 0 

4.3 

30 ( 30) 

85 ( 85) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

164 (164) 

147 

2 

9.2 

7. 7 

5. 7 

4. 1 

30 ( 30) 

85 ( 85) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

164 (164) 

9 3 

4 

1 O. 5 

10.0 

6. 5 

3.3 

30 ( 28) 

85 ( 85) 

49 ( 49) 

( ) 

( ) 

164 (162) 

517 

7 

-215-



第|表 昭和 50年 日本海マス漁場調査結果表

操業次数 2航海-4操業 2 -5 2 -6 2 -7 2 -8 

月 日 4月17日 4. 1 8 4. 1 9 4. 2 0 4. 2 2 
投
時 16:00-16:35 

網
亥IJ 16: 1 ら~16:50 1 6: 2 0-1 7 : 0 0 16: 55-17: 30 17: 1 シ~17: 55 

。 。 。 。 。
方 向 248 9 0 9 0 9 0 225 

月 日 4月18日 4. 1 9 4. 2 0 4. 2 1 4.22 - 23 
揚
時

網
~J 00:0か心1:20 00:0トー01:35 00: 00-()1: 25 00: 00-02: 35 23: 50-01: 25 
。 。 。 。 。 。 。 。 。

方 向 50-90 270 - 315 225 - 0 225 -270 45 

(位掛置同
;11: 緯 3944F 3934' 39 3ず 39-4 7' 3842F 

1330 15 1 330 05 132
0
20' 

。， υ ， 
東 経 133 17 135 32 

天 候 b b bc c b 

気
風向・風力 NE・4 w・3 sw・2 s. 1 NE・4

波浪・分ユり 4・4 3・3 2・2 1・1 4・4

気 圧 1023mb 1 0 2 1 1 0 1 7 101 5 1 020 

象
気 温 1 1.8 "0 1 1. 7 12.5 1 2.0 8.2 

水 色

透明度 -m 1 1 10 1 1 1 1 

Om 1 0.8 "c 1 0.4 1 0.0 9.7 8.6 

20m 7.9 "c 8.6 8.5 8.1 8.6 
水温

5 0 m 4.9 "0 6.1 4.8 5.2 5.9 

100m 1. 7 "c 2.4 3.9 2. 7 2.8 

9 1珊 28尻 28反) 28 ( 28) 28 ( 28) 28 ( 28) 28 ( 26) 

投 94棚 85尻町民 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 

網宥 97御 49尻 49反) 49 ( 49) 49 ( 49) 49 ( 46) 46 ( 46) 

反震 1 00醐 反〉
数数
1 03 7I&'Il 反〕、ーノ

計 16寂(16板〉 162 (162) 162 (162) 162 (159) 159 (157) 

カラフトマス 尾 272 1 3 8 287 5 0 

漁
サクラマス 尾 9 1 1 2 

モウカザメ 尾

獲
アブおヅザメ 尾

尾 ホ 7 ケ 尾

スケソウダラ 尾
数

尾

その他 尾

尾
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第 1表 昭和 5 0年 日本海マス漁場調査結果表

操業次数 3航海-5操業 3 -6 3 -7 3 -8 3 -9 

月 日 5月10日 5. 12 5. 13 5. 14 5. 15 
投
時 亥リ

網
17: 12-17: 30 17:37-17:57 17: 00-17: 45 1 7: 1 3-1 7: 45 16:50-17:40 
。 。 。 。 。

方 向 190 45 30 340 50 

揚 月
日 5月10日 5. 12 5. 13 - 14 5. 14 5.15 - 16 

網 時 刻l22: 10-22: 45 21:55-22:35 22:55-心0:35 22:00-23:30 23: 0シー01:47
。 。 。 。 。 。 。 。 。

方 向 2か-40 230 180-220 200--90 30-110 

轟
~t 緯 40O2σ ， 410 00' 410 40' 4t 40' 4否i00' 

東 経 139040' 139 40' 139040' 139 00' 139000' 

天 候 c bc c r bc 

風向・風力 N • 5 SW・5 SSW・3 SE・3 S.2 
気
波浪・うねり 4・4 4・4 3・3 2・2 1・2

気 圧 1013mb 1 014.5 1014.5 1006 1013 

気 温 1 1.5"C 15.5 1 3.5 11.5 1 0.5 
象
水 色 3 3 3 3 4 

透明度 15 百1 1 0 1 1 9 7 

Om 12.2 "c 12.8 12.6 1 0.3 8.6 

20 m 10.1 "c 11.5 1 2.0 1 0.0 4.5 
水温

50 m 9.6 "c 1 0.0 9.7 4.0 2.8 

1 00 m 9.0 "c 9.6 6.7 2.7 1.3 

911/111l 反(00 25 ( 25) 

投 941/111l 反(民 85 ( 85) 85 ( 85) 

網有 971/111l 52反(5200 52 ( 52) 98 ( 98) 52 ( 52) 98 ( 98) 

反宣 100醐 25反(2500 25 ( 25) 25 ( 25) 85 ( 85) 85 ( 85) 

数き 1031/111l 反(00 30 ( 30) 30 ( 30) 

計 77反(77民 77 ( 77) 233 (233) 167 (167) 298 (298) 

カラフトマス 尾 1 3 653 

サクラマス 2尾 3 4 5 26 

漁 モウカザメ 尾 1 

獲 プフラノノザメ 9尾

尾 ホ ツ
ケ 1尾 5 

数
スクソウダラ 尾

マイワシ 4尾 マイワシ 15 マイワシ 30 ノ、J夕、タ 3 

その他 マサバ 2尾 マサバ 26 マサパ 15 

尾
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16:25-17:20 1 6: 45-17 : 40 17: 00-17: 50 16:55-17:50 16: 45-17: 40 1 6: 35-17: 30 

1650 290 。 270 。 100。 85 。

5.16 - 17 5.17 -18 5. 18 - 19 5. 19 - 20 5.29 - 30 5.30-31 

23:1か-02:13 23:07-.()1: 40 23:0か-01:35 22:10-01:55 2 3: 1 O-.() 4: 4 5 23:0。、04:00
27か。-300

。
270~290 

。
220~OÒ 。 70"-90 

。
240':' 260 。 250"-290 。

40043' 40016' 400 57' 41044' 420 07' 42005' 

138055' 138050' 1380 57' 138023' 1370 53' 138015' 

c c c c f f • bc 

W' 2 NNW・4 NW・1 NE・4 SSW・2 E' 1 

1・2 4・4 1・1 4・4 2・2 1・1
1009 1008.5 1015 1005 1008 1012 

12.0 9.5 7.5 12.0 12.2 13.8 
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3.0 2.5 1.8 1.7 1.6 1.2 

85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 

98 ( 98) 98 ( 98) 98 ( 98) 98 ( 98) 98 ( 97) 97 ( 97) 

85 ( 83) 83 ( 45) 84 ( 84) 84 ( 84) 84 ( 84) 84 ( 84) 

30 ( 30) 30 ( 27) 30 ( 30) 30 ( 30) 30 ( 30) 30 ( 30) 
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第 l表 昭和 50年 日本海マス漁場調査結果表

操業次数 4航海一 3操業 4 -4 4 -5 4 -6 4 -7 

日 5月31日 6. 4 6. 5 6. 6 6. 7 

網時 亥日 16:3か-17:25 16: 15-17: 10 15: 47-16:45 16:07-17:35 16: 1 3-1 7: 10 

方 向 270 。
。 。 。

900 90 90 282 

月 日 5月31日-6月旧 6.4-5 6.5 - 6 6.6-7 6.7 -8 

亥1] 23:05-心1:20 23: 00-02: 00 23: 0かー01:20 23:0トー01:1523:0かー01:25

方 向
。 。

2600_29O 。 2600_280 
。
265-275 

。
2800_230 

。
90 -11 0 

繍北 緯 420175' 43008' 430 02' 430 00.5' 420 31' 
。
' 136。52， 137。08， 

。 ， 。 ， 
東 経 137 16 136 125 135 58 

l天 候 bc f.c f f 

気|風向・風力 E • 2 SSW.3 S • 1 NW・1 SW・3

波浪・うねり 2・3 2・2 1・1 1・1 2・2

気 圧 1012mb 1013 1005 1004 1002.5 

気 温 16.7 'c 13.0 12.0 14.0 14.0 

象|水
色 4 4 4 4 

透明度 10 m 11 9 7 9 

o m 11.3 'c 11.8 12.2 12.5 12.6 

水温|
20 m 6.3 'c 7.0 6.9 6.6 6.0 

50 m 2.9 'c 2.6 2.9 3.4 2.0 

100 m 1.6 'c 0.7 1.2 1.7 0.5 

91 1IlIlt 反( ぬ

投
94 1IlIlt 85反(邸周 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 85 ( 85) 

網反効( 

97 1IlIlt 97反C97.同 97 C 97) 97 ( 97) 97 ( 95) 95 ( 95) 

1001llllt 84反.(84Liu 84 C 82) 82 ( 81) 81 ( 81) 81 ( 81) 

数量 10311l1lt 30民 30回 30 C 30) 30 C 30) 30 C 30) 30 C 30) 

計 296反(296Liu 296 (294) 294 (293) 293 (291) 291 (291) 

カラフトマス 102尾 921 302 56 45 

サクラマス 尾
漁
モウカザメ 尾

獲 ブフラツノザメ 尾 l 1 

尾
ホ ツ ケ 尾

スクソウダラ 尾

数
尾 lw-3

その他 尾 ャYメ押ギ 5

尾
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3. 深海漁場調査結果報告書

L調査目的

青森県日本海沖合における深海未利用資源、の開発，利用化を目的として，従来欄合底びき網でも利

用されていない水深 350m以深におけるベニズワイを対象として実施したものである。

n，調査内容
1.調査期間 昭和 50年 9月3白から同年 11月 18日まで

2. 調査海域 青森県日本海沖合，水深 35 0 - 1，6 0 0 mの海域(第 1図)

3. 調査担当者 漁業部技師 木村 大

// // 鈴 木史紀

4. 調 査 船 試験船瑞議丸 ( 4 O. 8 1トン 170ps) 

5. 調査項 目 (1) 資源分布

(2) 漁場環境

(3) 発育段階

6. 調査方法

-分布調査は第 1図に示した水深 35 0 -1， 6 00 mの海域で， 1調査点に 1連のカニ篭を使用

した。

1連の漁具仕様図は第 2図に示したとおりで，カニ篭22-25個を取り付けた。

カニ篭には 3種類あり(第 3図)底面の大きさから順に，大篭(直径 150cm)，中篭C1 4 0 

cm)及び小篭 (125cm)と呼び，それらを交互に配置し 1連とした。

各篭の周囲には網が張られ，その開閉は底部で行なわれる。大・小篭の網の目合は 6cmだが，中

篭では 15 cmとなっている。

餌料lこは冷凍マサバ(尾叉長 20C1冗前後)を用い， 1篭 20-30尾を漏斗口から吊り下げた0

・漁場環境調査は気象，中層水温，塩分の観測にとどめた。

・発育段階測定は操業の都度船上において， 5 0匹について性別，甲巾及び体重を測定した。

1，調査結果

調査期間内に延 17回の操業を行ない(第 1表)，ベニズワイ 9，247匹(内雌 10匹)，モスソ

ガイ 14 8個，その他2匹の漁獲があった。

篭毎の漁獲状況をみると，両端 2-4個の篭は餌が残っており，漁獲匹数も少なかったが，その内

側の篭では餌が残っていないので両端各 3個のカニ篭とその漁獲物を除いて計算を行なった。(有効

篭と呼ぶ，第 2表〉即ち 276個の篭でベニズワイを 7，5 5 8匹漁獲し， 1篭平均漁獲量は 27. 4匹

となる。

漁獲物の大部分はベニズワイで占められているので，以下ベニズワイについて述べる。

(1) 魚体

雄についての操業別甲巾組成は(第 4図)単蜂や多峰のものもあるが，全体を通してモードは 11

つ-
qr臼η4
 



cmである。しかしF1 3 (第 13次操業)では小さな個体だけが出現している。また肥満度組成

(第 5図)でも F1 3は他の操業点とは異なり，その出現範囲は広い。肥満度組成を見ると大半の

操業では 3.2にモードがあるが， F 6， F9， F12， F14，ではやや値の高い 3.8にモードが見られる。

雌は調査期間中 10匹しか得られなかった。それらは全て抱卵しており，甲巾は 7仰にモードが

あった。同属であるズワイガニの，成体ガニとなると成長が停止する事実からしても恐らくベニズワ

イの雌は甲巾 8棚以上には成長しないものと思われる。

雌が漁獲された場所は北緯4f以南で水深 1，200- 1，500 mの海域であり，肥満度のやや高い

場所は雌が分布していた所よりもやや浅い，水深 800-1，3 0 0 mの海域であった。

(2) 篭種類別漁獲状況

調査方法の項で述べたように篭には 3種類ある。篭種類別の甲巾組成(第6図)を見ると，モー

ドは各篭共11 cmにあるが，中篭の甲巾範囲は大，小篭と異なり 10 cm以下の個体が採捕されてい

ない。又雌(甲巾 8cm以下)を獲った(第 3表)のは大，小篭だけであった。

ζれは大，小篭の網目会が 6cmであるのに対し，中篭では網目合が 15cmのため，甲巾の小さい

カニの逃避があったものと思われる。

よって全体の単位漁獲量(有効篭 1篭当りの漁獲匹数)と篭種類別単位漁獲量の関係を見ると

(第 7図，但し小さな個体が多獲されたF1 3を除く)，全体の単位漁獲量が 20匹/篭を越える

場合，中篭の単位漁獲量は大，小篭の単位漁獲量の 1/2前後の値を示している。 ζれは前述した

理由が漁獲量に影響した結果と思われる。

(3) 滞水日数と漁獲量

残餌率(有効篭 l篭当り餌残量の害恰，第2表)が 1割以上あるのは精水日数が5日以内の時であ

り，特に 3日間滞水したF7では餌が6割も残ったが，単位漁獲量は調査期間中一番多かった。

第2表で見るとおり滞水日数が長いと単位漁獲量が少ない傾向がある。滞水日数と中篭の単位漁

獲量の関係を見ると第 8図(但し， F 13， F15，は除いた)のようになり，その相関係数は r二

-0.64とややバラツキを示しているが， これは各場所におけるペニズワイ群密度によって起った

ものと考えられる。滞水日数が 3日であった時の単位漁獲量を求めると(第2表)，漁獲量の少な

い中篭において，少ない時で 11匹/篭，多い時には 44匹/篭，平均では 30匹/篭の漁獲があ

るものと思われる。

(4) 水揚状況

操業次数別にベニズワイの水揚数量とその単価を見ると(第 4表)，肥満度のやや高いもの(F6， 

F 9， F12， F 13， F 14， )でも単価に変りがなかった。

水揚地別lこ見ると，深浦での平均単価は 96円/Kg.であり，鯵ク沢(2 7円/Kg.)の3.6倍であ

った。

このように県内でも場所によりペニスeワイの価格が著しく異なる。

礼調査の成果と今後の課題

l. 調査の成果

・漁獲された雌は全て卵を持っており，同属であるズワイガニの成長(伊藤勝千代， 1970)
から考えて，雌のベエズワイは8C1lらi上にはならないと思われる。
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- 篭の網目合が 15 cmのものには甲巾 10cm以下のベニズワイが漁獲されず，雌は漁獲対象外と

なり資源保護の観点から好ましい日合といえる。

・滞水日数が短かいと漁獲量は多く， 3日間滞水したものは調査期間中一番多い漁獲量を示した。
すなわちF清水日数が 3日であった時の漁獲量(滞水日数と中篭単位漁獲量の関係式から求めた)は

少ない時でも 11匹/篭，多い時には 44匹/篭，平均で 30匹/篭の漁獲であった。

2. 今後の課題

・県内でも地区によりベニズワイの単価が著しく異なり，またその価格は他県に比べて極めて低
廉で，採算性の問題から流通体制の確立が急務である。流通対策としては加工による販路の拡大が

考えられるが，そのためには操業隻数を増やし，原料の安定供給を図る必要がある。

ズワイガニ，ベニズワイは日本海各県で企業化されているが，独り本県だけ企業化されていない事

実は資源、や漁民の生産意欲が問題ではなく行政の積極性が切望される。
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第 1 表 深海;魚、場調査結果表

操業次数 F1 F 2 F 3 F 4 

N 40058' 41000' 41001' 41002' 
漁場位置

E 139054' 1 3 9 05 2.5 ' 139053' 139054' 

水 深 84 0 m 940-850 875-950 1020-1040 

月 日 9月 3 日 9、 6 9、 12 9、 19 

入 入籍時刻 12 : 10-1 2 : 40 11 :20-11 :45 l3: 43-14: 03 12:1 か~] 2: 35 

天 1戻 b b C b 

気 温 2 8.50 c 2 5. 8 2 4. 2 2 5. 0 

気 圧 1 0 0 3 mb 1 0 1 5 1 0 1 0 101 5 

寵 風向風力 SW、 2 ENE、 2 NW、 2 E、 2

入籍方向 N NE  WSW  N 

月 日 9月 6日 9、 12 9、 19 9、 29 

揚 揚箆時刻 08 :45-11: 05 11: 30-13 :30 11:50-14:00 

天 候 b c b c 

気 温 2 5.0 0 c 2 5. 3 2 4. 0 

気 圧 1 0 16mb 1 0 1 0.3 1 020 

書量 風向風力 SE、 3 NW、 2 N、 2

揚篭方向 S SW  N 

底管水温 445m 0.50c 501 0.4 462 0.5 451 0.6 

" 塩分 " 三。 " 34.07 " 34.03 " 34.04 

餌料種類 小マサパ 小マサパ 小マサパ 小マサパ

1鐘当り餌量 2 0 - 3 0尾 2 0-3 0 2 5 20 -3  0 

大鐘 8 個 8 8 8 

中箆 7 個 7 7 7 
使用篭数

小策 8 個 8 8 9 

合計 2 3 個 2 3 2 3 2 4 

ベニズワイ雄 84 2 匹 401 359 315 

漁 " 雌
。匹 。 。 。

獲 モスソガイ 3 9 個 2 。 1 0 

物 毛ガニ 。匹 。 。 。
タ コ 。匹 。 。 。

'---
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第 1 表 深海漁場調査結果表

操業次数 F 10 F 11 F 12 F 13 

N 41000' 410 10' 41001' 41007' 
漁場位置

B 139051' 1 3 905 6.5' 139051' 139051.5' 

水 深 1360-1390m 350-380 1300-1320 760-900 

月 日 1 0月7日 1 0、14 1 0、17 1 0、23 

入 入籍時刻 1 0 : 35-11 : 00 10: 53-11 : 20 11: 00-11 : 30 10: 50-11 : 15 

天 候 c c b c 

気 温 1 9.0 0 c 1 8. 0 1 6.0 1 6.0 

気 圧 1 0 16mb 1 0 1 9 1 028 102 5 

篭 風向風力 E、4 NE、3 NE、2 SSE、2

入箆方向 NNE NNW NE NW  

月 日 1 0月17日 1 0、23 1 0、27 1 0 _ 2 8 

揚 場寵時刻 08:20-10:30 08:1号-10:00 10:4 ひ~12: 50 η8:5ひ~10:55

天 {長 b b b c 

気 温 1 6.0 0 c 1 9.5 26.0 1 8.5 

気 圧 1 0 28mb 1 0 2 9 1 0 2 4 1 019 

篭 風向風力 NE、2 SSE、2 NW、3 S、2

揚篭方向 SSW NNW NE  

底層水温 493 0.4 0 c 310 1.8 502 0.4 472 0.4 

fI 塩 分 fI 之。 " 34.00 " 33.89 fI 33.95 

餌料種類 小マサノ〈 小マサパ 小マサパ 小マサパ

1篭当り餌量 2 5 尾 2 5 2 0 2 5 

大寵 3 個 8 3 9 

中能 1 2 個 7 1 2 7 
使用箆数

小篭 7 個 9 7 9 

合計 2 2 個 2 4 2 2 2 5 

ベニズワイ雄 189 匹 。 331 1. 0 5 3 

漁 " 雌 3 匹 。 。 。
獲 モスソガイ 1 個 。 3 4 

物 毛ガニ 。匹 1 。 。
タ コ 。匹 1 。 。
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F .4 F •• F .6 F .7 1口入 計

41001' 41006' 40055' 4 005 6.5' 

139052' 139053' 139050' 139049' 

1280-1330 750-880 1200-1340 1280-1350 

1 0、27 1 0、28 1 0、31 1 1、13 

13: 18-13 :45 11 :20-11 :45 11 : 50-12: 15 10: 10-10: 35 

b c c c 

1 5.0 1 9.0 1 2.5 1 4.0 

1 0 2 3 101 7 1 029 1 028 

NW、2 SW、3 NW、2 SE、2

NNW NW  NNW NNW 

1 0、31 1 1、13 1 1、13 1 1、18 

08:4号-10:50 11 : 20-13 : 00 07:4か吋9:40 07:4か-09:35 

c c c b 

1 3.0 1 5.0 1 4.0 1 3.0 

1 0 3 1 1 025 102 8 1 026 

NW、2 SE、2 SE、2 SE、2

NNW NNW 

502 0.4 233 2.4 395 1.1 

11 33.68 11 33.64 11 33.96 

小マサパ 小マサパ 小マサパ 小マサパ

2 5 2 3 2 5 2 5 

4 9 3 3 

1 2 7 1 2 1 2 

6 '8 7 7 

2 2 24 2 2 22 395 

953 921 204 401 9.23 7 

。 。 3 1 1 0 

。 1 7 。 。 1 4 8 

。 。 。 。 1 

。 。 。 。 1 
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第 2表 有効能でのベニズワイ漁獲量

操 業 次 数 F， F2 F 3 F 4 F 5 F 6 

入 鑑 月 日 9月 3日 9， 6 9， 1 2 9， 1 9 9， 2 0 9，2 5 

滞 水 日 数 3日 6 7 1 0 5 5 

餌 残 率 0割/箆 。 。 。 1 

有 効 箆 数 1 8 寵 1 7 1 7 1 8 1 8 1 8 

大 篭 274 匹 6 3 5 2 2 6 1 8 3 

有効寵による 中 能 160 匹 122 7 7 6 8 6 6 134 

ベニズワイ 篭 325 匹 129 176 9 6 116 139 

漁獲匹数 計 759 匹 314 3 0 5 190 200 276 

大 篭 4 5， 7匹/篭 1 0， 5 1 0，4 4， 3 4，5 1， 5 

鐘種類 l.lIJ 中 箆 26，7匹/寵 24，4 1 5，4 1 3，6 7， 3 1 6，8 

単位漁獲量 篭 5 4， 2匹/鑑 2 1， 5 2 5， 1 1 3，7 2 3，2 1 7，4 

平 均 42，2匹/篭 1 8，5 1 7，9 1 0，6 1 1， 1 1 5，3 

※ 滞水日数が3日であった時

の単位漁獲量 2 6， 7匹/鑑 40，9 28，9 3 3，3 1 0， 7 24，6 

操 業 次 数 F 13 F 14 F 15 F 16 F1・合計
入 寵 月 日 1 0月23日 1 0，27 1 0，28 1 0， 3 1 1 1， 1 3 

滞 水 日 数 5日 4 1 6 1 3 5 

餌 残 率 0割/寵 1 。 。
有 効 箆 数 1 9 篭 1 6 1 8 1 6 1 6 276 

大 箆 165 匹 269 360 3 4 2，3 89 

有効箆による 中 箆 33 6 匹 301 192 9 1 132 2，3 0 0 

ベニズワイ 箆 462 匹 139 335 1 2 123 2，869 

漁 獲 匹数 計 963 匹 709 887 106 259 7，5 5 8 

大 龍 4 1，3匹/箆 8 9， 7 60，0 1，5 4，0 3 6，2 

寵 種類別 中 寵 48，0匹/箆 3 3，4 3 2，0 1 0，1 1 2，0 1 9， 8 

単位漁獲量 害事 5 7，8匹/寵 3 4，8 5 5，8 2，4 3 0，8 3 0， 5 

平 均 5 0， 7匹/箆 4 4，3 4 9，3 6，6 1 6，2 27，4 

※ 滞水日数が3日であった時

の単位漁獲量 匹/寵 4 1， 4 3 0，1 1 7，5 2 9， 7 
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※ 滞水日数と中篭単位漁獲量の関係式より求めた。

F 7 F 8 F 9 F 10 F 11 F 12 

9， 2 9 9，3 0 1 0，2 1 0， 7 ( 1 0， 1 4 ) 1 0，1 7 

3 7 1 2 1 0 9 1 0 

6 。 。 。 。 。
1 8 1 7 1 8 1 6 ( 1 8 1 6 

7 2 9 1 2 7 172 5 9 。 6 5 

254 129 9 4 4 5 。 9 9 

459 129 1 8 1 4 2 。 6 

1 4 4 2 385 447 146 。 1 7 0 

1 2 1， 5 3 1，8 2 8， 7 1 9， 7 32，5 

4 2，3 1 8，4 1 5， 7 5， 6 1 1， 0 

7 6， 5 2 1， 5 3 0， 2 8，4 1， 2 

8 0， 1 2 2，6 24，8 9，1 1 0，6 

4 2，3 34，6 44，0 1 3，7 26，9 
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第 5表 ベニズワイ雌の漁獲匹数

操 業 次 数 大 鑑 中 篭 笥 計

Fs 1 匹 。匹 2 匹 3 匹

F 10 2 。 1 3 

F 16 2 。 1 3 

F 17 。 。 1 1 

計 5 。 5 1 0 

第 4表 水揚地日IJのベニズワイ単価

鯵 ケ 沢 深 浦

操 業 次 数 単 価 円/kg 操 業 次 数 単 価 円/kg

Fl 5 0 F4 156  

F2 3 8 F5 182  

F3 3 0 F6 8 0 

F7 2 4 Fs 104  

Fg 2 6 F 12 136  

F 10 3 0 F 14 6 5 

F 13 2 0 F 17 6 7 

F 15， F 16 7 

平 均 2 7 平 均 9 6 
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N 資源環境基礎調査



1、 オームリ飼育試験

調査目的

十二湖落口の池に放流したオームリの再生産を促進し，本県特産魚の開発をはかる。

自 調査内容

1、調査期間

2、調査場所

3、調査担当者

4、調査項目

(1) 環境

(2) 生育状況

(3) 湖上親魚

(4) 魚病対策

5、調査方法

昭和 50年 4月-51年3月

西郡岩崎村十二湖落口の池

淡水養殖部長 長峰良典

技師 原口健二

技師 山口伸治

嘱託 七戸喜太郎

(1) 飼育池の環境調査

水温は自記水温計により連続観測を行ない，定点において計6回溶存酸素(ウインクラ一法)

硫化水素(北沢産業製ガステ 7クを使用).透明度(セッキー板).およびクロロフィル(鐙光

法)を水深別I乙調べた。

(2) 生育状況調査

網生策飼育魚については適宣揚網して記録し，放流魚は投餌により浮上したところを確認記録

した。

(3) 湖上親魚調査

捕魚装置を設置し成熟瀕上を待った。

(4) 魚病対策

専門家の診断を受け指導を仰いだ。

E 調査結果

1、環境

(1) 水温

夏期(6-9月)は昭和47年に次ぐ低水温で経過し，秋季 (10-11月)は過去6ヶ年中，

最も高温であった。最高水温は 18.2 ocであうた(第 l図参照)。
(2) 溶存酸素

5月-9月の測定では水深6-8m<:急激に溶存酸素量の減少がみられ，それ以浅では常に過
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飽和状態であった(第 1-2表，第2図参照)。

(3) 硫化水素

無酸素膚の 16-20m層から検出されその最高値は 18m層の 0.225p p m ( 9月3日)

であった。

(4) 透明度

2.5 -5. 9 mを示したが. 4月-7月の測定値は低かった。

(5) クロロブィ lレ

測定結果は第 1-2表に示したとおりで. 4、7、 1 1月lこ多く 5、9月は減少し 12月が最

低値を示した。 5月1.30-1.9 71119/m' • 9月1.02-2.5 81119/ mS で小川原湖の同時期に比ぺ低

い値を示してはいるものの，徐々ではあるが富栄養化が進行しつつあるものと考えられる。

(参考: 小川原湖のクロロフィル-a 5月3-61119/ms， 9月1-21119/ms 水試資料)

2、生育状況

飼育状況は第 3表のとおりで，4 8年産魚の発死は 1尾にとどまったが，相坂養魚場から移殖し

た50年産魚は約 60尾が発死した。との原因は摂餌不良による栄養失調と考えられる。成長は 4

8年産魚が 12何時ら 16cmへ. 5 0年産魚が 5ωω主ら 7C胃Iへと体長の伸びがみられたが双方とも

余り良い成長とは言えない。放流魚(4 4年産魚以外)についてはその状況をまったく確認するに

至らなかった。

3、瀕上親魚

4 4年産放流魚は今年で満6才となったので成熟湖上を期待し，沸壷の池から落口の池に流入し

ている小I11に捕魚装置を設置し湖上を待ったが. 3月末に至るまで 1尾の湖上も認められなかった。

4、魚病対策

4 9年春l乙発生した大量発死の再発を防ぐため東京水産大学佐野助教授の診断を仰いだ(9月1

1日)。その結果，放流魚(4 4年産)については健康状態も良く今後も罷病の恐れはないが，網

生貸飼育魚については魚体の不揃いが白立ち成長も思わしくないので，ニジマスによる食害の危険

がない大きさに達したら放流してはどうかとの助言を得た。

5、その他

(1) 放流オームリの確認状況

落口の池への宏一ムリ放流の経過は第4表lζ示したとおりであるが. 4 4年産魚については多

い時で 15 -1 6尾，少ない時でも 5-6尾をほとんど周年に亘って確認するととができるが，

その他のものについては魚体が小きいためか確認するに至っていない。

(2) 成熟の可能性について

前述した様に放流魚のうち44年産魚は今年で満6才となり，成熟年令に達したものと考えら

れるが湖上は認められなかった。 50年 11月の型車死魚を測定した結果ではGW=1 4.2 g 

GW  
G I(6W× 103) 二 38. 9となっており，成熟は確実に進んでいるものと考えられるもの

の，パイカル湖産の産卵親魚のGIと比べると約上にすぎない(第 5表参照)。 とれは成熟に
4 

関与する何らかの因子(水温， 日射量，餌料生物など)が落口の池において妨げられているもの

と考えられるがとれを究明することが今後の課題となろう。しかし数年以内に成熟，人工採卵受

精を行なうためには催熟ホルモン期lの投与等の方法が考えられうる。
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W 今後の課題

天然における成熟産卵の過程を調べるとともに，人工的催熟方法の検討実施を行う必要がある。
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--( 1 ) 果結浪IJ観;也の口落表第

臨時 5 O. 4. 9 1 3 : 0 0 50.5.27 1 1 3 0 50.7.24 1 2 3 0 

担問 水温
クロロフ クロロフ クロロフ

D 0 D 0 H2 S ィlレ-a 水温 D 0 D 0 H2S ィノレ a 水温 D 0 D 0 H2 S ィjレーa

膚 (Oc ) (p pm) ( % ) (ppm) (mg/mS) (Oc) ( p pm) (0/0 ) (p pm) (mg/m
S) ( Oc ) ( ppm) (0/0 ) (ppm) (砂t/mS)

- 1m 8，7 12，20 108，8 3，13 12，8 12，33 1 20，4 1.52 1 5，5 1 1.80 122，1 2，31 

3 8，6 12，1 7 107，7 3，36 11，6 1 2，63 119，9 1，97 15，1 1 1，84 121，3 2，82 

〆/' /' / - 5 11.3 12，70 119，8 1.83 / / /' / 
- 6 7，3 12，33 105，7 3，70 1/ /' / ンy 14，6 11，80 11 9，7 3，82 

/ /' / / 7 11，0 12，57 117，8 / / / / / 
-1 0 5，4 5 12，39 101，2 ン/6，6 8，81 74.1 1.30 8，5 3，43 30，3 2，91 

/' /' -1 5 5，2 1.85 5，0 4，67 37，7 1.39 6，2 0，30 2，5 1，73 

/ /' /' / /' /' /' / -1 8 / / /' / 
-20 5，3 4，44 36，2 0.58 4.9 0.0 0，0 レ/6.2 0.0 0，0 0，18 

(底) 5，4 6，0 

気 温 1 3，0 0 c 1 3，3 0 c 2 4，90 c 

透明度 3，5 m 2.5 m 2，7 m 

l
N印
D
l



--(2) 

50.9.3 1210  50.11.28 1 6 3 0 50.12.25 1 2 4 5 

クロロフ クロロフ クロロフ
水温 D 0 I D 0 I H2 S ィルーa 水温 D 0 D 0 H 2 S ィlレ-a 水温 D 0 D 0 H2 S ィノレ-a I 

(Oc) !(ppm)! ('}'o) ! (ppm)!(砂VmS) ( 0<) (ppm) (0/0 ) (ppm) (砂?/m3) ( Oc) (ppm) (0/0 ) (時/口}3)

(Om) (Om) (Om) (Om) 
- 1m 17，0 11，43 121，9 1，02 8，9 10，30 91，8 2，1 2 5，9 1 1，53 95，4 0，50 

2 (3m) (3m) (3m) 8，6 10，34 91，5 2，59 5，8 10，59 87，4 0，4 4 
16.1 12，31 129，0 2，18 

4 8，4 3，94 5，8 10，54 87，0 0，51 

- 6 1 5，6 11，77 122，1 2，58 8，3 10，01 88，0 3，77 5，8 10，59 87，4 0，4 1 

同- 8 8，3 9，95 87，4 3，59 5，8 10，60 87，4 0，32 

一 10 10，0 1，42 13，0 2，25 8，3 9，93 87，3 3，77 5，8 10，09 83，2 0，50 

一
一ー 12 8，3 3，17 5，7 9，67 80，0 0，31 

トー一ー

一喝 14 (15m) (15m) (15m) 8，1 8，68 75，9 3，22 5，7 9，66 79，5 0，48 
6.4 0，50 4，2 (ー)

- 1 6 6，0 0，0 0，0 0，000 ~ (ー) 5，7 10，94 90，0 0，4 9 I 

-1 8 6.1 0，0 0，0 0，225 (一) 5，7 0，0 0，0 0，058 (一) 5，8 7，43 61，3 0，51 I 

2 0 5，7 0，0 0，0 0，019 (一) 5，7 0，30 2，5 0，05 0，04 

(底) 5，7 5，7 

その他 気温 2 9，40 c 透明度 5，3 m 透明度 5，9 G m 気温 1，2 0 0 c 透明度 3，5 m 

果結測l観:也(J) 口落表2 第

-
N
2
!
 



第 5表 オームリ飼育状況 昭和 50年度落口の池

~空1 網生賓 展 不 水 槽

( 4 8年産) 4 8年産 5 0年産

昭和 50年 4月末 5 1尾

-----------------宮司 5月末 5 0 11 ------------------6月末 5 0 11 

------------------脊

------------------7月末 5 0 11 

尾 8月末 50 11 ------------------9月末 40 /1 
5 0.9.20 5 O. 9. 2 6相坂から

数
1 0尾 210尾

1 0月末 40 11 10"  1 9 0 11 

の 1 1月末 4 0 11 1 0 11 1 75"  

1 2月末 40"  10"  1 5 6 11 

推

昭和 51年 1月末 40 /1 10"  1 53"  

移 2月末 40"  9 11 1 5 2 11 

3月末 40"  9 11 1 4 9 /1 

昭 和 51年 3月末の
1 6 cm. 1 6 cm. 7 C視

推定平均体長(c祝)

備 考
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第 4表 オームリ放流経過 落口の池

放流魚 4 4年産魚、 4 8年産魚 4 9年産魚

放流年月日 4 9， 6， 8 4 9， 6， 8 4 9， 1 1， 2 9 50，1 1，28 

放 流 尾 数 2 9尾 2 5尾 3 8尾 500尾

放流後の発
米1尾 O尾 0尾

争柱
5 4尾

死発見尾数

生存確認状況 確 三u刃，巳、 未確認 未確認 未確認

現在の推定
2 8尾 6 3尾

接 息 尾 数

備 考
米 50，11，18に 米故輸に送よ途る中の事
発見(♀)

一一
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第 5表 オームりの成熟状況(♀)

昨以空L BL  BW  。W GW  ×10 
(仰) ( g) (g) BW 

4 9. 1. 1 6 3 2. 6 626  5. 6 8. 9 

落

" " 3 1. 2 466  5. 1 1 O. 9 

口
4 9. 4月 3 2. 0 535  3. 5 6. 5 

の

" " 3 2. 6 575  9. 7 1 6. 9 

池

5 O. 1 1. 1 8 3 1. 5 365  1 4. 2 3 8. 9 

相 4 7. 8月 2 9. 8 374  1 4. 7 3 9. 3 

坂 4 9. 1 2月 3 5. 8 6 4 0 2. 4 3. 7 

参来 1 0月 3 7. 1 637  1 0 5 1 6 4. 8 1) 

考 1 0月 3 9. 0 810  137  1 6 9. 1 2) 

米はオームリの参考文献によるボリ乙/ャヤJII(発限卵導入地)におけるデータ

1) 5 0尾平均の値

2) 5 3尾平均の値
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2、 アユ種苗確保試験

調査目的

河川放流用稚アユの県内自給の見通しをたて，内水面漁業振興の一助とする。

E 調査内容

1、調査期間

2、調査場所

3、調査担当者

4、調査項目

(1) 稚アユ採捕調査

(2) 稚アユ蓄養試験

5、調査方法

(1) 稚アユ採捕調査

昭和 50年5月-6月

高瀬}II(上北郡六ケ所村平沼地先)(第 1図)

淡水養殖部長 長峰良典

技師 原口健二

垣網の長さ 15m. 袋網の長さ 6m (片側)の建網を 2ケ統用いた(第2図参照)。

(2) 稚アユ蓄養試験

持網製生貸 (2mX5mX1.5m)を水深1.2m程度のととろに設置し，建網入縞稚アユを混

獲魚から選別して逐次収容した。

E 調査結果

1、稚アユ採捕調査

稚アユ入網状況は 5月12日から 6月30日まで調査したが，建網2ケ統で平日は約200尾程

度，大潮時には 700-800尾の入網があった。また 6月27日以降は水温も上昇し建網I乙入網

する稚アユが見られなくなった。

調査期間中の入網尾数は約 13.000尾程度と推定された(第1表)0 1日の入網を日馬別にみ

ると比較的昼間の漁獲が多かった。

入網稚アユの大きさは昨年と大差はなかったが(第2表).建網への混入魚種はおおよそ第3表

のとおりで，稚アユは約2割程度であった。

2、稚アユ蓄養試験

建網に入網した稚アユを逐次網生貨に収容したが，蓄養開始後3日目頃から発死が目立ち始め，

5日目までにはほぼ全数が発死するといった状態で蓄養する迄に至らなかった。発死前の魚体には

水カピの附着が認められ脱鱗している個体も多くその原因としては網から生貨収谷時までの魚体の

損傷，生貸内でのスレ，日周水温，水位および塩分濃度の大きな変動によるものと考えられる。

W 調査の成果および今後の課題

1、調査の成果

-255-



(1) 高瀬川で建網2ケ統を用いて調査し(5月12日-6月30日).約 13，0 0 0尾の稚アユを

採捕した。

(2) 稚アユの入網は大潮時に多く (700-800尾)平日は20 0尾程度であった。

(3) 採捕場所近くでの網生貨による蓄養は不適当であるととが判明した。

2、今後の課題

(1) 大量採捕するためには採捕用建網の統数を多くするとともに，設置地点の選定と大潮時に集中

的に行う必要がある。

(2) 建網の魚捕部を改良し魚体の損傷を少なくする工夫が必要である。

(3) アユと混獲される魚種を効率的l乙選別する方法を確立する必要がある。

(4) 採捕した稚アユは陸上施設に収容し直ちに淡水飼育することが望ましい。
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第 2図 建網の構造
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@印建網設置場所

第 1図 稚アユ調査位置図
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第 1表 高瀬川における稚アユ入網状況(概数)

入 網 月
建網2ケ統への 1日あた

日
り入網稚アユ尾数

尾 数

5月 1 2 - 1 3日 200尾 400尾

1 4 - 2 0日 1 5 0 1， 0 5 0 

2 1日 250  250  

2 2 - 2 4 200  600  

2 5 - 2 6 800  1， 6 0 0 

2 7 - 3 1 200  1， 0 0 0 

6月 1 - 5 200  1， 0 0 0 

6 500  500  

7- 9 200  600  

1 0 - 1 1 800  1， 6 0 0 

1 2 - 2 3 200  2， 4 0 0 

2 4 - 2 5 800  1， 6 0 0 

2 6 1 0 0 1 0 0 

2 7 - 3 0 c 0 ) c 0 ) 

メ口弘、 計 1 2， 7 0 0尾

-258ー



第 2表 稚アユ魚体測定結果

採捕月 日
測定 平均全長 平均尾叉長 平均体重

備 考
尾数 (範囲) (範囲) (範囲)

2 0尾
6.9C祝 6，4cm 2，2 g 

5 0， 5 1 2 
( 5，9 - 7，9 ) ( 5，4 -7，4 ) ( 1，1-3， 5 ) 

6，9cm 来 5，8cm 2，5 g 
私長4 9， 6， 1 4 9 

( 6.1 -8，7 ) ( 5，2 -7，3 ) ( 1，0 -7， 2 ) 

米 う~長4 9， 6， 2 5 2 0 6，8cm 5，4cm 2，0 g 

第 5表 混獲魚種

調査月日 魚 種 備 考

ハゼ科 混獲魚

ヲプイ 8割

サヨリ アユ稚魚

5 0， マボラ 2割

5， 1 2 イトヨ

νラウオ

ママガレイ

サケ稚魚

サヨリ 1 0尾 アユ稚魚

ママガレイ 1尾 約 500尾

5 0， 

6，6 
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3. 養殖技術経営指導

事業目的

淡水魚の養殖技術，経営について指導を行ない県内における内水面増養殖振興を図ることを目的

とする

E 事業内容

1 実施時期 昭和 50年 7.1 0月及び 51年 3月
2 実施場所 黒石市，十和田市，西津軽郡鯵ケ沢町

3. 実施担当者本場場長 馬場勝彦

次長 頼 茂

部長 長峰良典

技師 原、 口健

技師 叫l 口 f申治

黒石養魚場

場長 山 口策治

技師 林 義孝

相坂養魚場

主研 青山禎夫

主研 佐藤直

4. 実施項目

(1) コイを対象とした技術経営(第 l回)

(2) ニジマスヲヤマメを対象とした技術経営(第2回)

(吟養魚経営全般(第 3回)

血事業実施結果

1. コイを対象とした技術経営指導

(1) 実施期日 昭和 50年 7月25日

(勾実施場所黒石市(黒石養魚場)

(勾参加人員 1 8名

内訳青森市

黒石市

弘前市

野辺地町

下田町

7名(市水産諜 ) 
2名を含む

5名(2221名)
1名
1名
4名
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(4) 指導内容

A 内水面増養殖の現況

B 養魚用水と餌料について

C 魚病について

D 経営，流通および養魚全般について

E 質疑応答，希望又は要望事項

2. ニジマス，ヤマメを対照とした技術経営指導

(1) 実施期日 昭和50年 10月28日

(2) 実施場所 十和田市(相坂養魚場)

(3) 参加人員 2 1名

内訳青森市 1 0名

(4) 指導内容

A 餌料と用水について

B ヤマメの採卵実習

C 魚病について

十和田市

野辺地町

鯵ク沢町

西日屋村

十和田湖町

佐井村

新郷村

1名

3名

2名

2名

1名

1名

1名

D 養殖技術(ニジマス，ヤマメ，イワナ)について

E 経営，流通について

F 県内におけるニジマスの需給状況について

G 質疑応答

3. 養魚経営全般についての指導

( 1) 実施期日 昭和 51年 3月 10日

(勾実施場所鯵ケ沢町(中央公民館)

(3) 参加人員 2 9名(青森市 3名，三厩村4名，小獅す3名，深浦町 11名，野辺地町3名，弘前

市，黒石市，鶴田町，藤崎町，市浦村各 I名)

(心指導内容

A 内水面増養殖の現況と問極点

B 津軽地方を中心とした流通状況

C 魚病とその対策について

D 質疑応答

E 内水面漁業振興についての懇談
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W 今後の課題

l 県下を地域別に分けて実施する方が効果的であるO

2. 魚種別，初心者，経験者別に分け，技術内容を高めていく必要があるO

3. 淡水魚の料理講習会，調理方法の普及も合せて実施していくべきであるO
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4. 魚礁設置適正化試験

目的

日本海大型魚篠既設地区(十三地区)における設置効果，利用度を調査し，将来における適正な

設置条件を究明する。

E 調査内容

1 調査期間昭和 50年 4月~昭和51年3月

2 調査場所 十三沖大型魚樵

3. 調査員技師 閏村真通

技師 高梨勝美

4 調査船試験船青鵬丸(1 9.94トン D170馬力)

傭船エビス丸 ( 1.08トン D4馬力)

5. 調査項目

①環境調査

② 刺網詞験

@ 大型魚篠利用漁業の状況

④ 大型魚篠利用状況

園調査結果

1. 環境調査

(1) 設置環境

十三沖大型魚篠は，海底1酬が8/ 100 0 ~ 9 / 1000と比較的平坦で十三灯台から真方位

267度， 5，3 0 0 m ，水深 42~45mの底質僚のところに設置されており，その西水深 3 2 

~35m付近には十三沖の根が，また，北側には唐川の根がある o (第 1図 第 1表)

(め設置ブロックの状況

ブロックは 3，450個設置され，一部は主主m間隔で比較的まとまって設置されており，魚採で

みる限り，ブロックの高さは O.7 ~ 1. 0 m (設置したブロック:1 m角)で約 11年(昭和 38 

年設置)経過した現在でもほとんど埋没していないものと推測されるo (第 2図)

2 刺綱試験結果

9月 12 日 ~9 月 2 2日の期間十三沖大型魚篠での集魚状況を明らかにする目的で，魚犠ブロ

ックの真近と，それより数 100mから数 km離して三枚網による漁獲試験を実施した。

また，付近にある天然係(唐川根)でも漁獲試験を行い魚僚との猟獲魚種の相違を調べたO

(第 3図第 2表)

(1) 漁獲魚種

漁獲魚種はホシザメを始めとして，メパノレ，クロソイ，アイナメ等その生息場所，生態から根

付魚と呼ばれる魚種，およびプリ等回遊性の強い浮魚と呼ばれる魚種も含め20種の魚類が漁獲
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さ才もたO

(め魚僚と周辺域との比較

魚億真近に刺した網(魚篠区)と魚犠より数 10 0 mから数km離した網(対象区)の漁獲物

を比較するとホシザメ，プリ等回遊性の強い魚では魚樵区，対象区の区別なく，その回遊時期に

漁獲されるようである。

また，メバノレ，クロソイ，アイナメ等根付魚は魚篠のみで漁獲されたO

ウマヅラハギはどの海域でも漁獲されたが魚僕区の漁獲は対象区の漁獲より多く，魚徐に婿集す

る傾向が強い。

ヒラメも，魚樵区，対象区の何れでも漁獲されるが，その魚体の大きさは，魚篠区では全長 32.8

C宵t(2尾の平均)対象区は 23.6cm (5尾の平均)と魚樵区の魚体の方が大きいことがうかがわ

れる。

その他，シロギスは魚樵区では全く漁獲されず，対象区のみで漁獲されたO

総体として魚篠区と対象区?まかなり異った魚種組成を形成していたO

(3) 魚篠区と天然、篠(唐川の根)

天然保と魚儀区ではメバノレ，クロソイ，アイナメ等根付魚を始めとして共通的に漁獲される魚

種が多く，魚僚は天然係と同様な効果を発揮し，候特有の生態系を形成していることがうかがわ

れる。

(4) 魚樵ブロックの付着生物

魚犠{乙真近に設置した刺網にはカキ殻，ホヤ等がかかっていることから，ブロックにはとれら

の付着生物が付着していることがうかがわれる。

3 大型魚保利用漁業の状況

十三f中大号~魚徳利用船の多い下前漁協の魚繰関連漁業について，魚僚を利用し始めた昭和 4 2 

年の 1年前即ち，昭和41年から出漁隻数，日数，漁獲量を調べた。

(1) 漁業種類，首長期

下前に所属する漁船の漁業種類は，底魚根付魚一本釣等 10数種にのぼるが，主に 5t未満船

が従事し，魚犠に関連が深いと思われる漁業種は根付魚底魚一本釣であるO

その主対象とする魚種はクロソイ，メバノレ，ヒラメ，カレイ，タイ等で漁期は 1~ 1 0月と長い

(第3J実)

(2) 根付魚底魚一本釣操業船隻数

根付魚底魚一本釣iこ出漁する漁船数は，昭和41年には約 21隻であったのが，昭和45年に

は40隻に増加し，その後減少して昭和49年には 22隻になっているo 0第 4陶)

(め 根付魚底魚一本釣延出j漁日数

線付魚底;魚一本釣i乙稼動する船の年間延出漁日数は，操業隻数の増減傾向と似ており，昭和41

年には 320日であったが，昭和 45年には 840日となり，その後減少して昭和49年には，

4 2 0日程度になっているo (第 5図)

(4) 根付魚底魚一本釣漁獲量

根付魚底魚一本釣の年間漁獲量の推移は，操業隻数，延出百号、日数の変化傾向と同様の変化を示

し，昭和 41年には 5.5トンであったが昭和 45年には， 1 0.5トンに増加し，昭和 49年には
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5.9トンに減少しているo Q第 6図)

出漁日数と漁獲量の関係をみると，ほぽ指数関数的に変化することが判る。(第 7図)

F = 3 5 0 3.8 e 0.00 1 3 D r=0.9 92 9 

F :漁獲量 K1 D:出漁日数

このことは，根付魚底魚の資源状態は比較的安定しており，スノレメイカ，ヤリイカ等のように

一時的に多量に漁獲されることもなく，その努力量に応じて漁獲量も増減することを表わしてい

るものと思われる。

また，昭和42年から魚礁を利用し始めたが，それ以前の昭和 41年と比較してみると，昭和

4 5， 4 6年項までは年々出漁隻数，日数，漁獲量は増加の傾向をたどっているが，その後減少

傾向にあり，巨視的に見る限り，魚樵が直接漁獲の増加に結びつかなかったものと思われるO

4. 大型魚線利用状況

(1) 大型魚保利用状況

昭和47~ 4 9年の魚線利用状況について組合から聴きとり調査を行った結果，昭和47，48 

年には根付魚底魚年間漁獲量の 86%前後が，また昭和49年には地先に誘導線(タイヤ礁)が

入ったことから多少減少し， 62婦が魚篠区から水揚されているo (第4表)

(勾 大型魚犠より揚がる漁獲金額の累積値

十三沖大型魚僚が利用され始めた昭和 42年以後の魚犠から揚がる漁獲金額を加えて各年の累

積値をもとめj贋に並べ，その変化傾向を追ってみるとベキ曲線的に変化しているo (第8図)

ー38M . F = 6.873 6X 1 0 ~~ Y 26.097 

r = 0.991 7 

M.F : 累積漁獲高(円) Y :年(昭和)

魚篠効果を考える場合，同累積漁獲金額曲線は最低限当初の投資金額(魚篠設置金額:1，4 0 0 

万円)の単利計算による増加直線に追いつくような曲線でなければならないと考えられるO

当初の投資金額の単利による増加直線を一緒に入れてみると，いずれはこの直線を追い越す年が

来ることが判る。

ただ，曲線の近似はあくまでも昭和49年までの近似であり，それ以後についてはそれ程早く増

加していくとは思われないが，累積値の推移はベキ曲線的傾向をそなえていると思われるので，

近い将来には同直線に追いつき追い越すであろうと推測されるO

W 要約

与L上の結果を要約してみると以下のようになるO

1. 魚篠ブロックは十三沖のような様質のところであれば埋没の恐れは少くない。

2. 魚線区集魚魚種はメバノレ，クロソイ，アイナメ等根付魚が主であるO

3. 魚傑区tこ集魚するヒラメの魚体は周辺の平坦な海域より大きい。

4. 天然保と比較すると，根付魚を中心にほぼ同じような魚種の集魚が認められたO

5. 魚線区を主に利用する漁業は，根付魚底魚一本釣であるO

6 根付魚底魚一本釣延出漁日数と，年間漁獲量とは指数函数的関係にある。

7. 魚機設置による顕著な漁獲量の増加は認められないが，魚線設置付近はかなりよく利用されてお
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り，昭和 47~ 49 年では根付底魚一本釣年間漁獲量の 62~85%が魚傑から水揚されている 0

8. 魚樵区からあがる漁獲金額の累積曲線はベキ曲線的に変化していることが判ったO
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魚礁プロック

第2図 十三沖大型魚礁魚探記録 (8 50年4月 15日調査)

第 l表 十三沖大型魚礁周辺の粒度粗成

ト ¥粒度 0n.m) 魚礁上 周辺 1 周辺

中 橡 6 4~，fl.m 28.62% 48.21 % 29.97% 35.60% 

細穣

極粗t粒砂、
4~1 66.74 42.07 66.68 58.50 

粗 Z砂 1~l/4 2.97 6.57 3.95 
中砂、

2.32 

細学;f¥_l 砂 1/4~lA6 1.66 3.13 1.02 1.94 
徴砂

微粒砂以下 1 /Í 6~ 

(8 5 0 ~三 4 月 1 5日調査)
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第 3図 十三沖大型魚礁刺網操業位置図
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第 2表 十三沖大型魚礁刺網調査結果表

漁獲位置 対象区 I 対象区 H 対象区皿 魚礁 魚樵 E 天然係鰭JI駒

投網月日 9月12日 9月12日 9月14日 9月 14日 9月20日 9月20日

揚網月日 9月13日 9月13日 9月15日 9月 15日 9月22日 9月22日

使用反数 4反 4反 3反 4反 4反 3反

-' h 

' t 

尾数l司b 尾数: % 尾数: % 尾数 1 ヲ6 尾数 % 尾数: % t 
t 

l 
1 

』。 B 

ホ シ ザメ 6137.5 6 : 46.2 10 141.7 7 28.0 2 6.1 1 : 1.2 

' ' ツマリカスベ 2 I 2.4 
' g 

' 
ア カ ニ巳 イ 1 4.2 4 ~ 1 2.1 

フ 1 6.3 5 20.8 2 8.0 

2 8.3 4.0 
漁 "7 タ. イ 1 。

イ シ ダイ 2 6.1 

' 
シ ロ ギス 2 I 12.5 2 15.4 2 8.3 

4 

獲 コ プ ダイ
1 1 3.0 

キュウセン 1 1.2 

メ ノ、. ノレ 4 16.0 36 42.9 

魚 ク ロ ゾ イ
1 4.0 2 1 6.1 8 9.5 

l 

オニオコゼ 1 7.7 1 4.0 2 6.1 2 2.4 

ア イ ナ メ 4 16.0 4 1 2.1 2 2.4 

種 エゾイソアイナメ
1 4.0 2 2.4 

ヒ フ メ 3 I 18.8 1 7.7 1 4.2 2 6.1 5 6.0 

タマガンゾウ
a 

21 12.5 1 7.7 1 3.0 
ヒ フ メ

メイタガレイ 2 6.1 
B 

セトウシノシタ 2 8.3 
。

ウマヅラハギ 2 I 12.5 2 1 5.4 1 4.2 4 16.0 10 30.3 25 1 29.8 
』

ショウサイフグ 1 3.0 
B 

言十 16: 100 13 : 100 24:100 25 100 33 100 841100 
h ' ' 

その他の生物 ホヤ ホヤ.カキ殻

* 
深 40 M 40 M 42 M 42 M 42 M 45 M 
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第 3表 下前

1 2 3 4 5 

、、
J 

，. 
、、

曜と

、、
〆'

/ 

『三

¥、
，.. 、、

、、
ノ

漁業種類，漁期，漁獲量 (849年)

6 8 9 10 11 12 漁獲量 割 合

、、
5.9トン 0.3 % .7 

¥、
/ 4 9.1 2.8 

96.5 5.5 

、、 1 9 0.3 1 0.9 
/ 

、、 6.1 0.3 ，.. 

4 5.1 2.6 

、、
〆"

78.1 4.5 

¥ 1275.7 ，.. 72.8 

ノ
2.9 0.2 ¥ / 

J ¥ 0.9 0.1 馬ζ ;' 

1.750.6 1 0 0.0 

(8 50年 12月調査 下前漁協資料より)



第 4表下前根付魚底魚漁護状況

漁 場 別 漁 獲 状 況

魚 篠

年 根付;魚底魚漁獲状況 天然樵
大型魚樵 誘導樵

出漁日数 621日 90日 5 3 1日

4 7 漁獲量 7.5 2 8.9K~ 1. 039.0K~ 6.4 8 9. 9K~ 

漁獲割合 1 00.0 % 1 3.8 % 86.2% 

出漁日数 484日 6 4日 420日

4 8 漁獲量 6.70 O. OK~ 9 3 1. 3K~ 5.7 6 8. 7 K~ 

漁獲割合 1 00.0 % 1 3.9 % 8 6. 1係

出漁日数 414日 4 2日 255日 117日

4 9 漁獲量 5.9 2 6. 9K~ 6 2 8. 3K~ 3.7 1 O. 2K~ 1. 5 5 8.4 K~ 

漁獲割合 1 0 O. 0係 1 o. 6係 6 2.6% 26.8 % 

一一一一一一

(昭和 50年 12月調査・下前漁協聴きとり調査結果より)
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5. 漁場環境保全調査

調査目的

太平洋治岸域における水質底質の現状を把握し，漁場汚染防止対策の資料とするO

E 調査内容

1.調査時期昭和51年 3月23日

2 調査点第 1図に示した八戸沖より六ケ所村出戸沖に至る 16点

3. 調査船試験船幸洋丸

4 調査員淡水養殖部長 長峰良典

技 師山口伸治

5. 調査項目 水質: 銅，鉛，亜鉛，マンガン，クロム，カドさウム，全水銀

底質: 銅，鉛，亜鉛，マンガン，クロム，カドミウム，全水銀

6. 測定方法

(1) 採 水:ポリパクツにより表面から採水したO

(2) 採泥:S K式採泥器を使用した。

(3) 前処理:試水 11...をAPDC.クロロホノレムによって前処理し，抽出液を硝酸で酸化し， 2 0 

ml...の定容とした。

底質は乾燥試料 20"-'30~ を水銀定量用分解装置にとり，硝酸で湿式灰化後璃過し， 1 0 0 

ml...としたO

(4) 測定:目立20 8型原子吸光分光々度計を使用した。

皿調査結果

分析結果は，水質については第 1表に，底質については第2表に示した。

1 水質について

水に対する金属の存在量は銅0.00 1 "-' O. 0 0 5 p pm，鉛 0.00 8"-' O. 7 4 pprn，亜鉛 0.007

"-' 0.0 3 3 ppm でこのほかの水銀，マンガン，カドミウム，全クロム検出きれなかったO 自然海

水中の渡度は銅0.00 3 pprn，鉛 O.0 0 0 0 3 ppm，亜鉛0.01ppmとされているから，この海域の場

合鉛がや h多い結果となったO また鉛の多かった調査点は 1，2，3，6，8，9等で一定の傾向

は認められなかったO

2. 底質について

調査海域の底質は砂または細砂で，金属の蓄積は少い方である。第2表に示したように測定の対

象とした 7種の金属は総ての調査点から検出されたが特に多く存在していたものはなかったO 調査

点による差も一定の傾向は示していないが，マンガン，カドミウムについては調査点2，4の深い

ところに多く見られたO 八戸工業地帯の影響による金属の蓄積は，今年度調査点11，13，15

を追加したが，全く認められなかったO

-274-



W 考察

4 7年度以降この海域において調査した結果をまとめたのが第 3表である。その中で水質について

最高値をあげると次のとおりであったO

銅 0.01 6 ppm 

鉛 0.074ppm 

亜鉛 0.0 3 3 ppm 

(4 8年 3月淋代沖)

(5 0年 3月出戸沖)

(5 0年 3月淋代沖)

この数値は何れも人の健康に係る環境基準，または，水産環境水質基準以下で，特にカドミウム，

マンガンは次の 217IJがあっただけで他は NDであったO

カドさウム 0.0 0 0 8 p似n (4 9年 3月 四川目沖)

マンガン O.OOlppm (4 9年 11月 奥入瀬川沖)

全クロム，ヒ素，全水銀は総ての調査点でNDであったO銅，鉛，亜鉛は調査日毎に大きく変るもの

の，基準値を上廻ることはなかったO

底質については，カドミウム，マンガンのように深いところに偏在するものもあるが一応平均値を

とり，また他の海域におけるデータがないため，陸上における一般土壌の平均値と比較すると次のよ

うになる。

--------
調査海域 一般土壌

銅 2.9 2 p pm 2 0 ppm 

鉛 9. 7 0 1 0 

亜鉛 3 1. 4 7 5 0 

全クロム 6.39 100 

カドミウム o. 1 7 0.06 

マンガン 1 3 9.6 9 850 

全水銀 0.0 26 0.0 3 

このように，底質が砂または細砂であるため，金属類の蓄積は少ないものの鉛，全水銀は一般の土

壌なみで，カドミウムはわずかに上廻っていたO

以上水質底質とも今回測定した数値は，この海域に金属汚染の問題が起きた場合，パックグランド

値として使えるものと考えられる。なお本年度参考のため底質の有機汚染状況を調査したが，第4表

l乙示したように全硫化物は総ての調査点で不検出， CODはO.2 9 ~ 2.2 2 p pm で極めて低く，八

戸一帯の工場排水，都市下水中の有機物は，調査海域には全く影響を与えていないことがわかったO
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第 1 図

採水，採泥調査点

N 

。 10 20 30km 

1/800. 000 

調査点 Aι 地 名 水深

1 出戸沖 40 m 

¥ノ 4 

2 尾駁沖 100 

3 " 40 

4 高瀬川沖 80 

5 " 40 

6 淋代沖 40 

7 " 20 

8 四川目沖 40 

9 " 20 

10 二川目沖 20 

11 奥入瀬川沖 40 

12 " 20 

13 五戸川沖 40 

14 " 20 

15 三菱製紙沖 40 

16 20 
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第 1表太平洋沿岸水質分析結果

採水 50年 3月23日単位:ppm 

調査点 採水層 銅 鉛 亜鉛 全水銀 マンガン
カド

全クロムミウム

l 表層 0.003 0.074 0.029 ND※ ND ND ND 

2 ク 0.003 0.042 0.028 ，シ ク イ少 ク

3 今 0.001 0.044 0.008 ク φ ク 今

4 ，シ 0.003 0.031 。目017 タ イ少 。 ~ 

5 今 0.001 0.024 0.010 ，シ ク 。 ク

6 今 0.003 0.066 0.033 φ ク ク ク

7 ~ 0.002 0.014 0.007 ク 'シ ク φ 

8 ク 0.003 0.048 0.013 ~ 。 タ 今

9 ク 0.001 0.045 0.010 。 φ 。 ク

1 0 ク 0.002 0.029 0.010 ~ ~ 今 イシ

1 1 4シ 0.005 0.020 0.019 ク ク φ ィ少

1 2 ~ 0.004 0.009 0.014 イシ ク 今 タ

1 3 ク 。目002 0.008 0.007 φ ク 今 ク

1 4 2シ 0.001 0.012 0.008 今 ~ ク ク

1 5 ク 0.001 0.032 0.007 イ少 。 4シ 。

1 6 ク 0.001 0.028 0.007 今 。 今 4シ

」一一ー

※ ND:検出せず
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第 2表太平洋沿岸底質分析結果

採泥 50年 3月23日 単位:p pm  

調査点 水深 銅 鉛 亜 鉛 全水銀 マンガン
カド 全
ミウム クロム

1 40rri渓 2.68 5.77 20.4 3 0.027 109.73 0.08 2.47 

2 100 4.52 18.46 41.16 0.042 247.35 0.55 4.61 

3 40 2.44 6.61 22.32 0.034 10 4.51 0.17 4.13 

4 80 3.50 1 5.78 34.32 0.013 347.14 0.30 2.96 

5 40 2.29 6.54 22.72 0.020 100.04 0.08 4.09 

6 40 礁のため分析せず

7 20 1.86 7.59 31.51 0.023 1 0 1.62 0.14 7.59 

8 40 2.05 1 1.40 32.52 0.022 105.1 7 0.15 8.36 

9 20 2.38 7.32 30.4 3 0.01 1 105.93 0.15 8.05 

1 0 20 2.59 7.52 29.32 0.01 7 1 1 6.09 0.15 6.77 

1 1 40 3.30 9.15 38.03 0.027 14 7.2 3 0.20 9.15 

1 2 20 2.59 8.75 27.86 0.034 80.53 0.1 5 5.84 

1 3 40 3.5 1 14.94 39.19 0.034 142.00 0.08 8.79 

1 4 20 2.99 7.1 7 30.92 0.034 1 1 5.38 0.08 7.17 

1 5 40 3.74 10.70 38.15 0.025 149.02 0.1 8 8.02 

1 6 20 3.29 7.84 33.24 0.024 123.56 0.16 7.84 

※ 水深は魚探の記録による
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金属存在量の比較第 3表

ppm 

調査月日 4 8.3.1 7 4 9.3.1 8 4 9. 1 1. 2 5 5 0.3.2 3 

水 質 底 質 71< 質 底 質 7J< 質 底 質 水 質 底 質

銅 NIY-O.O 16 1.0 5~ 1.95 NIY-O.O 03 1.0 0~ 1. 9 5 NIY-O.O 03 1.0 9~ 1.9 2 0.00 1~0.005 1.8 6~4.5 2 

鉛 NIY-O.O 0 5 4.0号~1 4.25 0.0 0 1~0.00 4 2.1 ひ~14.1 5 ND 0.79~4.20 0.0 0 8~0.0 7 4 5.7 7~1 8.46 

亜 鉛 0.0 0 4~0.0 1 9 0.0 0 3~0.0 0 8 0.01 0.0 0 7~0.0 3 3 2 0.4 3~4 1.1 6 

全クロム ND 25 5~5.2 5 2.5 (}--"-4.5 5 2.7 0~5.2 5 ND 2.4 7~9.15 

カドミウム ND 0.1 2~0.3 8 ND~O.OO 08 0.1 2~0.3 3 ND 0.19~0.3 0 ND 0.0 8~0.5 5 

マンガン ND ND NIY-O.O 0 1 ND 8 0.5 3~3 4 7.1 4 

ヒ 素 ND 1.6 5~1 0.0 5 ND 0.7 3~ 1.70 ND 0.71~ 1. 54 

全水銀 ND NIY-O.O 36 ND 0.0 0 1~0.0 12 ND NIY-O.O 1 ND 0.0 11~0.0 4 2 

単位:

l
N叶
由

l



太平洋沿岸底質調査結果

調査点 観測日時 水深(rr~ 外観 色 水分含量(刈 全硫化物 (Jflfi/19乾泥) OOD(勾<:Jy19 強熱減量(刈 備 考

1 5 0年3月23日 40 砂 灰色 22.93 ND  o .42 2 .03 

2 100 11 灰色 31.72 ND  2.22 7 .83 、

3 40 11 灰色 :31 .79 ND  1 .02 2 .70 

4 80 11 灰色 30.15 ND  1 .79 4 . 6 1 

5 40 11 灰色 25 .60 ND  o .79 1 . 51 

6 40 中傑 ------」三三三プ --------------- 寸トー

7 20 砂、 黒い灰色 20.56 ND  o .54 0.64 

8 40 11 黒い灰色 23 . 17 ND  o .62 1 . 19 

9 20 11 黒い灰色 23 .08 ND  0.74 1 . 31 

1 0 20 11 黒い灰色 26 .65 ND  o .73 1 . 48 

1 1 40 11 黒い灰色 29.59 ND  0.92 2 . 6 1 

1 2 20 11 黒い灰色 1 5 . 67 ND  o .76 1 .00 

1 3 40 11 灰色 30.14 ND  o .82 2 .44 

1 4 20 11 黒い灰色 24 .83 ND  o .86 1 . 52 

1 5 40 11 熱い灰色 30.80 ND  1 . 7 1 2 .46 

1 6 20 11 黒い灰色 24 .96 ND  0.29 1 . 1 4 
」ー

第 4表
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V 水産資源調査



V 水産資源調査

i 調査目的

イワシ類，アジ，サパ，スルメイカの資源動態を把握し，漁況予報の精度向上K資するとともに

漁業経営の安定K資する。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

4. 調査項目

昭和 50年 4月~同年 12月

鯵ケ沢町，青森市後潟

謂査部長 斉藤重男

主任研究員 沢田兼造

(1) 漁況調査 イワ・ン類，アジ，サパ，スルメイカ

(2) 多項目調査

A イワシ類

B マアジ

c """サパ
D スルメイカ

E パンチング調査

F 標識放流

E 調査結果

体長，体重，性別，卵径，生殖線重量主目白観主胃内容重量辛子よび

び種類

尾叉長，体重，性別，生殖腺重量，目白梅支，胃内容重量なよび種類

尾叉長，体重，性別，生殖腺重量，H回向支，胃内容重量むよび種類

外套長，体重，性別，生殖腺重量，成熟度，交接の有無，てん卵線

長，同重量，輸精管貯精のう重量，精爽のう重量，胃内容重量な

よび種類

鯵ク沢では一本釣Kよるスノレメイカ，後潟では小者蛇置綱で漁獲された，カタクチイワシ，マイワ

シ，マアジ，マサパ，スノレメイカの多項目，パンチング調査を実施した。

調査尾数は多項目調査，パンチング調査を含め，鯵ク沢ではスノレメイカ 681尾，後潟ではカタ

クチイワシ 620尾，マイワシ 1，678尾， ウノレメイワシ 22 6尾，マサパ 1，39 2尾，スノレメイ

カ442尾である。

1. 漁況調査

県統計Kよると昭和50年 1月-1 0月までの 6魚種の漁獲量はつぎのとなりである。

(1) マイワシ …・・・…… 4， 1 1 3トンで昨年同期(1， 1 9 0トン)の 3.5倍である。

(2) カタクチイワシ ……・…… 2，016トンで昨年同期(3，084トン)の 65.4%である。

(3) ワノレメイワシ

(4) マアジ

(5) マサパ

(6) スノレメイカ

1 1. 3トンであり， 4 9年は皆無状態であった。

2 6トンで昨年同期(6 0トン)の 43.3 %である。

1 76，4 1 5トンで昨年同期(1 60，290トン)の1.1倍で

である。

1 1 2， 7 1 1トンで昨年同期(79，328トン)の1.4倍であ

る。
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2. 魚体調査

(1) マイワシ

A 体長

B 体重

C 肥満度

D 性比

E 卵径

F 生殖腺

5月-12月までは 15.0-2 2.5 c視の範囲K分布しモードは 11月の

1 7. 5 cmが最大で. 7月の 15.5 cmが最小であったが総合してのモー

ドは 16cmであった。

30-1409の範囲K分布しモードは 50gVC認められた0

9.5-1 5.0の範囲に分布し，モードは 12.0 K:認められた。

Z2検定の結果 5%の有意水準では有意差は認められなかった。

0.0 1 -0.9臓の範囲K分布し. 6月が最大で8月が最小であった。

0.1 -8.8 9の範囲K分布し，卵径と同様左傾向を示している。

G 胃内容重量なよび種類

(2) カタクチイワシ

A 体長

B 体重

C 肥満度

D 性比

E 卵径

F 生殖腺

殆んど空脅か 0.19以下であるが，種類は消化して不明である。

6.5-1 4.5 cmの範囲K分布し，モ ドは 6月の 14.0 cmが最大. 1 2 

月の 10.5 c視が最小であるが，総合してみるとモードは 12 cmであった。

3 -349の範囲K分布し，モードは 14 9 K:認められた。

5.5-1 1. 0の範囲に分布し，モードは8.5に認められた。

Z2検定の結果 5%の有意水準では有意差は認められなかった。

0.5-0.8 8 cmの範囲K分布しているが. 6月が最大で8月が最小であ

る。

0.1 -3.39の記囲K分布しているが 6月が最大で 11 . 1 2月が最

小である。

G 胃内容重量辛子よび種類

(3) ウノレメイワシ

A 体長

B 体重

C 肥満度

D 性比辛子よび生殖腺

殆んど空胃か O.1 9以下で種類は消化して不明である。

9.0-1 4.0 cmの範囲に分布しモードは l1.5cmK:認められるが 11月

のモード 12.5 cmが最大で 10月の 1O. 5 cmが最小であった。

1 4.5-2 2.0 9の範囲K分布しモードは 21.59K:認められた。

1 0.5-1 4.0 9の範囲K分布しモードは 11.59K:認められた。

峰雄とも不明の個体で生殖腺の痕跡さえ認められ左かったo

E 胃内容重量なよび種類

殆んど空胃であった。

(3) マアジ ……一 小型定置綱に来網がなかった。

(4) マサノミ

A 尾叉長

B 体重

12-33cmの範囲K分布し，モードは 17 c祝 7月のモード 22 cmが

最大で 8月の 16仰が最小であった。

30-4209の範囲に分布し，モードは 50 9 (て認められた。
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C 肥満度 …・…・ 6 - 1 6.0の範囲K分布し，モードは 10.5 (tL認められた。

D 性比辛子よび生殖腺

殆んどの個体は未熟群で性別は不明であったo

E 胃内容重量辛子よび種類

空胃の個体がほとんどで，最低は 0.1g.最高 14.0 9を摂餌してなタ種

類はカタクチイワシが主であった。

(5) スノレメイカ (後 潟)

A 外套長 ……… 10-19C7Tlの範囲K分布し，モードは 15 C7Tl。

B 体重 ……… 20-1709の範囲K分布し，モードは 90 9 0 

C 性比

D 生殖腺

a 成熟度

b 生殖腺

c てん卵腺長

d 交接

12 検定の結果 5%の有意水準で有意差はみられなかった。

全て未熟群であった。

分布巾は 0.1-3.6 9で雌雄ともに O. 5 9以下の個体が多かった0

8-25W1lの未熟群であった。

認められなかった。

E 胃内容重量むよび種類

雌の摂餌量は 0-9. 0 9. 雄では 0-5.5 9で種類の判明したものは，カ

タクテイワシ，イカ類，小魚類であった。

(6) スルメイカ (鯵ク沢)

A 外套長 ……..15-28仰の範囲K分布し，モードは 22 C7Tlo 1 2月のモード 25 C7Tlが

最大で 5月の 18C7Tlが段小であった。

B 体 重 ……… 70-4309の範囲に分布し，モードは 2109(tL認められたo

C 性比 ...・H ・.. 有意差は認められず，雌雄 1 1と思われる。

D 生殖線重量その他

a 成熟度

b 生殖腺

c てん卵腺長

d 交 接

雄の方が熟度の進んだ個体が多い。完熟個体は雄では 12月vc.雌
では 7月に多い。

雄は 12月(tL.雌は 7月が最大であった。

5月から 8月まで最大値は増大するが. 8月Iては未熟群が混入して

くるので平均値は低く左る。

6月から 12月まで交接個体がみられ，交接率は 8月K最も高くな

る。

E 胃内容重量なよび種類

3. 標識放流調査

雌雄とも(tL1 2月に平均摂餌量は最大となる。

種類の判明したものは小魚(カタクチイワシ等).スルメイカ，テミスト，

コベボーダ等であった。

(1) 太平洋襟裳岬沖で 50年 7月 2-3日に 760尾放流したが再捕は 8尾(1.1%)であった 0

(2) 再J甫場所は.日本海小島周辺. &11路前沖，宮古市粍崎沖，釜石市尾崎前沖(2尾).岩手県大
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釜崎前沖，函鎗市前沖(2尾)でるった。

IV 調査の成果

L 調査の成果

日本海(本県沖 )VC来遊したスルメイカ，陸奥湾内に来遊するスノレメイカ，マイワシ，カタクチ

イワシ，マアジ-:サパの生物的特性ならびK資源、動態を把握した。
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VI 漁況海況予報調査



百 漁況海況予報調査

I 調査目的

この事業は沿岸・沖合漁業K関するi情、況・海況の調査研究なよび資源研究の結果Kもとづいて予報

を実施するとともに，漁、況・海況情報を迅速K収集・処理することKより，漁業資源の合理的利用と

操業の効率化を図T.漁業経営の安定K役立てることを目的とする。
E 調査内容

1.調査期間 昭和50年4月-5 1年 3月

2. 調査海域 日本海・津軽海峡・太平洋の青森県沿岸沿よび沖合

3. 担当者 主任研究員 赤羽光秋

技 師 十三邦 紹

11 小田切議一

11 木村 大

臨 時 永沢 量

4. 調査船 幸洋丸 (121.22トン D400馬力)

5. 東奥丸(1 3 4.4 7トン D 5 5 0馬力)

瑞鴎丸( 4 0.8 1トン D 1 7 0馬力)

育鵬丸( 1 9.94トン D 1 7 0馬力)

5 調査項目

(1) 海況調査(定線海洋観測)

A 各層測温・塩検 O. 1 O. 2 O. 3 O. 5 O. 75. 100. 150. 200. 300. 400， 500 m 

B 魚卵，稚仔採集及び査定

C プランクトン採集及び査定

D 気象観測 天候，気温，風向，風力，気圧，雲量

E 海象観測j 波浪，うねT.水色，透明度

F 見張調査

(2) 漁況調査

A 県内主要 9港(沢辺，深浦，鯵ク沢，小治，三厩，佐井，大畑，白糖，八戸)にかける主要

8魚種(スノレメイカ，サパ，マグロ，ブリ，タイ，ヤリイカ，サクラマス，アプラツノザメ)

Kついて漁獲量を調査した。

6. 調査方法

(1)は試験船KよT1・2月を除く毎月 1回調査を行い分析及び整理は本場内で行走った。

(2)は各地区担当の普及員から毎月報告を受け，必要K応じて電話又は現地Kなもむき調査した。

E 調査結果

1. 昭和 50年度の海況の特徴

(1) 日本海

対馬暖流の水温は， 3 -4月は各層とも半年並. 5 -6月は 50・10 0 m層で平年並，表層

のみ 20C高めを示した。 7月は 10 0 mf脅が平年益で， 0・50m層が 2℃低めK転じたものの

-289 -



とのあと 8月から 11月までは表層で 2'c高め. 5 0 m層では平年並.100m2'C低めの状態

が続き，年聞を通じた特徴としては，表層の高めと下層の低めが目立っていた。しかし， 5 1年

3月の各層水温は，再び平年並K戻っていた。

対馬暖流の夏季の北上流量は. 5 0年 7月2・1. 8月 2・9( 1 06ms"，台ec)で. 4 1年~

4 9年の 9年間K辛子ける平均値(7月3.O. 8月3. 5)の70-80%程度と左っていた。

また. 4 0年-49年の 5-9月t'L.1:，-ける対馬暖流水塊深度(7 'c等温線の最深度)平均値は

2 12mであるが. 5 0年のそれは 188 mで水塊深度は平年よりも浅く， ζの傾向は 51年 3

月Kも現われていた。

以上から，日本海対馬暖流域t'L.1:，-ける 50年度の特徴をまとめると，表層水湿の高めが目立っ

た反面下層では逆t'Li止めで，暖流勢力は弱勢であった。

(2) 太平洋

津軽暖流

尻矢埼東方への張出位置は. 6 - 1 0月の期間何れの月も 14 3. 2"8付近で，平年並かやや

広い程度と左っていた。 ζのオ哉の各層水温は. 3・4月平年よりも 1'c高め 6月平年並，

7月平年よりも 1'c低めK転じたあと， 8月は表層で 2'c高め， 5 0 m層平年並， 1 00 m 層

は 2'c低めと念ったo 9月は表層 2'C高めで 50，100m層とも平年並となり， 10-12

月は各層とも 2'c高めK推移した。年間を通じると表層水温の高めが目立つてなり，日本海の

対馬暖流と共通した特徴を示していた。一方，尻矢士奇線断面になける夏季の水塊深度(1 0 'C 

等温線の最深度)を見ると， 5 0年は 8月 205m，9月 340mで，昭和39-4 9年平均

値(8月 210m. 9月 24 3 m )とくらべて， 8月ほほ平年並. 9月はかなり深くなってな

り，との点対馬暖流域の特徴とは相反している。また，尻矢埼線にむける津軽暖流南下流量(

夏季)は， 5 0年 7月3.0. 8月3.5(1 0 句t~sec) で， 4 1年-49年平均値(7月2.3，

8月 3.2)よりもやや大きな値を示してなり，ここでも日本海側対馬暖流域の特徴と逆の傾向

を示している。

以上から 50年の津軽暖流域の特徴をまとめると，流域の張出しは平年並かやや広<.水温

は表層の高めが目立ったほか各層とも高めの傾向を表わし，水塊深度及び南下流量とも平年よ

りもやや大きく，暖流勢力としてはやや強勢だったと判断される。これらの特徴K沿いて，流

源、となる日本海側対馬暖流域とは表層水温で高めを示して同た点では一致しているものの，そ

のほかでは逆の傾向を示していた。

例年襟裳岬東側の 143-144古から南西K延びる親潮第 1分校は. 5 0年 3月-1 0月

及び 51年 3月Kみとめられてかり，流路は例年と同じであったが， 1 0 0 m 層K訟ける中心

水温は， 3月4'c台 4月50C台 6月2'c台. 7月6'c台， 8月2'c台， 9月6'c台， 1 0 

月 3'c台で，乙の期間内では例年より幾分高めK推移していたが.51年3月は 1'c台でかな

り低くなっていた。このオ胡の規模(面積)は例年よりもやや狭く. 5 0年青森県沖Kなける

親潮第 Ht校勢力はやや弱かった。

但し， 5 1年 3月は中心水湿の{rてきと接岸の程度から考えて強勢になってwると判断される 0

. 黒潮分派

6月K鮫角東方の 14 3. 5"E -1 " "8 t'L. 1 0 0 m層水混 10 'C台，塩分 34.2見。台、D黒
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潮北上分派の先端部分が出現し， 7 -9月の期間ほほ同じ位置K存続し， 1 0 0 m 層の各値は，

水温では7-9月 120C台，塩分は 7月34. 3施。台， 8・9月34.4%。台で，月を追って特性

が強まっている。 10月K左ってこの暖水塊の位置は 40浬ほど東K移り，その先端は更K北

上して 42. 2'N vc達したo 1 0月の 100m層水混と塩分は， 1 20C台， 3 4.3見。台で，それ

以前と値は変わっていない。この水塊の深度は 500m以深に達し(60C等混線)，近年出現

した暖水塊の中では面積，深度等から規模は大きく，かつ北上位置が北の方K偏よっていた。

2. 太平洋稚魚査定結果

昭和50年 4-1 2月K採集された魚類の出現種類総数は科の単位を含めて 26種であった。科

の中には種類の同定ができなかった 2-3種があり，その他に種の不明のものがあるので，それら

を入れると種類数は若干多く在る。

出現したすべての魚類，頭足類の出現状況をみると， 1度しか出現し左かった魚種はアナゴ科(

L eptocephalus)を初めとして 11種がある。

出現回数・採集個体数の最も多いのはカタクチイワシで，総採集個体数の 41. 0 %を占めている。

又出現率も高く，総曳網数に対し約%の調査点で出現しているo次いでアイナメ，イソギンポ科，

ホ y クが多く，上位4種で総個体数の 70.4 %を占める。

1綱当りの平均採集個体数でもカタクチイワシが最も多く， 6.6尾(1綱の最高 30尾)で，出

現率も 35.8 %で最も高い。次いでメバノレ，ホック，アイナメ，イソギンポ科であるが， ζのうち

メバノレの出現率は1.8%と低い。出現率が高いのはイソギンポ科，アイナメ，ススキハダカ，ホッ

クであり， 1 4. 8 -1 1. 1 %であった。

3. 漁況

(1) 日本海

沿岸漁場Kなける夏季むよび秋季のスノレメイカ漁は凪K恵まれたことと漁獲努力量の増加など

で夫々平年を上廻t，夏イカは 3，027トン，秋イカは 1，3 1 4トンの漁獲をあげた。しかし，

明洋海山などの沖合海域では好漁場は全く形成されず，例年の上の 280トンの水揚よりなか
5 

った。一方，定置網ではプリ，マダイ，は平年をや』下廻った程度であったがマグロは極端左不

漁であった。しかし，マサパ，マイワシは近年になく高い来遊量水準を示していた。

(2) 津軽海峡

大畑近海の夏イカ漁獲量は 5，568トンで48・49年よりや』多かったが秋イカ漁獲量はと

ζ5ヶ年間で最低の 1，13 6トンKとどまっている。しかし，他海区からの搬入イカ水揚量は凍

結船の入港隻数の増加などで，とれまで最高の 7，513トンK達している。

(3) 陸奥潟

後潟の定置網Vてなけるマサパ漁は4-8月まではi7U年と比較Kなら左い，大量の乗網がみられ

ているが 9月以降著しく少し総体的Kは昨年のよ位の 53トンの漁獲に終った。
3 

7 イワシ漁は631トンと近年K左い大量の漁獲をあげ，特VC6月が好漁であった。

(4) 太平洋

八戸近海の夏イカ漁獲量は， 4，2 1 6トン，秋は 400トンで 48年K次ぐ凶漁であった。

また，中型氷蔵船の搬入イカは5，077トンで昨年を上廻ったが平年より下廻っている。凍結船

は着業船などの増加でこれまで最高の 46，0 0 0トンの漁獲があった。念会，近海イカ不振のた
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め，アカイカK依存する船が増加し，八戸港Kは中型氷蔵船で 1，94 3ト/，凍結暗f;で 9，83 2 

トンの陸揚がるった。マサパは道東沖で 38， U ，1 5トン子炉揚が1)47，48年よりかなり F廻ったが，

三陸沖漁場での水揚は 22 U， U U Uトンで 46年K次ぐ好漁である。

(詳細は漁海況報告書参照)
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四養 魚 場



1 相坂養魚場

Aニジマス産卵調節試験

試験目的

ニジマス早期卵を生産して養鱒経営の安定を計る。

E 試験内容

(1) 期 間 S 5 0・2・10 -5 0・9・30 

(2) 場 所 相坂養魚場

(3) 担当者 養魚場長 三国 治(主担)

主任研究員 青山禎夫

/1 佐藤直

業務員 松田 毅

11 松田銀治

E 試験方法

人工的K照射時聞を調節することKよって産卵時期を早めた。(飼育魚は 2年魚)

W 試験結果

採卵用親魚数 ♀ 607尾 色 230尾

採 。H 数 8 9 7，7 0 8粒(1尾平均字卵数 1，495粒)

発阪卵数 7 0 0， 1 0 0粒

発 限 率 7 7.98 % 

V 今後の課題

発aR率の向上と，後期卵(3 -4月採卵)の生産Kついての検討が必要と思われる。
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B オームリ養殖試験

試験目的

本県の内水面振興を推進するためパイカノレ湖産オームリ Kついて飼育を中心VC.定着化の方途を見

出すととを目的とする。

E 試験内容

11) 試験期間

(2) 試験場所

(3) 担当者

(4) 試験項目

'，5) 試草食方法

昭和 50年4月-51年 3月

相坂:養魚場

三田 治・青山 禎夫(主担)

佐藤直三・松田 毅・松田銀治

① ふ化仔魚飼育試験

② 親魚養成試験

③ f雀熟試験

④ 食害試験

⑤ 魚病対策

① ふ化仔魚飼育試験

(詳細は試験 昭和 50年 3月28日導入の発限卵 100，0 0 0粒からのふ化飼育を実施し

結果の項lて たが. 4 9年に試みた初期餌料を配合餌料とする(従来はレバー)倹討を主

併記する) 限Kした。

② 税魚養成品i験

過年度K導入し飼育中の稚魚を親魚養成を目的として飼育したほか，養成方

法の検討のため十二湖への移殖をま?となった。

③ 催熟試験

成熟年令K達していると思われる親魚を使用してシェード(日照効莱)VCよ

る催熟を試みた。

④ 食害試験

稚魚を天然水域へ放流した場合K辛子こる食害Kついての事前試験をなとなっ

た。

⑤ 魚病対策

不明な部分が多いが，可能~限り診断と治療K あたった。
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E 試験結果と考察

(1) ふ化仔魚飼育試験

今年(5 0年)の導入発眼卵は，第 1表K示すとj:，'T 1 0 0，0 0 0粒で3月28日K当場K到

着した。

第 1表オームリ発眼卵の導入経過

~ 昭 44年 4 5 4 6 4 8 4 9 5 0 

発 限 数細 100，000 100，000 100，000 100，000 1 10，000 100，000 

平均卵告知) 2.65 2.66 2.20 2.20 2.45 2.79 

到着年月日僻 44. 3.26 45. 3.30 46.1 2.28 48. 4. 1 49. 4.1 2 5 O. 328 

ふ化終了年月日制 44. 4. 4 45. 4. 6 47. 2. 3 48. 4.1 3 49. 4.26 5 O. 4.25 

ふ化尾数伺 65，000 80，000 20，000 25，000 88，267 82，000 

ふ

生
残
尾
数

間

化 率伊国 65 80 20 25 80 82 

ふ化後1ク月白 29，000 40，000 4，000 20，000 50，435 

2ク月目 20，000 25.000 913 15，000 33，509 27，850 

3ク月白 15，000 20，000 656 8，000 15，874 24，996 

5ヶ月目 8，000 102 530 3，500 12，0 b 1 19，998 

発限卵は専用のふ化槽(青森式 )VC収容しているが， ζれはふ化仔魚が自動的vc0.8トン飼育

槽K流入するようK操作されている。

水温 11. 9 - 1 2. 5 ocでのふ化状況は，ふ化槽収容と同時Kふ化を開始したが，全数がふ化を

完了したのは4月 25日(2 8日目)で，導入卵数からのふ化率は82%であった。

餌料はjJlj途培養したノープリクス期のプラインシュリンプを，最初のふ化後4日目(4月 1日)

から飼育用水 1.eあたり 4，5 0 0 -3 7， 1 0 0尾を 1日分として 3-4回K分けて与えた。
その後6月18日KはシジンコKきりかえ，さらVC7月1日からは配合餌料K移行した。

配合餌料の給餌にあたっては二区(各 13，925尾・ 0.8トン水槽 )VC分割し，一方(以下A

区と記す)はニジマス用配合餌料を，他方(以下B区と記す)はアユ用配合餌料をいずれも飽食

量を与えて 8月 31日まで比較飼育した。

なま，'，両面己合餌料の成分は第 2表のとなりであった。

第 2表配合餌料の成分

訟¥ミ A 区 B 区

粗タンパク 5 0.6 % 5 5.0 % 

粗脂肪 5. 6 8. 0 

粗繊維 1.6 4.5 

粗灰分 10.3 1 5.5 

(メーカー表示Kよる)
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9月1日以後は両区を合ぜて大型の育成池(18m2) vc移動してニジマス用配合餌料を与えて

飼育したoふ化後の生残尾数の経緯は第 1図K示すとなりで，ふ化完了時(4月25日)の 82， 

000尾が， 6ヶ月後(1 0月 31日)VCは 11，9 22尾VC，1 2ク月後(4月 30日)VCは

2，7 7 4尾Kなった(ただし，このうちの 210尾は 9月 26日K十二湖へ移殖している。

第 1図ふ化仔魚の生残状況
×13尾
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4 

2 

1d粒
司、 82，000尾

¥ 66， 850 

27， 850 

50年

3 4 4 5 6 

28 25 30 31 30 
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19， 998 

9月26日・ 210尾
を十二湖へ移殖

15. 895 

7 8 9 

31 31 30 

11， 922 

8. 410 

6.402 
5，393 

4. 491 
3. 485 

10 11 12 1 2 3 4 

31 30 31 31 29 31 30 

なな前年(4 9年度)の飼育状況は発眼卵 100，000粒からの生残尾数は6ク月後Kは 11， 

292尾， 1 2ク月後Kは 7，1 8 3尾となっている。

したがって， 5 0年導入オームリは，ふ化後6ク月までは前年とほぼ同じ生残を示したものの，

その後の減耗が大きかった。これは慢性的な水生菌病(Saprolegnia )の発生Kよるもので冶

療方法の確立が急務である。一一治療Kついては若干の知見が得られたので魚病対策の項で述べ

る。成育の経過をみると(第 2，3図)ふ化後6ク月で体長4.9cm，体重1.5 9 (いずれも平均)

となり， 1 2ヶ月で体長 1O.Ocm，体重 12.7 9 vcなった。
前年は6ク月で6.4 cm， 3. 6 g. 1 2ク月で 10.3 cm. 1 4.0 9となってなり，ふ化後6ク月

目では前年がすぐれていたが. 1 2ヶ月ではほぼ同じ生育状態であった。

今年は第 2. 3図KみられるようVC. 4ヶ月目から 5ク月目Kかけて生育の停滞があったが，

これはミジンコから配合餌料への移行がスムーズK進まなかったことと，飼育槽(0.8トン)か

ら育成池(18m2)への移動作業の障害が残ったものと推定される。

ニジマス用配合餌料とアユ用配合餌料の比較Kついては，試験期間(2ク月)が短かかったこ

ともあるが，有意差は認められなかった。

前年bζなったニジマス用配合餌料とレバー(豚)との比較では明らかK配合餌料が勝ったと
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とや，プラインシユリンプあるいはミジンコから配合餌料への移行期K減耗や生長停滞がみられ

るとと念どを考えると，今後は当初の餌付けから配合餌料を与えるととを検討する必要があろう。

念辛子，年聞の飼育水湿の変化は第4図K示すとなりほぼ一定している(湧水)。

水温('C ) 

10 

5 

盟主
4月 5 6 7 

第 4図月別平均水温 (10時)

8 9 10 11 
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(2) 親魚養成試験

4 9年以前K導入したオームリを親魚に養成するための飼育を継続した。

ここで. 4 4年導入魚については後述する催熟試験を. 4 9年魚Kついては天然、オd或との比較

飼育のため. 1 1月 27日f'L500尾を十二湖へ移殖放流した。

池中になける養成Kついては.44-48年度Kはレバー(琢)を主体または単一とする飼育

方法がとられていたが. 4 9年度以後はもっばら配合餌料を用いる養成をま?となっているO

配合餌料の採用はオームリがサク，マスと近縁であるとの発想、Kよるものであるが，成育，生

残Kついてみると. 4 9年導入のオームリについては 2年間の成績. 5 0年魚については 1年間

のそれが過去の成績K較べて劣るものでないことからは肯定され得るものと思われるが，成熟K

ついては未知数であり，良否の判定は今後の課題といえよう。

44-49年導入魚の飼育状況は第3表κ一括するようf'L. 50年度末(5 1年 3月31日)f'L

は.44-46年魚はいずれも 0尾. 4 8年魚は7尾. 4 9年魚は 306尾となった。

オームリの飼育Kあたっては常時観察を励行して，導入目的の達成をめざしているが，減耗も

多く今後ともより効率的な飼育方法の検討を継続的K進めなければならない。

第 3表 44-49年導入オームリの飼育状況

訂EJ-i!!ム芝ー 昭 44年 4 5 4 6 4 8 4 9 

(昭当50年 4月字刀1日) 1 6尾 3 尾 2 尾 8 1尾 7.868尾

50. 4.30 1 4 2 2 7 4 7.11 5 

50. 5.31 1 2 1 2 6 7 ※ 3.892 

50. 6.30 1 1 1 2 5 6 3.758 

50. 7.31 9 1 2 5 1 3.5 1 1 

50. 8.31 7 。 2 4 3 2.998 

50. 9. 3 F童話警K
50. 9.30 。 2 3 5 o 2.4 06 

50.10.31 1 2 8 1.8 19 

50.11.27 500暴を十二淑
へ移

50.11.30 。 2 2 808 

50.12.31 1 7 。 595 

51. 1.31 1 3 481 

51. 2.29 1 0 384 

51. 3.31 7 306 

催熟試験K ※:再言十数により

使用した 5

。:霊語器が高製〈主滅主備 考 尾も 51年 3

月f'L0となっ 。:殖の

た。
の影響あり
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(3) 催熟試験

パイカノレ湖にないてオームリは 5- 7年で成熟年令K達するというが， とれを導入し?とオ←ム

リK適用すると， 4 4年魚はすでに成熟をみなければならない段階Kきている。

しかし，池中養成した魚体では，完熟はもとより成熟が進んでいるといえるものさえ見られな

い状況である(第 4表)。

第4表成熟度指数の比較

場 所
年 月 B'L B'W O'W 成熟度指数

備
年 月 (c押1) (9) (9) GV略w刈 03

考

昭 47 5 31.0 420.0 5.5 13.0 44年導入魚

47 8 29.8 374.0 14.7 39.3 11 

キ目 坂
49 1 2 35.8 640.0 2.4 3.7 11 

50 1 1 36.0 578.0 5.7 9.9 11 

ポリシャヤ川
10 37.1 637.0 105.0 164.8 50尾平均

(導入オームリの 10 39.0 810.0 137.0 169.1 53尾 11 

採卵I也
10 659.5 1 14.2 1 73.1 100尾平均

このような状況から催熟の読みとして白照効果(シェード)を期待する試験をなこなった。結

果として初期の目的を達する ζ とができなかったがその経過を述べる。

5 0年 9月2日(!l:4 4年導入オームリ 5尾を 0.8トン水槽K入れ，完全遮光装置内で後光灯に

よる人工照射を， 9月2日-1 0月20日(4 0日間)は毎日 7時間， 1 0月 21日-10月 31

日(1 1日間)は 6時間， 1 1月 1日-5 1年 1月 318(92日間)は 5時間なこなった。

5尾中 4尾(いずれも♀)は試験中K死亡したが，それらの魚体の成熟状態は第5表のとなり

で，第4表K示すポリシャヤ)11(ノミイカノレ湖へ流入する河I11・導入オームリの採卵地)の例と比

較すると成熟Kは相当の隔たりが感じられる。

第 5表 日照調節による成熟度

年月日
T'L B'L B'W O'W 成熟度指数

♀S 備 考
(ιm) (cm) ( {} ) ( {} ) GW/I)WX1u3 

昭 50.11. 7 4 1.3 36.0 578 5. 7 9. 9 ♀ 

11.11 40.2 35.5 456 2.3 5. 0 ♀ 

1 1. 2 0 37.9 32.4 363 2. 6 7. 2 ♀ 

51. 1.20 26.7 23.4 404 3. 8 9. 4 ♀ 

3. 6 39.3 36.4 414 2. 0 合

(水温 10.5土2.0oc ) 

池中養成のオームリを成熟させるための課題として考えられることとしては①成熟を可能Vてす

る体力を持つ親魚の養成 ②飼育水混の長期コントローノレ(ポリシャヤ川の採卵期(!l:;T>ける水混
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は4- 5"C・10 - 1 1月) ③日照時間調節Kよる催熟促進 ④ホルモン剤の使用などを適正

K組合せるととがあげられるが，現状Kないてはまだ効果的在方法を示し得左い。

(4) 食害試験

① 養成池(2 9 2.5 m2・5.3I!sec・12-14"C)での実験

大型ニジマス 15尾(体長 39. 0 - 5 1. 8 cm・体重 1，1 3 0 - 2， 5 6 0 9) と中型ニジマス

1 0尾(体長 31. 6 -3 8.0侃・体重 500-8509)とを放養して，通常の給餌量の勾

(魚体重x0.0，0 5)を与えて飼育しながら， 5尾のオームリ(体長 9.4-1 4.7 c担・体重
1 O. 5 - 3 9. 0 9 )を放流したところ， 6日間で全数がニジマスによって捕食された。

② 水槽内(2.7 m2・水深 50 cm. 1.0 51! /ac・13"C )での実験

ニジマス 20尾(体長 28. 5 - 3 7. 8 cm・体重420-9009)を入れた水槽に 10尾の

オームリ(体重 11. 0 - 1 2. 3 cm・体重30-459)を同時に入れたところ，翌日までに4

尾が死亡し 6尾が捕食されたO

食害試験についての詳細は「ニジマスによるオームリの食害試験J(・付)を参照されたし、。

オームリを天然7}d或に放流するにあたっては，食害試験の結果を参考Kする ζとも必要では

あるが，天然水域には食害などのマイナス要因とは対象的V[， 餌料や遊泳層あるいはストレス

面などで，我々の把握し得ていないプラス面の要因もあると思われるので，単VL1甫食危棋のあ

る魚が生息するという理由だけで判断することは早計であろう。

(5) 魚病対策

魚病体需IJが充分に整備されていないため東京水産大学の助言と指導をもとに進めている。

5 0年 9月の診断によると慢性的Kみられるへい死の原因は，寄生性，細菌性の疾病というよ

りは，ウイノレスまたは栄養性疾患と考えられるとのことであり， ウイルスチェックを依頼中であ

る。

外部所見では水性菌(Saprolegnia)が非常に多くみられ，とれKついての治療ではマラ

カイトグリーン，メチレンフ.ノレーの薬浴や抗生物質，サノレブ 7剤，フラン剤さらKビタミン剤の

経口投与などを試みた。

比較試験ではなく同一群K対する治療として実施したので断定はできないが，効果がみられた

と思われる状態を示したのは，マラカイトグリーンの薬浴(1 - 2 p pm ・1時間〉と，抗生物

質の経口投与(209/トン-BW・テラマイシン)を併行した場合K多かった。
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W 要約

(1) オームリ発限卵 10万粒を導入して， 8 2，0 0 0尾のふ化仔魚を得，ノープリウス期のプライ

ンシユリンプ， ミジンコ，配合餌料を与えて飼育を進めたが.年度末(5 1年 3月31日)の飼

育尾数は 3，485尾である。

(2) 2年間(4 9・50年度)の試験結果bら仔舶の餌料としては，従来使用していたレバー(豚)
よりも配合餌料がよいとの結果を得た。

(3) 最初の餌付けK使用しているプラインシユリンプも配合餌料K切換える検討も今後の課題であ

ろう。

(4) 4 9年導入魚 500尾， 5 0年導入魚210尾を十二湖K移殖した。

(5) 過年度導入魚の飼育尾数(5 1年 3月31日現在)は48年魚7尾， 4 9年魚306尾である。

(6) 5 0年導入オームリのふ化後 1年目(1 2ヶ月目)の魚体は，全長 9.0-1 4.0 c祝(平均 11. 

8 cm)，体長7.7-11.9cm(平均 10.0 cm )体重5.3 - 2 1. 6 fI (平均 12.7 fI )である。

(7) 日照時間調節Kよる催熟を試みたが成功をみなかった。

(8) 体長 28. 5 -5 1. 8 cmのニジマスは，体長9.4-1 4.7 cmのオームリを容易K捕食する。

(9) 水生菌症の治療にはマラカイトグリーン薬浴と抗生物質の経口投与を併用すると効果が期待で

きそうである。
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付
オームリ食害試験結果

1 試験目的

昭和49年産オームリを岩崎村十二湖K放流する計画を実施するKあたり，落口の池K棲息してい

るニジマスの食害が懸念されるので，食害のなそれの有無及び程度を確認するためKま?と在った。

(1) 試験期間 A 50年 6月 14日-6月 18日

B 6月18日-6月 19日

(2) 試験場所 十和田市大字相坂字白上相坂養魚場

(3) 試験担当者 主任研究員 青山市貞夫

(4) 試験の方法

A 屋外試験池(2 9 2.5 2m2)平均全長 54.5 c恨の大型ニジマス 15尾，平均全長 37.1 cmの

中型ニジマス 10尾を収容し. 2日開通常給餌量の均(1 86.9 )を給餌した後，オームリ

(平均全長 14.3 cm) 5尾を同池に収容し，ニジマスK対する給餌はそのまま続けて観察した。

B 屋内水槽 O.5 m2 ( 4. 3 m X O. 6 3 m X O. 2 m ) 1'1:平均全長 37.1 cmの中型ニジマス 20尾と

平均全長 13.7 cmのオームリ 10尾を同時K収容して観察した。ニジマスK対する給餌は普通

量を与えた。

(5) 試験の結果

A 6月 14日11時水糟内Kオームリを収容し. 1 5時 30分(6. 5時間経過)1尾の食害が

みられた。

6月 15日9時(2 2時間経過)生残り 2尾となり食害数は 3尾となった。この日中型ニジ

マスが捕食するのが確認された。

6月18日9時(9 4時間経過)生残り 1尾となった。

6月20日9時(1 4 2時間経過)5尾全数食害Kあい試験を終了した。

B 6月 18日13時 30分，ニジマスとオームリを同時K水槽K収容し. 1 6時 30分(3時

閉経過)3尾の食害がみられた。

6月 19日8時 30分(1 9時間経過)更1'1:3尾の食害があ9.残り 4尾はへい死したので

試験を終了した。

ニジマス 20尾のうち外観上オームリを捕食したと思われる 2尾を解剖したととろ 1尾から

オームリ 3尾が発見された。

試験終了後，ニジマスを測定中オームリ 1尾を吐出した魚があったが，残り 2尾Kついては

発見できなかった。

(6) その他参考事項
5.3 t 

試験中Kなける水槽内の水温は屋外で 12-140C(流水量 /記c)屋内で130C (流水量

10.5たec)で養魚環境条件としては良好であった。
(7)考察

今試験の結果から次のよう念 ζとが望ましい。
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イ 全長 17 cm程度のオームリを落口の池に放流するととは，外敵Kよる食害が充分考えられる。

従って安全性を考えるとすれば全長20cmを超えるまで放流すべきで念い。

ロ 相坂養魚場で飼育中のオームリは 49年魚病発生Vてより，多量のへい死を見たが今年その轍

を踏まぬため，消毒を充分行なうとともK東京水大，佐野教授に定期的診断を乞い助言を得る

必要があると思われる。

付表
A 試験の供試魚 12尾/25尾

ドご------ TL cm BL cm BW  9 
1 36.2 32.3 580 

中 2 42.0 38.0 850 

3 35.1 31.7 500 

型 4 36.5 31.7 540 

シ 5 35.8 31.6 570 

平均 37.1 
cm 33.1 c加 608 [} 

てミr 1 56.1 51.1 2.510 

2 57.0 50.8 1.940 
大

;;<. 3 57.0 51.8 2.560 

4 55.7 49.8 2.350 

5 44.8 39.0 1.130 
型
6 54.0 49.8 1.630 

7 57.2 51.4 2.200 

平均 54.5 49.2 2.046 

1 1 7.1 14.7 39.0 
4 

オ 2 16.5 14.2 36.2 

9 
3 14.1 12.1 21.2 

ム 年
4 12.9 10.8 14.7 

産
5 1 1.0 9.4 10.5 
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B 試験の供試魚 2 0尾

ドご----- T L c慨 BL cm BW  [1 

一

"/ 

てミF

コぇ

1 39.4 35.2 800 

2 37.0 33.5 710 

3 37.5 34.2 660 

4 37.0 33.8 640 

5 42.0 37.8 900 

6 36.5 33.0 580 

7 36.0 32.5 590 

8 36.0 32.3 540 

9 40.0 36.0 700 

10 36.0 32.3 570 

1 1 4 1.0 37.0 850 

1 2 35.8 29.9 420 

1 3 33.5 30.8 500 

1 4 37.0 33.5 600 

15 37.0 32.7 540 

1 6 32.0 28.5 420 

1 7 37.0 34.2 650 

1 8 37.5 33.3 650 

19 38.5 35.2 670 

20 34.4 31.1 500 

4尾イ0尾

-----TL cm BL cm BW  3 1 1 3.7 1 2.1 30 
オ

2 14.0 1 2.0 40 

ム 3 1 4.1 1 2.3 45 

4 13.0 1 1.0 38 

注へい死した 4尾を測定した。解剖の結果オームリの捕

食を確認したニジマスの体長は39.4舗で、あった。
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E 

C 在来マス類種苗生産

目的

県内~i>~ける在来マス類の養殖及び河川放流等代要する種苗生産を行念う。

内 廿-. 

1.期 間 ヤマメ 5 0.1 O. 7 

(採卵~飼育) スギノコ 5 O. 1 O. 1 4 

イワナ 5 0.1 1. 6 

2. 場 所 青森県水産試験場相坂養魚場

3 担 当 者 相坂養魚場 主任研究員

4 調査項目 1. 発眼率 2. ふ化率

5. 方 法

(1) 親 魚

A ヤマメ

奥入瀬川窪サクラマスのF2を使用した

B スギノコ

大畑川産スギノコのF3-F4を使用した

C イワナ

大畑川，五戸川産F2-F3を使用した

(2) 採卵及び受精

~ 5 1. 3. 3 1 

~ 5 l. 3. 3 1 

~ 5 1. 3.3 1 

佐藤直

松田 毅・松田銀治

ヤマメ，スギノコは切開法，イワナは搾出法による。採卵後の卵は等調液で洗樵後受精させた

(3) 用水

注水量約 lf_/.ぉc，水温 12. 4 -1 2. 8 'cの湧水

換水率 7回/1tour，溶存酸素約 7ppm 

(4) 消毒

水生菌の発生を予防するため適宜マラカイトグリーンで消毒した。発限後はIHN発生予防の

ためヨード剤(クリンナップ )50PPMで 15分間消毒，出荷卵Vてはすべてヨード剤(イソジ

ン)を添付した。

E 調査結果

1. ヤマメ (第1・2表)

延 15回の採卵で♀ 2，595尾から 90 7，9 8 2粒を得た。 一尾平均350粒であった。
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発眼卵として 80 6，8 0 0粒を得，その発眼率は 88.9%，内 625，000粒を分譲した。

(第 1表)

当場Kは132，300粒を残したが，そのふ化尾数は 11 3，8 0 0尾でふ化率は86.0%であっ

た。(第2表)

2. スギノコ (第3表・ 4表)

延 2回の採卵で♀ 29尾から 9，585粒を得た。 1尾平均 331粒であった。

発眼卵として 3，76 4粒を得その発限率は39.3%であった。

ふ化尾数は 2，930尾でそのふ化率は 77.8%であった。(第3表)

その他延2回♀ 15尾の採卵を実施したが，ふ化直前K管理上の手違いからネズミの食害Kあい

全滅した。 その個体別の採卵成績は第4表のとなりである。

3. イワナ

5 0年 11月6日l度だけの採卵で♀ 105尾から 58，979粒を得， 1尾平均 562粒であっ

た。 発限卵として 49，0 0 0粒，その発限率は 83.1%でふ化尾数は 22，40 0尾でそのふ化率

は45.7%であった。

W 試験(調査)の成果及び今後の課題

(1) ヤマメは 80万粒の発眼卵が得られ，今年度初めて卵の需要K全数応じることができた。

また稚魚Kついてもほぼ需要K応じられた。

(2) スギノコは 2，930尾のふ化稚魚が得られたが，とれは全数とも親魚候補とする予定である。

将来ヤマメからスギノコK全面的K切換える予定である。

(3) イワナKついては現在のと ζろ発限卵の段階までは，他の在来マスと同様普通の成績を得るこ

とができたが，ふ化~餌付の段階で歩留が悪くなった。今後はふ化~餌付時期の歩留向上の究明

が必要である。
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第 1表ヤマメ分譲卵分

諒子九逆13日 10.7 10.8 10.9 10.14 10.15 10.20 10.21 10.24 I 
♀親魚数 尾 18 20 13 328 1.20 131 342 443 

採卵数 粒 6.137 6.995 5.585 111.563 51.162 66.418 141.887 145.448 

1尾平均卵数 粒 341 350 430 340 426 507 415 328 

発根卵数 粒 5.1 17 4.700 4.370 98.825 47.388 59.800 122.600 134.600 

発限率 % 83.4 67.2 78.2 88.6 92.6 90.0 90.0 

道子¥塑日 10.28 10.29 10.31 1 1.1 総計(平均)
♀親魚数 尾 152 273 84 130 2.054尾

採卵数 粒 66.235 79.218 33.596 34.401 748.645 

1尾平均卵数 粒 436 290 400 265 364 

発限卵数 粒 61.400 71.500 31.700 32.500 674.500 

発限率 % 92.7 90.3 94.4 94.5 90.1 

第 2表ヤマメふ化分

註¥週目日 1 1.5 11.10 1 1.1 4 総計(平均) 第1.第2表¢総計(平均)

♀親魚数 尾 298 174 60 532 2.587 

採卵数 粒 91.528 50.738 17.071 159.337 907.982 

1尾平均卵数 粒 307 292 285 300 351 

発眼卵数 粒 75.700 42.300 14.300 132.300 806.800 

発眼率凶 % 82.7 83.4 83.4 83.0 88.9 

ふ化尾数 尾 113.800 

ふ化率 (B)B/A% 860 
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第 3表 スギノコ採卵成績表

主子~塑sfl日 10.25 10.31 総計(平均)
♀親魚数 尾 13 16 29 

採卵数 粒 ~.3 81 5.204 9.585 

1尾平均卵数粒 337 325 33 1 

発眼卵数凶粒 1.564 2.200 3.764 

発眼率 % 35.7 42.3 39.3 

ふ化尾数 (B)尾 1.220 1.710 2.930 

ふ化率 B/A% 77.7 778 

第 4表 スギノコ個体別採卵成績表

話ト週日目 10.14 11 11 " 11 10.20 /1 11 

全 長 C祝 20.8 20.5 20.0 180 21.0 20.0 18.5 

体 長 cm 20.5 18.5 18.5 1 7.2 1 5.0 19.0 17.5 16.5 

重体 f}r 1 39 100 86 78 I 58 1106 I 90 I 65 

卵重量 f}r 29.5 8.9 87311822MIM  

採卵数 粒 295 365 1 22 

平均重量 mc; 31.5 73.0 43.7149.1149.7169.4152.6 

発日艮卵数 粒 159 5 。 。 。224 244 66 
発目艮率 % 53.9 1.4 。 。 。 82.2 

10.20 I 11 /1 /1 11 11 11 総計(平均)

16.5 20.5 22.5 18.0 20.0 19.0 16.0 

14.5 18.0 20.0 16.0 1 7.5 16.5 14.0 I 

52 98 140 62 92 50 

10.3 12.7 24.5 10.0 16.3 16.5 10.8 I 

163 203 320 146 3.737 (249) 

63.2 62.6 5 3.8 I 4 9.5 i 6 0.8 51.6 74.0 

。 3 2141105 148 1.301 

。 1.5 47.0 52.0 17.9 47.5 I 55.5 34.8 
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D 漁業公害調査指導事業

目的

県東地域内水面Kなける漁業公害Uてついて発生の予防及び防除Vてついて指導する。

E 内容

1.期間

2. 観測場所

3. 担当者

4. 調査項目

E 調査結果

昭和50年 4月1日~昭和 51年 3月31日

十和田市相坂川御幸橋

上北郡上北町小川原湖上北町岸

相坂養魚場 主任研究員 佐藤直三

水温，気温. DO. PH.自視観測の結果，その他

第 1表・ 2表のと辛子り

W 試験(調査)の成果及び今後の課題

周年を通じての基礎的資料を得る ζとができたが過去との比較資料がないので今後ζの種の資料蓄

積が必要と思われる。
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相板)11御幸橋観測結果表 (第 1表)

観 演目 月 日 4/1'4 'V:2s もV7 14 i 26 6/ちI1 7 2 S 17/5 1 5 
11 時 間 10.00 14.00 10.00 13.30 16.20 13.40 9.40 M1930  13.40 9.30 

溶存酸素量PPM 12.8 1 1. 5 11.4 11.6 11.0 1 1. 7 10.4 11.4 111.3 8.9 9.8 

P H 69 6.9 6.8 7.0 7.0 6.8 7.0 7.0 7.0 

水温℃ 6.8 10.3 9.2 10.8 1 1.6 13.6 i 1 4.6 1 1.5 14.9 19.2 16.6 

気温℃ 22.3 17.0 24.2 30.3 25.8 

目視観測の結果 異状 異状 11 /ツ 11 11 11 I !I 11 11 11 11 
なし なし

8/ち 1 6 26 9/5 18 29 10/6 15 29 11/も 1 7 25 1ら/ち 14 27 

9.40 9.20 9.50 9.40 14.00 113.20 13.30 13.30 9.00 9.40 I 9.30 

10.2 9.7 9.4 9.5 9.8 1 1 0.4 10.6 1 1.0 13.0 1 1. 8 11 1. 6 11 2.6 1 1 1.3 11.2 

6.8 6.8 7.0 7.0 6.8 I 7.0 7.1 7.0 6.9 72169「70 7.0 I 6.9 
19.8 16.0 18.6 19.4 1 6.6 I 1 3.8 15.6 1 1. 7 9.5 3.0 

30.3 27.6 26.3 29.3 1 8.7 I 23.6 18.3 23.4 10.8 1 5.8 11 3.0 I 4.4 1 3.3 4.0 1 2.4 

異乏状し 11 11 /1 11 I 11 11 11 /1 /1 I 11 1111 11 !I 必

51V6 1 6 26 ~/4 1 6 26 3/5 1 5 

15.15 9.30 14.50 14.00 13.50 13.50 13.40 13.50 14.00 I 

16.4 1 5.0 1 8.4 1 5.2 15.9 12.3 16.3 13.6 13.9 

7.0 6.9 6.8 6.8 7.0 7.2 7.0 7.1 7.0 

2.6 3.1 3.2 2.6 3.7 5.4 6.6 10.5 8.7 

0.6 2.4 1.8 2.1 0.8 7.4 9.7 12.4 1 0.5 

異な状し !I !I 11 !I !I !I !I 11 
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小川原湖上北町岸観測結果表 (第2表)

飯 現iJ 月 民 4ぺ4 25 5/7 14 26 6/5 1 7 25 7/5 1 5 26 

fI 時 間 11.30 1500 11.10 14.30 15.00 15.00 1040 14.50 10.40 14.40 10.35 

溶存駿素量PPM 12.8 1 2.l 10.6 1 1.1 1 1. 4 1 0.2 10.0 1 1.2 10.9 (1370/0) 7.6 

P H 6.8 7.0 6.9 7.0 7.1 7.2 7.21 7.0 7.3 8.2 7.6 

水温℃ 9.2 15.8 1 1. 9 16.4 14.1 1 8.9 1 21.3 1 5.2 
129い6662 262 

23.1 

気温℃ 24.7 16.4 7.2 24.2 

邑視観視ー|於 異状 fI fI fI fI fI fI t 
念し

8/ち 1 6 26 4/5 18 29 10/6 1 5 29 ll/ち 1 7 25 12/6 I 14 27 
10.45 10.20 I 10.40 0.30 15.00 14.30 14.30 114.40 10.30 14.30 10.35 

( 1fi)0/0) (90地 (13朽@(10ZOIo) 8.4 10.8 11.21122 9.4 1 2.0 1 0.4 I 1 0.:3 1 1 0.0 1 1.5 

8.4 7.21 8.2 7.4 6.9 8.0 7.4 I 8.2 7.2 7.3 7.0 I 6.8 I 6.8 1 7.0 7.0 

27.2 27.61 25.6 27.2 20.0 20.2 12.0 1 1.3 1 1.4 I 5.6 I 5.1 L2 

29.8 27.8 1 9.4 24.5 24.4 I 1 8.8 14.6 1 7.4 

異な状し !I I !I fI fI fI 11 j !I fI fI fI I !I I fI I fI 11 

み/5I 15 I 25 

14.00 I叫 30115.50115.0011510115.00115.00115.10115.10 
結氷のため測定できづ 15.7 1 5.4 

11 7.2 7.4 

11 9.6 9.5 

1.2 2.0 1.2 0.6 1.2 6.2 8.0 1 3.2 16.3 

異な状し fI fI fI /1 /1 fI /1 /1 
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E 

E サケ(♀)とヒメマス(古)の交配試験

目的

内水面漁業K充分寄与しうると思われる両種の特性をあわせもつ品種の作製を図ったものである。

内 廿，字句『

1.期 間

2. 場 所

3 担当者

4 調査項目

5 方法等

(1)親魚

サ ，〆ケ

ヒメマス

(2) 採卵及び受精

昭和50年 10月20日 ~ 昭和 51年 3月 31日

青森県水産試験場相坂装魚場

相坂養魚場 主任研究員 佐藤直三

交配種の発限率.ふ化率等

突入瀬)llvc棚上したもの

十和田湖で採摘したもの

切開法で実施した。

採卵後の卵は受精後 IHN予防のためイソジンで消毒

(3) 用水 注入量約 lR/sec水温 12. 4 - 1 2. 8 .Cの湧水

換水率7凪/hou r溶存酸素約7PPM

(4) 消毒 水生菌の発生を予防するため適宜マラカイトグリーンで消毒

発限後再び IHN発生予防のためヨード剤クリンナンプ 50PPMで 15分間

消毒した。

E 調査結果

3尾の親魚から 50年 10月vc8，9 9 0粒の卵を得，発限卵として 8，152粒，ふ化稚魚として

7， 7 9 8尾を得た。

発銀主主90.7% ふ化率 95.7%であったがその個体別成績は下表のとなりである。
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~喧L E E 総計(平均)

全 長 cm 75.0 75.0 68.0 

体 長 cm 68.0 68.0 62.0 

体 重 f}r 3.860 4.4 6 0 3.200 

卵重量 f}r 670 780 620 

発卵数 粒 3.348 2.855 2.787 8.990 

発限卵数 凶 2.821 2.595 2.736 8.152 

発限率 % 843 90.9 98.2 90.7 

ふ化尾数回尾 2.573 2.510 2.715 7.798 

ふ化率 (B.~O % 91.2 96.7 99.2 95.7 
圃ー'----

※ 使用した合ヒメマス '
A

の
ん

qo

会長 cm

33.5 

31.5 

30.5 

体長 cm 

29.0 

27.5 

26.0 

体重 fJr 

378 

302 

270 

W 試験(調査)の成果及び今後の課題

過年度Kも試験を実施しているが，盛熱適期をのがし過熟卵のため失敗している。

今回は慎重K計画を進めたが昭和50年 12月26日十和田湖産ヒメマスI'LIHN発生の連絡を受

けたのでふ化稚魚を焼却埋没処分にした。(1 2月27日)

次年度も再度試みる予定である。
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F 種首生産配付状況

ニジマス種苗生産 (早期卵を含む〕

1.使用親魚数 2， 7 7 4 尾

2. 採卵数

3 発眼卵数

4 発眼卵配付数

5. 0年魚 H 

6. 1年魚 H 

7. 2年魚 H 

4，5 8 1，6 6 2粒

3，8 5 3，200 11 

3，31 8，00 0 11 

1 9 1，0 0 0 尾

4，000 11 

1 5 0 11 

産一生一十回一種一ィ‘-・聞コ-ロ一
数

ク
一
付

H
H

コじ孫自卵
魚

種

稚

T

A

9
白

7 3 0，0 0 0 粒

3 7 9，0 5 0 尾

産一生一十回一種一
J
1

一

守

圃

コ一ロ
一
数

イ
一
付

M
H

コ
し蒜白卵

魚

種

稚
1

2

 

1 80，00 0 粒

7 3，9 0 0尾

ヤマメ(スギノコ含む)種苗生産

1. 使用親魚数 2，6 3 1 尾

2 採卵数

3. 発眼卵数

4 発限卵配付数

5. 0年魚配付数

9 2 1，304粒

811.86511 

6 2 5，0 0 0 11 

5 1， 5 0 0 尾
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2. 呈1 石養 魚 場

A ヤマトゴイ(在来種〉とアサギゴイの成長比較試験

試験の目的

在来種(ヤマトゴイ)と新種(アサギゴイ)の成長比較を行ない，今後の増養殖用種苗の生産指針

に資するO

E 試験内容

1 試験期間

自昭和50年5月15日至昭和50年 10月15日

2 試験場所

青森県氷産試験場~是正1養魚場， ヤマトゴイ 2号育成池， アサギゴイ 3号育成池

3 試験担当者

黒石養魚場長 山口飯治，

4 調査方法

技師 林義孝

ヤマトゴイとアサギゴイの同尾数 (43尾)を夫々の育成池に入れて育成試験を実施した。

給餌は午前 10時，午後2時の 2回，栗原等の水温別魚、体別給餌率表によって給餌した。父，魚、

体測定は1ヶ月毎に取揚げ.MS-222による麻酔の上行なった。

5 試験魚

アサギゴイ:昭和 45年淡水研上田支所より小川原湖漁協経由で入子し，当場で育成した親魚よ

り，昭和 48年自家生産した 2才魚(前年度試験魚の残り)。

ヤマトゴイ:当場において従来より種苗生産用親魚、として育成していた親魚、から昭和48年自家

生産した 2才魚。

皿 試験結果

1. 成長経過

1 2 3日間の飼育でアサギゴイは平均体重 14 2 g， 平均全長20 9.4 71l1!1， 総重量61 3 1タか

ら平均体重 37 9.6 g， 平均全長28 7.6 71l1!1. 総重量15，1 8 4 g， 又ヤマトゴイは平均体重

1 0 7.7タ.平均全長19 3. 1 71l1!1， 総重量4，635 9から平均体重31 2.8 g， 平均体長 27 1. 2 

71l1!1， 総重量10， 0 1 1 9となった(表1.2アサギゴイ，ヤマトゴイ飼育経過表)。

1 fCI当り成長率は，水温上昇期ではヤマトゴイ，水温下降期ではアサギゴイがそれぞれ優れてい

た。又，総重量についで 5月を基準とした増重量率については，ヤマトゴイが優れていた。

2 餌料効率

餌料効率は成長率と同様，水温上昇期にはヤマトゴイ，水温下降期iこはアサギゴイがそれぞれ優

れていた。 (閃一 1)これは，前年度i乙行なった試験結果と異なっている。

3 生存率，体型

- 321ー



アサギゴイの型車死率が低かったが決定的な差ではない。これは前年度試験と異なる。

体型について，体重一全長散布図(図-3.4)で比較したが顕著な差は認められなかった。

W 考察

試験開始時における平均体重がヤマトゴイ 10 7.7 g. アサギコイ 14 2.5 9と魚体の大きさにか

なりの差があったが，水温上昇期 (5月-8月)にはヤマトゴイ，水温下降期(8月-1 0月)には

アサギゴイが良い成長率，餌料効率を示し. 2ヶ年iこ亘る本試験では，その優劣を決することは出来

なかった。

今後より綿密な試験計画と試験管理による比較試験に期待したい。

第 1表 ヤマトゴイ飼育経過表

:ニ熱5月 15日 6月16日 7月 15日 8月15日 9月 16日 1 0月15日

。 3 2 6 1 9 2 9 4 123 

放養尾数 4 3 4 2 4 0 3 9 32 3 2 

放養重量(勿 4 6 3 5 5 563 68 3 2 9 430 9 0 75 1 0 0 1 1 

放養平均体重(タ} 1 0 7. 7 132.4 1 7 0.8 2 4 1. 8 283.5 3 1 2.8 

取湯尾数 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 

取楊重量タ) 32 4 5 3 9 74 5 1 2 4 725 4 8 24 7 9 53 7 

取傷事均体重(タ) 1 0 8. 1 1 3 2.4 1 7 0.8 2 4 1.8 2 7 4.9 3 1 7. 9 

死亡尾数 2 ※ 。
死亡重量(fI) 1 20 413 9 5 ※ 。
総給餌景伊) 2 5 6 0 322 4 570 4 7 5 4 5 5 0 1 7 

増重量(勿 9 28 1 2 6 9 2 69 3 9 3 6 

死亡率(強 2.3 4. 7 2.5 。
生存率(?6) 9 7. 7 9 5.3 9 7.5 100 100 

餌料効率 36.2 5 2.1 4 7. 2 ※※ 1 9.2 1 8.6 

成長率%/d 0.62 o. 7 8 1. 2 7 O. 3 5 

給餌率$6) 1. 7 2.0 2.2 2. 5 1.9 

※ 7尾.逃失した。 (8/1 5と9/15の夫々の項目値の平銭殖をとって記載すべきである)

※※ 補正餌料効率
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第 2表 アサギゴイ間育経過表

、調査そ項で占測青J白数日
5月 15日 6月 16日 7月 15日 8月 15日 9月 16日 1 0月 15日

。 3 2 6 1 9 2 9 4 123 

放養尾数 4 3 4 2 4 2 4 2 4 0 4 0 

放養重量(釣 613 1 7 0 6 7 8 9 9 2 1 1 167 1 3 0 3 7 1 5 1 8 4 

放養羽勾体重勿 1 4 2. 5 168.2 2 1 4.1 2 6 5.9 325目9 3 7 9.6 

取揚尾数 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 

取揚重量If}) 4 4 0 4 504 8 6 4 2 3 7 9 7 7 988 8 1 1 546 

取揚平均体重タ 1 4 6.8 168.2 2 1 4.1 2 6 5.9 3 2 9.6 3 8 4.4 

死亡尾数 。 。※ 。 。
死亡重量(タ) 120 。 。※ 。 。
総給餌量 3 5 20 409 7 6 1 3 8 89 3 4 640 9 

増重量(鈎 936 1 925 2 1 7 5 2 1 4 7 

死亡率(錦 2. 3 。 。 。 。
生存率(働 9 7. 7 1 0 0 100 1 0 0 1 0 0 

餌料効率~) 2 6.5 4 6.9 3 5. 4 2 7.5 33.4 

成長率%/d 0.4 7 0.9 3 o. 7 7 o. 5 2 o. 5 6 

給餌率係) 1.8 2.0 2.2 2.5 1. 7 

※ 2尾逃失した。
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B 稲葉の産卵藻代用試験

調査目的

産卵用の魚巣に使用ナる金魚藻の代用品として稲葉の利用の可否を検討する。

E 試験場所

青森県水産試験場，黒石養魚場

皿 試験期間

昭和50年6月~昭和50年 7月

W 調査員

黒石養魚場長山口策治， 技師林義孝， 協力者小野三佐男

V 調査方法

l 産卵率調査

当場の 1号池を5つに区切り，魚種ごと親魚を入れて観察し，産卵行動の開始と同時に魚巣を

500g~2000gを投入し，産卵行動が終了したと認められた時点で，全量の魚巣を回収し

た。

全重量を計測した後 1 0 分割i去により 1/20~1/70 量の魚巣をとり，付着卵を計数し，

単位重量当り付着卵数及び全産卵数を計算した。

2 解化率調査

産卵率調査で計数した付着卵を40X25X7cmのパットに入れ，毎日 9時， 1 5時に観察し，

全卵が瞬化文はへい死を確認した後，計数して勝化率を計算した。

明調査結果

結果を整理すると下表のとおりになる。

ミミミミ 金 魚 藻 稲 藁

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

単位重量当り付着数〈粒) 38.05 1.05 12.91 3.90 0.41 1.53 

全付着数 (粒) 100.262 1，215 21， 715 1，609 637 1，043 

卵手 化 率 ( %) 99.1 8.6 69.3 71.4 8.1 35.8 

vn考察
魚巣として金魚藻と稲藁を使用した場合の附着率及びふ化率を比較すると単位重量の付着数で 8

倍，全付着卵数で 20倍，勝化率で1.9倍と金魚藻の方が優れている結果が出た。
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この結果の一因として考えられることは，稲藁が硬度のため，取上げ等の取扱いの際に擦れによる

損傷のためと思われる。

第 1表 試験結果表

ML 
産卵率試験

定時気温 定時水温 魚 種

魚巣材量 計数量 計数卵数 単位当り付着卵数

6/20 20.8 1 5.6 和 金
キンギョモ 2 8 g 9 3 3. 7 2 
1 3 1 5 g 

2 /20 20.8 1 5. 6 朱文金
キンギョモ

4 2 5 1 1. 2 1 
1 180 

3 /21 1 8町2 和 金
稲葉

1 10 8 7 0.79 
20 3 8 

18.2 
キンギョモ

3 5 183 5.2 2 

朱文金
26 0 

4 /21 

1 8.2 
稲 藁

4 8 5 0 1. 0 4 
1 8 0 0 

5 /22 1 6. 1 1 5.0 出目金
キンギョモ 2 5 194 7.7 6 
7 4 7 

6 /22 1 6.1 1 5.0 キャリコ
キンギョモ

2 5 2 9 1 1 1. 6 4 
878 

7 /22 1 6.1 1 5.0 琉 金
キンギョモ

3 5 6 9 1. 9 7 
20 6 5 

8 /23 2 O. 5 1 5.9 朱文金
キンギョモ 3 7 3 9 1. 0 5 
1 1 5 5 

9 /23 2 O. 5 1 5.9 琉 金
稲葉

8 0 4 2 o. 5 3 
7 5 7 

10 /23 2 O. 5 1 5.9 出目金
キンギョモ

3 3 7 0 2. 1 2 
1 2 1 5 

11 /24 1 6. 1 1 5.8 琉 金
稲葉 11 2 4 6 0.4 1 
1 3 4 1 

12 /24 1 6. 1 1 5. 8 キャリコ
キンギヨモ

1 2 130 1 O. 8 3 
1 7 8 0 

13 7/1 6 2 7.6 1 9.4 出目金
キンギョモ

3 7 857 2 3. 1 6 
143 5 

14 /16 27.6 1 9.4 キャリコ
キンギョモ

2 5 560 2 2.40 
2 0 8 5 

15 /16 2 7. 6 1 9. 4 琉 金
キンギョモ

2 0 761 3 8. 0 5 
2 6 3 5 

16 /16 27.6 19.4 和 金
キンギョモ 1 9 266 1 4.00 
2 4 3 9 

17 /1 6 27.6 1 9.4 朱文金
キンギョモ

1 4 5 2 8 3 7.0 1 
1 0 3 1 

稲葉
18 / 1 7 2 7.2 2 0.8 琉 金

3 7 2 
2 2 8 6 3.90 

19 /1 7 27.2 2 0.8 和 金
稲藁 1 4 3 5 2.50 
147 
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従って，擦れによる損傷を防ぐために柔軟な材料を使用することによって，或る程度カーパーし得

るものと考えられる。

勝化率試験

全付着卵数 試験卵数 卵字化確認卵数 勝化率 全勝化までの日数

4，892 9 3 8 8.6 4 

1， 4 3 2 5 1 1 0 1 9. 6 4 

1，6 0 9 8 7 3 9 44.8 7 

1， 3 5 9 1 8 3 122 66.7 7 

1，8 7 4 5 0 2 4 4 8. 0 7 

5， 7 9 6 194 169 8 7. 1 6 

1 0，2 20 291 2 70 9 6. 9 6 

4，0 7 0 6 9 5 4 7 8. 3 6 

1，2 1 5 3 9 2 8 7 1. 8 7 

4 0 1 4 2 5 1 1. 9 7 

2，5 7 7 7 0 3 5 5 0.0 7 

5 5 0 4 6 1 4 3 0，4 6 

1 9，2 2 4 130 8 9 6 8. 5 6 

3 3. 2 3 7 857 6 23 7 2.7 4 

4 6， 7 0 4 5 60 555 9 9.1 4 

o 0，2 62 761 6 55 8 6.1 5 

34，1 46 2 6 6 234 8 8.0 7 

3 8，8 7 9 5 28 415 7 8.6 7 

1，4 5 4 8 6 7 8. 1 6 

3 6 7 3 5 2 5 7 1. 4 6 
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C 漁業公害監視事業

調査の目的

漁場環境の監視及び漁業公害に関する情報収集並びに被害の防除措置に関する指導等を行なうこ

とにより， 内水面漁場の保全を企り，もって漁業経営の安定に資することを目的とする。

E 調査場所

岩木川水系のうち，岩木川と平川合流点(弘前市大JIJ) .平JIIと浅瀬石川合流点(藤崎町百田)。

園調査員

黒石養魚場技師林義孝

W 調査項目及び方法

1.水温

2 気温

3. P H 

4. D. 0 

5 透視凌

6. B. O. D 

V 調査結果

D. 0メーター(

縁状温度計

ガラス電極法〈日立ホリバー)

D. 0メータ ( 

透視度計(水道法50 cm) 

2 0 T 5日間法

)付属水温計

1 水 温・・・ 最高水温 29.4 'c.最低水温 0.2'c.月別平均水温は図一 2のとおりであっ
た。

平川矯で冬期間，高温iこ推移するのは，新鳴瀬橋に比較して，都市排水の影

響が大きいためと思われる。

2. D. 0 ・・・ 最高値 11 8弘最低値 88.0 %で，とくに問題となる値は出現しなかった。

3. P H ... 出現頻度は図 3のとおりであった。

4. 透視度・・・ 図-4のとおりの推移であった。透視度の推移は，災害の発也又は河JII'乙

係わる工事と密接な関係があった。

5. B 0 D .・・ 冬期間の観測結果しかないが，最高値 5.02p p m. 最低値0.69 p p m. 

VI 考察

水産環境水質基準iこ云う自然繁殖に必要な 3p p m以下の条件を満しているの

は，新鳴瀬橋で 42%. 平川橋で63%にとどまり，若干の問題があるものの

生育条件 5p p m以下の条件は満している。

本年度は岩木川水系では，漁業公害発生の報告はなかったが. BO D. 透視度にみられるように

その環境条件に余裕がなく，今后の漁場環境保全に依本的な対策が望まれる O
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第 1図採水地点 N 
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透視度年間推移第 4図
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指導件数

コ イ ーー ジマ 2、 ヤ マメ す ケ

4 9件 3 9件 1 0件 2 0件 場内分を除く

マコ‘イ種卵種苗生産高および配布数

種苗配布数 残 高

3A15ρ00粒 1 1，015000粒| 717500尾| 717，250尾| 2 50尾

イロゴイ種卵種苗生産高および配布数

種卵生産高数 種9阿己布数 種苗生産高数 種苗配布数 残 高

2;n5，OOO粒 1275ρ00粒 26000尾 26000尾 。

キンギヨ種卵生産高配布数

種卵生産高数 種卵配布数 種苗配布数 種苗配布数 残 高

1230ρ00粒| 1，230ρ00粒 。 。 。
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1.八戸海岸局

事業目的

試験船，取締船並びに一般漁船との聞に，漁業指導監督通信を行うことにより，人命財産の保全，

航行の安全，海難の防止，漁場の適正管理，操業秩序の維持による漁業生産の向上安定を図る。

E 事業内容

1 実施期間 昭和50年4月1日~昭和51年3月31日

2 交信海域 世界全域

3. 担当者局長佐々木光男

主任尾崎義隆

主任 目時利悦

技師 日下部恒雄

他に青森県無線利用漁業協同組合通信士8名

4. 取扱通信種別

(1) 漁業指導監督通信

イ，鮭鱒漁場位置漁獲報告通信 (水産庁関係)

ロ，秋万魚調整通信 " 
ハ，いか，鯖謁整通信 " 
ー，きはだ漁獲規制通信 " 
ホ， 日韓共同水域位置報告通信 " 
へ 漁海況，水温報告周知通信 " 
ト. ;1[::転助宗規制通信 " 
チ. ;1[::方海域位置報告通信 (海保関係)

上南方海域 R点海域位置報告通信 " 
ヌ. E1700 以東位置報告通信 " 
lレ，流氷観測通報通信 " 
ヲ，濃霧情動車信 " 
ワ，北海道底曳入合報告通信 (北海道庁関係)

カ，かに規制報告通信 ( " 
ヨ，気象観測報告通信 (気象庁関係)

タ，試験船，調査船.練習船，監視船，巡視船等との指導監督通信

(2) 航行警報，周知関係通信

(3) 遭難，緊急，安全通信

(4) 保安，要急通信

(5) 気象通信

(6) 非常通信 (Al 4 6 3 0 K H2 ) 
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(7) 漁況，市況放送

(8) 漁業専用通信

(9) 内航専用通信

仰) 公衆無線電報

5 通信方式

(1) 無線電信，電話による送信受信

ゆ遭難用局波数(電信2091KHz，電話2182KHz，超短波27524KHz，非常波

4630KHz)の常時無休聴守

(3) 八戸電報電話局直通ファックス送信受信。

(4) 通信所送信所間有線リモートコントロール

6. 勤務形態

通信配送信所とも常時交替勤務

a 事業結果

1 管内船舶局数

百子~ 電信(局) 電話(局) 准加入(局) 計(局) 備 考

昭 5O. 3. 3 1現在 7 9 4 9 4 
電信 9 

6 0 4 
電話 2 2 

昭 51 3 3 1現在 7 4 469 電信
9 
579 電話 2 7 

前年比 93% 94% 
1 0 0 % 

9 5鳴
1 22% 

2 管内船舶局無線従事者選任状況

与ト¥竺 電信級 電話級 特技甲 特技レーダー 計 r

昭 5O. 3. 3 1現在 9 8人 4 30人 4 5人 3 7人 610人

l昭 5L 3. 3 1現在 8 9人 4 2 6人 3 0人 2 8人 5 7 3人

前年比 90% 99% 66% 75% 94% 

3 管内船舶局，無線従事者選任，解任証明件数

五子寸竺! 選 任 解 任 備 考

昭 5o. 3 3 1現在 397人 4 3 9人

昭 5L 3. 3 1現在 378人 415人

前年比 9 5係 94% 
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4. 諸証明件数

(1) 出漁海域証明

ゆ周波数増設証明

(3) 電報内容証明

(4) 通信士免許再交付申請

5. 文書取扱実積

収受

発送

6. 講習，訓練，業務指導等実施状況

(1) 特殊無線技士レーダ一級養成講習

期間 昭和50年4月3日-1 0臼

会場 八戸市鮫町，八戸漁連研修所

人員 受講49名，合格44名

5 5件

1 7件

2 4件

1 2件

851件

366件

(2) 特殊無線技士，無線電話甲及びレーダー級養成講習

期間 昭和51年3月17日-3月31日

会場 八戸市鮫町，八戸漁連研修所

人員 無線電話甲，受講54名，合格52名

レーダ一級 受講48名，合格 48名

(3) 実務講習(新免許受領者対象) 2回 96名

(4) 非常無線通信訓練

使用電波 電信 4630KHz

実施期日 5月 13日-14日 0900-1600 

7月17日-18日 1330-2130

7月30日-3 1日 0900-1600

侭)各種通信，会議，委員会，反省会，業務打合会，総会等124回延約 200 0名

(6) 広報発行 2回 1 4 0 0部

(7) 各漁種毎に通信の迅速合理化のための略号作成交付並びに名簿作成等を行う等関係団体(通

信士会)の指導強化を行った。

7. 取扱通信実績

(沈黙時間，割当時聞の聴守等，際、守のみで電報の送受を行わなかった時聞は含まない。又，

ファックスによる送受信時間及び件数も含まない。)
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話ト之ご 通数(件数)

漁業通信

送 9，269 

:'5t 1 2 6，2 8 5 

計 1 3 5，5 5 4 

気象通信 2， 1 7 5 

漁況放送 365 

指導監督調整

通 3 4，3 3 9 

事故通信 7 2 

計 3 6，9 5 1 

内航通信

送

亘3ζ1 336 

計 337 

公衆通信

送 信 2，86 5 

~ζ Z 5，341 

計 8， 2 0 6 

総 計 1 8 1，0 4 8 

前年度計 1 6 4.8 0 1 

前年度比 1 0 9.8 5 % 

N 事業の成果及び今後の課題

1. 事業の成果

時間(分) 日 リ均
備考通数(件) 時間(分)

25.4 

3 4 6.0 

8 7，9 8 6 3 7 1. 4 2 4 1. 0 

5， 1 9 0 5. 9 1 4.2 

4，6 3 5 1.0 1 2.7 

3 5，7 0 2 9 4.1 9 7.8 

1，4 8 1 O. 2 4.1 

4 7，0 0 8 1 0 1. 2 1 2 8.8 

2，9 75 0.9 8.2 

1 5， 3 9 1 2 2.5 4 2.2 

1 5 3，3 6 0 496.02 4 2 O. 1 6 

1 46，55 1 4 5 1. 4 4 0 1. 5 

1 04.64 % 1 0 9.8 1 % 1 0 4.6 4 % 

(1 ) 漁業における諸無線通信，市況，漁況諸放送並びiこ諸計器の利用により漁業経営の安定合理化，

生産性の向上並びに海難防止に寄与した。
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(2) 無線従事者養成講習(特技甲を 2回， レーダ一級 1回)を行い，無線従事者不足の解消に寄与

した。

(3) 関係諸団体の指導強化と関係官署の連繋により法違反の防止に寄与した。

2 今後の課題

( 1) 県職員の増員

(2) 海岸局の移転

(3) 海岸局移転に至るまでの送受信所間リモートコントロール方式の新替

(4) 水産業危機に対応し，生産向上のための無線関係合理化対策

(5) 無線組合との業務提携に関する検討

(6) 無線従事者の養成充足

(7) 法違反撲滅対策強化
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2 鯵ケ沢海産局

事業目的

試験船，取締船並びに一般漁船との間iこ漁業指導監督通信を効率的に行ない，漁場の適正管理及び

海難防止に努め，併せて漁家経営の安定と福祉の向上を図る。

E 事業内容

1.実施期間 自昭和 50年4月~至昭和51年3月

2. 交信海域 青森県沖合，黄海， 日本海全域，北海道近海，南部千島，樺太西部，朝鮮東部，沿

海州沿岸，北部太平洋海域

3 担当者 局長 長谷繁蔵

主任 竹森武一

主任 工藤 衛

技師 大友 守

4. 取扱通信種別

(1 )漁業指導監督通信

A 日本海さけ，ます漁場位置報告通信

B 試験船取締船との指揮監督通信

C 調査協力船との漁海況情報通信

D 漁海況収集速報通信

E 試験船との観測通信

F 北部太平洋さけ， ます指導通信

(2) 遭難，緊急，安全通信

(3) 保安要急通信

(4) 航路讐報通信

(5) 漁業気象通信

(6) 漁業通信

5 通信方式

(1) 無線電話 (SS B方式)による送受信

(2) 気象，漁海況のファックス受信

(3) 遭難Al 2 0 9 1 K H Zの専用受信(無休)

(4) セルコール方式による呼出し

6. 勤務形態

2 4時間連続宿臼直勤務

(水産庁関係)

(県関係)

(サービスセンタ一関係)

(県関係)

( '/ ) 

、、，ノF
 
J
 

/
1
¥
 

- 342ー



血 事業結果

1 漁種施設別隻数 昭51. 3. 3 1現在

み¥々さど 電信電話 電話線 合計 前年度計 前年度比
併設船

目 庁 船 3隻 4隻 7隻 7隻 1 00% 

沖 合底曳 1 1 1 1 1 1 1 0 0 

いか専業 4 0 4 0 4 8 8 3.3 

いか，ます兼業 7 1 7 2 6 4 1 1 2 5 

-eコ 計 4 1 26 130 1 3 0 100 

2 地域， トン数別隻数

トぞ 官 沢 深 鯵 市 下 青 八 三山日 犬仁1、
ケ

庁 辺 I市 沢 浦 前 泊 厩 本見本て 戸 館 計

1 0トン
1 6 17 12 3 1 40 

以 下

トン

1 1-20 
2 8 13 5 I 31 

トン
4 1 4 9 4 11 13 1 48 21-50 

トン
1 1 1 4 1 l 9 51-100 

101トン
以 上

2 2 

よ口入 計 7 3 13 18 4 42 34 5 2 1 1 130 

前年度計 7 3 9 19 4 38 43 4 2 1 。130 
前年度比

口忠 qも % % qも % ヲb % 係 qも 4も qも
100 100 1444 947 100 110.5 79 125 100 100 100 

3 空中線電力別隻数

訴とご -5 W 1 OW  30W 50W 1 OOW Al 
{井 設

官庁線 。 2 。 2 。 3 

民間船 1 7 8 2 ' 3 4 7 1 

合計 1 8 0 2 3 6 7 4 

前年度計 2 7 7 2 4 1 b 3 
前年度比 50% 103.8係 100% 87.8% 116錫 133 % 
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4 特殊設備

込之と 中短波 27M レーダー ロラン オメガ FAX 中短波 セルゴーノレ 27M 方探 方探 プ イ プ イ ブ イ

S 5 1. 3.3 1 6 8隻 7 4隻 1 3 0隻 121隻 l隻 2隻 5隻 5隻 1隻

S 5 O. 3.3 1 7 0 6 1 130 9 8 5 6 6 2 

前年度比 97.116 121.3'% 100労 123.4労 100係 40各 83.3% 83.3% 50% I 

5 船舶局従事者選任員数

みp旦芝 電信級 電話級 特技甲 合計
S 5 1. 3. 3 1 4 4 5 8 1 130 

S 5 0.3.3 1 4 4 8 7 8 130 

前年度比 100% 93.7% 103.8% 100'% 

6 船舶局選任件数

話子之と 選 任 解 任

S 5 1. 3. 3 1 1 2 5 

S 5 0.3.3 1 1 5 6 

前年度比 80% 83.3 % 

7 取扱通信実績

~ 指導監督 気 象 漁 業 事故 アラム 保安 相手局数 通信時間

件 時 件 件 件 件 局 時
4 

22.30 300 2 。 27 2，046 453 1，007 

5 7，619 23.1 5 6，2 2 7 4 1 9 2，802 477 

6 4，434 22.30 3，090 1 l 14 2，373 453 

7 5，890 23.1 5 4.535 4 2 21 3，4 2 2 468 

8 5，5 3 1 23.15 4，340 。 。 26 2，772 468 
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限て 指導監督 気 象 漁 業 事故 アラム 保安 相手局数 通信時間

9 5，565 

1 0 3，683 

1 1 4，263 

12 2，639 

l 466 

2 587 

3 913 

合計 42，597 

前年度
7，546 

計

別年度
564% 

比

8. 業務，技術指導

(1) 業務指導 4回

(2) 技術指導

22.30 4，629 

23.1 5 2，759 

22.30 3，4 3 2 

23.1 5 1，969 

23.1 5 1 88 

2 1.00 250 

2 3.15 321 

2 7 2.4 5 32ρ40 

27 3.45 30，997 

99.6係 103.3% 

215名

7 5回

9. 広報の発行 規格 B5版 4頁

2回 600部

W 事業の成果及び今後の課題

1. 事業の成果

2 23 

10 

2 。 7 

I 。 8 

2 42 

。 。 1 7 

。 。 16 

1 9 5 220 

18 1 0 1 43 

105.5係 50係 153.8% 

(1) 気象と市況の定時放送は海難を予防し，漁業の生産性を高めた。

3，537 453 

2.294 468 

2，5 3 5 453 

1，507 468 

543 468 

285 438.30 

498 465 

24，61 4 5，532.30 

3 2.1 32 5，483，00 

76.6係 100.8% 

(2) 調査協力船との情報通信は日本海いか資源の解明と漁業情報事業の者展に大きく寄与した。

(3) 業務指導と広報の発行により運用能率を高めると共i乙電波違反の防止に成果があった。

2 今後の課題

(1 )無線従事者の需要がひっ迫してきているので，養成講習の開催が急務となっている。

(2) 管内を定期的に巡回し， 1 海岸局の運用面について指導育成する必要がある。

(3) 検査業務の向上に努め，未検査船の解消を図るべきである。

(4) 情報事業試験実施iιあたり，民間漁船による協刀船を増やし，広く情報源を求めるべきである

(5) 通信能率を高めるため，当番船方式iこ移行する必要がある。

(6) 局舎及び無線機器が老朽化してきたので，改築または更新することが望まれる。
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IX 津軽暖流域総合調査



E 

津軽暖流域総合調査

調査目的

津軽暖流ならびに津軽暖流の起源となる対馬暖流の海況変動を把握することにある。

調査内容

1. 調査期間 昭和 50年 9. 1 0月

昭和 51年1. 3月

2. 調査海域 日本海，太平洋

3. 担当者 主任研究員 赤羽光秋

技 師 十三邦昭

" 小田切譲二

" 木村大
4. 調査船 幸洋丸 (121.22トシ D4 0 0馬力)

東奥丸 (13 4.4 7トン D550馬力)

瑞福島丸( 4 0.8 1トン D 1 6 0馬力)

育鵬丸( 1 9. 9 4トン D 1 7 0馬力)

5. 調査項目

l 海況の短期変動

3. 対馬暖流の流量

6. 調査方法

2. 津軽海峡出入口の海況

4. 漁況と海況との関係

従来当場が実施している海洋観測と同じ要領で. 9月. 1 0月. 1月. 3月の各月に日本海およ

び太平洋において観測を実施し，その結果から前記調蚕項目t喝母ずる資料の解析を行なった(調査要

目第 1表，調査海域図第 1図)。

第 1表 調査実施要目

実施時期 海域 測点合計数 延 長 調査船名 備 考

1975.9. 2- 5 日本海 2 3点 210浬
青鵬丸

炉作埼線のみ反復調査
瑞鵬丸

929-10.11 太平洋 3 5 5 65 幸洋丸

1976. 1.1 6 日本海 4 4 5 東奥丸

3.11-13 日本海 4 2 3 0 0 東奥丸

3.11-23 太平洋 3 1 3 0 0 幸洋丸
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回 調査結果

1. 海況の短期変動

-1 9 7 5年9月， 日本海の結果

1 9 7 5年 9月2日(1回目)と 9月5日(2回目)に，日本海艦作埼西方60浬線上の反復

調査を実施した。その結果の概略は，

l回目:水温 Om24-26'C台， 50m4-21'C台， 100m2-110C台

2回目:水温 Om25-27'C台， 50m2-190C台， 100ml-120C台

で 3日間のズレによって Om水温は 1'c上昇し， 5 0 m層では2'c降温， 1 0 0 m 層では冷水

側で 1'c降温し，暖流側では 1'c昇温していた。また対馬暖流中心層の塩分値は， 1回目 34. 3 

Z。から 2回目 34.4施。に 0.1%。増加していた。

この期間内における対馬暖i流の北上輸送水量 (40 0 m層を基準とした力学計算によって求め

た)は， 1回目の 2.9 X 1 06 1ft" /secから 2回目の 3.9X 1 06 m3/sec に約 34%増加して

いた。

一方，調査を行なった9月の海況を平年とくらべると，海面水温は平年よりも 2-30C高めで，

100m層では逆に 2-30C低めとなり，海面水温の異常高温と対馬暖流水塊の浅い点が目立つ

ていた。

2. 津軽海峡出入口の海況。

~昭和51年3月， 東奥丸， 芸評洋丸の観測結果

・津軽海峡西口及び日本海側の媛流中心水温は 8'c台であるが，東口から太平洋側では東口一部

の表層i乙7'c台がみとめられるほかは暖流中心水温は 60C台を示している。

・西口の塩分倍は 33. 9 2 -3 4.0 4話。の範囲で，本州側よりも北海道側の方で僅かに高くなっ

ている。東口では，本州側iこ対馬暖流系の高かん水があって，その塩分値は最大 33.9 9見。と

なっているが，北海道側には親潮系の 32.8 %。台を中心とする低かん水が張出しており，この

水域の水温は 2'C台を示している。

.東西両日のT-S値から，両海水の現場密度を検討すると，西口の密度は 26.4 -2 6.7の範

囲で，このうち海峡中央よりも北海道側の底層に分布するやや密度の大きいT-S値 4点を除

くと， 西日の密度は 26.4 -2 6.5となっている。これに対して東側の密度は，親潮系の低温
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低かん水を除いてみると，ほぽ26.6-26.7くらいとなっていて，同じ対馬暖流系ではあって

も，海峡西口と東口とでは海水密度において異なっている。

・以上述べてきた，淘挟東西両日における特性から判断すると，この時期においては日本海から太

平洋への対馬暖流の連続的流れと云うものは存在しないのではないかと考えられる。

3. 対馬暖流及び津軽暖流の輸送水量

・ 19 7 5年夏季の青森県日本海側対馬暖流域及び夏・秋季の太平洋側津軽暖流域では，表層付近

の水温が高めに推移し，又，むつ湾では夏季iこ高水温と急、潮の現象が見られている。これら一連

の対馬暖流系水域における 1975年夏・秋季の海況の特徴に着目し，対馬暖流及び津軽暖流輸

送水量を検討した。

・津軽暖流々量は，尻矢埼線上の各観測点間における 40 Omを基準とした力学計算によって求め，

断面における水温・塩分の分布から南下流量を区別した。

.1 975年各月の津軽暖流南下流量は， 6月3.9， 7月3.0， 8月3.4， 9月2.5， 1 0月 3.3 

(単位 106 m'/seC )で， 6月iこ最も大きな値を示していた。

.夏・秋季の青森県日本海側及び太平洋側で表層水温が例年より目立って高くなり始めた 8月につ

いて，最近 10ヶ年間の津軽暖流南下流量を求めると， 1. 5 -4. 6 X 1 0 6 m' /sec平均3.3X 

1 06 m'/secで， 1 9 7 5年はこの平均値に近い値を示していたコ

・一方， 日本権組作埼西方海域の， 1 9 6 6年-1 9 7 5年の 10ヶ年における 8月の対馬媛流北

上流量 (300m基準)は， 2.2 -4. 7 X 1 06 m3/sec平均 3.4 X 1 0 6 m'/secで， 1975 

年は， 2. 9 X 1 0 6 m' /secと少ない方であった。

.1966-1975年の 10年聞における臼本海側対馬暖流北上流量(8月)と，太平洋側津軽

暖流南下流量(8月)とは，相関係数0.3で，相関はみとめられない。

・以上の検討を通じて，次のような問題が考えられる。

(1) 日本海側対馬暖流北上流量と太平洋側津軽暖流南下流量との関係において，同じ時期での相関

がないのは， 日本海の流量が太平洋の流量に影響する時間的ズレ (1-2ヶ月後)を考慮しな

かったことによるものと考えられる。

(2) 流量計算における無流面の設定において，密度勾配が Oになることが条件となるが，今回の計

算で設定した無流面(太平洋400m)ではこの点問題がある。

(3) 流量計算iこ含まれない，岸近くの流量を考慮していない。

(4) 各観測点が親潮，津軽暖流， 日本海固有冷水及び対馬暖流の中心を必ずしも捉えていない。

4. 漁況と海況との関係

~日本海沿岸スルメイカ漁場について

(1) 青森県地先沿岸海域におけるスルメイカ漁況の豊凶は，第2図に示すとおり，全体の資源量水

準とは必ずしも一致しないことから， この海域i乙特有な来遊条件(環境条件)によるものと考

えられる。

(2) この海域の海況は，本州日本海の中で対馬暖流が最も接岸し，その沖側で冷水域との境界iこ形

成される日本海極前線が最も近い位置となる等の特徴を有している。

(3) スルメイカ単位漁獲量変動と海況条件の変化傾向には多くの共通点が見られ，概ね沖合冷水の

陸岸からの距離と対馬暖流北上流量とは正相関を示し，スルメイカ単位漁獲量とは逆相関とな
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っている。(第 3-5図)

5 

40 42 44 

ム---青森県日本海沿岸の 1隻当り漁獲量(酔:'11) 

・一一- 1/ " スルメイカ漁獲量(千トン)

。一一日本海本州沿岸のスルメイカ漁獲量(万トン)

第 2図 スルメイカ漁獲量の経年変動
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X 水産試験場費以外に

実施した調査研究



l. 沖合養殖基本施設開発研究

開発研究の必要性

本県における海面漁獲量は過去5年間(昭和45-49年)において 52万トンから 61万トンに

伸びているがその 85%が遠洋，沖合漁業によるサパ，スケトウダラ，スルメイカなどによって占め

られている。

沿岸漁業生産量は 10 婦から 15%に伸びているが， この主因はむつ湾におけるホタテガイ生産が

順調に伸びたためで，外海における沿岸漁業は全く頭打ちの状態にある。

年
A B C 

C/A 
総漁獲量 沖合，遠洋分 沿岸分

4 5 526，142トン 473，696トン 52，446トン 10.0% 

4 6 5 7 4，1 91 5 04，991 69，200 1 2.1 

4 7 607，840 525，764 82，076 13.5 

4 8 640，223 539，517 1 00，706 1 5.7 

4 9 6 1 1，969 520，804 91，165 14.9 

注;青森県海面漁獲統計による

これら頭打ちの原因として考えられることは北国特有の季節風によって秋冬期に著しく気象的制約

を受け漁船の出漁日数不足により漁場ならびに資源の効率的利用が妨げられ，加えて本県漁民の多く

が依存しているスルメイカの沿岸への来遊が不安定になってきたことであるo

更に本県漁業生産量のうちウエイトの高い沖合遠洋漁業についても，昭和 49年カラカスに始まっ

た国連海洋法会議において重要な議題である領海，経済水域の設定についてはそれぞれ 12浬 200

浬が大多数の国々により基本的に賛同され，現在開催されているニューヨークの第3回国連漉鮮法会議

における決定を待つまでもなく，アメリカ，カナダ，メキvコ，アイスランド，セネガノレなど既に実

行にはいるか，実行を決定した国々が出たことにより重大な岸頭に立たされ，遠洋，沖合，沿岸とも

まさに危機に直面した感がある。

このような事態をどの様に解決するかその方策は簡単に打出されるものではないが，国際的問題と

切離して日本独自でできるものがない訳ではない。

例えば，本県漁業者の平按前梓間出漁段数は第4次漁業セソサスiこよれば 200日以上のものが僅か

20%'こ過ぎず，大半が 20 0日未満(平均 150日程度)である。

言い変えれば漁場叉は資源の利用が 200日未満に過ぎないので，漁船自体が出動できなくても海

域をもっと長く利用できる方策があれば生産量も上がる道理である。

しかし自然の気象を克服して海を利用しようとすれば属大な費用を必要とし，これでは経営が成立

っていかない。従って時化を押え付けるのではなく，時化から退避できる施設があれば外海において

も充分生産を伸ばすことができるのではあるまいか。
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その施設は時化に対応して水深の深いところまで沈めてやることが必要なので，時化のなかに船を

出して沈下作業を行なうことは危険であり不可能な場合もあるので，何とかして陸上からリモートコ

ントロール方式で施設の浮沈装作のできるものが造れないものか。

このようなものの開発研究が是非とも必要であるとかねがね考えていたところである。

E 開発研究の取組んだ動機

昭和48年5月21日に株式会社新潟鉄工所から養殖用浮沈イケスを利用する給餌νステムその

他のイケス管理方法について共同研究の可能性を打診してきたので，かねて興味のあるところでもあ

り，共同研究の可能性があることを解答した。

その際共同研究の前提として次のようなことを提示した。

1. イケスに関する一切の付帯経費ならびに設置経費は会社が負担すること。

2 調査に要する経費は水試が負担する。

3 イケスならびに付帯施設の保守ならびに故障修理i乙要する経費は会社が負担し，給餌装置に収容

する餌は水試が負担する。

4 調査項目は両者が協議して決定し，調査は主として水試が担当する。

その後同年7月新潟鉄工所の担当者が来場し，会社の考えているイケスの内容について間取りした

ところ，生賓は八角形で中央部に機械室，パラストタンクが設けられている。

主要寸法はイケス本体が直径 10m高さ 5m，パラストタンクは直径 2.5m高さ 7.5m総重量15.7

トン(陸上)，繋留方法は 4点繋留となっている。

諸経費については，

(1) リモコン装置 2 5 0万円

(2) イケス本体 5 0 0 

(3) 繋留施設 5 0 0 

(4) 輸送費 600 

(5) 組立費 5 0 

(但し輸送費は東京，気仙沼間)

これらについて検討を加えた結果

A 本県沿岸漁民を対象として考えた場合実用品としては形状，経費とも過大である。

B 施設そのものが養殖に利用されるものではなく，施設に装着することによって，貝類，魚類の

養殖，その他の目的i乙利用できるような要すれば直径 3m未満且つ軽量で取扱いの簡便なものが

望ましい。

C 施設については水試のアイデア，改良案を採り入れた会社が設計，製作する。

等の提案を行なったところ， 4 8年8月中に会社は共同研究実施についての可否を回答することを約

束した。

その後数回打合わせを行なった結果50年4月1日に青森水試，鯵ケ沢漁協，新潟鉄工3者で覚書

きを締結し本開発研究が正式に出発することとなった。

- 358ー



国 開発研究体制

本開発研究費の直接経費は新潟鉄工所が日本舶用機器開発協会から融資を受ける関係上，融資契約

上から同協会と新潟鉄工の共同開発という建前になっており，日本舶用機器開発協会水中ウインチ開

発事業委員会が設けられ協会，青森水試，鯵ケ沢漁協，新潟鉄工学識経験者ら 10名が委員となり，

本開発実施計画の検討，開発実施上の技術的勧告および成果の取りまとめを行なうこととなった。

方 3者の覚書では 3者各々の所掌業務を規定している。すなわち

1 青森県水産試験場

(1) 本開発全般にわたる企画，立案

(2) 脆設の外洋実験

(3) 本開発に伴う各関係機関との連絡調整

(4) 本開発のための基礎的な海洋環境知識及び情報並びに市場情報の提供

(5) 施設の設計，試作，改良並びに各種試験に対する協力，助言

(6) 施設の外洋試験実施のための各種保安措置に関する調整，助言

2 鯵ケ沢漁業協同組合

( 1) 本開発のための基礎的海洋環境知識及び情報並びに市場情報の提供

(2) 施設の外洋試験実施に対する援助，協力並びに各種保安措置に関する援助，協力

(3) 施設の設計，試作，改良並びに各庵試験i乙対する協力，助言

3. 新潟鉄工所

(1)本開発全般にわたる企画，立案に対する援助，協力

(2) 施設の設計，試作，試験，改良

(3) 施設外洋試験実胞のための各種保安措置の立案，実施

(4) 本施設の関連各メーカーの取纏め，指導，助言，調整

となっている。

昭和 50年 10月に試作施設の外洋実験終了後第 2年目以降の開発研究を一層円滑且つ効果的に進

めるため 51年3月 9日沖合養殖施設開発協議会を設け，水試，鯵ケ沢漁協，新潟鉄工 北大水産学

部佐藤修教授，鯵ケ沢町，県漁連，水産業改良普及所，鯵ケ沢漁業研究グノレ プ，ニチモワ株式会社

を構成員として現地における体制を強化した。

W 開発計画

本開発研究は 3ヶ年で完了するメドをもって次の年次計画を樹立した。

1. 5 0年度

( 1) 本抱設の経済性評価研究

(2) 本施設の基本設計

(3) 水圧等によるリモコン式浮沈装置の設計，試作

(4) 向上装置の陸上水槽試験

(5) 同上装置の海中試験

2 5 1年度

(1) 本施設の詳細設計，試作
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(β 同上施設の外洋試験

(3) 同上施設の改昆設計，試作

付) 本施設の各種応，弔詞発に関Tる基礎研究

3. 5 2年度

( 1) 外洋試験

(2) 本施設の企業化に備え℃複数施設による外洋試験

(3) 各種応用調発関係胞設の設計，検討

(4) 本開発結果に関する総合評価，報告

となっているが. 2年目は施設を後数にしてホタテ養殖施設を装着し，ホタテガイを入れて生物試験，

付着生物，付着量，施設及び養殖権設の水中設置状15]1.. 施設の耐波性及び上下作動状況，繋留施設の

検討. ;1<.中自動給餌機の設計，試作，実験も併行して行なうことにしている。

V 研究システムの内容

本開発研究の対象として考えているものは，

1 ~手 iーからリモートコントロールできること。

2 施設自体に目的iこより各種蓄養殖胞設を結合できる装置であること。

3 施設の浮沈は海底にあるおもりと施設を繋ぐワイヤが巻き取られ，巻き戻されることによっ℃行

なわれること。

4. ワイヤ巻取りウインチを目転さぜる動力は水圧モータ又はバッテリによる。

5 おもりを設置才る水深は 60m未満とし.おもりの設置場所はおもりが埋没するおそれのない底

質とする。

6 リモ←トコントロール乙ノステムは水庄ポンプ又は無線によるスイッチ俵脱方式

とする 3

7 施設はなるべく軽量且つ堅ろうにして取扱い便利なるものとし，腐蝕，折損，ねじれについて充

分考慮されること。

8 連結品分はねじれ，摩耗，強度につき長期間耐え得る構造，材質であること。

9 同ーリモコン装置で多数の施設を同時に浮沈させることができること。

10 施設を任意の水深iこ止めることができること。

であって，試作第1号の施設は第 l図のとおりである。

第 1表施設の要目
工員 目 仕 様

碩 目 仕 様 水中ウインチ

浮 力 体 f子 沈 速 度 2-4m/mtn 

浮 力 3 0 0 kg 定 格 何 重 2 0 Okg 

材 質 発泡スチロール 制 動 力 3.0 0 Okg 

比 重 o. 1 巻 込 み 量 50m 

耐 圧 1 Okg / CII! 重量(ワイヤ別〕 4 5 Okg 

保護カ ノ、. 合成ゴム 3 !回l 動 力 v原 水圧モ タ

外 形 寸 法 9 0 0戸X 1.2 0 0 装置外形寸法 65め<620X900
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第 1図施設の形状及び規模

浮己己
j体日日
ス

l山口
|↓ 

F 
(平面図)

クインチ

6 5 (側面図)

海底へ
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この施設は陸上にある水圧ポンプを回すことにより施設に水圧を送り，施設にあるマリンモータが

回転しワインチが連動してワイヤを巻き取って施設は沈下し，モ タを送転させることによって浮上

するνステムである。

第2図基本施設配置例

浮沈施設

海 面

水

圧

ノ、

イ

プ

陸 上

VI 実験結果

試作品は水圧モータの完成が遅れたため油圧モータを装着して 50年10月2日に福島県小名浜市

の陸上水槽で予備実験を実施したところ一応満足すべき結果が得られたので， 1 0月19日水産試験

場に施設が持ち込まれ，実験i乙立合う新潟鉄工関係者も現地に集結した。

1. 外洋実験

( 1) 実験期日 5 1年10月20日

(2) 実験場所

青森県西津軽郡鯵ケ沢町鯵ケ沢港赤灯台から 354度(4 004 8. 5' N 140012. 3' Ei 
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第 2表海気象環境

立三一----
水 深

環 底 質

境 水 色

透 明 度

水 温

波の方向

海 う ね り

潮 流 水 深

Om 

5 

象 1 0 

2 0 

2 8 

天 候

気 気 /晶

雲 量

気 圧

象 風 向

風 力

(4) 実験に使用した船舶

試験船瑞鴎丸(4 0.8 1トン)

プラスチック伝馬船 (0.2トン)

(5) 実験方法

諸

30m 

砂

4 

2 1m 

2 1. 5 oc 

NW 

1 

流 向

2 600 

260 

210 

260 

25 0 

b. e 

2 OOC 

5 

1，0 1 3.5 m b 

WNW 

2 

フじ

流 速

0.07m/S 

0.03 

0.02 

0.0 1 

0.01 

実験場所まで試験船で施設を運び，現地到着後次の順序で実験を実施したo

A 投錨し試験船を固定

B 重り (350kg) とクインチから出ているワイヤの先端を連結し.船尾から静かに海中iこ投

下。

C 船上にある油圧ポンプと施設にあるマリンモータを油圧ケープルにより接続。

D ポンプ運転iこよりクインチを作動し，ウインチをおもりの直上まで誘導してワイヤのたるみ

を是正した。

E 油圧モータを回転し施設の沈下，浮上状況， クインチの作動を反復縫認した。
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F 成果

油圧ポンプ及びウインチの作動は良好で， ウインチi乙巻き取られるワイヤの巻き込みも案じ

ていた程のことは認められなかった。ウインチ本体は 2-3m/;仰の速度で浮沈を行ない，翌

2 1日悪天候のため港口で実験した場合も前日同様の成果が得られた。

第 5表 1回目実験結果

水深 沈下時間 浮上時首 沈下速度 浮上速度
潮 流

流同 流速

OM wl//宵un 2 10 c 0.1 5mAec 

5 2分27秒 2 210 0.12 

1 0 4 3D 2.2 2.54m//lItn 205 0.1 2 

1 5 6 20 2.36 

2 0 8 o 3 2.4 8 245 0.03 

2 5 9 50 2.54 

2 8 210 001 

第 4表 2回目実験結果

水深 沈下時間 浮上時間 沈下速度 浮J:iA度
潮 流

流育 流速

OM 
200。 0.07m〆白ec

5 260 0.03 

1 0 5分 0秒 8分23秒 2m//lItn 2.7m/TlIln 21 0 0.02 

1 5 

20 8 23 2，38 260 0.01 

2 5 

28 250 0.0 1 

注 A 作動油の温度 3 80C 

B 設定圧力 5 Okg / crd 

C アンカー 3 30kg 

D 懸1)1力(浮力) 200kg 

E ホース長さ 100m (6本)

第 5表 最低起動圧力を 25kg/crdとした場合の実験結果

水深 沈下時間 浮上時間 沈下速度 浮上速度

OM 

5 2分46秒 1分50秒 1.8mパ脚 I2. 73m，A脚
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w問題点
以上 1年目の計画に対する実験は成功裡に終了したが，今後に対して幾多の問題が残されているコ

すなわち物的問題と経営的問題並びに行政的問題に分けることができる。

1 物的問題

(1) 耐久性のある水圧モータの研究

(2) 施設全般について耐蝕性に関わる研究

(3) 各連結部が波の震動により摩耗，脱落等が考えられるので，材質，工法に対する検討

(4) 無線によるリモコン方式を採用する場合において水面上にあるアンテナの安定的保持に関する

研究

(5) 海上において簡便なノミッテリー充電文は交換法の確立

(6) 1箇のリモコ Y操作で多数の養殖施設が同時に浮沈できるνステムの開発

(7) 水圧ポンプから海上施設までの配管工法

2. 経営的問題

(1) 浮沈施設及び付帯施設の軽量化ならびにコストダウンに関する研究

(2) 施設の故障，流失，その他事故ある場合における補償措置の検討

(3) 施設を利用する漁民の経営形態及び負担限度に関する検討

(4) 養殖対象種苗の生産体制並びに安定的確保に関する検討

(5) 生産物の販路及び流通体制に関する検討

(6) 施設利用文は購入に関する検討

3. 行政的問題

(1) 無線によるリモコ Yi/ステムをとる場合における周波数設定に関する検討

(2) 漁民負担限度を上回る投資に対する国，県の援助iこ対する検討

(3) 国，県の補助対象となり得る経営形態の検討

(4) 各療漁業との漁場調整並びiこ漁場線引きの検討

唖 タト洋養殖構想

本施設を使用して養殖業を営むとすれば経済性からいって必然的に集団経営(生産組合，漁協単位，

その他の集団)とならざるを得ないものと思われる。

すなわち浮沈乙/ステムが水圧方式をとるにしても，無線方式をとるにしても 1台のリモコン施設で

少数の抱設を稼働させることより多数の施設を稼働させることの方が有利であることは当然であり，

将来これら施設が補助の対象となった場合においても個人経営の場合は適用されないなど不利益を受

ける。

外洋においてはある程度流れもあり，プランクトンも豊富で水深も自由に選択できるなど湾内に比

べ℃有利な点が多く，養殖生物による排世物公害も被害を最小限iこ止め得る可能性の多いことから密

殖による問題も湾内i乙比べて少ないのではないかと考えられる。

文養殖の対象を何iこするかが問題になるが，すべての養殖に共通であるように短期間に生長し，経

費の比較的かからない商品価値の高いものが指向されることは当然である。

例えばアワピ，ホタテガイ，クルマエピ，オーマルエピ(フランス産).プリ，タイなどがあげら
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れ，蓄養種としてはヒラメ，カレイ，ナマコ，カニ類が考えられる。このためには時化の場合施設が

中底層にあっても自動的に給餌できる施設の併用が必要となり，その開発が急がれる。

施設を利用して行なう養殖場の水深は地域，地形，時期により一概に論ずることはできないが， 施

設繋留用のアンカ一文はコンクリートフロックについて繋留索を交換したり，その他ダイパーの潜水

限界，施設本体の規模等からいって水深 50~60m 未満が現段階においては妥当ではないかと考え

られる。

但し繋留索が切断した場合繋留施設は使い棄てにして魚礁代わりに利用したり，ダイパーの潜水限

界がアップしたりした場合は養殖場水深が拡大されるが，施設及び付帯設備が大型化することは避け

られない。

つまり経済性を強調すれば漁場は制約され，漁場を拡大しようとすれば施設のコストは高くならざ

るをf与ない。

しかし海洋法の結末から限られた漁場内において生産性を高め，漁業者の生活安定を図ろうとする

のであればその大白的の前にとられるべき施策はいうまでもないことである。

医 経済効果

本施設が開発されることによるメリットとして次のようなことがあげられる。

1. 海上時化のため漁船による操業ができない場合でも魚貝類の蓄養殖を目的として年聞を通じ漁場

の利用が可能となる。

2 陸上からのリモートコントロールで施設の浮沈操作が可能なので，省人，省力化が果たされる。

3 任意の水深需に施設を止めておくことができるので，時化，異常海況に対応して施設の保全，生

物の安全が健保できる。

4. 油やその他の要因による海水汚濁現象に対応して生物の迅速な退避が可能である。

5. 定置網などにより獲られた小型の魚類，身入り不良な甲殻類などを短期蓄養により付加価値を高

めることができる。

6. 人工採苗により得られた種苗を自然環境下において中間育成から商品サイズi乙至るまで保護，管

理，育成できる。

本県のむつ湾においてはホタテガイ養殖業が定着しているので，むつ湾を除く日本海，津軽海峡，

太平洋の本県地先海面のうち水深50 ~ 6 Omの海域を抽出すると約3，00 0 Krrfある。

この海域内で技術的iこも経営的にも問題の少ないホタテガイをむつ湾内で行なっている規模と同程

度の垂下養殖方式で営むとすれば 39 9，0 0 0ケ統が設置され， 1ケ統当たりの生産実績 (23 0円

X 1，5 0 Okg二 34 5，0 0 0円)から算定すると 1，37 6億 5，500万円が生産され，昭和 49年に

おける本県海面総漁獲金額 (66 8億 3，100万円)の優に 2.1倍が見込まれ所得率 20 係とすれば

412億 9，65 0万円が漁業所得となる訳である。

勿論この前提として稚貝の確保が先決であるがホタテ貝を一例にとってみても斯くのとおりで，外

洋養殖に望みがもてることは日本の水産界に一大転機をもたらし，このためには厚苗生産技術，養殖

技術，施設管理技術など一連の技術開発が促進されなければならないことは論をまたない。

叉これら開発の促進に対しては国及び地方公共団体の理解と思い切った胞策の展開が必要であり，

単i乙国，県の試験研究機関だけでなく海洋開発関連メーカー及び漁業者との提携によるプロジェクト
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研究こそが現実に即し，しかもタイムリ に開発を果す方向ではあるまいか。

第 6表 算定の墓礎

項 日 数 量 備 考

1ケ統の幹縄の長さ 20ωn 

1/ 寵 数 1 00ケ 10段寵

1寵当り収容貝数 150枚

1ケ統当り収容只数 15，000 150似 100= 15，000枚

1/ 生産額 345，000円 230円X1，50 rYcg=3 45，000円

lKrri当り設置統数 1 33ウ統 2，000，000枚-:'-15，0 00枚二 133

I1 生産額 45，885，000円 345，000円X133ケ紛争45，885，000円

3，00 0胎dの生産額 1 3，7 6 5，5 00万円 45，885千丹<3，000二13，7 6 5，5 0 0力円
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2. 沿産水域調査

調査目的

沿岸域における，サケ，マス幼稚魚の生態を明らかにし，サケ， マス増殖管理体制の確立に資する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和 50年4月-5 1年3月

2 調査場所 太平洋側 ・・下北郡東通村白糠地先

日本海側・・・西郡深浦町岩崎村地先

3 調査員次長頼 茂

技師 小田切譲

4. 調査項目 (1) 沿岸国務状態

(2) 成長，食性

(3) 環境条件

5 調査方法

調査場所において採集したサンプルの魚体調査及び白糠，鯵ケ沢地先における環境(水温，塩分，

プランクトン)について観測査定を行なった。

盟 調査結果

1 太平洋側9尾， 日本海側 64尾のサケ稚魚及び日本海側で 4尾のサクラマス稚魚の魚体測定を行

なった。(図1.表 J) 

2 稚魚が沿岸を離脱する水準水温 (15"C)からみると本年の場合，太平洋側では6月23日，日

本海側では 5月末日と 1ヶ月のズレがみられる。

日本海側の岩崎地先におけるサケ稚魚の来瀞ピークは 5月 15白から 20日にかけてである。

3 日本海側沿岸域iこ国務ずる稚魚の大きさは5月上旬 7.8-12.8cm(体重4.5-1 9.5 g)問中

旬 8.1 -1 1. 6 cn! (同 5.6-1 4 g)同下旬9.9 - 1 2. 2 cm (同9.1-1 4.9 g)であって最小 6

侃(1.4 nから最高 14. 4 cm (2 8. 2 fJ)のものまで出現する。
4. サケ稚魚は甲殻類と1tEj)魚の稚魚類を主体に摂餌しているが，そこに存在ナる餌を手当り次第に

摂るといったよう i乙別に厳密な撰択性はないようである。(表n.Iil) 

W 調査の成果と今後の開題点

1. 調査の成果

(1) 過去5ヶ年間に亘る調査で日本海沿岸域に出現回滋ずるサケ稚魚の生態について多くの知見を

得た。

(2) 沿岸からサケ稚魚が離脱する水準水温は 15"C附近にある。

2. 今後の問題点

(1 )川を出た直後の極く沿岸域における滞泳時期の生活生態iこ関する調査
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(2) 北上国務途次における成長の過程と経路を把握するため各県共同調査による標識放流の実権

(3) 富山系サケ稚魚の追跡謁査と日本海で越夏すると思われるサケに関する調査の実施(1976:

沿岸水域調査報告書，青森県水産試験場)

第 1図調査地点

第 1表 サケ稚魚測定表

採捕年月日 標本数 体長範囲 (cm) 平均体長 (cm) 体重範囲(タ) 平均体重(タ) 備考

50.5.12 5尾 6.3 - 7.8 6.9 2.1- 4.0 2. 7 太

平
6. 5 4 9.4- 9.6 9.5 2 8.3- 9.2 8. 7 洋

5 0.5， 7 7 1 1. 3 -1 3.6 1 2.8 1 2.8 -2 4.6 1 9.5 日

5 8 2 5 1 0.0-1 2.0 1 1. 1 8.8 -1 5.9 1 2.8 

5 9 1 7 1 0.6-1 1. 7 1 1. 3 1 1. 0 -1 4.3 1 2. 7 本

5.1 1 8 1 0.8-1 2.2 1 1. 6 1 1. 6 - 1 6. 2 1 4.0 

5. 1 2 7 1 0.4-1 1. 6 1 1. 1 1 0.1 -1 4.1 1 2.1 海

-369ー



第2表 胃内容物種類とその摂餌割合

魚 類 端榔類 縫脚類 ワ工r世- 日同苛 標本尾数

O. K 6 6.6 OJ; 4. 3 OJ; 1 4.5% 6 9尾

O. M 5 O. 0 OJ; 5 O. 0 OJ; 4尾

第 5表 胃内容重量組成

採捕 標本 胃重量組成 ( % ) 胃内容物 胃内容物の樽

魚種 類と捕食魚体 備考

年月日 尾数
。~ 0.5- 1.0- 1.59 

重量範囲 数O. 4 O. 9 1.5 以上

50.5.12 O.K 尾
qぁ % % ¢ 0.19以下 ヨコヱピ類③ )太平洋5 100 空胃②

Q.K コペポーダ⑦ 「
5. 7 7 5 7 4 3 ー 0.1-0.4 

稚 魚②

5. 7 O.M 3 6 7 o -0.6 イカナゴl尾①

コぺ④空胃⑧
5. 8 O.K 25 4 0 5 6 4 o -1.0 

稚魚⑬

5. 9 O.K 1 7 2 3.5 7 6.5 0.2-0.5 稚 魚、⑪
日本海

5.11 O.K 8 100 0.2-0.4 稚 魚⑧

5.12 O.K 7 1 0 0 0.2-0.3 稚魚⑦

5.12 O.K 1 0 0 2.2 イカナゴ3尾①

(注O.Kサケ. O. Mサクラマス〕

0内の数字は摂餌しているサケ稚魚尾数
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3 河口通過椎魚観測事業

I調査目的
本調査は降海するサケ稚魚の消長と，その期間における河川環境を経年的作観測し河川規民放

流量地域別環境に応じた人工ふ化稚魚の効率的放流方法を確立し，サケ・マス漁業の安定的発展に資

することを目的とする。

E 調査内容

1.調査期間:昭和 51年2月12日-3月 11日

2. 調査場所:奥入瀬川(サケ稚魚放流地点から約4均下流・第 1図)

3. 調査担当者:青森県水産試験場

相坂養魚場長 回 治

主任研究員 青 山 禎 夫 (主担)

" 佐 藤 直

業 務 員 松 田 毅

4. 調査方法 " 松 田 銀 治

(1) 供試材料

A 放流サケ稚魚

河口から約 26均上流にある奥入瀬川サケ・マス増殖漁協の稚魚池で，給餌飼育したサケ稚

魚23 2，50 0尾孝，昭和 51年2月12日10時30分vc放流した(第1表)。

放流サケ稚魚のサイズは尾文長(F . L )で 3.0-8. 7cm (平均5.5cm) ，体重 (B. W ) 

で0.3-6.7 g (平均 2.4g )であった。

B トラップ

a 河口から 22均上流(放流地点から 4伽下流)に毎観測時三萎含設置した(第1図)。

b 規模と構造

誘導網(口径0.5x 1.0 m ，長さ 2.6m ，網目 5棚)と集魚網(口径0.5x 0.25 m，長

さ1m，網目 411111 )を連結してトラ yプー主主とした(第 2図)。

c 設置方法

トラァプ三基を流巾vc応じて三分点にワイヤーロープと鉄柱とで固定した(第3図-1・2)。

(紛調査項目と方法

A 河川環境調査

天候，気温，水温，透視度，流速，水位について 3日に 1回， 3時間ごとの 24時間観測を

1カ月間(1 0回)にわたって実施した。

観測時刻は，毎回13:0串， 16:00， 19:00， 22':00， 0'1 :00， 04，:()0， 07:00 

10: 00の8回である。

B サケ稚魚採捕調査

前項の観測時刻ごとに三基のトラップvc乗網したサケ稚魚含採捕した。その際活力のある稚

唱
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魚は尾数含記録したのち再放流した。

~お，稚魚の大量乗網時間帯には短時間揚網争して，その結果争もとに 3 時間乗網尾数vc:換

算した(との操作は第1回目の観測のみ)。

C 稚魚の魚体測定

E 調査結果および考察

1.河川環境調査

(1) 水温と気温

調査時間中の各観測時刻jにおける水温と気温は第4図に示すとおり，水温は1.2-7.3 oc ，気

温は-9.0 -9.4 ocの範囲にあった。

(2) 流速と水位

三基のトラップ設置場所の平均流速は 0.5-1.2 m/抵で，水位は87-118cmの範囲にあ

った(第5図)。

~お，流巾は観測中 3 3.0 -3 6.5 mで変化した。

河川環境を過去のデータと比較してみると， 第 2表のように左り例年ともほぼ同じ状況を示し

ている(4 9年度に最大流速 1.2m/sec，流水量85.0 m3/眠を記録しているが，とれは最終観

測日の前自に降雨があったためである)。

第2表 河川環境の年別比較

水 温 気 温 流 速 流 水 量
年度

長低(吟最高 最低 (oc)最高 最小 (m，/s蹴)最大 最小 (m3，/s町)最大

4 7 O. 8 9.0 -6.5 1 2.4 

4 8 O. 1 8.8 -9.0 6.0 0.7 1.4 9.4 2 8.7 

4 9 0.9 7. 8 -10.3 8.2 0.5 2.0 1 1. 4 85.0 

5 0 1.2 7.3 -9.0 9.4 0.5 1.2 1 0.4 3 5.6 

2. サケ稚魚採捕謁査

1 0回の 24時間観測によって 7，199尾のサケ稚魚を採捕した(第3表)。

内訳は第1回目(2月12日-13自の 24時間)の 6，082尾の乗網が最多で，最少は第10 

回目(3月10日-11日の24時間)の 25尾であった。

とのよう左乗網経過からみると，放流後 1ヶ月で主群はほぼ降海したものと思われる。

稚魚の降下状況を観測時間別にみると，第4表のとおり， 1 3時-22時に多〈トラァプに乗網

しているととから，サケ稚魚はとの時間帯に活発左降海行動をとるものと推定される。

河口通過稚魚調査は同一ベースで経年的に実施する ζ とによって，調査目的を達成することが可

能と左るが，一方において各県の河川状況をTみると第5表のとおり，実施条件に大き左差違がある。
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lPち，稚魚の放流地点から河口までの距離においては， O. 3 -3 O. 0 ka J調査時の流水量は最小

時で 2.2-1 1.4 "t/sec J愚大時で 18.6 -3 5. 6 m3/概念どである。

とのととは，相対通過稚魚尾数争算出する場合のN=n>.<E(n:採捕稚魚数 E:拡大倍率)

に大き念変動要因が加わるととに念る。

とれらのととから，放流場所から河口までの距蝶が長ν何I11と短かい河111J流水量に大き左差の

ある河川左どでは，単に同一(共通)の調査方法で左<，対象河111の状況を加味した実施の検討も

必要と思われる。

さらに，河口周辺において，降海した稚魚が国務の軌道に乗る過程を把握するととも今後の課題

といえよう。

第5表 調査時における各県の河川状況

河 111 距 離 調査時の流水量

県名 河川名
放流点 採捕点 放流点

調査年度 備 考

~採捕点 ~河口 ~河口 重量 最 大

青森 奥入瀬川
k罵 k車

26.0 h 1曹1f《.4臨 8官5t《.0配
0矧l醐114.0 22.0 49 

について
岩手 織笠川 1.8 0.7 2.5 22 3.8 48 は直接引

福島 泉田川 1.1-3.8 0.4 1.5-42 5.5 8.6 49 
用

o流水量に

茨城 久慈川 15.0 1 5.0 30.0 48 
ついては

流選可111
秋田 奈曾川 0.22 0.08 0.3 2.5 5.6 49 断面積念

ら現)(晶表L)
どから算

山形 月光川 49 出

富山 正 JII 3.5 5.5 9，0 5.4 18.6 49 」

( 48.49年度の各県報告書による)

3. 稚魚の魚体測定

採捕稚魚のサイズはF'Lで3.3-8.5 cm ， B Wで0.2-5.8 9の範囲にあったが(第6表)， 

第1回目の観測時(2月12-13日)に平均F. L 4.9 7 cm，平均BW1.11 9であったものが

最終回(3月10-11日)にはそれぞれ5.5 4 cm J 1. 5 7 9と念り 1ヶ月間の河川生活中にも生

長がみられた。

摂餌状況は満腹，中腹，空腹の三区分で表示すると，空腹状態の魚体が全調査期聞を通して多〈

満腹状態のものは少数であった。

胃内容物は第 1回目の観測時に人工配合餌料の未消化分が認められたが，その後は水生昆虫，植

物体左どを摂餌していた。

W要約

1. 5 1. 2.1 2に調査用サケ稚魚23 2，50 0尾を放流し，同日から 1ヶ月間トラップ調査を実施し
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た。

2. トラップ乗網稚魚数は 7.19 9尾で，主群は放流後1ヶ月でほぼ降海したものと思われる。

3. 稚魚は 13時-22時に活発左降海活動争するものと推定される。

4. 稚魚の魚体はFLで 3.3-.. 8. 5調， BWで0.2-5.8 9の範囲にあり， 1ヶ月聞の河川生活中の

生長も認められる。

5. 摂餌量は全般に少左〈空胃状態の魚体が多かった。

6. 調査期間中の水温は1.2-7.3"C，気温はー 9.0"""9.4 ocであった。

7. 河川流巾は 33. 0 ...... 3 6. 5 m ，最深部の水深 0.87""" 1.1 8 7耳，平均流速(トラップ設置場所3
ケ所の平均)0.5 -1.2 m/眠，流水量 1O. 4 ...... 3 5. 6 mJ /抵であった。

V 参考文献

1 97 5 昭和48年度 さけ・ます稚魚河口通過観測事業報告書

水産庁漁政部沿岸漁業課

1 976 昭和 49年度向 上
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4 さ〈河魚類魚道調査

i調査目的

さく魚類資源の天然拡大再生産を妨げている諸種ダム等の河川工作物に効果的な魚道を設置するた

めの基礎資料を得る。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

4. 調査項目

昭和50 年 9 月 ~51 年 2 月

下北郡大畑町大畑川 (図 1) 

次 長頼 茂

淡水養殖部長 長峰良典

技師 原口健-

H 山口伸治

(1) 河川環境調査

倒生物学的調査

(3) 社会経済的調査

(4) 魚道設置調査

5. 調査方法

調査項目(1)1[ついては水質，流量，流速について現地調査， (2)については漁獲試験及び聴取

(3)， (4)については聴取調査及び文献資料によった。

E調査結果

1)水質(水温， P. H， DO ， BOD ， SS ， CL .重金属)としては全体的にみて問題は左いが，

H9 (全水銀)について，天然水としての存在を上廻る地点がある。(表1.2.3. ) 

2)本河川叫妻息する魚種は 20科31属44種であるが，ニゴイ，オイカワ，カマズカ，はアユ種

苗に混入し放流されたものが定着したものである。

3)底生生物は蜂跡目が一番多く量的にも多し、。

4)本河川にそ上すゐサケは往年一万尾を数えたが，現在は精々 2-3 0 0尾程度，サクラマスは3

-400尾程度，カラフトマスは 50-6 0尾程度と推定される。

5)スギノコ(サクラマスの一種)の資源は一応保持されている。

6) 大畑川における漁獲量は年間約2 トン前後と推定される。

7)本河川において，そ上を妨げると思われる河川工作物は菊如こある二つの砂防堰堤である。

W 調査の成果と今後の問題点

1. 調査の成果
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1)河川の性決及び生物関係、について明らかにした。

2)二つの砂防堰堤に効果的左魚道の設計を行左い，その所要経費を 1，300万円と算出した。

3)水量の減少と河川改修による河川の短絡化とそれに伴う河床の変化及び大き左淵の減少が魚の

成育を悪化させている。

2. 今後の問題点

1)河口が漁港も兼ねているため，廃油による汚染と各処に塵壊投棄及び河川改修工事が行左われ

ているととによってSS， BODが高〈在っている。

文，重金属については水銀を除いて他の金属は低い 存在量であるが，水銀と生物との関係に

ついては今後の謝査が必要である。

2)水量確保を図!?，水産資源維持増大を図るためには関係官庁聞の連絡を充分とる必要がある。

3)組合の河川管理運営上の問題について改良すべき点がある。

( 1976;遡河魚類魚道調査報告書(大畑JII) (青森県))

図 1 大畑川調査点略図

-印 stは大畑川本流調査点

数字11-18は大畑川支流調査場所

し、

滝
沢
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表 2 *質調査結果(1 2月)

調査場所
月 日 気温 水温 D 0 D 0 BOD 8 8 
天候 PH  

時刻 (t) (℃) (ppm) (係) (ppm) ( ppm) 

8 t 1 1 2.10 

上大畑橋 1 4.20 
〈もり -0.4 2.7 7.0 13.0 7 99.4 5.17 1.22 

8 t 2 12.10 
〈もり

小目名橋 1 4.0 5 
-0.8 2.3 7.0 1 4.10 106.0 0.41 0.0 6 

8 t 3 1 2.10 
〈もり

薬 研 1 3.00 
2.0 7.1 14.24 106.3 0.74 0.40 

8 t 4 1 2.1 0 
くもり

奥薬研 1 1.4 5 
0.9 1.1 7.2 1 4.46 1 05.2 0.30 0.25 

8 t 5 12.10 
くもり

二階岳 1 1.1 5 
-1.6 0.9 7.0 1 4.4 7 104.8 0.47 0.2 1 

S t 6 1 2.10 
〈もわ

赤滝下 1 0.40 
-0.3 0.5 6.8 1 4.4 7 103.6 0.00 0.3 6 

8t7仁部 1 2.10 
れ

沢合流点前 10.1 5 は
-0.4 0.3 6.8 14.02 99.9 0.32 0.71 
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表 5 大畑川水質分析表(重金属※ 1) 

Cr Mn F巴
(p pm) (ppm) ( ppm) 

ND ND 0.236 

ND ND 0.093 

ND ND 0.093 

ND ND 0.10 1 

ND ND 0.078 

ND ND 0.107 

ND 0.002 0.297 

ND ND 0.039 

ND ND 0.194 

ND 0.00 5 0.732 

ND ND 0.048 

ND ND 0.235 

ND 0.0，04 0.31 4 

ND ND 0.1 0 4 

ND ND 0.139 

※ 1 (原子吸光分光分析による)

※ 2 天然水は 0.08P P b以下

Cu Cd 
(ppm) (ppm) 

0.0 01 ND 

0.00 1 ND 

0.002 ND 

0.001 ND 

0.001 ND 

0.0 0 1 ND 

0.00 1 ND 

ND ND 

0.001 ND 

0.002 ND 

ND ND 

0.004 0.0 0 1 

0.002 ND 

0.00 1 ND 

0.002 ND 
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50年10月16-17日採水

Pb Zn Hg※2 
(ppm) ( ppm) (ppb) 

0.010 0.0 1 0 0.06 

0.004 0.005 0.0 2 

0.003 0.0 1 6 0.30 

0.0 0 6 0.025 0.14 

0.004 0.010 0.1 6 

0.008 0.015 0.32 

0.005 0.008 0.36 

0.002 0.006 0.02 

0.004 0.0 1 5 ND 

0.006 0.009 0.0 6 

0.014 0.006 0.34 

0.008 0.022 ND 

0.004 0.01 4 0.16 

0.002 0.007 0.02 

0.004 0.013 0.08 



5 尾殿沼.鷹架沼調査

A 底質

I調査目的

むつ小川原開発にとも左い堀切港湾の造成が予定されているが，現状における尾駁沼及び鷹架沼の

底質の現況を把鍵し，将来起り得る諸問題に対処する。

E 調査内容

昨年度は底質の粒度組成，金属類の存在状況，全硫化物を測定したが今年度は次の項目について調

査を実施した。

1. 粒度組成

昨年は 1/16開まで箭による粒度分析を行ョたが，今年度は 1/16-1/32 .a， 1/32-1/64 
棚， 1/64 -1/128踊， 1/128-1/256m1ll， 1/256蜘以下の粒度組成を行った。

分析法は試料 109を1tの蒸溜水に分散させピペット法によって測定した。
2. 全炭素，全窒素

1050C24時間乾燥した試料を柳本製本MT-500型CNづーダーによって測定した。

3. 酸可溶性9ン

試料 2-59を秤量し，水 10 mtと塩酸 (1+1)10mtを加え 30分加熱した後炉過し ，fJ=i液

を強塩基性陰イオシ交換樹脂アンパーライト 410のカラムを通して除鉄し，定容とした後ストリ

ックランド法によって比色定量した。

4.調査員 淡水養殖部長 長峰良典

E 調査結果

1. 校度組成について

粒度分析の結果は第 1-2表に示した。両沼とも東側の排水絡に当る部分は粒径0.2-0. 3闘の

粗粒砂となっているが，沼の内部は粒径 0.05鵬前後のνlレトによって占められている。

νノレト以下の粒子を 60%以上含む泥場といわれる部分は両沼とも第 1図vc示したとおり大部分

の面積を占め，また粘土分が 10%以上を占めるととろは沼の中央部および西側に分布している。

とれは，両沼とも同じよう左傾向を示している。尾駁沼は水深1mを境にして，泥場と砂場にわけ

られるが，鷹架沼の場合は水深による区分はつけ難い。

水質から見ると，両沼は淡水と汽水の違いがあるにもかかわらず，底質の粒度組成にはとの影響

はあらわれてい左い。との原因として鷹架沼は，防潮堤が出来てから未だ日が浅いためであろう。

2. 全炭素(C) ，全窒素(N) ，酸可溶性 9:/(P)について

底質中のC.N.P.は第2・3表に示した既存のデータが少いので比較の材料vc乏しいが，野辺

地湾ではC: O. 8 9 % ， N: O. 0 6 % ，大湊湾C: O. 8 9 % ， N : O. 1 3 %に比べると両沼はC.

Nともに多い，一般土壌の平均値はC2係， N O. 1 5 % ， P O. 0 6 %とされているが，とれと比べ

-380-



ても両沼は C'Nともに多い。 Pの存在量は大差が左かった。尾駁沼と鷹架沼望台比較すると C'N

は鷹架沼の方が尾駁沼より平均値で約2倍多い。 ζの原因は尾駁沼は海と連絡しているため潮汐に

よる水の交換があり，有機物が海に流れ出るからであろう。可溶性リンの存在量は両沼とも同じで

C'Nとは異った状態を示していた。

W要約

1. 底質の中央粒径値は 0.05棚以下のととろが多<，沼の大部分は泥場であった。

2. CNは内湾や一般の土壌より多かったが，可溶性のリンはほぼ同程度の存在量であった。
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第 1表尾駁沼底質

粒

調査点 水深 泥 層 n 視軍 n 置軍 軍軍

1 1 1 1 1 1 1 1 1 > 1 
1 -ー---一 ー~ー --ー 16 32 2 2 4 4 8 8 16 

m cm % % % % ヲ6 5.0 .~予
250 O. 8 0-3 2.3 1 1 6.29 52.89 2 2.4 2 1.02 

( 1/16以下)

24N O. 9 0-3 0.1 5 5.68 60.82 3 2.09 0.78 0.38 
(1/16以下)

23N 4.7 。-3 1.88 0.47 9.29 1 6.1 8 8.74 17.75 

22N 4.5 0-3 1.95 0.5 4 9.0 9 1 6.2 9 7.03 1 1.80 

22P 4.0 0-3 1.83 0.63 1 1.5 8 1 5.8 6 4.2 8 12.32 

22R 1.2 0-3 0.65 0.89 3.95 14.91 2 8.8 6 41.53 

23M 4. 1 。-3 1.43 0.49 1 1.02 1 2.45 6.55 24.65 

2 3 L 2.8 。-3 0.64 1.1 1 9.15 15.44 10.02 21.25 

23K 1.5 0-3 2.84 1.56 10.1 6 1 9.30 9.14 5 5.33 

20P 3.8 0-3 1.8 6 0.8 5 1 1. 75 1 6.27 7.33 3.3 0 

17Q 4.0 0-3 2.71 0.37 1 2.1 4 1 2.52 6.68 1.7 8 

1 6 R 3.0 0-3 5.84 3.49 11.1 0 1 5.43 5.99 28.89 

1 5 S 2，4 0-3 2.79 1.3 7 7.04 1 9.1 1 1 4.61 3 2.19 
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粒度組成

採泥 49.7.17

径

mm 加盟 園調 膚揖 淘汰係数 中央粒径値
1 1 1 1 1 1 1 
一~一 一~一 一~一 一~ mm 
32 64 64 128 128 256 256 

qも q島 % % 
一 1.4 0.3 3 

一 一 1.2 0.2 6 

21.9 2 4.24 3.56 1 5.97 2.0 0.042 

2 7.21 4.72 3.44 17.93 2.3 0.043 

26.55 4.9 6 4.61 17.38 2.3 0.045 

9.2 1 0.00 0.01 0.00 1.6 0.063 

1 9.58 4.4 1 3.3 1 1 6.01 2.0 0.040 

8.9 1 8.9 0 8.9 1 15.67 2.0 0.047 

0.18 0.37 0.32 0.82 2.4 0.053 

26.02 26.03 0.00 6.5 9 2.3 0.045 

1 6.06 3 0.09 10.03 7.62 2.1 0.045 

1 2.85 1.33 2.73 1 2.8 5 2.6 0.047 

22.92 0.00 0.0 0 0.00 2.0 …J 
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第 2表鷹架沼底質

粒

調査点 水深 泥 層
田郡 視軍 耳揖 軍軍 E冨 盟揖

>1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1-ー

--ー 一~一 一~一2 2 4 4 8 8 16 16 32 

押Z C祝

0.7 l' 1.88 q6 7.6 0 係 2 6.6勢9 2 H 2.2 0-3 

4 G 1.6 0-3 0.5 7 1. 1 3 2.02 7.2 0 1 9.6 7 2 7.8 1 

7 H 1.6 。-3 1. 5 0 3.8 9 6.81 1 1. 0 5 1 3.7 0 0.42 

1 9 G 4.6 0-3 0.67 1.14 2.2 9 6.8 6 1 4.5 9 5.0 8 

1 8 E 5. 7 0-3 O. 3 4 6. 1 1 2.1 5 4.52 9.05 1 7.1 2 

1 8 C 6.8 0-3 1. 3 7 1 4.42 5 9.6 1 1 5.7 6 O. 5 8 
8.2 6 
( 1/16以下〕

1 3 F 4.9 0-3 0.77 8.9 8 9.44 5.80 1 2.6 9 1 3.0 3 

2 1 E 2. 1 0-3 0.4 7 8.04 5 9.3 2 2 9.1 6 1. 0 8 
1. 9 3 

(1/1佳作)

1 6 F 5.9 i 0 -3 O. 7 4 3.7 0 6.6 6 7.29 1 0.8 9 6.2 9 

1 0 G 3. 1 0-3 0.66 8.33 7.0 1 6.87 1 6.5 1 1 9.4 2 
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粒度組成

採泥 49.7.29

径
調揖 車購 掴揖 軍軍

淘汰係数 中央粒径値
1 1 1 1 1 1 1 
←~一一一一~一 一~ 1/1111 
32 64 64 128 128 256 256 

2 0.8 ~ 1 0.4 r 0.06' 1 8.3 t 1.5 0.054 

2 2.1 3 0.00 0.00 1 9.4 7 1.5 0.048 

2 1. 7 5 2 1. 75 0.0 0 1 9.1 3 1.8 0.0 4 f 

2 4.0 9 2 4.0 9 1 2.0 4 9.1 5 1.4 0.042 

2 5. 5 1 2 5.5 1 0.00 9.6 9 1.4 0.038 

一 1.4 0.36 

26.22 23.07 O. 0 0 0.0 0 1.9 0.04 8 

8ト

一 1.3 O. 2 0 

54.1 5 0.00 1 0.2 8 0.00 1.6 0.04 1 

5.70 1 3.6 8 1 0.5 4 1 1. 2 8 1.9 0.050 
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第 5表 尾駁沼底質中の C.N・p

採泥 49.7，17

調査点 水 深 泥 層 C N G/N P 

押Z cm % % % 
2 5 0 0.8 o -3 1.85 O. 1 3 1 4.3 7 0.012 

2 3 N 4. 7 0-3  O. 3 2 0.04 8.84 0.0 62 

2 2 N 4.5 o -3 5. 1 1 0.52 9.7 7 0.098 

2 2 P 4.0 。-3 3.76 0.4 1 9.21 0.05 7 

2 2 R 1.2 o -3 3.3 1 O. 3 4 9.78 0.036 

23M  4.1 o -3 5.49 0.60 9.1 1 0.055 

2 3 K 1. 5. o -3 4.50 0.46 9.72 0.0 1 4 

2 0 P 3.8 o -3 5.76 0.59 9. 7 7 0.051 

1 5 S 2.4 o -3 5.52 0.50 1 1. 1 3 

平 均 3.9 5 O. 4 0 10.1 9 0.051 
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第 4表鷹架沼底質中の C.N.P

採泥 49.7.29

調査点 水 深 泥 層 C N C/N P 

m cm 4島 % ¢ 
2 H 2.2 o -3 7.8 6 0.8 9 8.8 3 一

4 G 1.6 o -3 0.29 0.0 3 9.67 0.1 0 0 

7 H 1.6 o -3 0.94 0.26 3.62 0.05 0 

1 9 G 4.6 o -3 6.2 4 0.73 8.5 4 0.074 

1 8 E 5.7 o -3 7.8 7 1.1 5 6.84 0.084 

1 8 C 6.8 o -3 7.3 9 0.94 7.8 6 0.0 1 6 

1 3 F 4.9 o -3 7. 7 7 0.9 5 8.7 9 0.069 

2 1 E 2.1 o -3 1.33 O. 1 4 9.50 一

1 6 F 5.9 o -3 9.0 1 1.19 7.57 0.081 

1 0 G 3.4 o -3 9.1 8 ‘0.84 1 0.9 3 0.0 69 

平 均 5.7 9 O. 7 1 8.22 0.054 
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<<' 
第 1図泥物質(粒径1/161/!1Jl以下)水平分布図

N 

十
0250  5OOm 

1/〆25.000

69.41 

巳〉

/15X 
63.44 

65. 10 
/ 0.38 

8.26 
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/ 
7.62 

4 第 2図 粘土物質(粒径 1/256醐以下)水平分布図
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17. 93 

十 /
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0250  500回
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B 生態

I調査目的

むつ・小川原開発に関連した全般的念事前調査の一環として両沼に棲息する魚類について現況を把

握するためむつ・小川原総合開発セシターの依頼によって実施した。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

4. 調査項目

(1) 魚類分布

(2) 年令と成長

(8) 成熟と産卵

(心食性と摂餌量

(5) 呼吸量

5. 調査方法

昭和 50年 4月-51年 3月

上北郡六ケ所村尾駁・鷹架沼

次長頼 茂

主任研究員

技師

青山禎夫

原口健一

1) -4)については各段階の魚種を時期的に採捕するため4つの自合の異まる網を使用した。

採捕した全魚種について魚体を測定したが，重要魚種であるワカサギ，クグイ，ニνY，フナ，ヌ

マガレイについては多項目調査を行なっ先(園 1)。

5) については，ウグイ，ワカサギ，ヌマガνイの 3穫について湖岸に呼吸量測定装置(図n) 

を設置してクイシクラ一法による酸素測定を行左った。

E 調査結果

1. 尾駁沼に棲息する魚種は 37科50属58種，鷹架沼のそれは8科 15属 17種であった。

2. ニ志/γの仔魚は 3ヶ月で全長にして5倍，体重で27倍近くに成長する。

3 鷹架沼のワカサギの成長は尾駁沼のそれより梢々勝っているようである。

4. ヌマガレイは時期を間わず海と沼の閣を往来しているもののようである。

5. 鷹架沼のギンプナの性比は 7.5. 1と雌が多い。

6. ニ乙/Yの生物学的最小形は体長25.6 cm.である。

7. 各魚種の月別平均熟度は(表 1)のとおりである。

8. 尾駁沼では，春先から夏にかけて摂餌量が多いのに対して鷹架沼のそれは逆に，夏末から秋にか

けて摂餌量が多〈在っているのは，環境の相違によるものと恩われる(表2)。

9. 酸素量と呼吸量(酸素消費量)とは相関性をもっ傾向がみられる。
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N 調査の成果と今後の問題点

1 調査の結果

尾駁，鷹架沼に棲息する魚類の一般生態について或る程度明らかにすることができる。

2 今後の問題点

1) 両沼における重要魚種の現存量及び生産力についての解明は今後に残された課題である。

2) 開発途中及び事後の変化についても調査を行なう必要がある。

(1977:尾駁，鷹架沼生態調査報告書

尾駁，鷹架沼生態調査研究会・むつ・小川原総合同発センター)
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第 2図 呼吸量測定装置模式図

~発電機

第 1表月 5JIJ 平均 熟度
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湖沼別，魚種別，月別胃内容物

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 3 月

珪藻類，鋳脚類幼，虫 擁脚類 動物片 エピ， イ+ザ， 動魚， 端脚類
イ毛骨類ザ，， エ物Eピ脚，片類， 尾 イ+ザ，ゴカイ イサザ イ サザ シラトリ稚貝， 多纏

ワ ソコエピ，タカホコシ 端脚類 物片物，片ソコエピ， ヨコエピ，携

駁
ラトリ，ソトオリカマ， 植 ，イソコツ

カ ホトトギスガ巴1.エピ二 プムシ稚貝， ヨコ
イソヒメミミズ，イソ エピ，携脚類

沼 コップム~エピジセ
サ コ

ギ 鷹 イサ類ザ，， 緑務類片，多 イサザ，擁，動物片， イサザ， 魚多， 
架 薩義 動物 エピ， 脚類 動物片， 毛類

沼 数，エピシャコ

珪藻類，貝類多数， イソコップムシ(ヒベ

尾 線虫(タカホコシラトリ リガ1'.‘ンオグサ〕

ウ
コアマモ，イサザ， 貝藻，植物片多数，

駁 魚肉片，ミズオマツポ 薩 類，ヒバリガバ，

二線コ孜ア虫マ貝ェモ(ホピ，カトワクチツポ
グ 沼

トギス訓)

イ • 碇藻類，昆虫(モ

ンカゲヨ僅植ウ物) 少架 シオグ+

沼 イサザ， 片

フ B架E 碇藻類 桂藻草 類 珪藻類 貝 類 薩濠物 類
水片 値物片 植片

ナ 沼 コケムシ休芽

尾 二枚貝 植物片 エピジ守コ，カワグチ 魚(ワカ4ギ〉 魚類(ハゼ)
ヌ
駁

巻 貝 ツボパソヒメミミベ

イ +ザ プリオノスピオ
"マ
沼 シオグサ

すf

鷹 エピジマコ
レ イソゴツプムシ

イ
架 ウミナナフシ

沼 ゴカイ， ワカ+ギ

駁尾
鋳脚類 績脚領，等脚類，

:ン ワカサギ
ン 沼 水生昆虫，イサギ
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6 十和田湖資源対策調査

A 生態学的変動

調査目的

十和田湖におけるヒメマス資源に関する生態学的変動を把握し資源対策に資する。

調査内容

1. 調査期間 昭和 50年 4月-51年3月

2. 謁査場所 十和田湖

3. 調査員 次 長

主任研究員

4. 調査項目

(1) 環境調査

(紛 ヒメマスの生態に関する調査

(3) 親魚生態に関する調査

(必漁獲量調査

5. 調査方法

頼 茂

金沢宏重

(1)については，十和田湖ふ化場で実施した観測値及び東北電力会社の資料を基にした。

(2)・(3)については，各月試験網(刺網)によって得た材料を用いた。

(心については十和田湖3地区の集荷所及び個人よりの聴取りによった。

E 調査結果

1.夏期(7月)低温 (160C)に経過し.9月上旬高水温(2 7.6 oc )を記録したととは，例年に

比べて 10日乃至208水温上昇期の遅れを示している(図 1)。

2. 湖水位は，過去5ヶ年のうち各月共長高水位で経過した。

3. 水質について，西湖中央部における観測結果値から異常は認められ念い。

4.動物ブラシクト Yの出現種は例年と変わり念いが.8月には"，'当り平均 9，567個体と最高発生

量を示した。

5. 本年の親魚は総体的κ小型(体重2009前後，字卵数500粒前後)であったのに対し，キラ

は全般的に型も揃って平均 14 0 9と檎々大型であった。

6. 親魚の成熟推移は図Eに示すとおり 8月から急速に成熟が進む。

7. 各月におけるヒメマスの摂餌状況は春秋はヨコエピ類，夏はミジシコ類を多食しているが，勿論

とれらの混食もみられる外に昆虫や魚類も食している(表 1)。

8. 自然部F床の確認争図Eのとおり行左ったが，産卵床は湖概の傾斜面に檎々礁混りの砂地々帯に

集団的に造られ，水深2-3m附近に多い。

9. 本年のヒメマス漁獲量は上限(4 0トン)に近い約39トYが水場げされたが，尾数に換長する
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とキラの魚体が大きいとともあって 25万尾程度と在る(表n)。

W 調査の成果と今後の問題点

1 調査の成果

(1) 

(2) 

親魚の成熟過程と環境条件(特に水温)との関係争明らかにする可能性がでた。

自然産卵床を多〈確認したととによって天然資源と放流量との関係を調査する手懸りを得た。

2. 今後の問題点

資源動態を把握する上に必要左標識魚の再構確認調査争毎何継続する必要がある。
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月別摂餌量及び出現内容物表 I

普

36 25 23 20 1.7 16 14 12 1.0 0.9 0.8 0.7 0.6 05 04 0.3 02 01 。月
1 1 1 2 1 

1尾4

4

1

 

1 4 3 2 

1尾1 1 1 1 
⑫ 

1 3 4 1 3 6 2 2 7 

碍
旦

るあ
2 2 

1 

1 2 1 1 

2 
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10 

0内の数字は捕会したヨコエピの個体数ヨコエビ，ミヂシコ5月…...

6月-・・・・・ 昆虫，ミヂンコ， トゲクオ

ミヂシコ，ユスリカ，ヨコエピ，ゴリ7月……

ヨコエピ，ユスリカ，昆虫

ヨコエピ

8月・・・・・・

10月一

休屋
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ON…ヒメマス産卵床数 (70床)

(48床)11 OM.・・サクラマス

産卵床位置図
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十和田湖ヒメマス漁獲量調査表

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0月 1 1月 計

休 屋
(132) (547) (467) (261) (499 ) (59ヨ) (674) ( 84) ( 3，2 6 3 )k9 
699.4 2，5 50.0 3，41 0.7 759.7 1，825.7 2，716.7 4，7 3 0.8 5 14.6 17，207.6 

字棒部
( 38) (331) (245) (194 ) (208 ) (299) (277) ( 24) ( 1，61 6 ) 
11 8.2 1，890.1 1，330.2 682.7 689.0 984.2 1，054.4 69.6 6，8 1 8.4 

大川岱
( 40) (334) (267) (201 ) (287) (359) (376 ) ( 58) ( 1，922 ) 
15 2.6 2，349.1 2，4 26.9 604.3 1.1 3 8.9 1. 5 6 4.8 2，28 0.2 342.8 1 0，859.6 

計
(210) (1，212) (979 ) (656) (994 ) ( 1，257 ) (1，327) (1 66) (6，801 ) 
970.2 6，78 9.2 7，1 67.8 2，046.7 3，653.6 5，2 65.7 8，065.4 927.0 34，88 5.6 

昭和 50年度表 E

1
1
品

O
H
l
'

とのほかに試験用 64.6k9十遊漁考4，00 0 k9 (推定)

3 8，9 5 0.2 k9 合計)内は延出漁人数

(@ 6月20日より 7月 10日まで休漁)〔註〕



B 異常磐死陀関する底質調査

調査目的

鉱山排水と生活排水による底質悪化とヒメマス異常姥死との関連孝明らかにする。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

昭和50年6月10 -1 1日

十和田湖内 定点10点

他 10点

(第l図参照)

淡水養殖部長 長峰良典

技師

" 

原口健一

山口伸治

4 調査項目及び調査方法

イ採泥

15cmx15cmのエァクマンパージ採泥器争使用し，採泥器に入った試料は 250 mtのスチロ

ール管瓶に密封して持ち帰った。

ロ全硫化物

試料 0.20-2.0 09を秤量し，硫酸々性にして発生したH28をガス検知管に吸収させて測定

し，無水物の仰に換算した。

ノ、 COD

試料1.0 0 -4. 0 0 9をとり， HaoHアルカリ性のもとでN/I0KM aO 4を逆滴定した。ま

た，前記と同様にして，水分含有量争求め， 02 1lI9/乾泥9で示した。

ニ強熱減量

水分含有量を測定し?と後の乾泥約 10 9を磁製/レツポにとり，電気炉を用いて 500-7000C

で1-2時間強熱し，冷却後秤量して強熱減量を求めた@

ホ有機物量

乾泥 0.59前後寄?とり， H 2 804酸性のもとで INK2 C r，を用いて酸化し，消費された

K2 Cr 0，考逆滴定した。(温排水調査指針)

へ重金属類

試料の前処理として，無水物試料3-309を秤量し，全水銀定量用分解装置を用い，濃硫酸

1 0 miで湿式灰化し，。ヨ過後定容とした。測定は日立製 208型原子吸光分光々光計によって，

T→19，Cu，Mn，Ca ，Pb，Zn，Cr 7種を測定した.とのうち， T-H9は所定の付震装
置をT使用した。
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E 調査結果
第1表・第2表のとおりの調査結果会得た。

全硫イ働， COD等について

1.定点調査

調査結果から判断すると， 8 t 4以外泥で，色相は灰色系統である。 CODκ関しては 8t 1， 

3，6，7，8，10，11が， 20 砂/9を超えている。 8t 1は， 6 7 ， 6 2 (mt;/ 9 )という異常

に高い値が観測されている。(COD→20mg/9という値は，水産環境基準値。)全硫化物に関し

ては， 8 t 1 ， 8 ， 9 ， 10が0.2砂'/9を超えている。 8t 1は，0.82mg/9という高い値が観測さ

れている。 (H2S→0.2mg/9という値は水産環境基準値。)1 • Lに関しては， 8tl，7，11

が 10%以上の高い値が観測されているが特に 8t 1は13.8 %と高い値である。有機物量に関し

ては， 8t1 ， 10 ， 11 が 10%以上の高い刷~観測されているが， 8 t 1は16.2 %を示してい

る。全体を通してみて，水産漂境基準(COD→20 mg/ 9 ， H2 S→0.2mg/9)を満しているの

は， 8t4，5 だけで，残りは，何れも基準値以上で， 8t1，8，9，10は両方とも基準値以上

であり，特に 8tl，10に関して，汚染が著しい。とこで， 8tl，9，10， とも人口集中地区

なので，生活排水の影響によるものと推察される。 8t 8 VL関しては，取水口があるのと，西南風

による湖中央部の表層有機物ば運ばれ蓄積したものと考えられ，結果的にCOD値等が高〈でたも

のと考えられる。 COD値の大きさに比較して，有機物量(炭素として)が， 6.4 9 %と低いとい

うととは，有機態N'H等割合が大きい故と考えられる。

即ち汚染では左〈生態的起源によるものと推察される。(取水口構造一逆に湖内VL逆流するとと

もあり，取水口付近が判川の影響争受けている可能性がある。)文， 8t6，7，11のCOD値

が比較的高いのは，長深部であるため，底質の流動が小さく，年次的有機物の蓄積によるものと推

察される。(過去の調査で，最新部における新生堆積物量が，他と比較して多いととが判明してい

る。 1967年長峰・佐藤。)

2. 細密調査

ヒメマス等の異常型車死が発生した西湖について調査争行在った。その調査結果は表1の通りであ

る。 CODに関して， 8 t 1 7を除いて全部20mg/タ以上で平均値48.4 4mg/9で，水平分布は

第2図の通りである。だいたい湖岸に平行して 10m前後の等深線付近が高〈走っている。とれは

西湖が7月に西風， 10月に西南風が卓越するととと比較的閉鎖的糊域争示すととにより，和井内

と休屋の生活排水が東岸に吹きょせられ蓄積したものと考えられる。

全硫化物に関して， 8t3，17，18を除いて全部0.2mgノタ以上で平均値は 0.66mg/9で，

8t20においては1.5 mg/タという非常に高い値を示している。水平分布は，第3図の通りである。

強熱減量に関して， 8 t 3， 1 7 ， 2 0.5を除いて全部10%以上で平均値は 11.11%で， 8 t 1 4 

において 13.9 7 %という高い値が観測され，その水平分布は第4.図の通りである。有機物量に関

して， 8 t 3 ， 1 6 ， 1 7 ， 2 0.5を除いて， 10% 以上であり平均値 11. 9 7婦である。 8t 2 0 

陀おいて， 1 9.8 8 %という非常に高い値が観測されている。水平分布は，第5図の通りである。

有機物及びCOD分布は強熱減量の分布傾向と若干相違するが，有機物量の分布傾向が最もその特

徴を明瞭に現している。
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全体的にみて，西湖の東側が西側に比較して高い値をとっている。そして， st3，16，17以

外COD，全硫化物共に水産環境基準値よりか左り高い値を示している。す"t.eわち，底質に関して

汚染が進行していると見てきしっかえ念いと思われる。全硫化物からみると，底生生物が穣息でき

左い濃度とされている 11l19/ダを stI8，19，20は超えている。平行して，底生生物調査を行

在っていてい左いため判りきした裏づけができ左いが，とのままでゆ〈と，近い将来西湖における

ヒメマス等の漁獲量が減少するだけで左<，西湖西岸のヒメマスの天然産卵床左どにも悪影響をお

よぽす可能性がある。近い将来，和井内，休厚からの生活排水の処理施設が必要であると考えられ

る。

3. 金属類

底質に含まれている金属類は，他の湖に比べ非常に多いととを昨年の調査で指嫡したととろであ

るが，本年度休屋前の西湖を細密調査した結果争第 2表および金属類の水平分布を第 6図 1，第 6

図2VC示した。調査点 1-1 1までの分析値について49年度と一致し左いところがあるが，これ

は採泥器の相異(4 9年度はSK式， 50年度はエァクマンパージ採泥器)によるものである。

各金属の存在量と分布の傾向を見ると次のとおりである。

T -H9: 0.1 1 -3.3 6 p pm 西湖に多い

Cu 4 1 -4 5 3 ppm 一定の傾向を示き左い

Mn 1 1 8 --5，1 5 3 p pm 深い部分VC多い

Cd 2. 3 -4 O. 7 p pm 西湖κ多い

Pb 41-837ppm 一定の傾向を示さをい

Zn 1 8 8 -2，9 3 4 p pm 一定の傾向争示き左い

Cr Tr-l1.7ppm 深い部分に多い

本年度調査点 12において，採泥層に入った泥争表層と下層に分け分析したととろ，第2表に示

したように， Mn，C rを除き位向金属は下層に多いととがわかった。 ζのζ とは卜和田湖の金属汚

染は相当前から始まっていることがうかがわれる。湖の泥の沈積速度がどの程度か九られてい左いが，

中禅寺湖の 0.211111/年と同程度とする数百年以前から蓄積されていたととになる。

金属の蓄積と生物との関係について，詳しいζとは不明であるが，現在の湖の生物相から見て，

影響を及ぼしているととは断定出来左いまでも ζの点に関しては今後の調査が必要である。

IV 調査の成果および今後の課題

1. 水質調査結果(S 4 9.1 0.3 1秋・水試)をみると， S S値以外の項目は，水産環境基準を下ま

わっている。懸淘物質量の基準値は， 14 ppm以下とされているが，調査結果では 0.5-9. 0 ppm 

の範囲にあcて平均値 4.7ppmと，高い値を示している。とれは沈降粒子(ブラシクトシ，有機

デトライタス， e t c)が，底質に有機物量含供給していると思われるのでとの懸淘物の供給源に対

する詳細左調査が望まれる。念お，各調査項目と水深の関係は第7図に示した通りであるが， ζの

図から水深50 m以浅では浅〈走るほど高<，それ以深ではそれ程でもなL、。
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文， CODとH2S ， C ODとI.L，CODと有機物の相関係数はそれぞれ， 080 3 ， 
( 0.7 7 8 ) 

0.843 ， 0.926 ，でその相関図は第8図ー 1，第8図ー 2，第8図-3VL示した。

( O. 8 8 1) (0. 9 4 2 ) 

41.093 

9.77 6 

一S

一物

一2

一機

一H
一有
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第 1表 十和田湖底質分析結果

観測地点 観測時 水深 外観 色 水分含量 全硫化物

m % 0.8~ 1 6 • 1 0 1 1.5 泥 灰 8 2.1 8 

3 ' 39.0 ' 灰褐 7 9.7 8 0.00 

4 ' 46.0 砂泥 褐 3 9.0 8 0.00 

5 ' 7 1.5 泥 灰 5 5.1 0 O. 0 1 

6 ， 102.0 # 灰褐 8 1. 7 9 0.08 

7 " 102.0 ' " 8 2.9 7 0.09 

8 6 . 1 1 6 7.5 '藻類 灰 62.35 0.2 7 

9 ， 68.0 泥 黒灰 7 6.4 6 0.32 

1 0 " 28.0 相 褐 70.67 0.21 

1 1 ， 90.0 ' 黒灰 8 7.9 8 0.0 2 

1 2 6 . 1 0 1 5.5 " 灰褐 7 4.6 8 0.83 

1 3 ' 1 9.5 
， 灰 8 3.6 4 0.56 

1 4 # 28.5 ， 灰褐 8 2.7 3 0.24 

1 6 ' 35.5 
， 
" 8 3.9 7 0.0 1 

1 7 # 29.0 ， 褐茶 67.63 0.01 

1 8 ， 1 9.5 哩 黒 8 4.8 7 1. 1 1 

1 9 ' 1 4.0 ， 灰黒 8 4.27 1. 1 4 

2 0 ' 8.5 ' 
， 86.41 1. 5 1 

2 O. 5 " 5.0 . ~鹿類 黒 6 5.4 9 0.9 1 

O. 5 " 7.5 ， 黒褐 7 6.0 9 0.8 5 
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( 5 0年 6月10臼採泥)

C 0 D 強熱減量
溶 存 酸 素 ppm  

有機物量
- 1 m -10m  

6 7.6γ9 1 3.8 1 
% 
1 0.83 1 1. 7 6 1 6.20係

2 0.0 5 8.88 5.59 

9.1 4 3.88 2.2 1 

1 4.60 4.91 2.9 6 

3 4.49 8.44 7.74 

3 1. 4 6 1 0.79 8. 1 1 

3 1. 0 8 6.8 9 6.4 9 

1 9.59 6.6 4 9.68 

4 1.08 8.4 6 1 0.07 

5 8.60 1 2. 1 4 10.97 

6 5.42 1 3.55 1 1.0 4 
(-14m) 

1 6.0 8 1 2.36 

4 5.66 13.97 1 0.8 8 9.9 1 
(-17m) 

1 3.74 
1 2.4 5 

3 2.2 6 1 1. 0 .. 一
(-27m) 

1 2.1 4 
1 2.76 

3 6.1 2 1 0.25 1 0.8 9 1 1.8 3 
(-34 m) 

8.7 9 
1 2.86 

8.82 6.08 1 1.0 5 1 2.40 
(-27m) 

1. 9 8 
1 2.9 3 

62.73 1 3.7 0 1 U. 7 9 1 2.33 (ー18m) 1 3.6 1 
1 2.5 9 

5 3.0 5 9.65 1 0.94 
(-12m) 

1 3.7 5 
12.33 

8 7.25 1 3.43 1 0.8 1 
(ー 7m)

1 9.8 8 
1 2.0 9 

4 1. 4 1 7.52 1 1. 3 1 9.04 

60.9 8 1 1. 5 0 1 0.9 0 
( -6m) 

1 2.8 7 1 1. 5 5 
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第2表 +和田湖底質分析結果

(昭 5O. 6.10.採泥)

調査点
Hg Cu Mn Cd Pb Zn C r 
ppm pp町1 ppm ppm ppm ppm ppm 

1 1.18 244 1 78 40.0 194 367 t r 

3 0.84 213 1，576 7.6 837 188 3.1 

4 0.11 453 1，308 8.5 576 2，1 1 2 6.6 

5 0.27 4 1 1，006 2.3 41 402 1 1.7 

6 0.86 202 5，153 8.0 417 1，10 4 9.8 

7 0.80 228 4，632 8.6 537 1，29 7 8.7 

8 0.39 63 575 3.2 500 2.1 

9 0.5 7 11 2 7.3 187 937 3.6 

1 0 0.74 63 542 5.7 68 741 2.3 

11 1.3 7 21 3 8.6 522 1，11 5 8.6 

12※1 1.0 1 74 241 9.3 93 855 t r 
※採泥器に入った
泥の売買尚も3棚

12※2 1.40 128 230 2 1. 7 222 1，5 3 0 t r ※ q 3明 -6cm

13 0.8 5 103 349 1 2.1 178 1，1 39 4.:1 

14 1.77 185 1，059 9.2 345 1，093 5.0 

16 1.61 1 30 134 2 2.4 1 84 1，699 1.8 

17 3.36 85 1，503 5.0 251 902 3.0 

18 2.93 293 538 4 0.7 522 2，934 6.5 

19 2.3 8 232 1，047 14.3 785 1，903 5.6 . 
20 1.9 6 233 1 77 52.1 21 9 2，979 1.9 

20.5 0.42 6 1 1 1 8 1 2.7 46 1，224 0.8 

0.5 0.23 103 1 99 10.7 5 3 1.222 1.5 
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7 さけ.ますi曽積環境調査

I 調査目的

きけ・ます資源増大のため従来さけ・ます増殖に利用され1tかった河川の潜在的生産能力奪把握し

とれが開発利用と，河川環境変化の著しい河川の利用方途争究明する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和 50年 10月~昭和 51年 3月

2. 調査場所

(1) 未利用河川

(2) 環境変化河川

3. 調査員

4. 調査項目

(1) 物理化学環境

川内川 (下北郡川内町)

笹内}II (西郡岩崎村)

追良瀬川(西郡深浦町)

次長頼 茂

淡水養殖部混 長峰良典

技師 原口健一

技師 山口伸治

A天候 B気温 C透視度(濁度) D流速 E流量 F水温 G水質 (B oD， 

PH，Do1tど)

(2) 生物環境

A. 主左生息魚種 B. さ〈河性さけ・ますのそ上生態 c.さ〈河性さけ・ますの稚魚降
下期の生態 D.底生生物

5. 調査方法

(1) 物理化学環境~水質は常法によった。

(2) 生物環境~現地調査および聞き取り調査を行った。

E 調査結果

1. JlI内川

(1) 物理化学環境

水質調査結果は第 1表のとおりでssが 0.07 -1. 1 3 ppm で清浄左状態であった。流速，
流水量は第 2表に，重金属分析値は第 3表U亡示した。

(2) 生物環境

④ 主左生息魚種

クグイ，カジカ，サケ，サクラマス等8科 19種が知られている。

(3) サケ・マスのそ上生態

そ上推定数はすケ約 150尾，サクラマスで約 300尾とされている(第4表)。
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(4) 稚魚降下期の生態

ふ化した稚魚はカラフトマスについては年内にサケは翌年2-3月頃に降下するものと思われ

るが詳細は不明である。

(5) 底生生物

第5表vc示したとおりで各地点とも蝉嶋田の出現個体数が多かった。

2. 笹内川

(1) 物理化学環境

水質は第6表κ示したが一部工事の影響により濁りが認められた以外，全般に問題と走る点、は

なかった。

流速は 0.6-1. 3 m~蹴，流水量は約1. 2 -1.4伽/酷であった。

(2) 生物環境

A 生息魚種

ウグイ，アユ，イワナ，サケ，サクラマス等 13種で差して多〈左い。

B サケ・マスのそ上生態

川口から 5帥F付近に砂防ダムが設置されてから(昭和40年)，それより上流へのそ上が阻

害されている。現在サケは年間50尾以下，サクラマスも 10 0尾程度のそ上と言われている

が定かでは左い。

C 稚魚降下期の生態

本河川においては鮭鱒の増殖事業が何ら行をわれておらず，稚魚期の実態も明らかで左い。

D 底生生物

第7表の結果を得た。

3. 追良瀬川

(1) 物理化学環境

水質調査結果は第8表に示したとおりで清澄左状態であった。

流速は 0.7-1 m/蹴，流水量は 2.0-2.7蜘/抵であった。

(紛生物環境

A 生息魚種

サケ・サクラマス，イワナ，アユ，カジカ等 27種が生息している(第9表)。

B サケ・マスのそ上生態

サケ親魚のそ上は 11月中旬から 12月中旬で 11下旬が最盛期と念っている。尾数は数十

尾程度である。サクラマスのそ上期は4月中旬から 5月にかげてであり，川口から 10 -1 5 

知までそ上している。

C 稚魚降下期の生態

天然産サケ稚魚は 3月から 4月に，マス稚魚は満 1年を経過した翌年3-5月にかげて降海

ナる。

D 底生生物

縛蛾目，双麹目，毛麹日の出現がみられた。
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峡

日

本

町

むつ

川内川調査点位置

追良瀬川調査点位置

村

笹内川調査点位置
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第 1表 川内川水質調査結果

気温 水温 D 0 D 0 BOD S S 
調査場所 日 時 天候 PH  

(ppm) (係) ( ppm) (p pm) (C) ('C) 

STI 50.12. 9 〈もり
ー0.2 2.9 6.8 1223 93.5 0.0 1.1 3 

JII口カミら 15: 25 (根雪)
約1均上 51. 2.18 

ゆき 0.3 1.1 6.7 14.00 101.9 1. 7 4 流 14: 55 

ST3 50.12.9 
〈もり -1.7 1.8 6.8 1 3.8 1 102.4 0.54 0.72 

安部城本 16: 30 

流 51. 218 
ゆき 0.4 0.1 6.9 14.4 1 102.1 0.5 5 

16:05 

ST4 50.12.10 
くもり -2.8 1.6 6.8 14.02 101.8 0.24 0.61 

畑合流点 7: 00 

下 51. 218 
ゆき ー0.1 0.5 7.0 14.3 2 102.5 0.34 

16: 47 

ST5 50.12.10 
くもり ー1.7 1.5 6.8 1 3.8 9 1022 0.42 0.25 

畑合流点 7: 50 

上(本統) 51. 2.19 
はれ 24 0.6 7.0 1425 102.3 0.15 

9:45 

ST6 50.1 2.1 0 はれ -1.3 0.9 6.8 14.46 104.7 0.46 0.03 
湯の川上 9: 10 

流 51. 2.19 
はれ 0.7 0.7 7.0 14.02 100.9 0.53 

9:00 

ん木沢橋 50.12. 9 
ゆき -1.3 2.5 6.8 1 3.8 2 104.5 0.82 0.0 7 

(支疏) 16: 00 

第 2表 川内川流水量調査結果

調査場所 日 時
平均水深 平均川幅 平均流速 流 水 量

(D) 側 (v) 1ft3/ sec 

ST 2 50.1 2. 9 cm m m_A蹴

ST1より約 1 5: 25 
3 2. 0 1 9.8 o. 8 0 4.0 6 

1 kll上流 5 1. 2.1 8 
3 O. 3 1 9. 7 0.6 04 2.8 8 

15:20 

ST4 50.1 2.1 0 

畑合流点下流 7:00 
4 0.0 1 9. 4 0.40 2. 4 8 

5 1. 2.1 8 
3 2. 2 1 7. 9 0.30 4 1. 4 0 

1 6 : 40 

ST5 50.1 2.1 0 

湯ノ川上流 9 : 1 0 
2 4. 2 4.4 0.533 o. 4 5 

流水量は DxWxVx 0.8で求めた
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第 3表 川内川重金属分析結果

調査点
Hg Cd Fe Cr Pb Cu Mn Zn 
ppb ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

川内川 ND ND 0.124 ND 0.001 0.005 ND 0.026 
ST 1 

八木沢 ND ND 0.038 ND 0.002 ND 0.003 0.009 

安部城本部 ND ND 0.080 ND 0.001 0.001 ND 0.008 

安部城沢 ND 0.002 2.22 0.00 1 0.029 0.120 0.003 0.478 

畑合流点下 ND ND 0.104 ND 0.001 0.002 ND 0.009 

焔合流点
ND ND 0.072 ND 0.001 0.001 ND 0.0 1 0 

前本流

湯ノ川上流 ND ND 0.030 ND 0.00 1 t r ND 0.0 1 1 

50年12月9日-10日採水

第 4表 サケ・マスそ上生態

魚 種 そ上期間 産卵 期 産 DP 場 所 そ上推定数

9月中旬
サ ケ

1 0月中旬 (小倉平橋附近) 約

~翌2月 -12月 川口より 4均上流 1 50尾

4月中旬 9月中旬 八木沢合流点~銀杏木，八木 約
サクラマス

-9月上旬 -10月中旬 沢 300尾

カラフト 8月末
7月-8月 ー ー

マ ス -9月上旬
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第 5表底生生物調査結果

採集場所 日 時
水温
禎麹目 蜂跡目 毛麹目 双麹目 端蜘目 その他 湿重量tc) 

5 0.1 2. 9 個 個 個 個 個 個 g 
1.8 7 3 5 1 

16: 3 0 
1 0 。 。0.0 1 

安 部 域
5 1. 2. 1 8 

0.1 8 32 7 5 0 。 4 0.2 6 
1 6 0 5 

5 0.1 2.1 0 
1.6 4 1 66 3 7 。 。0.1 0 

7 : 00 
畑合流点下

5 1. 2.1 8 
0.5 29 

1 6 : 4 7 
1 1 6 1 0 6 3 。 3 0.70 

5 0.1 2.1 0 
畑合流点前 1.5 48 94 

7 : 5 0 
22 16 。 1 0 0.1 5 

(本流)
5 1. 2.1宮

0.6 29 72 12 1 9 。 8 0.36 
9 : 4 5 

5 1. 2.1 9 
湯野川上流 0.7 81 284 1 1 82 。 3 1.56 

9 : 00 

川口より約 5 1. 2.1 8 。 1 1 2 36 。 4 0.0 3 
lka上流 15: 2 0 

サーパーネヲト 25x25cm1回当り

第 6表 笹内川水質調査結果

5 1.3.3調査

剛地点 観測時刻 天候 気温(吋 水温('C) PH  D (O P Pm) 
DO 

B (O P D Pm) s (s ppm) (効

1 10: 3 0 晴 1.8 3.9 7.4 13.53 106.20 0.95 0.84 

2 1 1 : 00 雪 2.0 4.8 8.2 13.84 1 1 1.2 5 0.5 9 1.87 

3 1 1 : 3 0 雪 2.8 4.4 8.2 1 4.05 111.77 0.70 23.33 

4 1 3 : 0 0 4.8 4.6 7.6 13.93 1 11.3 5 0.47 0.22 
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第 7表底生生物調査結果
笹内 JJI

採集場所 日 時 水温(斗 禎麹目 蜂勝目 毛麹目 双麹目 端脚目 その他 湿重量

5 1. 3. 3 
偲 個 個 個 個 個 個 g 

S t 1 3. 9 1 9 8 3 4 3 4 8 。 。1. 5 3 
10: 30 

5 1. 3. 3 
S t 2 4.8 7 6 3 7 2 1 8 1 。 1 0.90 
11 : 00 

5 1. 3. 3 
S t 3 4.4 2 7 9 8 2 8 7 。 5 1. 5 3 
11 : 30 

5 1. 3.3 
S t 4 4.8 1 2 1 7 1 2 210 。 7 1. 0 6 
13: 00 

サーバーネァト 25 X 2 5C7/t 1回当り

第 8衰 退良瀬川水質調査結果

5 1.2.2 3調査

観測地点 観測時刻 天候 気温("c 水温(可 PH  
DO DO BOD SS 
ppm ("c) ppm  ppm 

1 10 : 45 吹雪 一7.3 0.0 6.8 14.35 101.3 0.1 9 0.0 3 

2松原上流の橋 1 1 : 4 5 雪 -6.5 0.0 6.8 14.68 103.7 0.41 0.1 7 

3松原下流 1 2 : 2 5 曇 -6.7 0.1 6.8 14.58 103.3 0.30 0.1 4 

4オザナメ沢
合流点前

1 3 : 0 5 曇 -6目9 0.8 6.8 15.20 109.7 0.82 1.38 

追良瀬橋より
5上流約O.7同 1 3 : 4 5 曇 -6.6 0.0 7.0 15.59 110.1 0.81 0.1 2 
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和

1カワヤツメ

2 スナヤツメ

3サケ

名

第 9表 追良瀕川にお廿る魚類相

学

Entosphenus Japonicus 

E.veissneri 

Oncorhynchus Keta 

名

4 サクラマス(ヤマメ)I O.masou f. masou 

5 カラフトマス

6 アメマス

7 イワナ

8 エゾイワナ

9 ニジマス

10 ア ニエ

11 コ イ

12 ギシプナ

13 クグイ

14 マルタ

15 テツギヨ

16 クキゴリ

17 カワヲジノポリ

18 ヨνノポ9

19 ミミズハゼ

20 νロウオ

21 カジカ

22カシキヨクカジカ

23 ドジョウ

24ボラ

25 ヌマガνイ

26 サヨリ

27スズキ

O.gorbuscha 

8alvelinus leucomaenis leucαnaenlS 

S.J.pluvius 

8.1.1. 

S a 1 mo g a i r d n e r i i f. i r i d eu s 

Plecoglossus altivelis 

Cyprinus carpio 

Carassius langsdorfii 

Tribolodon hakonensis hakonensis 

T. taczanowski i 

Carassius auratus 

Chaenogobius urotaenia 

Tukugobius flumineus 

Rhinogobius brunneus 

Luciogobius guttatus 

Leucopsarion petersi 

Co t t u s h i 1 g e n d 0 r f i 

C.hangiongensis 

Misgurnus anguil licaudatus 

Mugi 1 cephalus 

Platichthys stellatus 

Hemiramphus sajori 

Lateolabrax japonicus 
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8 河川保護水面調査

I調査目的

人為的保護施策によってサクラマス資源の増強をはかるための調査を実施して，河川内および地先

海面におげるマス漁業の発展に資する。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

昭和50年 4月-51年3月

老部川 (青森県東通村)

吾妻111 (青森県深浦町)、

淡水養殖部長 長峰良典

主任研究員

技師

技師

夫

一

治

禎

健

伸

山

口

口

青

原

山

4 調査項目

(1) 河川環境調査

(2) サクラマス棚上調査

倒 産卵状況調査(老部川においては人工採卵を含む)

(4) ヤマメの生育調査

(5) ヤマメの性状調査

(6) ヤマメの摂餌，消化調査 (老部111) 

(吟地光海面におげるサクラマスについて (再生産状況)

5. 調査方法

(1) 河川の環境調査

老部)11.吾妻川とも定点において水温， PH，透視度， DO ， BOD ， S Sを常法により測定す

るとともに底 生物を採集し，種類と個体数を調べた。流水量は従来の定点において測定した。

(2) サクラマスの湖上調査

適宜覗きを行い初湖上時期等争確認した。

倒産卵状況調査

河川踏査によって産卵床数の確認に努めた。

(4) ヤマメの生育性状調査

o才ヤマメを採捕し生長状況，性状を把握した。

(5) ヤマメの摂餌，消化調査

各時間帯ごとに0才ヤマメを採捕し摂餌量を，文24時間の絶食により経過時間毎の消化速度

を調べた。

(6) 地先海面におげるサクラマスについて，地先におげる漁獲量を調べるとともに，白糠において

はその年令構成合せて調べた。
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E調査結果
1. 老部川

(1) 河川の環境

水質調査は第1表に示したとおりで重金属についても問題と左る値は検出され左かった(第2

表)。底生生物は第3表に，流水量は第4表に示した。

(2) サクラマスの機上調査

サクラマスの湖上初確認は7月17日でほぼ例年どおりであった(第5表)。

(3) 産卵状況調査

サクラマスの天然産卵床数は保護水面内に 35床，老部川全川では 51末と昭和39年に次い

いで少左かった(第6表)。

人工採卵粒数は使用親魚♀ 34尾で約9万9千粒であった(第7表)。

(4) ヤマメの生育性状調査

7月におげるヤマメの生長は第8表のとおりで例年と大差左〈性状についても特異的左ものは

出現していをい。

(司 ヤマメの摂餌・消化調査

7月 11 -1 2日調査したが 14時におげる摂餌量が最も大き〈消化については摂餌後8-

1 2時間でほとんど消化が終了するものと思われた。

(6) 地先海面におげるサクラマスについて老部川地先沿岸(白糠)におげるサクラマスの漁獲量は

約3万1千尾でその年令組成では 3年魚が主体を左している(第9表)。

2. 吾妻川

(1) 河川の環境

吾妻川の水質のうちssではo.0 6 --5 5. 2 p p m と調査自において 1回高い値がみられたが

全般に清浄であった(第10表)。

底生生物は第 11表に流水量は第 12勤C示したとおりであった。重金属では水産上問題とま

る値は検出され左かった(第 13表)。

(勾 サクラマス湖上雀卵状況調査

保護水面内では 18床を確認したが， ζの他κ未確認産卵床が存在するものと恩われる(第

1 4表)。

(3) ヤマメの性状調査

0才ヤマメの性状は例年のものや他河川のものと同様である(第 15表)。

(4)地元海面のサクラマス漁獲量調査

吾妻川地先(深浦)におげるサクラマス漁獲量は約5万3千kgであった(第 16表)。

W 調査の成果および今後の課題

1.老部川

地先海面のサクラマス漁獲量は年々安定増加の傾向を示し，保護水面設定の効果が認められるも

のの，河川周辺の荒廃が懸念されこれに対応した保護施策が必要である。
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2. 吾妻川

保護水面設定の具体的効果合あげるに至っていをい河川性状，生物相調査等を継続してい〈必要

カ1ある。
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第 1表水質調査

場所 年 月 日 時 間 天 候 気温 ("c 水温 ('c) P H 

49. 5. 30 1 7 : 1 0 1 3.4 1 3.6 7.2 

老 9. 19 9 : 3 0 r 1 6.0 1 5.8 6.6 

部
10. 30 1 1 2 5 c 1 7.0 1 1. 8 6.8 

50. 7 • 1 0 1 7 : 20 r 1 8.4 1 4.0 6.8 

橋 10 . 18 9: 5 5 b c 1 9.6 1 3. 7 6. 7 

1 2 . 1 1 10: 0 0 s 。目 1 3.8 7.0 

メ口入 49. 9 . 1 9 9 : 1 5 r 1 6.8 1 5.3 6.9 

流( 10.30 1 1 0 0 c 1 6.4 1 1. 6 7.0 

点合 50. 7 . 1 0 1 6 : 00 r 1 9.0 1 3.3 7.0 
流

1 0 1 0 後 1 0 . 18 b c 1 9.8 1 2.0 6.9 
、、../

1 2 . 1 1 9.: 45 O. 1 2. 7 7. 0 s 

49 5 . 30 1 6 : 50 
iロL 

流( 9 . 1 9 9 : 2 0 r 1 6.8 1 5.8 6. 7 

怠合 10 . 30 1 1 1 0 c 1 6.4 1 1. 8 6. 8 
流
前 50. 7 . 1 0 1 5 : 5 0 r 1 9.0 1 2. 8 6. 9 
、、J

10 . 1 8 10: 0 5 b c 1 9.8 1 2.8 7.0 

49. 5. 30 1 6 : 30 1 3.4 1 4.2 7.2 
ふ

9 . 19 8 : 50 c 1 5.6 1 4.9 6.8 

イヒ 10. 30 10: 0 0 c 1 3.5 9.4 7.0 

場 50 . 7.10 1 6 : 20 r 20.2 1 4.4 7.0 

下 10. 18 10: 2 5 b e 1 9.0 1 0.3 7.0 

1 2 . 1 1 9 : 3 0 s ー0.5 1.6 7.0 

中
49 . 5.30 1 5 : 40 1 5. 1 1 4.3 7.2 

9 . 1 9 8 : 3 0 e 1 5.1 1 4.2 6.8 
ノ

10. 30 9 : 3 0 巴 1 0.8 9.0 7.0 
又
50 . 7.10 1 5 : 1 5 1 9.6 1 4.1 7.0 r 

滝 10 . 18 1 0 : 5 5 b c 1 8. 7 1 0.5 7. 1 

(調査地点図)

中ノ叉沢

太
平
洋

本流

老部橋

合流点(合流後)

合流点(合流前)
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表

透視度 D 0 D 0 BOD  s s 備 考
( C71L) (ppm) (係) (ppm) (p pm) 

> 30 9.1 8 9 1. 2 0.44 o. 7 3 
> 30 9.5 0 9 8.9 ー

> 30 1 0.9 1 1 0 4.1 t r 0.2 5 

> 30 1 2.0 1 2 1.0 

> 30 1 1.7 116.1 

> 30 1 3.47 105.5 ー

> 3 0 9.55 98.4 ー ー

> 3 0 1 0.71 1 0 1. 7 ー o. 2 0 

> 30 1 0.8 1 0 8.0 

> 30 1 0.3 9 8.8 

> 30 1 3.6 3 1 0 3. 7 0.2 3 

> 30 9.0 9 94.6 ー ー

> 30 1 0.6 9 1 0 2.0 t r 0.20 

> 30 1 2.1 1 1 8.0 

> 30 1 1. 1 1 08.0 

> 3 0 9.90 99.6 0.92 2.50 

> 30 9.3 2 9 5.2 

> 30 1 1. 6 8 10 5.4 0.50 O. 2 0 

> 30 1 1. 7 119.0 

> 30 1 1. 4 1 0 5.0 

> 30 1 4.1 0 1 0 4.1 O. 3 4 保護水面

> 3 0 1 0.22 10 3.1 1.00 1.33 

> 30 9.86 9 9.2 -
> 3 0 1 1. 56 1 0 3.3 1. 3 2 0.1 3 

> 30 9.3 5 9 4.2 

> 30 1 0.9 1 0 0.2 

(参考)
水産環境水質基準(河川)

条 件

B 0 D 2 p pm以下

D 。 7 ppm以下

S s 25 p pm以下

底 質 汚泥床ミズワタ等を発生し老いとと
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第2表 水質調査表(重金属)

年月日
分 析 値 50.12.11 

場 所 Hg Cd Fe Cr Pb Cu Mn Zn 
時 間 ppb ppm ppm ppm ppm pp在E ppm ppm 

老部橋
50.12.11 

ND ND 0.020 0.002 0.001 ND 0.007 
印刷0分

合流点
50.1211 

(合慌後) ND ND 0.010 0.001 N D N D 0.005 
9:45 

ふイヒ場下
50.1211 

ND ND 
9:30 

0.008 t r N D ND 0.0 0 5 

第 5表底 生 生 物

場所 年月 日 野勝目 毛麹目 積麹目 双麹目 端脚目 その他 湿重量

48. 6.18 333個 26個 1個 3 7個 9個 1 1個 事

ふ 10.11 108 31 2 20 8 8 

49. 5.30 43 10 9 24 。 23 
イヒ

9.18 181 41 9 1 2 1 5 11 

場 10.30 1 5 7 3 2 3 7 

下
50. 7.10 1 03 10 1 9 1 14 0.4 

10.18 95 1 1 1 1 1 22 8 1.0 

11 . 19 45 21 1 。 2 6 0.6 

48. 6.18 200 29 8 27 14 20 

藤 10.11 1 31 22 1 2 1 8 7 4 

曲
49. 5. 30 133 6 7 22 。 1 0 

9.18 206 1 7 2 1 。 20 4 
り 50. 7.10 81 20 2 。 2 1 7 0.4 

10.18 74 6 2 1 0 7 1 0 0.3 

11 .19 101 8 。 。 6 21 O. 9 

48. 6.18 198 1 1 8 1 9 1 0 5 

10.11 1 50 21 9 10 7 7 
第
49. 5.30 80 8 1 2 96 。 4 

一 9. 18 263 4 1 1 5 57 7 

10.30 34 1 2 8 5 6 9 

橋 50. 7.10 67 12 。 。 。 27 1.4 

10.18 79 。 2 1 7 1 9 8 O. 4 

11. 19 52 9 1 3 。 9 0.4 

(調査場所図)
中ノ叉沢

(サーパーネヲト:2 5X 2 5cm) 

/一一一
ふ化場下戸>--一寸言

本流
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第 4表 中ノ沢(保護水面)流水量

測定年月日 時 間 気 温 水 温 流 水量

昭 48. 3.28 1 4時 40分 6.8 "c 4.4 'c 0.30 m'/:蹴

6 . 18 1 6 1 0 1 8.1 1 6.9 0.1 5 

8. 21 1 5 4 5 2 7.1 2 0.9 0.11 

9 . 20 1 5 20 18.5 1 6.1 0.4 5 

1 0 . 11 1 6 2 0 1 5.2 1 2.2 0.33 

49 . 5. 3 1 1 5 0 0 1 5.2 1 4.3 O. 1 6 

9.17 1 7 1 5 1 7.5 1 5.1 0.36 

10.30 1 0 30 13.5 9.4 0.26 

50. 7 . 1 0 1 4 3 0 2 1.6 1 3.6 1.25 

10 . 16 1 5 4 5 1 5.1 1 1. 4 0.32 

11. 18 1 4 4 0 1 6.8 1 0.1 1. 0 8 

第 5表 サケ属魚類の年別減上初確認日

子そヱミ カラフトマス サクラマス サ ケ

昭 4 4 8月 3臼 8月16日 1 1月 2日

4 5 7月 19日 8月 8日 一
4 6 7月 12日 6月 28日 9月 4日

4 7 7月23日 8月 10日
1 0 月 7日日 | 

4 8 8月 14日 7月 15日 9月 13 

4 9 7月 23日 8月 11日 1 0月 15 

5 0 7月 17日 7月 17日 9月 28 一

第 7表 サクラマス人工採卵実績

年 人工採卵数 使用親魚数 (♀) 

昭 4 3 1 9，6 1 8 粒 1 1 尾

44 56，840 1 7 

4 5 1 1 2，0 0 0 3 2 

46 1 3 9， 5 6 7 3 8 

4 7 2 4 1，7 0 4 8 1 

4 8 325，362 8 5 

4 9 1 36，6 7 6 4 7 

50 9 9，4 50 34 
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自陣 6表 サクラマス天然産卵床

I区 E区 E 区 W 区 V 区 VI 区 VII 区

昭 38 
13床 1 3 37 3 。 46 。
1 1.6 '" 1 1.6 3 3.0 2. 7 。 4 1.0 。

3 9 
7 10 12 。 3 22 。
1 2.2 1 7.5 20.8 。 5.2 38.6 。

4 0 
20 14 22 4 7 73 。
1 3.6 9.5 14.9 2.7 4.8 49.7 

4 1 
1 5 22 40 2 5 101 

7.8 1 1.0 2 0.8 1.0 2.6 53.1 

4 2 
1 2 25 26 2 5 75 o 。
8.1 16.8 1 7.4 1.3 3.4 50.3 

4 3 
26 42 21 2 9 82 4 

1 3.5 2 1.8 10.9 1.0 4.7 4 2. 7 2.1 

26 1 4 22 。 5 32 。
4 4 

26.3 1 4.1 22.2 。 5.1 32.3 。
9 6 22 8 1 42 。

4 5 
10.2 6.8 25.0 9.1 1.2 47.7 。

4 6 
16 14 1 9 2 5 38 6 

1 5.4 13.5 1 8.3 1.9 4.8 36.5 5.8 

4 7 
27 1 4 17 。 2 1 8 3 

3 3.3 17.3 2 1.0 。 2.5 22.2 3.7 

4 8 
1 1 13 25 2 18 34 5 

8.8 1 0.4 20.0 1.6 1 4.4 27.2 4.0 

4 9 
1 2 6 10 。 3 38 2 

1 6.9 8.5 14.1 。 4.2 53.5 2.8 

5 0 
1 6 22 7 。 1 5 。
2.0 1 1.8 43.1 1 3.7 。 29.4 。

(分布区分図)

rH，I，IV区(47年から)
o 保護水面は~=:--'

II ( 46年まで)
W区 h I区 太

平

洋
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分布状況

彊区 計
推定産

備 考
着卵数

。。 112床 23万粒

3 
57 1 3 

5.2 

7 
147 35 

4.8 

5 
190 45 

2.6 

4 
149 35 密漁12尾人工採卵(刊2尾

2.6 

6 
192 50 密漁 6尾 人工採卵(♀)11尾

3.1 

。
99 。 33 密漁 20尾人工採卵(♀)17尾

。
88 31 死亡(♀)5尾人工採卵(♀)32尾。

4 
104 38 盗・死亡(♀)5尾 人工採卵(♀)38尾

3.8 

。
81 24 死亡採卵()12 人工採卵(♀)81尾。

1 7 
125 4 8 死亡() 5・(刊37 人工採卵(斜85尾

1 3.6 

。
71 21 死亡(刊29 人工採卵伴)47 ( 17 。
。
51 1 5 死亡(判19 人工採卵(司34( ) 6 。
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第8表 年別のヤマメ (0才魚)の生長(7月)

ドモ 天然 推 r疋ム三『 7月のヤマメ(0才魚)
採捕月

産卵床数 床着卵数
標本数 日

体長範囲 平均体長

昭 38 112床 23万粒 8.6 -1 O.釘m 9.0 cm 3尾

3 9 57 1 3 6.9 -1 0.4 8.6 24 

4 0 147 35 7.4 - 1 0.7 8.9 6 

4 1 190 45 6.2 - 8.8 7.6 1 7 

4 2 149 35 4.7 - 8.6 6.74 23 7月27日

4 3 192 50 5.8 - 9.0 7.4 2 1 7月30日

4 4 99 33 6.7 - 9.6 7.71 10 7月11日

4 5 88 31 5.0 -1 0.7 7.28 64 7月24日

4 6 104 38 5.2 - 8.2 6.8 29 7月 2日

4 7 81 24 7.2 -1 0.0 8.25 35 7月30日

4 8 125 48 5.7 - 8.3 7.1 7 58 7月27日

4 9 71 21 5.0 - 8.3 7.00 3 1 7月10日

3 O. 51 1 5 5.2 - 9.3 6.82 10 7月11日
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第 9表 海面(白糠)サクラマスの年令組成

年 沿岸漁獲も
年 15 、 組 成

備 手吾d 

3 2 4 2 _ 3 5 2 _ 3 

:1召44 
69.3 % 26.6努 4.1 % 

2 8，7 1 9 
1 9，902尾 7，639尾 1，17 8尾 検鱗尾数

6 7.2 27.9 4.9 
40 -6 1尾/年4 5 29，571 

19，847 8，263 1，461 

8 3.0 1 5.0 2.0 
46 2 5， 5 9 1 

21，240 3，83 9 51 2 

87.2 8.5 4.3 
4 7 34.166 

29，79 8 2，891 1，477 

74.3 22.3 3.4 
4 8 32，249 

23，9 56 7，203 1，090 

64.9 21.8 1 3.3 
4 9 3 3.3 7 5 

21，664 7，259 4，452 

7 2.5 2 0.0 7.5 
5 0 3 1，4 7 4 

2 2，81 9 6，29 5 2，360 
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第 10表水 質 調 査

場所 年 月 日 時 間 天候
気 温 水 温

('c) ('C) 
P H 

JlI 
49. 5. 17 1 6 5 0 b c 2 1. 8 1 5.6 7.4 

5. 29 1 3 : 5 5 b c 2 2. 6 1 9.3 7.4 

口
7. 3 1 4 3 0 c 2 5.4 2 3.8 

1 1. 21 1 3 : 0 0 r 9.0 8.9 7.2 

49. 5. 17 1 6 : 20 b e 2 1. 9 1 5.8 7.4 

5. 29 1 3 20 b e 26.8 1 7.8 7.4 

7 . 3 1 4 : 0 0 c 2 6.3 2 o. 8 
11. 21 1 2 : 4 5 r 9.0 8.8 7. 2 

12. 25 1 3 : 3 0 s 7.0 2. 4 7.4 

50 . 5 . 27 1 6 4 5 c 1 3. 8 15.2 7.1 

7 . 3 1 1 5 : 0 0 c 2 7.3 1 4.2 7.0 

叉
8. 26 1 3 3 0 b c 25.8 21.8 7. 1 

9.28 1 4 3 5 b c 20.3 1 7. 5 

10 .31 1 4 0 0 c 8. 9 9.5 7.0 

50. 5. 27 1 6 2 5 c 1 4.6 1 5. 4 7. 1 
製

7 . 3 1 1 4 1 0 c 25.6 2 3.8 7.2 
材

所
8. 26 1 3 : 1 5 b c 2 9.0 2 0.8 7. 1 

下 9 . 28 1 4 0 5 b c 1 7.0 1 7.4 

10.31 1 3 : 00 c 1 0.9 9.4 7.4 

49. 5. 1 7 15: 3 5 b c 2 1. 6 1 3.8 7.4 

5.29 1 2 40 b c 2 5.6 1 5.9 7.4 

7 . 3 1 3 : 3 0 c 26.5 1 8.8 一
大

11 . 21 1 2 0 0 1 0.6 8.4 7. 2 c 

12. 25 12: 4 0 s 4.2 3. 1 7.8 

林 50 . 5. 27 1 5 : 40 c 1 6.2 1 3.8 7. 1 

7. 31 1 3 : 0 5 b c 27.0 2 1. 6 7.2 

寺 8. 26 1 1 1 5 b c 24.2 1 8.6 7.2 

9.28 13: 2 5 b c 1 7.9 1 6.6 

10.31 12: 3 0 c 8. 7 9.3 7.4 

49 . 5. 1 7 1 4 50 b c 2 1. 8 1 2.5 7.4 

5. 29 1 1 40 b c 2 4.8 1 3.8 7.4 
長 7. 3 1 3 : 0 5 c 30.6 1 6.8 

11. 21 1 1 1 0 c 1 1. 8 7. 9 7.2 
慶 50. 5. 27 1 4 : 4 0 c 1 8.5 1 3.0 7.1 

7 . 3 1 1 1 30 b c 2 6. 8 1 9.8 7.2 
平 8.26 1 0 20 b c 25.0 1 7.2 7. 2 

9. 28 12: 2 5 b c 1 5.5 1 5.4 

10. 31 1 1 5 5 c 8.9 8.8 7. 2 
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表 (吾妻川)

透視度 D 。 D 。 B 0 D 8 S P04 '-P 

(cm) (ppm) (係) (ppm) (ppm) (μgo t /1 ) 

5.8 9.6 8 9 6.5 1 8.6 一
> 30 9.9 5 1 1 1. 5 0.1 7 4.00 O. 7 6 

8.88 10 7.3 0.4 6 1 8.8 1.84 

> 3 0 1 1. 4 0 1 0 1. 6 1.31 1. 8 8 0.33 

>30 1 0.15 100.8 0.50 一
> 3 0 9.6 0 1 0 4.1 0.0 1 1. 1 8 0.2 5 

一 8.4 7 97.2 0.39 7 6.8 1.45 

>30 1 1. 3 3 1 0 O. 7 0.85 2.1 8 0.32 

一 1 3.74 1 0 3.6 6.8 

> 3 0 9. 7 6 100.4 0.30 0.4 9 

>30 8.37 1 0 1. 8 0.0 7 1.0 3 

1 1 8. 7 6 104.3 0.1 0 3 8.0 一
> 3 0 9.97 10 7.4 0.1 4 0.56 0.32 

>30 1 1. 6 6 10 5.4 0.6 9 2.4 0 0.26 

>30 9.7 5 1 0 O. 7 0.1 8 0.39 一
>30 8.3 2 100.6 0.0 7 1.00 O. 4 4 

1 0 8.84 1 0 1. 5 0.1 8 38.4 一
> 3 0 9.55 1 0 2. 7 0.42 1.35 0.52 

> 30 1 1. 6 7 1 0 5.3 0.21 2.0 7 0.1 9 

> 30 1 0.0 3 9 6.3 一
> 30 9.89 1 0 3.2 0.0 7 1.40 0.31 

9.1 4 1 0 1.1 0.0 9 1. 0 2 O. 4 2 

> 30 1 1. 3 7 10 0.0 一 1.0 1 0.33 

1 3.64 1 0 4.8 一 2.50 

>30 9.68 96.6 0.1 7 0.88 一
> 3 0 8.5 7 9 9.8 0.0 5 0.87 0.37 

8 8.98 98.9 0.14 5 5.2 

>30 9.66 10 2.2 O. 5 8 0.86 0.55 

>30 1 1. 6 0 10 4.6 0.25 2.1 0 0.7 5 

> 30 10.6 0 98.9 0.40 

> 30 9.9 0 9 8.8 0.20 0.62 0.30 

9.2 8 98.6 0.22 0.63 1.74 

> 30 1 1. 4 9 9 9.9 0.5 8 0.41 0.1 4 

> 30 1 0.0 3 9 8.3 0.9 3 O. 1 9 

> 30 8. 7 7 9 8.8 0.1 3 0.06 O. 3 7 

> 3 0 9.2 8 9 9.5 0.1 8 0.42 0.38 

> 3 0 9.50 9 8.2 0.30 0.5 5 0.6 8 

> 3 0 1 1. 5 0 1 0 2.2 0.28 0.22 0.4 7 
』ーーー ー
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第 11表 底生生物調査結果

場所 年 月 日 蜂鮮日

47. 8.30 1 1個

一 11. 2 7 1 一
48. 7 6 212 

9 . 18 108 

49 5 . 29 8 

50 5. 27 41 

叉
7 . 31 1 6 

8. 26 20 

9 . 28 55 

製 50. 5. 27 87 
材 7 . 31 12 
所

8. 26 20 下
9.28 19 

47 . 8 .30 18 

11. 2 86 

大 48 • 7. 8 168 

9.18 200 

5. 29 1 6 
林

11. 21 21 

1 2. 24 7 4 

寺 50. 5. 27 85 

7 . 31 43 

8. 26 65 

9.28 72 

47 . 8 . 30 43 

1 1 . 2 50 
長 48. 7. 6 300 

9 . 18 100 

慶 49. 5 . 29 1 3 

1 1. 21 43 

50 • 5 .27 188 
平 7 . 31 25 

8.26 48 

9.28 68 

〔吾妻川水質等調査点位偉図〕

吾妻橋

毛麹目

12個

7 

26 

9 

17 

1 

1 

1 

5 

2 

2 

2 

4 。
20 

17 

30 

3 

2 

3 

5 

2 

4 

4 

8 

1 

31 

30 

5 

1 

6 

5 

4 

5 

又

議麹目 双麹目 端脚自 その他 備 考

1価 9個 0個 9個 東文沢筋

23 。 。 19 

7 41 。 20 

21 16 。 9 。 。 。 2 湿重量伊)。 29 。 4 0.45 

1 38 。 2 0.02 

1 22 。 4 0.03 

2 14 。 2 0.16 

1 21 。 1 0.55 

2 10 。 。 0.0 2 
3 13 1 1 0.02 

2 8 。 1 0.0 4 。 9 。 2 

12 。 。 。
32 19 。 1 0 

26 27 。 1 0 。 。 。 3 

17 2 。 。
21 10 。 。 3回

2 95 。 2 0.71 

1 7 。 2 0.12 

1 2 。 2 0.29 

1 1 。 。 0.34 。 16 。 7 

22 。 。 7 

45 10 1 0 6 

18 17 。 1 3 

7 。 。 。
17 2 。 。
6 46 。 3 0.67 

2 11 。 1 0.05 

1 5 。 4 0.0 8 

4 3 。 6 0.07 

サーパーネヲト(25 x 2 5c祝)1回当り保護水面 7 

沢
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年 月 日

47. 6 . 23 

8. 8 

11. 2 

48. 7. 6 

9 . 1 8 

1 1 8 

49. 5. 1 7 

5.29 

7 . 1 9 

11. 2 1 

50. 5.27 

7. 31 

8.26 

9. 28 

採水場所
Cr 
(ppm) 

一 叉一 ND  
(合流長下)

製材所下 ND  

大林寺 ND  

長慶平 ND 

第 12表東文，尺の流水量

時 間 気

1 0時 10分

10: 1 5 

13: 4 5 

10 : 3 0 

11 20 

15: 0 0 

14: 0 0 

11: 4 0 

15: 3 0 

1 1 : 1 5 

14: 4 0 

1 1 : 30 

1 0 ; 20 

12: 2 5 

混 水 温 流 水 量

1 7.6 .C 1 2.6 .C 1. 3 m'/:舵

1 1. 7 

25.0 

23.5 

1 2.0 

2 1. 8 

24.8 

23.6 

1. 1 8 

1 8.5 

26.8 

25.0 

1 5.5 

2 3.0 1.06 

10.9 1. 2 7 

2 1. 4 O. 1 0 

1 6.3 1.09 

1 1. 3 1. 1 1 

1 2.5 1. 0 3 

1 3.8 0.49 

1 6.8 O. 2 5 

7.2 0.78 

1 3.0 0.2 5 

1 9.8 0.3 5 

1 7.2 0.42 

1 5.4 0.2 3 

測定場所 4 7.48年二叉の東文沢筋
4 9.50年長慶雫

第 13表 水質(重金属)分析結果

Mn Fe Cu 

(ppm) (ppm) (ppm) 

ND 0.053 0.001 

ND 0.068 0.001 

ND  0.040 0.001 

ND  0.051 0.001 

-431 -

Cd Pb Zn Hg 
( ppm) ( ppm) (ppm) (ppb) 

ND  

ND  

ND  

ND  

0.002 0.007 0.04 

0.005 0.008 0.09 

0.00 4 0.007 0.08 

0.003 0.008 

採水月日 昭和50年 7月31日

原子吸光分光分析による
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標本採捕 パークマーク

月 日 背鰭条数 胸鱒条数 腹鮪条数 替鰭条数 側線鱗数 飽条骨数 鯨把数 幽門垂数 備 考
(標本建数) 右 左

47. 8.23 12 1 2 8 12 123 7 8 11 1 6 3 8 

( 8.尾) ~ 13 ~ 15 - 9 - 1 5 - 141 - 9 - 9 - 14 ~ 18 ~ 51 

47.11. 2 1 2 1 3 8 1 1 125 8 8 1 2 17 43 

(11尾) - 13 - 15 ~ 10 - 15 - 131 -10 -10 - 15 - 19 - 56 
一一一一 ト一一一一一一一一

48. 7. 6 1 2 1 2 8 1 3 119 7 8 12 17 39 

( 1据) ~ 13 - 15 - 9 - 15 ~ 150 ~ 9 ~ 9 - 14 - 18 - 50 

48. 9.18 1 2 1 3 8 12 124 8 8 12 17 39 

( 9尾) - 14 - 14 - 9 - 14 - 138 ~10 - 9 - 15 - 18 - 56 

49. 7.21 1 4 12 126 8 8 12 1 7 35 
1 3 9 

(梶) - 15 - 15 - 145 -10 -10 - 13 -- 19 - 52 

49. 9.26 1 2 1 3 12 126 7 7 12 1 8 38 
9 

( 8尾) - 13 ~ 15 - 14 - 134 -10 -10 - 1 4 - 20 - 56 

50. 8.26 1 2 1 2 1 3 124 8 8 1 3 1 7 36 
9 

( 11尾) - 13 - 14 - 14 - 140 -12 -11 - 14 -- 19 - 49 
.__ーーーー

妻吾

( 0才魚)の形態的特徴ヤマメ第 15表

l
'
品

ω
N
l
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第 14表 サクラマス産卵床分布状況

東文沢 (保護水面)
年 南文沢 辺口、 計 備 考
二文~大林寺 大字tf長慶平 計

昭 47 3 床 2 床 5 床 2 床 7 床

48" 5 3 8 1 9 

4 9 (存在すると恩われるものの確認するには至ら左かった ) 

50 1 6 2 1 8 (未臨害、) 1 8 

第 16表 深浦におけるサクラマス漁獲量

~ミ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 計

匂 kg 8.47~ 1434k7 g kg k♀ 
36，77K1 9 昭 45 3..5 81 7.325 3.024 15 

4 6 10.040 10.032 14.014 27.563 4.554 。 66.203 

4 7 4β12 7.772 7.676 26，2 4 9 2.562 25 48.297 

4 8 47 2.436 6.608 19.667 ..921 。 35.679 

4 9 93 513 2，6 36 33.9 2 9 15.213 162 52.546 

5 0 17 4，3 45 17，602 27.952 3.531 。 53.34 7 

5 1 774 6，2 21 
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9 青函トンネル工事排水漁業景縛調査

i調査目的

青函トシネノレ建設工事に伴走う排水が，沿岸域の水質に与える影響を把握し，漁場保全の基礎資料

とする。

E 調査内容

1. 謁査期間 第1田昭和 50年 7月9日

第 2回昭和50年 12月3日

2. 調査海域

今別町~小泊村(浜名川，増}II，算用師川1，字鉄川，折戸川，表内川1，地先)

3. 調査員 図 I参照

淡水養殖部部 長

技師

技師

興

一

治

良

健

伸

峰

口

口

長

原

山

4. 調査項目及び調査方法

(1) 水 深…・・・ 測深鍾を使用した。

(2) 水 温-…・・ 電気水温計を使用した。

(3) 透明度・・…- 径 30 cmの透明度板を使用した。

(心塩分量・….. オートラブサリノメータを使用。

(5) D 0 …・・・ クインクラーの改良法により，必要左補正を加えて飽和度を計算した。

(6) c 0 D …… アノレカリ高温20分法
(7) PO.-P…・・・ ストリァクラシド法

(8) To taトP .….. ミシツェノレ法

制 Si02 -S i…... モリプデシ黄法

(H) S S ・・-… 積分球式濁度計を使用し，濁度として測定。文， p p m値はJ1 S K 1024 

により精製したカオリシ換算値で示した。

E 調査結果

第1表の通りの調査結果を得た。

1. S S …・・・ 7月 12. 5 -o. 0 6 ， 1 2月1.0 7 -0.2 2 p pmの範囲で測定値が得られた。

7月の浜名川と表内川地先の一部の値が高いのは，雨による濁水の影響による。

ものと思われる。(二河川とも，着色していた)他は過去の調査と同様であり

清浄左海域であると言える。

2. C 0 D ..…・ 7月 O.5 3 -1. 5 3 p p m ， 1 2月O.1 0 -O. 6 7 p p mの範囲の測定値が得

られた。 7月の値が全般的に高いのは，降雨による影響と考えられる。 12月

は過去の調査と同様左値で，水産環境基準1ppm以下であった。
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3. D 0 …… 7月 8.1 7 ~ 8. 8 5 p p m ， 1 2月 7.89 ~9.3 7 ppmの範囲の測定値が得ら

4. POcP 

5. S i02-S i 

N考察

れ，正常の状態であった。

7月0.06 ~ 1.1 6μ9 a t/f ， 1 2 月 0.00~0.61μ9at/f の広い範囲の測

定が得られた。 7月の観測値に 1.16，1.12t4Jat/fと高い観測値が認めら

れた。

1 2月0.00 ~3 2.55μ9at/fの範聞で測定値が得られた。調査目的は河川

水の拡散状況を塩分と併せて把握するととにあったが，結果から判断すれば，

あまり相聞は見うけられ左いようである。(第2図)

1 )今別町~小泊村地先の沿岸水域は，水産環境基準に照らしてみて，清浄な海域と言える。

2) 浜名川，増川の水質結果

WTOC DOppm 飽和受(銭) SS(ppm) COD(ppm) T-P P0.司 P Si02-Si 

浜名川 7.5 1 1.83 9 8.4 1 2.4 5 0.8 5 0.7 8 0.7 4 8 2.4 3 

増川川 7.8 11.79 97.35 1.60 0.67 0.81 0.79 1 58.87 

との二河川の調査結果をみると PO. -P ， 0.7 4 ， O. 7 9μ9at/fの値が大きい。生活排水によ

る栄養塩の供給があると見てさしっかえ左いと恩われる。今後，工事の進行に伴い，人口増加が予

想、されるので，増大する生活排水量を監視する意味V亡おいて調査の継続が必要である。
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第 1 表 青函トンネル

ヨ

観測地点 層 観測時間 天 候
気 温 水 深 透明度 水 温 塩分量

℃ m 7耳 ℃ 0/1∞ 

浜名1 -1  6:40- 雨 16.4 3.5 。 1 4. 7 3 3，21 7 
浜名 2 -1 6:45- 雨 1 6.4 4.5 4.0 1 4.0 33，629 

浜名3 一1 6: 55- 雨 1 6.4 8.3 6.2 1 4.0 33，678 

浜名 4 -1 7: 00- 雨 10.0 底 1 4.0 33，696 

-8  1 3.6 3 3，87 3 

増 1111 一1 7: 10- 雨 4.8 底 1 3.9 3 3，3 56 

増 1112 -1 7: 20- 雨 4.8 j底 1 4.0 3 3，5 9 3 

増 }I13 -1 雨 18.1 9.0 8.0 1 3.8 3 3，807 

増 1114 -1 7: 25- 雨 1 1. 5 1 0.0 1 3.8 3 3，1 76 

-9.5 1 3.2 33，882 

算用師1 -1 7: 40- 雨 4.5 底 1 4.5 32，919 

算用師2 -1 7:45- 雨 7.0 底 1 5.0 33，593 

算用姉3 -1 雨 7.7 底 1 4.5 33，374 

算用師4 -1  7:55- 雨 10.0 底 154. 3 3，266 

-9 1 4.4 33，665 

F子品ー， 鉄 1 -1 8:15- 雨 6.5 0.3 1 5.2 32，812 

r子- 鉄 2 -1 雨 1 2.0 底 1 5.8 33，036 

-10 1 3.4 33，855 

子 鉄 3 -1 爾 1 3.0 !ま 16.2 3 2，8 62 

-11 1 4.3 33，701 

字鉄4 -1 8: 35- 雨 24.0 16.0 1 7.0 3 3，1 76 
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工事漁業影響調査結果
昭和50年 7月9日実施

DO  DO飽和度 COD s s phosphate Total-P 
ppm % ppm pp町E -Pμ9a t/f μタat/f 

8067 10203 1.53 1 205 0045 

8086 103.4 0090 1.23 1.16 

808 5 10303 0083 0072 0020 0034 

8085 103.3 0083 0070 0079 

8074 101.5 0067 0034 0031 0080 

8074 10006 0087 0082 0030 0069 

806 0 1 00.4 0015 0053 0039 0042 

8071 10008 0053 0035 0027 

806 8 10008 0082 0065 001 7 002 6 

8059 9901 0052 0016 0020 003 9 

8028 9 701 0080 0020 0012 

8049 101 0062 0012 0023 

80S 3 10004 0060 0075 0016 001 7 

8059 10206 005 5 0035 0016 0021 

8056 10007 

8033 9 704 1. 0 3 1.50 002 1 1.14 

8040 10009 006 8 0012 0062 

8066 10001 0065 0042 0034. 0045 

8042 1 0 1.8 0062 0006 0035 

8055 10003 0062 0028 0017 0039 

8.4 4 1 03.7 0053 0.10 0041 0045 
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観測地点 層 観測時間 天 候
気 温 水 深 透明度 水 温 塩分量

℃ m m ℃ 0/1∞ 
字鉄4 -22 1 3.8 33，8 19 

折戸(200n仲〉ー 1 9: 25- 雨 1 9.0 10.0 的 3 3，1 0 9 

-17 的 33，266 

折戸2 -1 雨 28.5 1 2.0 1 6.3 33，17 2 

-26 15.8 33，380 

折戸3 -1 9: 45- 雨 23.0 1 3.0 16.3 33，203 

-21 15.6 33，446 

折戸4 -1 t菊 32.0 1 5.0 1 7.0 3 3，2 5 7 

-3ヲ 16.5 3 3，44 3 

ホロナイ 1 -1 10:10- 調 1 2.0 3.0 17.6 32，556 

ホロナイ 2 ー1 10: 20- 雨 14.0 3.0 1 8.0 3 2，63 6 

-10 1 8.3 33，1 63 

ホロナイ 3 -1 10: 30- 雨 2 0.0 1 0.0 1 8.8 3 3.1 81 

-10 1 8.0 33，136 I 

ホロナイ 4 -1 10:40- 長商 28.0 15.0 19.4 32，81 6 I 
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DO DO飽和度 COD ss Phosphate Total-P 
ppm % ppm ppm -Pμ9atA μ9at/宮

8.6 1 100.3 0.55 0.1 5 0.86 

8.26 0.75 0.54 0.24 0.25 

8.40 0.72 0.32 0.24 

8.27 100.4 0.77 0.42 0.34 0.58 

8.34 100.4 0.68 0.16 0.35 0.71 

8.27 10 0.3 0.80 0.22 0.1 3 0.21 

9.27 1 1 1.3 0.68 0.1 7 0.10 0.14 

8.1 7 100.4 0.70 0.07 0.20 0.39 

8.41 1 0 2.6 0.70 0.09 0.49 0.72 

O. 

8.35 103.2 1.03 2.62 0.16 0.1 8 

8.24 1 0 2.6 0.85 2.35 0.41 

8.3 4 104.7 0.68 0.33 0.48 

8.2 0 104 0.82 1.64 0.06 0.35 

8.27 103.4 0.58 0.42 0.40 

8.22 105 1.08 1.56 0.25 
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観 測 観 額リ
天候 風向 風力

気温 水温 水深 透明度 塩分量

地 点 時 間 。C ℃ m m 0/00 

浜名川
10: 50 晴 。 。 14.3 2.7 (底)1 -1 

一2.5 1 4.3 33.636 

(底) 14.3 

2 -1 11: 00 晴 。 。 14.4 5.3 (底) 33，6421 

-4 1 4.4 33，6711 

(底) 1 4.4 

3-1 11 : 1 5 晴 。 。 1 4.4 5.0 (底) 33，6551 

-4 1 4.4 33，635 

(底) 13.9 

4 -1 11 : 2 5 晴 。 。 1 4.6 1 1. 5 (底) 33，688 

-5 1 4.7 33，700 

-9 14.8 33，746 

(底) 14.7 

増川
10: 15 晴 。

1 -1 
。 14.4 4.0 (底) 33，245 

(底) 13.9 

2-1 10:20 晴 0， 。 14.6 33，531 

一5 1 4.2 33，685 

(底) 1 4.1 

3 -1 10:25 晴 。 。 1 4.5 33，325 

(底) 13.7 

4-1 10:30 晴 。 。 1 4.5 10.5 (底) 33，2 4 5 
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昭和 50年 12月3臼実施

塩素量 DO DO貴静庄支 T-P PO.-P Si02-Si COD SS 
0/00 ppm % μ9 a Vf μ9at/f μ9at/f ppm ppm 

18，553 8.52 99.83 0.26 0.16 0.71 0.32 1.07 

18，619 8.66 101.59 0.28 0.18 t r 0.32 0.86 

18，622 8.11 95.1 4 0.89 0.4 0 32.5 5 0.33 0.61 

18，638 824 96，93 0.11 0.08 20.08 0.25 0.3 8 

18，629 8.01 95，29 0.30 t r 0.23 0.49 

18，618 8.10 95.21 0.28 0.22 t r 0.55 

18，648 8，08 95.45 0.34 0.18 9.94 0.33 0.43 

18，654 7.94 93.60 0.23 0.19 629 0.33 0.25 

18β80 8.12 96.19 0.26 0.21 17.03 0.18 0.42 

18，402 8.20 96.15 0.31 0.09 t r 0.27 0.72 

18，561 8.15 95.52 0.30 0.01 4.16 0.37 0.51 

18，646 8.19 95.85 0.74 0.26 21.90 0.28 0.61 

18，447 8.39 98.49 0.19 3.55 0.30 0.4 7 

18，402 8.08 94.96 0.89 0.61 tr 0.10 022 
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観 測 観 測
天 候 風 向 嵐 力

気温 水温 水深 透明度 塩分量

地 点 時 間 .C ℃ 押Z m 0/1ω 

4-5 1 4.7 33.725 

-9 1 4.7 33.743 

(底) 14.7 

算用師川
9:40 晴 。

1-1 
1 13.5 3.5 (底) 33.385 

(底) 1 3.4 

2-1 9:45 1 3.9 5.0 (底) 33β18 

-4 1 3.6 33，565 

(底) 1 3.5 

3-1 9: 50 1 3.8 8.0 (底) 33，620 

一7 1 3.4 33.496 

(底) 1 3.2 

4-1 10:00 1 4.7 9.0 (底) 33.671 

-5 1 4.6 33.191 

-8 13.9 33.662 

(底) 1 3.6 

字鉄川
9:00 晴 。

1 -1 
1 1 3.5 3.0 (底) 33.430 

(底) 1 3.5 

2 -1 1 4.1 7.0 (底) 33，688 

-5 1 4.1 33.685 

(底) 14.1 

3 -1 9: 20 晴 。 。 1 4.5 1 2.0 (底) 33.239 

-10 1 4.5 33.748 

(底) 1 4.5 
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塩素量 DO 日斑和度 T-P POcP S i02-S i COD SS 

0/00 ppm % μタot/ぜ μ90t/e μ90Ve P戸n ppm 

18，668 9.25 109.5 5 0.44 0.19 t r 0.35 0.51 

18β78 9.37 110.90 0.12 0.10 3.75 0.22 0.56 

18，480 8.2.2 87.12 0.22 0.17 24.23 0.40 0.69 

18，609 8.15 95.00 0.08 0.07 16.73 0.2 5 0.49 

18，580 8.38 97.10 0.31 0.15 t r 0.45 0.58 

18，610 8.06 93.60 0.17 0.16 2.33 0.65 0.50 

18，541 8.48 97.77 0.10 0.09 20.2 8 0.39 0.51 

18，638 8.10 95.77 0.4 7 5.58 0.22 0.47 

18，373 8.11 95.46 0.28 0.11 15.72 0.25 0.38 

18，633 8.21 95.72 0.14 0.12 7.00 0.20 0.54 

18，504 8.19 94.55 0.21 0.15 1.52 0.17 0.57 

18，648 8.2 3 96.24 0.35 0.08 t r 0.3 5 0.51 

18，646 8.08 94.56 0.19 0.16 t r 0.33 0.45 

18β76 8.04 94.78 0.19 018 t r 0.60 0.43 

18，681 8.04 94.70 0.27 0.19 t r 0.57 0.47 
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観 測 観 浪リ
天 候 向 風 力

気 温 水 温 水 深 透明度 塩分量

土色 ，者L 時 間
風

℃ ℃ m m 0/00 

4 -1 9:30 晴 。 。 14.5 22.0 17.0 33，703 

-10 14.5 33，725 

-20 14.3 33，702 

(底) 14.3 

折戸川
7:50 晴 。 1 14.6 1 1.5 (底) 33，726 

1 -1 

-9.5 14.6 33，8 09 

(底) 14.6 

2-1 晴 。 1 14.3 14.0 (底) 33，747 

-12 14.4 33，752 

(底) 14.4 

3 -1 晴 。 1 144. 19.0 (底) 33，733 

-17 14.4 33，744 

(底) 14.4 

4-1 8:30 靖 。 1 14.3 21.0 (底) 33，754 

-10 14.3 33，7 17 

-19 14.2 33，714 

(底) 14.1 

要内川
7: 10 晴 。 1 14.6 10.0 (底)

1 -1 

-8 14.6 33β81 

(底) 14.4 

2-1 。 1 14.6 13.0 (底) 33，8 25 

ー11 14.7 33，8 39 
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塩素量 DO DO飽和受 T-P PO. -1' Si02-Si COD S S 

0/00 ppm % μga t/f μgat/f_ μgat/f ppm ppm 

18，656 8.46 99.66 0.35 0.15 t r 0.35 0.4 7 

18，668 815 96.16 0.35 0.30 t r 0.45 0.43 

18，655 8.03 94.21 0.15 0.09 t r 0.32 0.49 

18，669 7.9 2 93.50 0.1 7 t r t r 0.28 I 0.4 7 

18，715 7.99 94.36 0.35 0.23 t r 0.27 0.4 2 

18，680 8.06 94.63 0.1 9 t r t r 一 0.47 

18，683 8.02 94.36 0.1 6 t r 4.26 0.25 

18，673 8.02 94.31 0.26 0.21 t r 0.64 0.38 

18，679 7.91 9315 0.74 0.49 23.63 0.4 7 0.43 

18，684 7.99 9.3.79 0.38 0.11 23.63 0.32 0.43 

18，664 7.8 9 92β1 0.35 0.11 tr 0.60 0.43 

18，662 8.00 93.80 0.19 0.09 6.19 0.64 0.39 

8.13 0.25 0.19 11.36 0.4 9 0.49 

18，644 7.9 7 94.09 0.90 0.4 6 0.71 0.42 0.48 

18，724 827 97.72 0.64 0.04 5.78 0.57 0.51 

18，731 8.07 9429 0.25 0.12 18.05 0.45 0.4 8 
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観 測 観 測 気 温 水 温 水 深 透明度 塩分量

地 点 時 間
天 候 風 向 風 カ

℃ ℃ 押1 m 。/00
(底) 14.6 

3-1 。 1 14.7 1 2.5 (底) 33，833 

自 10.5 14.6 33，832 

(底) 14.6 

4-1 7:50 晴 。 1 14.9 22.0 20.0 33β51 

-10 14.9 33，840 

-20 14.7 33，831 

(底) 14.7 
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塩素量 DO DO飽乾度 T-P P04-P S iO.-Si COD S S 

0/1旬 p pm  場 μ9aVf p.9a t/宮 μ9a 1/宮 ppm ppm 

18，728 8.01 94.8 4 0.31 0.04 1622 0.67 0.49 

18，731 8.05 9522 0.06 0.01 13.4 9 0.5 5 0.47 

8.01 0.25 0.05 5.88 0.42 0.41 

9.13 0.24 0.19 19.37 0.25 0.47 

10.70 0.28 0.11 t r 0.35 0.42 
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10.三沢東方海域漁場生物環境調査

A 底 質

1 .調査目的

三沢市に住友化学工業怖が進出することにより，操業時の排水が付近漁場へ与える影響を考慮し，

底質の現状を把握する。

n .調査内容
1.調査海域および調査点 第 1図によった。

2.調査時期 昭和 50年6月 16-1 7日

3担当者 淡水養殖部長 長峰良典

技 師山口伸治

4.採 泥 船上よりエックマンパージ採泥器を垂下し，海底において潜水夫が操作して採泥した。

これは海底が砂または細砂で堅く締まっているため，通常の操作では採泥が不可能な

ためこの方法をとった。

5調査項目

(1)粒度組成:分析箭を用い湿式法によった。

(2)C 0 D:アルカリ酸化法によった。

(3)強熱減量 7000C2時間加熱によった。

(4)全硫化物:検知管法によった。

(5)金属類:全水銀，銅，マンガン，カドミウム，鉛，亜鉛，全クロムの 7種類を測定した。試料

を全水銀試料分解装置にとり湿式分解し，原子吸光法によって各金属を測定した。

J.調査結果

1海底地形

調査海域の水深は 8m以浅で，等深線は第 2図に示したように，単調な汀線lこ比べ. 4，5，6 m線は

や h複雑な状況で調査水域の中央部沖合には海底の盛り上りが見られた。

2.粒度組成

第 1-2表に示したように，汀線付近は中粒砂，海底は細粒砂によって占められ，泥の成分は O.1 

-8.7%と少い。この水域では波浪，潮流によって泥の沈積は起きないものと考えられる。

3.全硫化物その他

底質は砂が主成分となっているため全硫化物は 0.000-O. 001 mg / g乾泥. CODは0.31-

1. 32 mg . O2/ g乾泥，強熱減量 0.85- 2. 81 %と何れも極めて低い値であった。(第3表参照)

4金属類

第4表i乙分析値を示したが，何れの金属も低い存在量であった。第 1表は八戸近海，陸奥湾の底質

を比較したもので各地区との聞に大きな相違は認められなかった。
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第 1表 金属類含有量の比較
単位 ppm

-------水 銀 鏑 マンガン 鉛 亜 鉛 カドミウム

水深 O. 02 3.49 95 3. 12 20. 14 O. 3 
三沢
o - 8 m -0.08 -7.63 -163 -7.69 - 58. 25 -0.4 j 

水深 ND 1. 09 O. 79 O. 2 
八戸
20-80m -0.01 -1. 92 - 4. 20 -0.3 

0.01 O. 2 
陸 奥 湾 4-9 5 -16 

-0.04 

N.調査の成果および今後の課題
1三沢東方海域における底質の現状について把握することができた。

2. C 0 D，全硫化物，強熱減量，金属類の存在量は伺れも少なく目下全く汚染の状態は見受けられな

し、。
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第2表 底質粒度組成測定結果(汀線)

採泥:50年6月16日-17日

中 礁 細穣 極粗粒砂 粗粒砂、
調査地点

> 4聞 (夕日 4-2H (<働 2-1棚(掛 1-0.5"('掛 0.5-0.25棚(働

A 2.43 53.95 19.78 12.58 

B 0.63 3. 91 30.71 37.25 

C O. 15 5.02 30. 10 39.36 

D 0.47 23.37 58. 58 

E 0.25 1. 61 16.71 51. 02 

F 0.92 2.37 8. 98 50. 25 

G 0.02 15.26 71. 31 

H 17.26 65.05 

I 1. 04 12. 73 55. 34 

J o 03 2.02 30. 18 43. 75 

K 0.34 5. 74 34. 29 43.29 
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細 粒 砂、
微 粒 5(鋤棚砂

泥 中央粒径値 備 考

0.25-0.125棚(鈎 0.125-0.062 0.0625蜘<0掛 (棚)

9. 73 O. 36 1. 17 1. 08 

24.84 1. 72 O. 94 O. 38 

22.99 0.80 1. 58 0.38 

16.55 O. 36 O. 67 O. 38 

28.70 1. 29 0.42 0.20 

35.23 1. 91 O. 34 O. 30 

12.26 O. 39 O. 76 0.38 

16.30 O. 28 1.11 O. 35 

29.57 1. 04 O. 28 O. 33 

22.93 O. 66 0.43 O. 38 

15. 34 O. 50 O. 50 0.44 
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第五表 底質粒度組成測定結果(海底)

採泥:50年6月16日-17日

中 襟 細 礁 極組粒砂 組 粒 砂 中 粒 砂、
調査地点

) 4鵬(ゆ 4-2棚(ゆ 0.5-0.25聞(ゆ2-1脚(働 1-0.5開(骨

A - 1 0.77 O. 62 1. 46 4.02 

A - 2 0.11 O. 48 1. 97 3. 74 

A - 4 4.91 16. 57 29. 72 12.13 5. 30 

B - 1 O. 07 O. 12 O. 26 1. 33 

B - 2 。目 05 O. 02 0.17 2.07 17.84 

B - 4 0.37 0.39 O. 53 8.44 

D - 1 O. 18 O. 75 3. 33 

D - 2 O. 26 4.48 15.34 

D ← 3 O. 12 1. 18 20. 03 

D - 4 10. 53 27.91 33.28 15.95 4.90 

F - 1 0.30 0.44 1. 92 

F - 2 O. 54 11.02 30. 33 

F ← 3 3.45 16.98 65. 72 9. 15 1. 46 

F - 4 O. 09 O. 47 1. 42 8.71 

H-l  0.07 。目 35 0.57 1. 45 3.57 

H - 2 0.06 O. 56 3. 39 9. 58 

日一 3 0.11 1. 23 10. 74 

H - 4 2.97 21. 60 22.06 23.24 4.38 

J - 1 0.09 0.43 1. 07 3.11 

J ← 2 0.43 1. 17 O. 10 7.31 

J - 4 0.32 0.60 1. 92 9.49 

K - 1 O. 10 O. 10 O. 20 2. 16 

K - 2 0.04 0.06 O. 10 1. 29 

K - 4 0.11 0.34 1. 30 22.44 
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細 粒 砂 微 粒 (砂姉 泥 中央粒径値 備 考

0.25-0.125棚(掛 0.125-0.0625棚 0.0625_ < (，姉 (棚)

88.65 4.08 0.40 O. 181 

80.21 5.95 7. 54 O. 194 

21. 17 1. 96 8.24 1. 050 

84.27 13.22 O. 73 O. 167 

74. 72 5.03 O. 10 O. 194 

79.26 5. 71 5. 30 O. 181 

85. 87 9.17 O. 70 O. 181 

70. 14 5.46 4.32 O. 190 

68. 70 3. 63 6. 34 O. 193 

2.99 O. 18 4.26 1. 663 

86.42 7.89 3.03 O. 169 

52.46 0.69 4.96 O. 225 

1. 32 O. 13 1. 79 1. 350 

80. 32 5. 18 3.81 0.179 

85.44 6.37 2. 18 O. 181 

81. 71 1. 65 3.05 0.200 

79.52 3.64 4. 76 O. 190 

19.67 1. 66 4.42 0.975 

92.40 2.40 O. 50 O. 181 

82.64 3.01 5.34 0.178 

81. 27 6.20 O. 20 0.200 

83.64 5.03 8. 77 0.113 

93. 72 0.30 4.49 0.178 

70. 59 2.00 3.22 0.200 
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第4表 底質分析結果

採泥:50年6月16日-17日

観測地点 観測 日 時 水 深 (m) 外 観 色 水分含量(%)

A - 1 7 5. 6. 1 6 8.0 砂、 28. 28 

A - 2 7 5. 6. 1 6 5. 3 砂 25. 23 

A - 4 7 5 6. 1 6 5. 6 砂利 13.30 

B - 1 7 5. 6. 1 6 6. 9 色i、 24.38 

B - 2 7 5. 6. 1 6 4.0 砂 2l. 52 

B - 4 7 5. 6. 1 6 4.0 砂、 23.40 

D - 1 7 5. 6. 1 6 6. 5 砂 22.08 

D - 2 7 5 6. 1 6 4. 5 砂 2l. 07 

D - 3 7 5 6. 1 6 4. 7 砂 23.00 

D - 4 7 5 6. 1 6 5. 3 砂利 16. 77 

F - 1 7 5 6. 1 6 6.0 砂、 22.71 

F - 2 7 5 6. 1 6 3. 5 砂 23.30 

F - 3 7 5 6. 1 6 5.0 砂利 19.60 

F - 4 7 5. 6. 1 6 4.3 砂 22.52 

H - 1 7 5 6. 1 7 6. 5 砂、 2l. 29 

H - 2 7 5 6. 1 7 5. 0 砂 23. 30 

H - 3 7 5 6. 1 7 5. 8 砂、 21. 85 

H - 4 7 5. 6. 1 7 4.4 砂利 16.36 

J - 1 7 5 6. 1 7 6. 9 砂 24.24 

J - 2 7 5 6. 1 7 5. 5 砂 24.56 

J - 4 7 5 6. 1 7 6. 1 砂 20. 10 

K - 1 7 5. 6. 1 7 8.3 23.42 

K - 2 7 5. 6. 1 7 6. 3 21. 53 

K - 4 7 5 6. 1 7 5. 4 24.59 
L-ーーー圃
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全硫化物{Jng/g乾泥〉 COD(mgO'/g乾泥〉 強熱減量(%) 備 考

0.001 O. 89 2.81 

0.000 0.67 1. 48 

O. 000 O. 68 1. 37 

0.000 。目 64 1. 04 

0.000 O. 51 1. 24 

0.001 O. 64 1. 17 

O. 000 0.74 1. 43 

0.001 0.66 0.85 

0.000 O. 68 1. 15 

0.000 O. 37 1. 16 

0.000 0.73 1. 49 

0.000 0.37 1. 47 

0.000 O. 31 2. 75 

0.001 0.37 1. 26 

0.001 0.67 1. 21 

0.000 O. 56 1. 33 

0.001 O. 56 1. 26 

0.000 1. 32 2.06 

0.002 0.44 1. 36 

O. 001 O. 33 1. 80 

。‘000 0.81 1. 10 

O. 000 0.82 1. 64 

0.000 0.73 1. 69 

0.000 0.84 1. 53 
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第5表 底質分析結果

採泥:50年 6月16日-17日

調査地点 Hg ppm Cu ppm Mn ppm Cd ppm 

A-1  0.04 5.06 108 

A ← 2 O. 03 4.07 107 全， 
A ← 4 0.02 4. 73 130 

A - 6 O. 03 4.94 147 地

B - 1 。目 04 3. 88 128 

B - 2 0.04 3.49 1 1 7 占

B - 4 0.03 5.30 109 

B - 6 0.05 4.84 128 で

C - 6 0.05 4. 36 130 

D - 1 0.04 3.80 148 0.3 -O. 4 

D - 2 0.04 4.98 110 

D - 3 0.03 3. 26 102 

D - 4 0.04 4. 22 1 30 

D - 6 0.02 3. 65 104 

E - 6 0.02 3. 70 116 

F - 1 0.04 7. 63 101 

F ← 2 0.04 4. 53 107 

F - 3 0.03 4. 55 126 

F ← 4 0.03 4. 14 1 1 7 

F - 6 0.02 5.46 163 

G - 6 0.04 4. 13 1 10 

H - 1 0.04 3. 78 125 

H ← 2 0.03 4.42 1 16 

H - 3 0.05 4. 13 115 

H - 4 0.06 4.43 1 12 

H - 6 0.07 4.98 124 

1 - 6 0.02 5. 15 1 12 

J - 1 0.02 4.22 1 17 

J - 2 0.02 4. 40 1 12 

K ← 1 0.04 4.04 102 

K - 2 0.08 4.58 95 

K - 4 0.04 4.07 104 

K - 6 0.03 5. 74 144 
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Pb ppm Zn ppm Cr ppm 備 考

5. 36 27. 85 5. 76 

6.05 26. 27 5. 57 

3 51 27.81 2. 51 

3.40 25. 01 1. 57 

5. 78 30. 26 6. 99 

4.91 28. 26 5.87 

4.92 28. 60 5. 69 

3.61 25. 13 2. 56 

3.45 24.33 2.51 

6.48 33. 52 8. 19 

5. 25 36. 13 5. 10 

4. 59 24. 62 3. 70 

3.17 28.03 1. 80 

2.89 20. 64 2. 16 

3.49 22. 53 3.17 

5. 50 28. 68 5. 67 

4.71 25. 10 4. 24 

3. 23 25. 62 1. 51 

5. 19 29.86 6.00 

6. 76 38.25 8. 60 

3. 12 20.01 2.04 

5.05 29.01 7.06 

5. 90 28.89 6.04 

5. 31 28. 13 7.25 

3.74 26. 94 2.49 

3.43 23.07 2.11 

4.36 23.30 2.32 

5. 94 29. 70 4. 79 

5. 46 28. 10 5.87 

4.58 25. 61 5. 53 

2. 75 20.17 3.06 

7.69 26. 19 4.95 

3.82 26.28 2.36 
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B i旬、 岸 流

I.調査目的

住友化学工場設置が予定されている三沢沿岸海域における流況(海流，潮流等〉変化の実体を把握し，

工場排水拡散による生物への影響防止対策の基礎資料蓄積を目的としている。

n .調査内容
1調査期間 第 1田昭和 50年6月16臼-17日

第2回昭和 50年9月29日-10月1日

2.調査海域

3調査担当

青森県太平洋三沢沖沿岸(第 I図参照)

4.調査船(傭船〕

5.調査協力者

6.調査項目

A.流況調査

技 師 高梨勝美

主任研究員 赤羽光秋

按 師 田村真通

技 師 鈴木史紀

長運丸 4. 73トン 船主長根

三沢市役所 平井 博

同 上 小比類巻薫

a 2 5時間流向流速連続定点観測

b 浮標追跡調査

B.海況調査

a 海象←水温，塩分，透明度，水色

博

b 気象一天候，風向，風力(風速)，波浪，うねり，気温

7.調査方法

(1) 流況調査(第2図参照)

A.小野式自記流向流速計を使用し， F線上の水深7m， 5 mを目安として，流速計を設置した。

また設置水深が浅いため，測定層は7.K深の約半分の位置になるように設計した。

B.測流板を使用し，細いヒモ(5 0 m又は 100m)に取りつけ 3時間毎に上層(1 m)と下層

(海底上約 2m)の測定を行なった。

(2) 海洋観測

A.一般海洋観測

試験船，瑞鴎丸，幸洋丸により，三沢沖 (40045I N線， 1420 Eまで)に 4定点を設定し，

6， 7， 8， 10， 12月の 5由実施した。

B.定点、連続観測

流速計設置点、での 3時間毎の観測を行なった。水温，塩分量の測定には， Salinity-

Temprature Bridge (MODAL 602)を使用し，1m毎の各層観測を実施した。
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風速は船上lこて， ピラム嵐速計を用いて測定した。

c.その他
試験船が毎月実施している海洋観測資料も使用した。

(3) 風向風速

八戸測候所の資料による。

J.調査結果

1海況について

(1) 青森県太平洋沿岸海域(1420 E以西)

水温，塩分の水平分布図(0， 5 0 m層〉によると，表層水温i16月には約 13 - 1 5 

.C， 8月 21-23.C， 10月 20 - 2 1~ ， 1 2月には 12-14.Cの水におおわれて

いる。 50 m層では 6月には約 7- 1 20C， 8月 12 - 1 60C， 1 0月20 - 2 lOC， 1 2月は

13-140Cとなっている。

水温の最高は表層では 8月に表われているが， 5 0 m層では 10月に出現している。

一方塩分量については，表層では 8月に八戸沿岸域lこ32%以下の低かん水が出現したが，他

の海域及び月では 33%。以上となっていた。

(2) 垂直分布(40 0 45 I N線， 1420 E以西〉

次に工場設置が予定されている細谷沖における7};ii日及び塩分量についての垂直分布留による

と，水温については， 6月では気温の上昇及び津軽暖流水の流入により，すでに弱い躍層が形成さ

れているが， 8月ではとの躍層がより顕著に形成されている。 10月lこ入るとすでに沿岸域では

表面から 50市層，沖合域では 100m層までほぼ均一な水温におおわれており，鉛垂混合が始ま

っており， 1 2月では表面から海底まで鉛直混合が進展している。

塩分量については，水温と同様に 6月と 8月では表面から 100昨層付近まで変化が大きし 10

月， ] 2月では表面から下層まで 33.8 %。位とほとんど均一な塩分となっている。

(3) 極沿岸域における垂直分布 (F線上)

当海域における海底地形の勾配は約 100分の 1 (約2，000m沖出して水深が 20視)と比較的

ゆるやかな海域にあたる。 6月における沖合2，000mまでの水温及び塩分量は，水温について

は，表面から 7m層付近に躍層が形成されており，それ以深では水温の変化は余りみられなし、。

一方塩分量については，沖合 1，500m付近まで 31.5 %以下の低かん水が表層をおおっており，

水深 5m層付近までに顕著な躍層が形成されていた。この低かん水は河川水等(高瀬川等〉の影

響によるものと思われる。

(4) 短期間(1日間)の海況変動

流速計設置点における 3時間毎の水温及び塩分量の時間的推移を第 3図に示した。

6月のF5(500 m沖合)海域での水温は表面では 13.3-14. 7 oCと140Cの変化があった。ま

た水深2-5m層の中層では 12-130Cの等温線深度が時間の推移につれて変化している。そ
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の下層の 6m以深の水温は余り変化せずほぽ一定している。

一方塩分量については， 6月 16日15時までは，表層の極分値は 33.0%。以上となっており，

やや高かんな水におおわれていたが， 1 8時以降表層から中層にかけて低かん水の流入が起って

おり，表面境分 30.5%。と非常に低い値を示していた。 また，この時期の 5m以i深には 34.0%。

以上の津軽暖流水(外洋水〕が存在している。

9月の時間的推移における水温変化は表層で約 20C，下層では 1oc位となっており，この間に
みられる降温はやや激しいように思える。また塩分は 6月に比べると余り変化しないが，表層か

ら底層まで低かんな沿岸水で占められている点，夏の成層期と違った分布構造を示している。

2.流れについて

小野式流速計は 20分に 1回の間隔で自動的に器械が作動し，流向と流速が測定される。今報告で

は流向は磁針方位(度)，流速は毎秒cmで示してある。

(1) 流れの概要

流向及び流速の頻度分布図を第 4図に示してあるが，この図によると第 1回目調査 (6月 16 

-1  7臼，沖合 300m)での流向は南流(1650 - 1940の流向が 42 %)が卓越していた。また

流速の最大は 26.4cm/秒であり，頻度は 15 - 2 0 cm/秒の流れが 58%と最も高く， 1 5-

25cm/秒の流速がほとんどであった。

第2回目調査(9月29 -1 0月1日)での沖合 450m海域では，お干し向は 6月同様南流が卓越

していたが，流速については 6月よりも早く，最大流速値は 40.1cm/秒であり，かつ流速変化

の巾が大きかった。

またこれよりも 250m沖に設置した沖合 700m海域での流れは，前記の沿岸寄のものと全く逆

向きの北流が卓越していた。

最大流速値は 26.6cm/秒と沿岸寄り海域より小さかった。

(2) 流れの時間的推移

第 5図lこは縦軸l乙流速，横軸に時刻をとった，南北成分及び東西成分についての時間的流れの

推移を示してある。

6月の F3(300 m沖〕海域では， 1 6日15時を墳として南北成分は南(-)となり比較的安

定して推移した。一方東西成分は終始変動が大きかった。流れと海況との関係を時間的にみてみ

ると，南北成分が南に安定した時刻から約3時間後に低かん水の流入が生じている。

9月の F4.5海域では，東西成分は 6月と同様変動が大きいが，南北成分は 29日16時ごろを

境として北から南に変化した。

F7海域では，南北成分は F4.5海域とほぼ同時刻に転流したが，その方向は南から北と F4.5海域

と逆方向であった。

また同図に涜れと潮汐との関係をみるために，干潮時， i満潮時を示したが，直接的関係は認め

られなかった。

このようなことから，潮流の調和分解結果を第 1表に記したが，参考程度にとどめたい。

(3) 測流板による測定結果

上層(1間層〉と下層(底より約 2m上方)との流れの違いをみるために実施したものである
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が，この結果を第2表に示した。

6月では， 1 6日12時を除き流向はほぼ南となっており， i流速計による測定と一致するが，

流速については小さめに現われている。上下層での対比では流向はあまり変らないが，流速につ

いては上層の方が下層より大きい傾向がみられる。しかしながら流速が比較的遅くなった 15時

の状態を見ると下層の方が大きくなっており，かつ流速計による流向は南に安定し始めている。

9月でも流速が遅い時に下層の方が早く，また最も流れの遅い時に上下層で流れの方向が全く

逆向きの時があり，これらは流れの転流時刻付近にあたる。

以上のことから，流向が安定している時には流速は上層の方が速しまた流向が転流する変わ

り白で流速が遅い時などは，下層で早かったり，上，下層で流向が異なることがおこる。

3.その他

(1) 風速と風向(第 6 図)

八戸における風に関する資料によるため当調査海域とは気象条件が異なるので，調査期間前後

の気象背景という意味あいから述べてみたい。

6月では風速については， 1日周期で変動があるように思われ，夜中 (0時〕に最も遅く，昼

間 (12時〉で最も早くなる傾向がある。また調査臼における風速の最大は 2-3m/秒程度と

風の弱い臼にあたる。風向については，当時期は特に持続した風は吹かず，安定していない。

9月では，風速の日周性は 6月よりはうすい。調査日は6月よりも風が強く最高 5m程度の風

があった。風向は，全体的には南寄りの風が多いが，調査日には:Jt寄りの風も吹いた。

N.考察

以上今回の調査結果の記述のみにとどめたが，昭和48， 4 9年度に当場が行なった，太平洋沿岸流

調査結果※も参考にして，調査海域(泊~三沢沖)における海況と流れについての考えを述べてみたい。

太平洋沿岸海域は周年津軽媛流水の影響下にあるが，岸から 1浬以内程度の極沿岸域では局所的に河

川水注入による国有の沿岸水の分布がみとめられ，その特性は塩分によって現われている。

この固有沿岸水の分布の特徴は夏季を中心とする成層期では表層付近に薄く張出し，水平的に範囲を

広げながら外洋水と混合しつつその特性が失われてゆき，冬季を中心とする対流期においては，水平的

な広がりはやや狭いが反面，深度を拡大し下層の外洋水との混合の過程でその特性を失なってゆくと言

う，夫々の季節による変化のパターンが考えられる。

また夏期における海況及び気象条件は冬期に比べ，固有沿岸水が混合されにくい条件下にあると考え

られ，固有沿岸水は上層をおおう形で独立水系をなし，水平流に作用され移動しているように恩われる。

このことは先に短期間の海況変動でふれた，塩分の急激に変動した時刻と，流れが:Jt流から南流iこ転流

した時刻とほぼ一致している点にその一端をのぞかせている。

流れの特徴としては，流向は海岸と平行した南流文は北流と地こう流の性格が強いが，流向が南北両

流閣の転流がみられる傾向があり，このことは潮汐の影響が大きく働らいていると思われる。しかしな

がら沿岸域の流れは 9月の調査時にみられるように，僅か250間離れた海域間で流向が全く逆向となっ

ており，このことは流れの複雑性を暗示しているように思われ，今回の短期間の調査では現象の記述に

とどまざるを得ない感がする。

※ 太平洋沿岸の海洋特性と流況に関する調査報告書

昭和 50年3月 青森県水産試験場
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第 1:表 調和分解結果
〈単位 .c時/sec)

1) 6月16日12時-6月17日12時50分 (F3) 

U=4.40+4.104 cos (150t-330) +2.254 cos (300t← 700) ・・..E-W方向

V二一 15.88十1.586 cos (15 Ot - 3090) 十 2.303cos (300t-310) ・・..N-S方向

2) 9月29日12時-9月30日12時 50分 (F4.5) 

Uニ 2.71 + 2. 82 cos (15 Ot← 2390) + 2.05 cos (30 Ot - 1200) 

V=-13. 60 + 11. 20 cos (15 Ot -1350) + 10.58 cos (30 Ot -520) 

3) 9月30日0時-10月1日0時50分 (F4.5) 

u=  4.15 + O. 79 cos (15 Ot← 950) 十 2.15cos (300t-1240) 

V二一 23.10十 5.83cos (150t -260) + 3. 54 cos (300t -3280) 

4) 9月29日12時-9月30日12時50分 (F7) 

u=  1. 19 + 1. 82 cos (15 Ot - 1870) 十1.39 cos (30 Ot← 200) 

V二 15.46十 12.53cos (15 Ot -2240) + 7.20 cos (30 Otー 2330)

5) 9月30日0時-10月1B 0時 50分 (F7) 

u=  0.10十 2.17cos (150t-1470) +0.43 cos (300t-1420) 

V=20.98+4.02 cos (150t-1140) +2.85 cos (300t-1030) 

備考 位相は潮汐表による修正は行なっておらず，起点(太陽時

1 2時文は 0時)からのずれとして表わしてある。
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第2表 測流板による測定結果

測定地点 測定月日 測定層 投入時刻 経過時間 流れた距離 流 向 流 速

F5 6月16日 1 m 12時00分 35分 50 m 3050 2. 38 ~ec 

11 11 1 15 30 23 110 180 7.97 

11 11 5 15. 35 15 105 175 11. 67 

11 11 1 18 07 10. 110 177 18.33 

11 11 5 18. 05 11 105 185 15. 91 

11 6月17日 1 6 08 12. 110 195 15.28 

11 11 5 6. 09 29 105 175 6.03 

1/ 1/ 1 65 780 173 20.00 

11 11 5 88 600 l78 11. 36 

F3 6月17日 1 10. 35 55. 520 187 15. 76 

11 11 2.5 11 25. 180 205 12.00 

F4.5 9月29日 1 12. 25 21. 5秒 100 352 7.91 

11 11 4 1/ 17. 30 100 354 9. 78 

1/ 11 1 15. 12 60 00 73 180 2.02 

11 11 4 15. 16 60. 。。 43 5 1. 19 

1/ 11 1 18. 35. 10秒 6. 20 100 181 26.32 

1/ 11 4 18. 18 9. 17 50 171 8.98 

11 11 1 21 49 8 10 100 175 20. 41 

11 11 4 11 8 35 100 180 19.42 

1/ 9月30日 1 o. 20. 30秒 5 35 50 168 14.93 

1/ 1/ 4 11 11 36 100 169 14.37 
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C 漁 業 実 態

1 .調査目的

三沢市に進出を予定されている住友化学工業株式会社の進出に先立ち三沢地先における漁業の実態を

把握する。

n .調査内容
1.調査期間

2.調査地域

3.調査員

4.調査項目

5.調査方法

(1) 聞きとり調査

昭和 51年2月24 日 ~2 月 2 7日

三沢市，八戸市，八戸市白銀，八戸市鮫浦漁業協同組合

主任研究員 沢田兼造

技 師十三邦昭

漁場思IJ，時期別，魚穆別，漁獲量および漁場利用状況

漁場別，時期別，魚種別，漁場利用状況については各単協ごとに漁業者の出席を求め調査した。

また，漁獲量調査については三沢地区では三沢市役所資料により，平均単価については三沢市漁

業協同組合から，他の漁協(八戸市，八戸市白銀，八戸市鮫浦〉については漁業者からの聞きと

りによって調査した。

J.調査結果

1住友化学三沢工場排水拡散予定海域

第 1図に示すとおりである。

2.三沢漁場月別配分状況

4漁業協同組合により三沢沿岸および沖合にかけて月別に操業されている漁業は(ホッキ員桁網漁

業外10漁業種)第2区|のとおりであるが，漁期としてはカレイ・カニ刺網漁業が周年行なわれ，つ

いで小型定置網漁業，タコ箱漁業の11貝となっている。

3.漁業別，時期別，魚種別漁獲高

排水拡散予定海域を最も多く利用している単協の漁業の実態はつぎのとおりであるO

(1) 三沢市漁業協同組合(第 1表)

この海区で行なわれている漁業は地びき外4漁業種(ホッキ員桁びき網・刺縞，カレイ刺網・

船びき網漁業)で，この 5漁業種による総漁獲量は 3.577トン，総水援金額は 300.048千円であ

り，漁獲魚種はレラワォ，カタクチイワレ，マイワν，マサノミ，ボラ，カレイ類，ヒラメ，ホッ

キ貝，その他となっているが，地びき網による漁獲が最も多く総漁獲高の 75.6払 総水場金額

においても 56.2%を占めているが，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.地ぴき網漁業

総漁獲量は 2.704トン(1隻当り 15トン〕であるが，漁獲魚種はレラクオ，カタクチイワ
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レ，マイワν，マサパが主体である。この内カタクチイワ乙/(1，830トン〉の漁獲が最も多く

( 1隻当り 41トン〕総漁獲量の 67.7 %を占め，ついでマサパ(818トシ 1隻当り1.5トン〕

マイワレ，Vラクオの!固となっている。また水揚金額をみるとカタクチイワν(91， 500千円〕

マサパ (63，804千円 1隻当り 1，418千円〉 νラワオ (5，406千円 1隻当り 120千円)の順と

なっており総漁獲量，水揚金額においても，この漁業種が首位を占めている。

B. ホッキ貝桁網漁業

総漁獲量は 98トン(1隻当り1.5トシ〉で，この水揚金額は 48，167千円 ( 1隻当り 753

千円〕であった。

c.刺網漁業
総漁獲量は 494トン(1隻当り 2トン〉であるが，漁獲魚種はレラウオ，ボラ，カタクチイ

ワレ，マイワν，カニが主体である。この内カタクチイワレ(428トン)の漁獲が多く(1隻

当り 4.3トン〉総漁獲量の 866%を占め，ついでカニ (35トン I隻当り1.3トン〉マイワ

ν，νラクオの!煩となっている。

D. カレイ事IJ網漁業

総漁獲量は 25トン(1隻当り 2トン)であるが，漁獲魚種はマコガレイ，ヒラメが主体で

ある。この内ヒラメの漁獲が 13トンで(1隻当り 2.1トン〉総漁獲量の 52%，マコガレイ

(1 2トン 1隻当り2 トン) 48%となっている。

E.船びき網漁業

総漁獲量は 256トン(1隻当り 5トシ〉であるが，漁獲魚種はνラウオ，イサザ，その他の

魚種である。この内イサザ(150トン〉の漁獲が多く(1隻当り 9トン〕総漁獲量の 58.6%

を占め，ついでレラウオ (16トン 1隻当り 1トン)その他の魚種となっている。

(2) 八戸市漁業協同組合(第1-2表〉

当組合は三沢市漁業協同総合の共同漁業権漁場の入漁権をもっているため，ホッキ貝桁びき網

外4漁業種(乙/ラクオ船びき網 .i/ラウオ刺網漁業，カレイ・カニ刺網漁業，コクナゴ敷網漁業

でこの 5漁業種による総漁獲量は 871トン，総水揚金額は 523，000千円であり，漁獲魚権はホッ

キ貝， νラウオ，カレイ類，カニ，コウナゴとなっているが，カレイ・カニ刺網漁業による漁獲

が最も多く，総漁獲高の 56係，総水揚金額においても 30%を占め，レラウオ刺網・船ぴき漁

業とならんで首位を占めているが，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.ホァキ員桁びき網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トシ〉で，この水揚金額は 117，000千円(1隻当り 1，500

千円〕であった。

B. Vラウオ船ぴき網漁業， νラウオ刺網漁業総漁獲量は 105トン(1隻当り1.3トン)で，こ

の水場金額は 210，000千円(1隻当り 2，692千円〉であった。

c.カレイ・カニ刺網漁業
総漁獲量は 488トシ(1隻当り 4.1トシ〉で，との水揚金額は 156，000千円(1隻当り 2，000

千円)であった。

D. コワナゴ敷網漁業

総漁獲量は 100トシ(1隻当り1.3トン〕で，この水傷金額は 40，000千円 ( 1隻当り 513

-482-



千円〉であった。

(3) 八戸市白銀漁業協同組合(第1-3表〉

当組合も三沢市漁業協同組合の入漁権をもっているため，ホッキ貝桁ぴき網外4漁業種 (νラ

ウオ船ぴき網・乙/ラワオ刺網漁業，カレイ・カニ刺網漁業，コウナゴ敷網漁業)で，との漁業種

による総漁獲量は 344トン，総水錫金額は208，000千円であり，漁獲魚種はホッキ貝，レラクオ，

カレイ類，カニ，コクナゴとなっているが，カレイ・カニ刺網漁業による漁獲が最も多く総漁獲

高の 58.1%，総水揚金額においても 31 %で首位を占め，ついでコクナゴ敷網の)1頂となっている

が，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.ホッキ貝桁びき網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トン〉で，この水楊金額は 48，000千円 ( 1隻当り 1，500

千円)であった。

B. i/ラクオ船びき網漁業，乙ノラクオ刺網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トン〉で，この水揚金額は 64，000千円 ( 1隻当り 2，000

千円)であった。

c.カレイ・カニ刺網漁業
総漁獲量は200トン(1隻当り 6.2トン)で，この水揚金額は 64，000千円(1隻当り 2，000

千円)であった。

D. コクナゴ敷網漁業

総漁獲量は 80トン(1隻当り 2.5トン)で，この水揚金額は32，000千円(1隻当り 1，000

千円〕であった。

(4) 八戸市鮫浦漁業協同組合(第1-4表)

この組合は三沢市漁業協同組合の共同漁業権漁場の入漁権をもってないため，水深20m以深

の漁場を多く利用している。

漁業別に見ると，ヒラメひき釣，カレイ・カニ刺網，ホタテ桁びき，タコ箱等で比較的浅いと

ころで操業するのはヒラメひき釣で，この漁獲高をみるとつぎのとおりである。

A. ヒラメひき釣漁業

総漁獲量は20トン(1隻当り 0.4トシ)で，水揚金額は 20，000千円(1隻当り 400千円〉

であった。

以上は住友化学工業株式会社三沢工場排水拡散予定海域及び付近海域において操業されてい

る漁業である。
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第 1表 住友化学工業株式会社三沢工場排水域拡散予定

1-1. 三沢市漁業協同組合

漁 業 月IJ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

隻 K9 
地びき網漁業 1月-3 月 4 5 ν フ ウ オ 10，200 

11 7，8，9，10，11，12月 4 5 カタクチイワレ 1，830，000 

11 8，9， 10， 11月 4 5 マ イ ワ 己/ 45，800 

11 7，8，9，10， 11月 4 5 マ サ ノ、. 818，000 

ホッキ桁ぴき網漁業 1，2，3，4，12月 6 4 ホ ツ キ 員外 98，300 

刺 網 漁 業 4月-5月 1 4 乙ノ フ ウ オ 11， 050 

11 5 月 2 ボ ブ 70 

11 7，8，9，10，11，12月 9 9 カタクチイワレ 428，200 

11 9，10，11月 9 9 マ イ ワ 乙/ 19，400 

11 1月-12月 2 7 カ 一 35， 100 

カレイ刺網漁業 1月-10月 6 カレイ類(マコ主) 12，160 

11 11 6 ヒ ラ メ 12，600 

船びき網漁業 1，2，3，12月 1 7 乙/ ラ ウ オ 15，680 

11 6 月 1 7 イ サ ザ 150，000 

11 7 月 1 7 そ の 他 90，000 

1-2. 八戸市漁業協同組合

漁 業 男IJ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

隻 K9 
ホッキ貝桁ぴき網 12月-3月 7 8 ホァキ員(主) 78，000 

乙ノラウオ船びき網 乙/ ラ ウ オ 105，000 

i/ラウオ刺網漁業 2月-5月 7 8 ν ラ ウ オ

カレイ・カニ刺網漁業 1月-12月 7 8 カレイ カニ 487， 500 

コウナゴ敷網漁業 5 月 7 8 コ ウ ナ ゴ 100，000 
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海域及び付近における漁業別，時期別，魚種別，漁獲高

1 隻 当 u 漁獲高
平均単価 金 額 備 考

数 量 金 額

円 千円 Kfl 千円 水深530 5，406 226. 7 120 淋代地区操業船 (0~13m)6隻

50 91，500 40，666.7 2，033 11 11 ) 6隻

170 7，786 1，017.8 173 11 11 ) 6隻

78 63，804 18，177.8 1，418 11 fI ) 6隻

490 48. 167 1，535.9 753 11 (水深4-40m) 7隻

748 8，265 789. 3 590 11 (水深2-20m) 0 

400 28 35. 0 14 11 11 ) 0 

50 21，410 4，325.3 216 11 ( fI )11隻

170 3，298 195.9 33 11 11 )11隻

393 13，794 1，300.0 511 11 11 ) 3隻

244 2，967 2，026.7 495 11 (水深5-30m) 0 

754 9，500 2，100.0 1， 583 11 11 ) 0 

710 11，133 922.4 655 11 (水深2-20m) 1隻

62 9， 300 8，823.5 547 11 11 ) 1隻

41 3，690 5，294.1 217 11 11 ) 1隻

1 隻 当 り 漁獲高
平均単価 金 額 備 考

数 量 金 額

円 千円 K9 千円
1，500 117，000 1， 000 1， 500 水深3m-20m

2，000 210，000 1， 346 2，692 水深2m-20m

11 

320 156，000 4， 103 2，000 
4月-5月 水深30m付近
6月-12月 11 5-6m 

400 40，000 1，282 513 水深7m-8m
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1-3. 八戸市白銀漁業協同組合

漁 業 日リ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

ホッキ貝桁びき網
隻 正F

12月-3月 3 2 ホ ツ キ 員 32，000 

レラクオ船ぴき網 12月-3月 3 2 乙/ フ ウ オ 32，000 

乙/ラウオ刺網漁業 12月-5月 乙/ プ ウ オ

カレイ・カニ束IJ網漁業 1月-12月 3 2 カレイ カニ 200，000 

コウナゴ敷網漁業 5 月 3 2 コ ウ ナ コ 80，000 .____ 

1-4. 八戸市鮫浦漁業協同組合

漁 業 別|操業期間 魚 種|漁獲数量

ヒラメひき釣 I9月-11月 ヒ フ メ
K9 

20，000 
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平均単価

円
1，500 

2，000 

320 

400 

金 額

千円
48，000 

64，000 

64，000 

32，000 
』幽

金 額

千円
20，000 

1 隻 当 り 漁獲高
備 考

数 量 金 額

Kg 千円
1，000 1，500 水深3m-20m

1，000 2，000 水深2m-20m

11 

6，250 2，000 
4月-5月 水深30m付近
6月-12月 11 5-6m 

2，500 1，000 水深7m-8m

1 隻当り漁獲高

数量|金額
備 考

| 千円
400-1 400"-1水深4m-25m
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(5) 住友化学工業株式会社三沢工場排水域拡散予定海域及び付近における漁業別操業海域は第3図

~第 9図のとおりである。

A.コウナゴ敷網漁場(第3図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場は水深によって利用範囲が限定されている。着業船は八戸市漁

協，八戸市白銀漁協の 2漁協所属である。(水深 7-8 m) 

B.地ぴき網漁場〔第4図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協所属だけで

ある。(水深0-13m)

C.ホッキ艮桁びき網漁場(第 5図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場内外を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並びに八

戸市白銀漁協の 3漁協の所属船である。(水深0-40m)

D.乙/ラワオ刺網漁場(第6図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並ひ、に八戸市

漁協，八戸市白銀漁協所属船である。(水深2-20m)

E.イワレ刺網漁場(第7図〕

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協所属船だけ

である。対象魚種はカタクチイワ乙/，マイワレの 2種であるが，その内カタクチイワνが 70 

%を占めていた。(水深2-20m)

F.カレイ・カニ刺網漁場(第8図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場内外を全域l乙亘って利用している。着業船は三沢市漁協，八戸

市漁協，八戸市鮫浦漁協の 4漁協所属船であるが，鮫浦漁協は共同漁業権外漁場に限定される。

(水深 30m)

G.船びき網漁場(第9図〕

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並びに八戸漁

協，八戸市白銀協の 3漁協所属である。(水深2-20m) 
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N.考察
三沢沖排水拡散海域の漁業別，時期別，魚種別漁獲高の実態を調査したが，大部分はききとりによっ

て求めたが，これら対象魚の実態を明らかにするには現地において，時期別，漁業別に漁獲試験(底び

き，刺網，地びき網)を実施する必要がある。
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11.陸奥湾漁業基本計画調査

A 水

I.調査目的

陸奥湾における水質の現状を明らかにする。

II .調査内容

1調査期間

2調査場所

3調査員

第 1回昭和 50年 4月23 -2 5日

第 2回昭和50年5月14 -1 6日

第3回昭和50年 7月23 -2 5日

陸奥湾内 45地点

淡水養殖部長 長峰良典

技 師原口健二

技 師山口伸治

質

4.採水層 1 m， 10m， 20m， 30m， 4 0 m， 5 0 m， 6 0 m 

及び海底より 2m上の各層

5調査項目及び調査方法

(1)水深魚探又は測深錘使用

(2)透明度ー径 30 侃セッキー透明度板使用

(3)水温サ ミスタ←水温計

(4)塩分一観見精器製サリノメーター

(5)D 0ークインクラー改良法

(6)TOCーオセアノグラブィ ・インターナショナル社製有機炭素分折計

(アシプ/レ法)

(7)PO C一試水をガラス繊維ろ紙でF過し， TOC同様処理した。

(8)全 燐ーメンツェノレ法

(9)燐酸塩ーストリックランド法

日O)S S-メンプランフィルタ-iF過法

(11)クロロフィル-a一鐙光法

J.調査結果

1透明度

透明度の高いところは， 5 0年4月では調査点8， 2 6 (大湊湾)で 19m，5月の調査点28 

(大島沖〕で 21m，反面7月には，湾口部の 19.5mと西湾の調査点 17 (原別沖)，東湾の調査点

1 9， 2 3がそれぞれ 17.5m とやや低目であった。東湾と西湾を比較すると， 5月が顕著で，東湾

の方が高かかった。他の月はそれ程はっきりした傾向は見られなかった。このときのクロロフィル a
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の水平分布をみると， 5月と 7月を比較すると 5月の方が高く，現存量も例年並であり，東湾と西湾

の差はあまりない。しかし， P 0 Cの水平分布をみると， 5月の方が高いが，東湾と西湾の差がはっ

きりしていて，東湾の方が高い。今年度の場合，透明度を左右する原因は，植物プランクトンの発生

量のほかに，有機デトライタスが，関係しているように，考えられる。

2.水温

本年は，高水温によるホタテガイの異常豊富死が発生したが， 7月までの調査結果では例年と大差が

なかったものの，その後l乙起きた高水温の出現を予測することが出来なかった。 4月の水温は，東湾、

が低く，冬期間の冷却現象が強いことを裏付けている。 5月は，すでに成層期に入っていて，底層 8

oc，表層 120Cとなり，水平的lこは，東湾lこ130Cを超える水域が出現し，東湾の温度上昇が目立っ
ている。 7月には，水温の成層が顕著になると同時に， 2 30Cを超える水域が中央部に出現し，野辺

地湾に 24.4oCを上限とする高温域が広い範囲に出現した。

3.塩分

塩分の垂直変化を見ると， 4， 5月は明らかに東西の塩分傾斜が見られる。 7月には水温の成層が

顕著になると同時に塩分の成層も形成され，東西の傾斜も見られなくなった。叉，水平変化を見ると，

4， 5月の調査点 15 (茂浦沖)の 1m層lこ， 30.58協， 32.4 qらという低断水が現われている。こ

の水域の低厳現象はめずらしいことではなく，過去の調査でも時々出現している。反面，調査点 19 

(111内沖〕で， 33.94協という高献の水域が出現し，塩分動向の複雑さを示している。 7月には，表

層32.36 ~ 32. 87~ゐ， 30m層32.91 ~ 33. 28協と全体的に低献となった。

4.D 0 

湾全体を見ると， 5月には， 90. 7 - 108.3 %， 7月には 89.5- 105.4 %で表層は過飽和，底層

は不飽和の状態で例年と大差なししかし，貧酸素水の出現は見られなかった。

5. T 0 C， P 0 C 

5月に測定した各調査点の全層平均値は 1.36 ~ 2. 25 ppm で，東湾がやや高い値であった。 7月

に測定した各調査点の全層平均値は， 1. 54 ~ 2. 99 ppmで，謂査点40， 4 5で 2.13， 2.99 ppm 

と他と比較して高かった。 POC値に関しては， 5月の各調査点の全層平均値は O.061 ~ O. 396 p仰

で，東湾が西湾と比較して，高く(約2倍)， 7月にはO.046 ~ 0.164 ppmで，全湾均一になってい

る。 5月の現象が，どういう原因からでたのか詳からでない。

6.8 8 

5月には， 0.5~8.5ppm ， 7月には， O. 1 ~ 6. 1 ppmで例外はあるが，下層が高い値をとってい

る。

7.燐酸塩

5月l乙測定した各調査点の全層平均値は， 0.00 - 0.54μ9 at/&， 7月は O.03 ~ 0.24μ9at/sで東

湾，西湾ともたいした差違は見られなかった。

8.桂酸塩

淡水の広がりを推定するため，娃酸塩の分析を行ったが，明瞭な傾向は認められなかった。
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N.調査の成果と今後の問題
l透明度

夏期に高くなるのが普通であるが，今年度は 4， 5月より 7月の方が低くなり，例年とは異なる様

相をしめした。今年度の最高は 21mであった。

2.水温

昨年同期と比較して，同じような傾向を示した。

3.塩分

塩分についても，透明度と同じ現象が起き 4，5月より 7月の方が低械であった。津軽暖流の塩分

は，例年と変わりない事を考えあわせると，陵水の影響によるものと考えられる。文，今年度の塩分

の変動は，例年になく激しいものであった。

4.TOC， POC 

有機体炭素の存在状態については，測定回数が少ないので，結論を出すまでに至らないが，他の

海域(東京湾，相模湾)と比較すると低い値を示している。

5.クロロフィルー a

植物プランクトンの現存量と関係の深いクロロフィノレ aは，昨年と同じ傾向を示している。しかし

昨年5月の場合は，西湾の方が東湾より高かかったが，今年度は，むしろ東湾の方が高い傾向にある。

これは， POCの水平分布と一致する。

6過去の調査と今年度の調査から，湾内水が汚濁に結びついている傾向は，ほとんど認められず，内

湾としては清浄な水質を保っているものと見られる。但し，養殖施設域外を調査しているため，陸水

の影響の大きい沿岸域については，更に検討する必要がある。
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B 底 質

J.調査目的

陸奥湾の漁場の特性とその変化を総合的に把握し，また漁場老化との関連を知るため底質の調査を実

施した。

n .調査内容
1.調査対象地域と調査期日および調査点の数

全湾調査 昭和 50年7月22~ 2 5日

青森湾調査

2採泥

昭和 51年 1月16 ~ 1 7日

1 1点(図 1) 

4 3点(図 2)

エックマンパージ型採泥器 (15cmX 1 5cm)を使用した。

3.調査項目と分析法

(1)全硫化物

北沢産業製ヘドロテック Sを用いた。

(2)強熱減量

電気炉を用い， 6000Cで 5時間強熱し測定した。

(3)水分

1050C， 2 4時間乾燥後秤量した。

(4)粒度組成

乾泥に O.5 %ヘキサメタ

燐酸ナトリウム溶液を加え

て 1夜放置し， 1/16_ 

の僚にとり水道水で筋分け，

簡を通過したものを泥とし

た。残分については街振軍

機を用い，標準衝により箭

分けをした。

(5)全炭素 (TC) ，全窒素

(T N) 

柳本製CNコーダ MT  

-500を使用して測定した。

1.調査結果
1.全湾調査

9 . 

18 ぉ

¥. !C弘一 17
油JII......... 12. ".・ 22 24 29 

1・t2LZL2・

35 . 
お. "・31 ~ . 
担・

原別

"5l 

第 1表に示したとおり，全

硫化物は O.00 ~ O. 03 mg / 図2 青森湾底質調査地点
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g乾泥， CODは1.29 - 19. 10mg/ g乾泥，強熱減量は 3.08- 12.53 %で，この値を過去の分析

値と比較すると，ほぽ同じレベルにあって目立った変化をしていないことがわかる。少くとも今回測

定したやや沖合の底質は非常に安定した状態にあるものと考えられる。調査点41-4 5はホタテガ

イ異常発死との関連を見るため実施したものであるが，沿岸に近い調査点 17，41，44において

は全硫化物が0.2mg/g乾泥を越えているものの， COD値から見てそれほど底質は悪化していない

ようである。

2.青森湾調査

東田沢沖，野辺地湾，大湊湾の各細密調査に引き続いて今年度は青森湾の調査を実施した。調査点

の位置は図 2に，また調査水域の水深は第2図に示したとおりである。調査点はほぼ等深線に沿って設

定した。

粒度組成の測定結果は第2表に， C， N測定値は第3表に，全硫化物， C 0 D等の測定値は第4表

lこ示した。

(1) 粒度組成

全湾調査の際採泥した試料では，泥(1/16棚以下の粒子)含有率と水深とは正の相関が見

られたが，今回の調査では第3図に見られるように全く相関がなく，青森湾の沿岸水域の特殊性を

示唆しているものと見られる。泥含有率の水平分布を第4図に示したが，泥は原別を境界にして両

側に堆積量が多い傾向が見られた。このことは強熱減量，全硫化物， COD何れにも共通して現

われている。この原因として沖合から原別に向けて入って来る強い流れがあることを推定させる。

(2) その他

有機汚染による底質悪化の指標として，全硫化物0.2mg/g乾泥とされているが，第5図によっ

てもその水域は相当の広がりを見せている。またもう一つの指標である COD20mg/g乾泥を

見ても全硫化物と同様の傾向を見せている。(第6図.第7図)

(3) C. N比

9.46 - 53.41と広い範囲に分布しているが，全試料の平均値は 15.87で，前回調査した大湊

湾の 6.80，野辺地湾の 12.53より高くなっている。 C.N比の解釈については色々あると思う

が， C . N比が大きいことは脱窒素作用の進んだ状態にあるといえよう。またC，Nの婦が大き

い底質程C.N比は大きな値となるようである。何れにしても今後検討すべき点である。

N.調査の成果と今後の課題

全湾調査で実施した共同漁業権外の沖合の底質は，過去の調査結果と比較して目立つような変化は見

られなかった。

青森湾の沿岸部は全硫化物， C 0 Dともに底質悪化の傾向を見せており，今後の対策として有機物流

入を防ぐ何らかの方法を講ずる必要がある。
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第 1表 全湾底質調査結果(昭50.7) 

水 深
色 彩調査地点 観測年月 日 外 観

(m) 

1 75. 7. 23 
45.0 砂 砂 色13 27-

9 
75.7.23 

35. 0 砂 泥 暗 褐 色11 25-

1 2 
75.7.24 

11 00-

1 6 
75. 7. 23 

32.0 砂 泥 黒 色

1 7 
75. 7目23

36.0 1/ 暗 褐 色16 10-

3 3 
75. 7. 24 

32.0 1/ 1/ 

13 40-

4 0 
75.7.25 

22.0 砂 灰 褐 色9 15-

4 1 
75. 7. 22 

48.0 泥 黒 色9 35-

4 2 
75. 7目22

30. 0 砂 泥 暗 褐 色14 10-

4 3 
75.7.22 

40.0 11 1/ 

14 50-

4 4 
75.7.22 

42.0 Fノ 1/ 

15 30-

4 5 
75. 7. 23 

26.0 1/ 灰 緑 色9 70-
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水分含有量 全 硫 化 物 COD 強熱減量

C~め (0/0) 
備 考

Cmg/1 g乾泥〕 Cmg02/1g乾的

28.66 O. 00 1. 29 12.53 

30. 41 O. 01 9.42 3.08 

採泥不能

40.02 O. 12 11.02 6. 53 

61. 90 O. 30 12.49 9.45 

38.74 O. 10 14.46 5. 78 

42. 55 O. 04 7. 56 4.96 プシプクチャガマ

56.90 O. 21 11. 85 11. 11 14.00C 

38.84 O. 15 8. 31 3.90 

46.95 0.07 10.43 6.10 16.50C 

66. 83 O. 20 19. 10 10. 26 14.80C 

38. 39 0.00 4.29 3. 79 
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第2表 青森湾底質粒度組成測定結果(昭51.1.16-17)

調査 水分 中穣 細穣 極粗粒砂 粗粒砂 中粒砂 細粒砂 微粒砂 泥 中央粒
> 4畑 4-2H 2 -1棚 1-0.5珊鴨 0.5- 0.25- 0.125-

0 (0qくS6措〕2冊5 径{直0.25棚 0.125鯛 oαE棚
地点 ('i{J) ('i{J) ('i{J) (%) ('i{J) ('i{J) (%) (習の (H) 

1 43.35 0.02 O. 04 O. 21 O. 72 3.23 20. 27 34.34 41. 17 0.08 
2 26.26 0.00 O. 62 1. 96 11. 40 29.42 32.59 10. 35 13. 66 O. 23 
3 40. 76 O. 10 O. 10 O. 20 O. 51 2.36 24.61 33.35 38. 77 0.09 
4 55.63 0.27 O. 12 O. 36 1. 56 3.40 5. 33 6. 20 82. 76 <0.06 
5 70. 44 O. 12 O. 80 1. 81 3.22 4.38 5. 59 10. 85 73.23 <0.06 
7 44. 53 2.45 O. 65 1. 94 9. 35 16.34 18.17 13.01 38.09 0.11 
8 25. 73 1. 84 1. 30 1. 63 4.99 25.93 44.66 10. 79 8. 86 O. 22 
9 32.85 O. 12 0.28 O. 76 8.26 26.90 35. 16 8. 31 20. 21 O. 21 
10 55. 93 0.00 0.05 O. 54 1. 76 4.36 9. 54 9.49 74.26 <0.06 
11 35.32 O. 52 1. 97 6.35 18.94 22.83 16. 73 5. 76 26.90 0.25 
12 49.00 0.00 0.02 O. 12 2. 18 19.24 18.88 8.49 51. 07 <0.06 
13 62. 59 0.00 0.05 O. 21 O. 57 0.87 2.06 3.66 92.58 <0.06 
14 64.37 0.03 O. 14 O. 55 1. 64 5. 54 12.57 13.29 66. 24 <0.06 
15 64. 36 0.04 0.04 O. 15 0.30 O. 78 1. 30 4.46 92.93 <0.06 
16 51. 70 0.00 O. 22 O. 26 1. 20 3.91 4. 75 4. 56 85. 10 <0.06 
17 51. 49 5.17 1. 68 1. 57 4. 66 12.79 15. 14 8.38 50. 61 <0.06 
18 40. 62 13.53 4.24 6.06 11.88 14. 18 11.21 8.08 30. 32 0.23 
21 56. 68 O. 20 0.85 2.04 9.06 7. 90 6.28 7.02 66.65 <0.06 
22 56. 68 1. 59 1. 28 1. 18 2.37 4.97 6. 69 7.03 74.89 <0.06 
23 55. 18 0.00 0.00 0.02 0.05 O. 24 O. 53 1. 69 97.47 <0.06 
24 61. 22 0.00 1. 10 1. 64 3.27 4.31 3.98 3.95 77. 80 <0.06 
25 33.84 7.50 5. 14 10. 78 20. 64 19. 56 13.00 5. 72 17.66 0.44 
28 60. 90 0.61 0.07 0.17 0.41 1. 89 5.00 10.85 81. 00 <0.06 
29 54. 34 2.71 1. 66 3. 31 7.77 9.09 6.62 6.29 62.55 <0.06 
30 53. 37 0.00 0.46 O. 48 0.81 2.07 9.48 14. 12 72.58 <0.06 
31 36. 37 10. 27 11. 96 7. 50 11. 64 15.14 12.68 4.38 26.43 0.34 
32 37.61 2.96 O. 23 1. 13 7.92 24.05 20. 79 9. 75 33.17 0.17 
33 58. 89 3.63 1. 29 0.96 1. 67 3.42 5. 13 6.26 77.64 <0.06 
34 42.84 8.21 3.20 2. 59 5.00 5. 96 8.85 19.22 46.97 0.07 
35 55. 72 11.69 O. 93 1. 30 2.60 5. 12 8.22 6.39 63. 75 <0.06 
36 58.63 1. 10 0.06 1. 29 3.82 7.45 10. 45 8.80 67.03 <0.06 
37 61. 56 2.11 1. 36 0.88 2.11 3.47 8. 31 7.31 74.45 <0.06 
38 43. 33 1. 84 1. 25 0.95 O. 99 2.99 26.53 26.37 39.08 0.09 

39 50.16 14.66 2.41 2. 71 4.74 8. 13 7. 18 7.70 52.47 <0.06 
40 52.83 0.07 O. 10 O. 31 0.38 1. 62 5. 69 29. 16 62.67 <0.06 
40 I 29.90 1. 52 3.17 3.80 4.66 4.37 53.87 20.69 7.92 0.17 

41 53. 94 4. 72 2.07 2. 12 9. 15 9.56 8.20 9.74 54.44 <0.06 

42 53. 62 1. 16 O. 61 O. 90 4.28 5.17 5.98 3.37 78. 53 <0.06 
43 56.09 3.81 1. 76 2.42 13.86 12.88 20. 30 18.03 26.94 O. 16 

44 48.45 0.00 O. 29 1. 14 3.40 5. 18 11. 18 25. 39 53.42 <0.06 

45 44.66 O. 13 0.06 O. 53 0.44 1. 13 6. 30 42.63 48. 78 <0.06 
46 49.63 0.38 O. 10 0.35 O. 50 1. 38 4.38 25. 50 67.41 <0.06 

47 40. 08 0.04 O. 39 O. 64 O. 90 1. 68 18. 28 43. 68 34.39 0.08 
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第5表 青森湾底質のT.C.， T. N.およびC/N測定結果(昭51.1.16-17)

調査地点 C N C/N 
(%) (%) 

1 1. 241 o. 105 11. 82 

2 o. 870 0.065 13.38 

3 1. 149 0.063 18.24 

4 o. 984 0.067 13.94 

5 6.175 0.321 19.24 

7 1. 045 o. 101 10. 35 

8 2.418 o. 105 23.03 

9 o. 766 0.081 9.46 

10 2.174 0.203 10.71 

11 o. 965 0.061 15.82 

12 1. 544 0.112 13. 79 

13 2.331 o. 204 11.43 

14 2.329 O. 164 14. 20 

15 2.435 O. 195 12.49 

16 3.382 O. 198 17.08 

17 3.084 0.166 18.58 

18 2目701 。目 102 26.48 

21 3. 215 O. 190 16.92 

22 2.314 0.161 14.37 

23 1. 528 0.095 16.08 

24 2.207 O. 187 11. 80 

25 1. 181 0.099 11.93 

28 2. 728 0.207 13.18 

29 1. 733 O. 165 10. 50 

30 2.826 O. 192 12.11 

31 O. 983 0.061 16.11 

32 1. 075 0.073 14. 73 

33 2.074 O. 169 12.27 

34 1. 620 0.093 17.42 

35 1. 992 O. 142 14.03 

36 2.495 O. 146 17.09 

37 2. 128 0.173 12.30 

38 1. 383 O. 083 16.66 

39 1. 854 0.119 15. 58 

40 1. 898 O. 137 13.85 
40 I 1. 976 0.037 53.41 

41 1. 327 O. 104 12. 76 

42 1. 524 O. 126 12.10 

43 1.511 0.096 15. 74 

44 1. 582 O. 102 15. 51 

45 1. 699 0.095 17.88 

46 2.047 O. 125 16. 38 

47 1. 726 0.079 21. 85 
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第4表 青森湾底質分析結果(昭51.1.16-17)

調査水深 泥温 全硫化物 COD 強熱
外 観 色 (mg/l g (mg02/ 減量 備 考

地点 (m) CC) 乾泥〕 19乾泥) (%) 

1 10.0 li'T， ウニ殻 黒 8.0 o. 68 1:-).50 5.41 
2 20.0 砂，貝殻 暗い灰色 8.4 0.06 3. 70 3. 33 
3 10.0 砂 泥 " 6. 8 o. 28 13.83 5. 59 

4 20.0 " 7. 2 o. 31 43 42 7. 45 
5 10.0 木 皮 黒 6. 7 1.77 93.11 20. 30 硫化水素臭

7 30. 0 暗い灰色 6. 0 o. 25 14.22 5. 00 

8 38.0 砂 " 7.6 o. 01 3 06 5. 71 

9 46. 0 砂 II 8. 2 o. 01 4.81 3. 85 

10 10.0 " 6. 5 o. 55 48.19 8.42 硫化水素臭

11 20. 0 砂，貝殻 " 6. 7 o. 20 8. 22 3. 52 

12 16.0 コ カ イ " 7.0 o. 50 18.38 6. 27 航路のため水深深し

13 20.0 " 5. 7 0.72 25. 26 10.15 微硫化水素臭

14 14.0 黒 6. 9 1. 07 32. 29 9. 60 腐敗臭，石油タンク前

15 20.0 暗い灰色 6. 4 O. 16 30. 95 9. 75 

16 18.0 1.ノ 7.0 O. 70 27.69 10. 25 

17 20. 0 木炭-艮殻 " 6. 6 O. 48 22. 12 8. 70 硫化水素臭

18 28.0 員 殻 " 7.0 O. 14 9.99 7. 78 

21 16.0 " 7.0 O. 76 31. 35 9.11 腐敗臭

22 20.0 員 殻 " 5. 9 O. 77 2483 9. 53 硫化水素臭

23 16.0 黄土色 6. 9 0.20 29. 33 9.85 

24 20.0 暗い灰色 6. 9 O. 94 28.03 9. 13 硫化水素臭

25 28. 0 沙，多毛類棲管 " 7. 5 O. 25 6. 69 3 94 

28 10. 0 Fノ 6. 6 0.72 32. 93 10. 89 硫化水素臭

29 20.0 員 殻 " 6. 6 O. 41 17.77 7.45 

30 10.0 " 6. 8 O. 98 28. 40 8.04 硫化水素臭

31 20.0 員 設 " 6. 4 0.11 7.23 4.57 

32 10.0 員 土nX凡 " 6. 4 O. 17 14.44 5. 34 

33 20. 0 " 6.4 0.72 23. 33 7.46 硫化水素臭

34 10. 0 " 6. 6 0.46 23. 31 8.01 

35 20.0 濃い青緑 6. 6 O. 77 16. 57 7.48 硫化水素臭

36 31. 0 員 殻 濃い灰色 7. 5 0.17 23. 62 6. 66 

37 40.0 " 7.0 O. 34 28.67 7. 52 

38 10.0 貝 殻 " 6. 4 O. 36 17.51 6. 77 

39 20. 0 暗い灰色 6.8 O. 44 14.98 8.93 

40 20. 0 員 殻 濃い青緑 7.2 O. 83 28.71 8. 73 

40' 10.0 暗い灰色 6.6 O. 06 7.24 6.46 

41 30.0 貝 殻 " 7.2 O. 26 17.35 6. 53 

42 38. 0 " 6. 6 O. 13 17.25 8. 20 

43 34.0 砂，艮殻 " 6. 9 o. 14 16.66 7.86 

44 29.0 員 殻 " 7.2 o. 41 21. 32 6.38 

45 14.0 貝 殻 " 6. 4 o. 15 22 18 8.60 

46 20.0 員 殻 " 6. 6 O. 32 30. 81 7.35 

47 14.0 暗い灰色 6. 2 。目 10 18.84 7.08 
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第 1図
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1111"'1111 

全湾調査地点
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第 3図 泥含有率の水深の関係
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後、潟 茂浦

N

ムー一

第 4図 泥 (1/1611l111)含有率の水平分布(昭 51.1 ) 

単位:%

後潟l 、千ぺ茂浦

原B110・ 1 2 3 4 5km 

第 5図 硫化物含有率の水平分布(昭 51.1 ) 

単位:H2 S m'l/'l . dry ，base 
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茂浦

第6図 CODの水平分布(昭51.1 ) 

単位:021111}/ g. dry base 

aa 

茂浦

-・ 0・

N 

十
原別。1 2 3 4 5k皿

第7図灼熱減量の水平分布(昭 51.1 ) 単位:%
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C 漁船漁業の展開

I 調査目的
陸奥湾漁業の現状にかんがみ，湾内漁業のあり方と漁業生産の可能性を追求し，漁業経営の安定K

資する.

E調査内容
1 調査期間 開口51 年 1 月 ~3 月

2. 調査場所 水産試験場内

3. 調査員 場長馬場勝彦

4. 調査項目

(1) 漁業の現況

ω 問題点
(3) 漁船漁業の振興方向

5. 調査方法

既存資料の分析及びアンクート調査Kよる。

皿調査結果

1.現況

(1) 漁船漁業生産の動向

陸奥湾は，古くから湾口部を中心K各種回遊性魚族の来遊が多(，定置網，地曳網，刺網等

Uてより，イワシ，ニシン，タラ，カレイ，イカナゴ等を対象K漁船漁業が営まれてきたが，資

源の年変動が激しく，特vc.昭和 20年代前半のマイワシの回遊減少とともvc.定置網漁業の

衰退がみられて以来低迷が続いている。 ζれK代って，昭和 30年代後半から同40年代Kか

けてホタテガイ養殖技術の確立がみられ，これを背景K昭45年以降のホタテガイの大巾左生

産増がみられている。

陸奥湾になける過去11ヶ年(昭和 39~ 49年)の類別水揚状況Kついてみると表 1のと

なりで，ホタテガイ養殖生産が上向いてきた昭和42年K総生産量の 56.2%を占めていた魚

類は，ホタテガイ生産の伸長とともK減少傾向がみられ， 4 5年Kは27.8仇 49年Kは

1 3.3 % ~てまっている。

とれK反して貝類は，昭和42年vc1 8.5%であったものが45年Kは58.5 % vc増大し，

更に 49年Kは総生産量の 83.9%を示すに至った。

その他の水産動物及び濠類は 42年にそれぞれ 21. 5 %. 3.8%であったものが49年Kは

それぞれ 2.1%. O. 7 %vc減少している。
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第 1表 陸奥湾内て水揚された水産物の量自鳴成比

コぞ¥
その他の

漁 類 貝 類 藻 類
水産動物

% % % 係
昭 42 56.2 18.5 21.5 3.8 

45 27.8 58.5 1 1.7 2'() 

49 13.3 83.9 2.1 0.7 

注 〔県海面統計〕の左かから湾外で生産されたと思われる生産量を除外

(2) 漁業経営体¢動向

1ロh 計

qも
100 

100 

100 

勝目48年度の陸奥湾地域の経営体総数は 222であるが，とのうち動力漁船o~ 1 0トン及

び小型定置層の 77 3が陸奥湾Kなける漁船漁業の基幹勢力である。

との基幹勢力Kついて，年次別動向をみると，昭和43年の 1，236から昭和 46年には 1，053.

同48年には 773ととの 5年間K年率 9.1%の割合で減少してbり，ホタテガイ養殖業への階

層移動が激しい。

第2表年次別漁船漁業基幹経営体数の動向

動 力 漁 船 階 層 小型定量
年 次 合計
o ~1 トン 1~3 トン 3.~5 トン 5~10 トン 階 層

昭 43年 286 652 106 7 185 1，236 

昭 46年 256 591 50 8 148 1，053 

昭 48年 224 349 83 8 109 773 

(3) 操業形体

昭和50年7月湾内漁業樹同組合を対象K年間操業状況についてアンクート調査を実施した結

果，延操業隻数は 12月の 4，5 6 0 隻~5 月の 3 ， 214 隻，延操業人員は 1 2月の 12， 7 6 2人

~5 月の 7， 95 3人を算え，特に操業度が高いのはホタァガイ垂下養殖，カレイ，ヒラメ，車l鯛，

ナマコ桁網，シャコ束IJ網，アイナメ篭となっていた。

更に陸奥湾を第1図のよう念A.B. C. Dの 4海域に分け，それぞれの操業伏況を見ると海

区Kよる特長がうかがわれる。

A A海域

ζの地域はもっとも湾口同丘<，漁業の種類は 22種を算え，ホタテガイの垂下養殖，桁網

カレイ，ヒラメ刺網，小型定置網，タラ底建網，ウニ漁業が盛んで，操業隻数及び操業人員は

見かけ上漁船漁業が勝っている。

B B海域

との海域は湾の西南に位いし，漁業の種類は 11種で，ホタァガイの垂下養殖，桁網，カレ

イ，ヒラメ刺網，ナマコ桁網，シャコ刺網が盛んで，操業隻数及び操業人員は見かけ上養殖業

が勝っている。
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c c海域
この海域は湾の北東部K位いし，漁業の種類は 10種で，ホタテガイの垂下養殖，桁網，ナ

マコ桁網，シャコ車IJ網，アイナメ篭が盛んで，操業隻数及び操業人員は漁船漁業と養殖業がな

なむね等しい。

D D海域

この海域は湾の東南K位いし，漁業の種類は C海域同様 10種で，ホタアガイの垂下養殖，

桁網，ナマコ桁網，シャコ桁網，アイナメ篭が盛んで操業隻数辛子よび操業人員は漁船漁業と養

殖業がほぼ伯仲している。
N 

青森市

ーi
l
l
t

町地辺野

第 1図海域区分

全海域を通じてホタテガイ，マナマコK対する依存度が強<.A海域ではカレイ，ヒラメ，

アイナメ， B海域ではシャコ，カレイ，ヒラメ， c海域ではシャコ，カレイ，ヒラメ，アイナ
メ， D海域ではシャコ，カレイ，ヒラメ，アイナメK漁』合漁業の依存度が高い。

第3表海域別操業努力

~ 
A B C D 

操業操業 操業操業 操業操業 操業 操業

隻数人員 隻数人員 隻数人員 隻数 人員

隻 人 隻 人 隻 人 隻 人

養 殖 739 2，139 997 2，628 321 722 674 2，144 

漁船漁業 1，044 2，954 585 1，460 383 766 799 2.1 36 

言十 1，783 5，093 1，582 4，088 704 1，4 8 8 1，473 4，280 
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第4表各海域における主漁業別漁業努力

海域 漁 業 操業隻数 従事漁民 海域 漁 業 操業隻数 従事漁民

ホタァガイ垂下養殖 370隻 999人 C ホタテガイ垂下養殖 171隻 393人

ナ 竺ミF コ 桁網 293 848 ホタアガイ桁網 150 329 
A 
ホタテガイ刺網 257 1，028 海 ナマ コ 桁網 158 316 

カレイ・ヒラメ刺網 195 495 シヤ コ 刺網 110 220 

小型定置網 206ク統 589 域 ア イ ナ メ篭 54 108 
海
タ フ 底建網 355 254 ホタテガイ桁網 415 1，275 

D 
ウ 採 取 137 232 ナマ コ桁網 365 1，075 

コ ン プ採取 70 210 カレイ・ヒラメ車1]網 278 739 
域 海
イ カ 1 本鈎 55 135 ホタテガイ垂下養殖 251 853 

ア イ ナ メ 篭 50 108 シヤ :J 刺 網 69 141 
域

ホタァガイ垂下養殖 476 1，307 ア イ ナ メ篭 47 109 
B 
ホタテガイ桁網 399 1，216 

ナ ーマ コ 桁網 1 50 600 
海 (アンクート調査)
カレイ・ヒラメ刺網 207 507 

シ ヤコ 刺網 168 174 
域
ワカメ垂下養殖 1 1 5 152 

2. 問題点

(1) ホタテガイの生産量と漁船漁業の生産量の相関

昭和39~4 9年の 11カ年のうち，ホタテガイが著しく生産向上を見せた昭和45年以降(

以下ホタテガイ成長期という)と，魚類生産が多かった昭和44年以前(以下魚類卓越期という)

K分けて，漁獲構或どとKその年平均漁獲量を見ると，魚類卓越期Kは魚類8，283トンK対し

てその他の水産量的2，507トン，貝類2.17 0トン藻類36 1トンとなっているが，ホタテガ

イ成長期では貝類25，341トンK対し魚類7，4 1 9トン，その他の水産動物1，796トン，藻

類388トンKなり，ホタテガイ増産Kともなって漁船漁業K対する操業努力の低下，なよび漁

場縮少による貝類以外のものの生産減少傾向がうかがわれ，特Kζの傾向はカレイ，ヒラメ，タ

コ，ウニ，ナマコ左ど小田遊性魚類，定着性水産動物の生産Kおもいて著しい。
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第5表 ホタテガイと小回遊性魚類等の生産相関

l望;て ホタテガイ カレイ類 ヒ フ メ タ コ ウ 一 類 マナマコ

トン トン トン トン トン トン
昭 45 11，769 778 147 25 496 1，004 

46 8，619 549 129 21 394 819 

47 24，002 772 1 11 21 179 784 

48 34，041 603 151 16 154 618 

49 45，609 520 98 7 161 523 

注:県海面統計のうち湾内生主推定量K調整

(2) 今後VU，>ける漁船漁業漁場の動向

本開発計画ではホタテガイ及び，その他の増養殖左らびKホタテガイ稚貝集中採苗のための際関1

6 0年Kは漁船漁業を営みうる漁場の面積は多少狭められるととKなる。

(3) 操業努力の配分

本開発計画によるホタテガイ生産計画は昭和55年Kは48年より 41，00 0トン， 6 0年K

は48年より 47，0 0 0トン上回るようf'L1.eっているので，とれにとも念いホタァガイ増養殖に

向けられる操業努力はホタテガイ増養殖作業K省力化が左いとすれば 48年のそれに対し昭和 55

年Kは55.2 %， 6 0年には 60%多く要するととと1.e9 ，漁船漁業K対する操業努力はそれだ

け減少する見込みであるが，今後湾内漁業就業者の大巾増は期待でき念い。

(4) 陸奥湾漁船漁業の位置付け

A 漁船漁業の定義

とζでいう漁船漁業とは，ホタテガイの垂下養殖及び桁細魚業ならびK魚貝藻類の養殖Uてよ

る生産を除き，漁船を用いて湾内で営まれる総ての漁業をいう。

B 漁船漁業対象資源の評価

陸奥湾内で水揚されている魚種のうち，今後漁船漁業の対象として期待される主左ものKつ

いて，個々K評価してみると次の様に左る。

(a) マイワシ

昭和44年以降生産は上昇してなり，全国的伺句Vても合致していると ζろから今後生産増

大K期待がもてる。

(b) マサパ

昭和 47年以降生産は上昇傾向Kあり，定置漁業だけでなく，機動力のある漁法を用いる

ならば現在の水準を上回る生産が期待できる。

(c) マダラ

昭和46年以降来遊資源量K上向き傾向がうかがわれ，漁具の増加Kより生産増大が期待

できる。
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(dl カレイ類

湾内では定置網，刺網，延縄左どVてより漁獲されているが，比艇句安定した生産をおげて

bり，資源面の心配も少ないととから，今後患の長い生産対象となり得ょう。

(d ヒラメ

カレイ同様の漁具で漁獲され，カレイより資源量は少念いようであるが，資艇9VL安定性

をもっている。

(f) マアジ

昭和47年以降生産は上昇傾向Uてあり，漁具漁法の選択的拡大tてより現状を上回る生産を

あげるととが可能であろう。

(g) イカナゴ

湾内魚類生産量の約 40% (昭49)を占め，昭和44年ょ!l4 8年Vてかけて上昇を続け

てきたが，量的生産対象として今後期待ができる。

(11) アイナメ

湾内Vてお戸ける根付漁としてソイと共K比較的安定した生産を期待できる。

(5) 漁船漁業K対する漁民の意欲

湾内漁民の大半は，ホタテガイ増養殖業と糊合漁業のかけもちであるが，昭和50年7月κ今
後の着業希望tてついてアンクート調査を実施したととろ，第6表のと bりカレイ，ヒラメ，イカ

ナゴ，イワシに対する機動的漁法辛子よびウニ採取K対する関心の強さを示し，特K湾口部漁民に

おいて顕著であった。

第6表 今後の着業希望

希 望 種 目 希 望 漁 協

カレイ・ヒラメ刺網 石崎，後潟

イカナゴ棒受網 蓮田，後潟

イワシまき網 脇野沢

ヒラメ養殖 " 
シマダイ・フクラグ養殖 石崎

アワピ養殖 館

ウニ養殖 蓬田

ウニ採取 石崎

(アンケート調査〉

(6) 漁船漁業張輿のための要件

今後の漁船漁業の振興Kついては，基本的tては次の要件を整えるととが前提と念る。

A 漁船漁業が営める価値ある漁場と必要左労働刀の篠保

B 省力的漁協機器の導入及び協業化の推進及び労働力の適正配分。

C 都市排水，工場排水，廃油投棄念ど公害を防止左らびVL，恒常的左水質等環境保全体制の確

立。
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D 流通改善による多獲性魚類の適正価格の維持。

3 漁船務喋振興の基本方向

陸奥湾VC:J>吋る糊合漁業は，海域の特性からみて主たる漁業と左り得i5::いが，それぞれ海域の特

性を生かして回遊性なよび定着性水産物の効率的利用を図るととよって，生産を高めるとととする

が，主左漁業K対する基本構想、は次のとなりである。

(1) 定置網漁業

イワシ，サパ，イカナゴを対象とした小型定置網は，資源的Kも今後期待がもてるので，主?な

むね現行の規模を維持する。タラ底建網は年々巨陛量の増加が見込まれるので，段階的K有効漁

場の確保をはかる。

(2) 刺網漁業

カレイ，ヒラメ刺網Kついては，ホタナガイ増養殖との競合から労働力の減少が見込まれるの

で省力化の推進をはかる。

(3) 桁網漁業

マナマコ，マポヤ，アカガイを対象K刺網同様省力化をはかり左がら生産増大を進める。

(4) その他の漁業

シャコ，ソイ，アイナメ，ウニ，モスソガイ Kついては，適正念年間操業計画tてより労働力の

効率的配分を促進するとともVC，マイワシ，マアジ，マサパについては小型まき網，イカナゴK

ついては船びき網など機動的漁法を取り入れ生産拡大を図る。

(5) 期待生産量

漁船漁業による期待生産量は，漁場面積，操業努力，資源の動向，漁民の生産意欲，環境保全

左どが要因と在るが， ζの点からいえば問題点の項で指摘したと合9，必ずしも充分念体制にあ

るとはいえ左いが，基本構想、の弾力的運用Kより第 7表のよう念生産を期待する ζとができるも

のと思われる。

第7表 期待てきる陸奥湾内における生産量

---------
A B C 

B/A C/A 
4 8 5 5 6 0 

トン トン トン % % 
魚 類 11，401 1 3，3 1 4 17，689 116.8 155.2 

貝 類 450 399 522 88.7 116.0 

その他の水産動物 1，282 972 1，197 75.8 93.4 

藻 類 158 385 461 243.7 291.8 

~ 計 13，2 9 1 1 5ρ70 19，869 113.4 149.5 
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第 8表 期待生産量内訳

(トン)

λ之¥ 4 8 5 5 6 0 いと¥48 5 5 6 0 

魚 類 1 1，40 1 1 3，314 17，689 貝 類 450 399 522 

ヨマ イ ワ -ン 604 2，000 3ρ00 ア カ ガ イ 116 133 160 

カタクチイワシ 611 600 1，500 アカザラガイ 2 4 

ウ Jレメイワシ 71 150 ア ワ ピ 14 14 20 

カ ツ オ 20 72 80 その他の具 319 250 338 

て才 グ ロ 9 10 10 その他のオ嘩動物 1，282 972 1，1 97 

サ ノ、. 597 793 1，000 ス lレメイカ 124 150 170 

フ 59 1 1 7 150 ヤ イ カ 122 140 160 

て才 タ. フ 290 360 400 その他のイカ 78 100 150 

サ メ 37 40 80 タ コ 20 9 8 

タ イ 7 67 80 コニ ピ 16 18 20 

タ ナ ゴ 4 4 9 カ 58 58 58 

カ レ イ 603 270 241 ウ 一 154 70 62 

ヒ フ メ 1 51 68 60 ナ て才 コ 618 277 247 

ア イ ナ メ 121 54 48 ホ ヤ 2 50 100 

ゾ イ 56 25 22 そ の 他 90 100 122 

ホ ツ ケ 10 15 25 藻 類 158 385 461 

ア -/ 1 14 155 200 コ ン フ 22 40 60 

サ ケ 10 1 1 15 ワ カ メ 212 250 280 

サクラマス 91 5 8 コニ コ ノ 3 3 

カラフトマス 62 21 30 イ ギ コ之 19 25 

イ カ ナ ゴ 7，219 8.000 10.000 フ ノ 3 3 5 

ヤナギメパル 5 10 15 その他の藻類 21 70 88 

カナガシラ 33 100 120 

その他の魚類 688 466 466 
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12 三沢沖人工礁漁場造成事業調査

I目的
昭和 51年度tてなける人口礁設置にあたり，既設魚礁の効果を明らかKすると共VC，より効率的ま

設置方法Kついての指針を得るとともVC，設置適地の判定をなζ左う。

H調査内容
l 調査期間昭和 50年 5月~昭和 51年3月

2 調査場所太平洋三沢沖

3 調査担当者技師

技師

田村真通

高ョ梨勝美

4. 調査船

試験船 幸洋丸 (121.22トン D 40 0馬力)

瑞鴎丸( 4 0.8 1トン D 1 70馬力)

傭 船 宝洋丸( 3.0 トン D 20馬力)

輝昌丸( 4.4 8トン D 35馬力)

5 調査協力機関 青森県水産増殖センタ

青森県水産事務所

6 調査項目

(1) 自然環境調査

A 水深 B 海底地形 C 底質 D 水温 E 塩分 F 風向力 G 潮流

(幼漁業の現活用査

A 漁船隻数 B 小型船漁業種類 C 漁業種別従事船トン数階層 D 漁期 E 出漁日数

F 漁獲量 G 水揚金額 H 小型船の漁場 I 刺網漁場の時期的変化と漁獲魚種

J 刺締合岸漁場と沖合漁場の差

(3) 既設魚礁調査

A 底質と魚、礁ブロックの設置状況

B ブロックの配置と集魚状況

C 魚、磯K集魚している魚種の昼夜になける行動生態

D 刺網漁獲試験

7. 調査方法

(1) 自然環境調査

調査項目 A~E むよび Gは，試験船辛子よびf庸船K より調査した。

項目 Fは，東北水研八戸支庁徒置毎誤Ij資料Kょった。

(2) 漁業の現況調査

項目 A~G東北農政局青森統計事務所八戸出張所同十和田出張所なよび青森県水産事務所よ

りまとめた。

項目H 関係組合K沿いて聞きとり調査を行った。

-525ー



項目 I~J 標本船調査なよび聞きとり調査K より資料を得た。

(3) 既設魚礁調査

項目 A~O潜水調査Kよってデータを得た。

項目 F傭船を用い三枚網を使用した。

皿調査結果

1. 自然環境調査

(1) 水深

八戸沖f'Li;吋る 200m等深線までの距離は陸岸から約 30Km沖tてあるが，高瀬川から泊Kか

けては 4-11Kmで岸から近い。

八戸近海の水深を更K詳しくみると，水深30m等深締ま約3.5Km沖を，水深 35m等深樹立

約4.5Km沖を， 4 0 m等深線は約5.0Km沖を沿岸Vてほほ平行K走っている(第 1図L

(2) 海底地形

水深200mまでの海底勾配は高瀬)11から泊沖では40/1000~18/100 0と急駿であるが，

三沢中では 4/1000-6/1000とゆるやかで平垣である。(第 1図)。

(3) 底質

底質は淋代・細谷沖水深32 ~4 0 m前後K礁の地帯がみられるが，それ以外は細砂地帯が広

がっている。(第 l図) 特に-)11 目から三川目沖の水深 20~50mの海域Kついて 3 線 (A ，

B， 0線)を設定し，各線6点，計 18点の採泥を行った。粒径組成の結果は粒径モードが全点

細粒砂(粒径 1/4~ 1/8mm) である。(第 l一1~1- 3表第 2図)しかし，細かい点では少

し異なりを見せ，各線の第 3-4点(水深39 -4 4 m)では貝殻が混つてなり，礁のレンヂが

多少多く左っている。 ζの海域を中心としてそれ以浅では，粒径 1/4~ 1/8棚の細粒砂の割合

は低(，粒径 1/8~ 1/16 mmの微粒砂のレンヂが若干増えている。それより以深では逆の傾向

が見られ，との貝殻混りの地帯を挟さんで，沿岸では若干粒径が細か(，沖合では大きいことが

判明した。

(4) 水温

誤験船Kよって 6~1 2月の隔月に測温採水を行な川その結果から om， 5 0 m層の水晶塩

分について述べる。

表面水温の水平分布をみると，八戸沿岸域では 6 月Kは 14~15 "C， 8月Kは21 "c台， 10 

月Kは21 "c台， 1 2 月 tては 12~14 "Cの水温分布と念っている。 5 0 m層では 6月10-

1 IOC台. 8月13 -1 50C台， 1 0月20 -2 10C台，- 1 2月130C台の水帯におおわれ， 9， 

1 0月に水温のピークがある。

(5) 塩分

6~ 1 2月の隔月の表層塩分水平分布をみると， 8月の八戸沿岸域K新井田川，馬測l川の河川

水の影響と思われる低かん水域 (32 %台)が見られるが，他は 33%以上で，また， 50 m層

ではほとんどの海域が33.5%以上であり，前記の水温分布と合わせて考えると，八戸，三沢沖

では津軽暖流の影響が大である ζとカ湘jかる。
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(6) 風向力

東北水研八戸支所の毎日 9時の観測結果から，風師〕の頻度を月別に出し，比較してみると，

1 ~ 3月では西D風が卓越し， 6~ 7月十ては東の風が卓越するようI'[;tるが， 1 1 ~ 1 2月には

再び西の風が卓越するようI'[;tり，その他の期間は ζれらの傾向の過渡期Kあたり風向は一定し

ていない。

風速をヒストグラムKとると， 1 ~3 月， 1 2月Kは1.6 ~ 3.3 ffi/ s (風力 2)にモードがあ

れ季節風が卓越する ζの時期には風も比較的強いζ とがうかがわれる。

風波の波高は，風力，吹送距離，吹送時間と正の相関があり，青森県の場合強い風が吹き出漁

が常事長されるのは冬期関西の季節風が吹く頃であるが，八戸，三沢沖で西の風が吹く場合，吹送

距離は短〈日本海より有利であろう。

(7)潮流

7月29 ~3 0日， 1 1月 26~2 7日の潜水調査の際潮流を観測したが，三沢沖では南北の

海硫が卓越し，底層(水深36 ~ 40 m)の最高流速は 20cm/ s ec (潜水時観劇約O.4ノッ

ト程度であった。

また，当場が昭和48， 4 9年度K太平洋沿岸域(高劇11刑口、ける糊識の結果を参考

として概略Kついて述べる。

第3図K示したと辛子り，調査海域は水深20m CST-l， 3)， 40m (ST-4) ， 80 

m CST-2)の4点Kついて実施したが，水深20m海域では 10~30cm/sec CO.2~0.6 

ノット)の流速が卓越し，流向は潮汐Kよる影響が大きく，南流と北流が交互十て表われる。

4 0 m海域では， 2:0 ¥戸海域に比べ流れは遅<， 0 ~ 2 0 cm / s e c (0 ~ O. 4ノット)が

卓越し，流向はほぼ南と一定している。

また水深 80m海域での沖合では，流速は 50~7 Ocm/sec C 1. 0~ 1. 4 ノット) ，流向は

南々東の流れが夫々卓越してなり，流れが速く流向が安定した定常流としての性格が強<，津軽

暖流系南下水の一分校と思われる。

以上のととから三沢沖の魚礁設置適地付近印く深40m前後)海域は，沿岸域K比べ潮汐の影

響が小さく，また沖合域より海流の影響を受けKくいととから，比較的流速が遅<，流向が安定

した海域と推定される。

また底質の粒径からみた底層流速推定値は0.3ノットと左れ三沢沖ではそれ程早い潮の流れ

はないものと推測される。

2 漁業の現況調査

(1) 漁船隻数

魚礁を利用すると息われる船は 10トン未満動力船または船外機船で，泊(六ケ所村) -南浜

(八戸市〉の 10トン未満船は， 4 7 0隻あり総漁船数中約30%を占め，とのうち 361隻(

77係)が現在八戸を根拠として稼動している(第 2表)。

(2) 小型船漁業種類

三沢~へ戸tてなける 10トン未満階層の漁業種類は多様で，カレイ刺網，シラウオ船びき網，

イカナゴ敷網等 15種Kのぼる。 C第♂表) との中で現在三沢沖K設置されている大型;魚礁シ

よび今後設置される人工礁K関係すると恩われる漁業は，カレイ車1]網，延縄ヒラメ，プリ一本釣
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漁業であるが，とのうち，稼動隻数，出漁日数，漁獲量等の規模から云うと，カレイ車IJ網漁業が

最も大きい。

(3) 漁業種別従事船トン数階層

カレイ刺網，シラウオ船びき網，イカナゴ敷網等に従事する漁船のトン数階層をみると第 3表

のとなりで，カレイ刺網漁業K0 ~ 1 0トンの小型船が従事している。

(4) 漁期

各漁業のt鰯旬は第3表のとなりであるが，特Kカレイ刺締ま他漁業と比較し，漁期が一番長〈

周情ラわれている。

(5) 出漁日数

各漁業の出漁隻数むよび延出務、日数は第4表のとなりで，カレイ刺網K従事する船が 12 4隻

と最も多(，また年間延出漁日数も 9，400日と他漁業K比較すると多い。

(6) 漁獲量

各漁業種別漁獲量は第5表のとお〉りで，カレイ車IJ網は，ホッキ貝桁網K次いで 5番目の漁獲量

を示し，約 590トンを水揚げしている。

(7) 水揚金額

各漁業種別水揚金額は第6表のとなりでカレイ刺網漁業は約 1億 2千万円を揚げ，ホグキ貝桁

網漁業に次いで 5番目の水揚を示してなり，イカ釣，ホッキ桁網等と比較すると生産性は低いが，

従事する船，出漁日数とも最も多く，他漁業の間隙をうめ，乙の海域の重要念漁業と左っている。

(8) 小型船の漁場

カレイ刺網漁業は八戸沖から塩釜沖の水深10m前後から 45mぐらいまでが漁場と左ってい

る。 傍 4図) ホヅキ桁網漁業は百石から塩釜沖水深 20m以浅の海域。シラウオ船びき網拡

八戸から三沢沖にかけての水深20m以浅の海域，ホタテ貝桁網は，淋代から塩釜沖水深35 ~ 

4 0 m付近の底質礁のととろを中心とした糊或K漁場が形成され，一部カレイ刺網漁業と漁場が

重なるが，ホタテ貝桁網漁業を除いて主漁期がずれるととから競合問題は左い。カレイ車IJ網漁業

とホタテ貝桁網漁業では 6~8 月の間漁期が重なることから，昭和 4 9. 5 0年Kは関係組合で

協定を結び，ホタテ貝の漁期tては同漁場U亡事IJ網漁業は入らないととK在っている。

(9) 刺網漁場の時期的変化と漁獲魚種

間きとり調査結果なよび標本費節調査から，カレイ刺網漁業の季節的漁場変化むよび漁獲物K

ついてさらK詳しく述べる。

4~5 月の上旬ではカレイ類を対象とする漁場は八戸沖から三沢沖にかけての水深 1 0 ~2 0 

m前後の沿南魚場と，沖合の水採 36~44m前後の魚礁，天然、の根周辺漁場の 2 つ K大別され

る(第 5図)。 とれら沖合漁場と沿岸漁場Kなける漁獲物の魚種組成はどちらもヒラメが70

%以上を占めているが，第 2優占種，第 3優占種をみると沿岸漁場ではサメガレイ，サパの)瞭と

;1:り，沖合漁場ではソイ，マコガレイの順で，魚種組成は沿岸と沖合とでは明ら力拡異なる(第

6図)。

位。 刺網沿岸漁場と沖合漁場の差

沿岸漁場と沖合漁場の漁獲状況を上t殺するため，標本船6隻の操業状況から漁場別K1反当り

平均漁獲量を算出した(第7表)。
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沿岸漁場の 1反当り平均漁獲量は車IJ網 1反当り 5.2K9.沖合漁場の魚礁周辺では. 3.1 K9.天

然礁周辺では 2.6K9で，沿岸漁場の漁獲量が最も多い。しかし，主K漁獲されるヒラメの魚体は

沿岸漁場で漁獲されるヒラメの方が小型である。その影響からヒラメの 1K9当り平均単価は沖合

漁場で漁獲されるものの方が 100円程高<， 1反当り漁獲金額では沿岸漁場と，沖合魚礁周

辺漁場との差はほとんどみられ念い。資源的から考えると 1反当り漁獲金額Kそれ程差がないと

すれば，大きい魚体を少な〈獲る方が好ましく，漁獲努力は沿岸漁場より沖合漁場tてより多くか

かるようにすべきであろう。

3 既設魚礁調査

底質の違いKよるフ・ロックの設置(埋没)状況，ブロックの自噴様式の違いKよる集魚状況を検

討するためK既設の三沢沖大型魚、礁3カ月初観察辛子よび魚類の行動生態Kついての知見を得るため

Kむつ湾(川内沖，平館沖並型魚、再給での昼夜¢糟水Kよる観察調査を行った。

また，魚礁による集魚効果の有効範囲を知るためK三沢沖既設大型魚礁にないて刺網Kよる漁獲

試験を行った。

(1) 底質と魚礁プロックの設置状況

細谷沖，四川目沖，二月|目 f中大型魚礁 3 ケ所は 3~4 年前に設置され，夫々の底質は中穣，細

線，車胸Pで，いずれも魚礁の埋没は認められなかった(第8表)。

(2) ブロックの配置と集魚状況

第 9表ー 1，2，第 7 図K示したとなり，各箇所Kよってブロックの目白量制兄村び集魚

状況は異なり，総体として下記のよう念ととが判った。

プロ yクが散らばって入っている所では集魚、魚種，量ともに貧弱であるが，プロックがまとま

って入っている所では集魚魚種，量ともに豊かであった。このよう念ととから魚礁ブロックは散

在させずにある程度まとめて入れるべきであろう。

(3) 魚、礁集魚魚種の昼夜の行動生態

川内沖，平館沖両礁の昼夜の観察結果(第 10表)を総合してみると，次のようKまとめられ

る。

j) クロソイ，メパノレ類は昼間，魚礁ブロックが積み重き左った一番高い所の上または周辺に群

れているが，夜になると群をとき，まわり K散在しているプロックの空洞K入り摂餌を行左う。

昼にまると再び群をつくる。

iD アイナメは群をつくらずナワパリをもって行動している晶うである。

とのようなことから，クロソイ，メパノレ類を効果的K集魚させるには昼間群れをつくるため或

る程度の高さと夜間摂餌のための拡がりをもつよう念ブロック配置カ主必要と思われる。

一方，アイナメ Kついては，ブロックを散在させても集魚効果があるよう K思われる。

(4) 車Ij網試験結果

三沢沖既設大型魚、礁の効果範囲を調べるため三枚網調査を行ったが，ツガノレウニが多くかかっ

て障害と走り，潜水観察で見られた根付魚は全〈漁獲されず調査の目的を果すととができなかっ

た(第 11表)が，今後ζの海域を調査する場合漁具の検討が必要である。
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W要約

昭和50年度K実施した調査結果は下記のとなり要約される。

1 等深線は高瀬川を境として，北側海域では陸棚が沿岸近ocぜまってなり，一方南側海域では沖
K広がり，海底勾配はゆるやかである。

2. 底質は一部細谷沖)VL喋質がみられたが， -)11目から三JII白沖問通けでは砂質が広がっている。

3. 水温及び塩分量の分布結果から，当三沢沖海域は主K津軽暖流系水VL:f，>なわれているといえよう。

4. 調査時 7，1 1月Kみられた，底層の流れ(潮流)は O.4ノット程度であった。

5 現在ある小型船漁業の中で，魚礁に関係の深いカレイ刺網漁業は，稼動隻数，出漁日数，漁獲量

ともK多<，三沢沖で重要在位置を占めている。

6. カレイ刺網漁場は沖合いと沿岸の漁場K区分されるが，魚種組成なよび魚体等から考えると，沖

合い漁場利用の方向が望ましい。

7 既設魚礁調査から次の 3つの事実が判明した。

(1) 底質が細砂の海域Kないてもプロックの埋没の恐れは老い。

(2) ブロックの配置方法として，まとまった形で配置した方が集魚効果は大き(，また根付魚の行

動生態から推察しでも，ある程度の高さと広がりを考慮した配置方法が最も有効と恩われる。

(3) 魚種veとより昼夜の行動生態は異念れソイ，メパノレ類では昼間はプロックの高〈積重在った周

辺に群をなし，夜間は群をとき， プロック周辺の海域に移動し摂餌行動を行なう。

V 適地の判定

以上の結果から次のよう念適地Kついての朝j定を行左った。

1 適地海域 鮫角灯台から次の 4点を直線で結んだ海域(第 8図)

(1) 真方位 3 3 9 0 2 1， 5 30mの点

(2) 真方位 3450 21，330mの点

(3) 真方位 3 3 50 1 3， 9 5 0 mの点

(4) 真方位 3480 30 1 3，5 8 0 mの点

水深 3 7~ 48 m 

底質細砂

2. 適地選定の理由

(1) 共同漁業権外である。

(2) 小型機船底びき網漁業禁止ライ 4ン内である。

(3) 海底傾斜が激しく在る高瀬川沖合以北より以南の海域の方が人工篠を利用すると恩われる車IJ網，

延網，釣漁業の適水深が鉱がっているのでこの海域の漁場の拡大が望まれる。

(4) ホタテ貝漁場での他漁業との競合は除外した方がよい。

(5) 人工礁を利用すると恩われる束IJ網，延縄，釣漁業K支障をきたす程早い潮流では念い。

(6) 底質主細砂であるが，付近既設大型魚礁の観察結果から推して埋没の恐れはない。

(7) 付近既設大型魚礁の調査結果から同海域VL:f，>いて刺網，延縄， 従停沿岸漁業の対象魚種として

重要左ヒラメ，カレイ類，クロソイ，メバル類，アイナメ等を集魚させるととが可能と思われる。

(8) ヒラメ Kついては既設魚礁調査結果から沿岸漁場(水深 20m以浅)よりも大型のヒラメを集
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魚、させるととが可能で，資源保護の面から云っても適地海域利用の拡大が望まれる。

VI今後の課題
今後，事業を進める中で次のような面での問題の追求が必要であろう。

(1) 対象魚種の掘遊，移動を明らかKするため，サイズ別標識放流を行う必要があろう n

(2) 人工礁造成規模と予想される漁獲量Kついて天然礁と比較しながら見ていく必要があろう。

(3) 魚群の働生態をさらに詳し〈追求し，集魚の生態的意味付けを行う必要があろう。

(文献)

(1) 青森県オ建誤験場 (1975) ，太平洋沿岸の海洋特性と流況K関する調査報告書
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採泥位置図第 2図

( A線〉

持、時ミ炉ミごぐ¥8誌t ムにそ
A 1 A-2  A 3 A 4 A 5 A 6 

27m 34 38 43 46 50 

5.6--.. m闇 % 
中 理襲

。礼5.6--..44 0.1 0.7 

細 軍襲 4. --.. 2 0.1 0.3 O. 7 0.3 0.6 

極粗粒1tJl、 2 --.. 1 0.3 0.3 0.3 0.4 O. 5 O. 7 

粗粒砂、 1 ~1/2 0.3 O. 5 0.8 0.4 1.2 1.8 

中粒砂 /2~1/4 1.2 3.0 3.4 3.8 5.9 1 0.3 

細粒砂、 1/4~1/8 5 1. 4 62.8 55.4 7 O. 9 75.4 72.3 

微粒砂 1/8~1/16 46.8 3 3.4 39.7 23.1 1 6.8 1 3.1 

粒度粗成- 1表第 1

持(ウェントウワース.スクールKよる区分)
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第 1-2表 粒度組成 ( B線〉

高ぞJ主ミ
B-1  B - 2 B - 3 B-4  B - 5 B - 6 

28 m 3 5 3 9 4 4 4 7 5 0 

mm % 
5β~ 20.2 

中 理集

5.6~ 4 1.1 0.3 0.3 

細 理聖 4 ~ 2 0.5 3.4 0.3 0.1 O. 5 

極粗粒砂 2 ~ 1 0.7 0.6 4.0 0.3 0.1 0.4 

組粒砂 1 ~1/2 0.8 1.0 2.9 1.0 0.3 0.5 

中粒砂、 1/2~1/4 1.0 7.5 7. 3 6.3 3.6 4.0 

細粒砂 1/4~ 1/8 47.3 83.4 4 7. 3 76.7 75.2 77.0 

微粒砂 1/8~1/16 49.7 7.5 13.8 1 5.4 2 O. 3 1 7.4 

第 1-3表粒度組成 ( c線〉

ミ守主
c -1 C - 2 C-3 C - 4 C - 5 C - 6 

28 m 3 4 4 0 4 3 4 7 5 1 

市加 ¢ 
5.6~ 16.3 

中 際

5.~ 4 0.1 2.1 0.5 0.3 

細 畷 4 ~ 2 O. 1 2.7 0.8 0.4 0.3 

極組粒砂、 2 ~ 1 O. 3 O. 3 3.0 0.3 O. 3 0.3 

粗粒砂 1 ~1/2 0.3 0.5 6.1 1.9 2.5 0.8 

中粒砂 1/2~1/4 1.6 3.9 12.6 7. 7 8.6 4.3 

細粒砂、 1/4~1/8 5 2.3 74.0 47.0 7 O. 7 70.0 77.4 

微粒砂、 1/8~1/16 45.4 2 1. 2 10.3 1 8.1 1 8.0 1 7. 4 
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第2表 ;自~南浜(八戸)のトン数階層別漁船隻数 (S • 49年)

治
六ク所
三沢 百石 市川 八戸 南浜 言十 割合海水

総、 隻 数 163 52 1 1 6 3 3 1 2 849 1 3 4 1 3 5 9 1 0 0各

無動力船隻数 47 27 84 1 2 9 4 5 188 1 4 

船外機付船隻数 6 1 1 5 1 56 1 0 5 283 2 1 

動力船隻数 1 1 0 1 4 27 2 1 3 ちil9 24 888 65 

1 t未満船 3 3 6 0.7 

動 1 ~ 3t 1 5 1 2 1 0 50 1 2 99 1 1.1 
カ
3へ 5t 1 9 6 1 2 

治
8 3 8 1 4 1 3 3 15.0 

ト 5 ~ 10t 3 3 3 2 3 33 3 7 7 8.7 

ン
10 ~ 20t 3 1 4 63 1 100 1.1.3 

数

階 20 ~ 30t 2 l 3 0.3 

層 30 ~ 50t 1 0 65 75 8.4 I 
万IJ
50 ~ 100 t 3 1 1 1 313 35.2 

内

訳 100 ~2∞ t 5 3 5 3 6.0 

200~ 日Ot 2 9 29 3.3 

第3表 八戸根拠 10 t未満船i漁業種類別従事漁船階層ならびに操業期間

(漁船トン数i者層の項で重線は出漁船隻数の多い階層を示す。)

漁業種類 無動力
漁船 ト ン数階層

操業期間
操業期間

。~l トン 1~3 トン 3~5 トン 5戸 10トン の長さ

かれい刺網
./ 

周 年 1 2ク月、、

しらうな船びき 、、 1 2月~ 5月 6ケ月

こうなど敷網
v 

6月 2ク月-' 5 ~ 

ほっきけたびき
、

1 2 ~ 4月 5ク月〆

ほえてけたびき
、

6 8月 3ケ月~ 

延 縄
lL 

9月 9ク月l ~ 

ひ白うぷり一本釣
、、

2ケ月「、 8 ~ 9月

た 箱ト
、

8月 1 1ク月と ..， 1 0 ~ 

いわし刺網 〆 6 ~ 1 2月 7ヶ月

合、 釣
¥ 

~ 1 1月 3ク月¥/、 、、
" 9 

小型定置
./ 、

5 ~ 1 2月 7ケ月、、

地 びき 網
、

2月 8ヶ月〆 7 ~ 

採 貝
v 
ト

，.. 5 ~ 7月 3ク月

採 草 レ
、

~ 1 0月 7ク月， 4 
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第4表 昭和49年八戸根拠小型船(1 0 t未満船〉組合別漁業種別出漁回数

( )内数字:出漁隻数

おとと 沢 百 石 市川 八戸市 白 銀 鮫:情 言十 害リ 合

かれい束Iji網
(14) (9) (45) (36) (20) (124) 係

485 372 4，994 2，130 1，419 9，400 28.9 

しらう b船びき
(2) (4⑤ 。5) (65) 

45 803 326 1，174 3.6 

ζ う~ど敷網
(25) (10) (35) 

615 100 715 2.2 

ほっきけたびき
(43) (6) (1) (5) (15) (70) 

2，083 790 16 425 925 4，238 13.0 

ほたてけたびき
(2) (2) (1) (7) (2) (3) 。η
52 52 27 181 52 80 444 1.4 

延 縄
(1η (17) 

1，097 1，097 3.4 

ひらめぷり一本釣
(15) (15) 

200 200 0.6 

た ζ 箱
(18) (18) 

704 704 2.2 

(46) (4) 
いわし刺網

(50) 

680 355 
4 

i 1，035 3.2 

レ、 台、 釣
(7) (48) (7) (4) (66) 

289 2，210 142 96 2，737 8.4 

型 定 置
(3) (2) (2) (7) 

341 199 80 121 741 2.3 

地 び き 網
(44) (4) (5) (53) 

1，277 295 189 1，761 5.4 

採 貝
4，600 4，600 14.1 

採 草
(5) (5) 

う V亡 漁 業
(35) (35) 

3，200 3，200 9.8 

その他漁業
~11) (4) (15) 

309 165 474 1.5 

計 5，515 2，273 312 9，549 3，675 11，1 95 2，520 100.0 

(東北農政局青森統計事務所合よび青森県水産事務所資料)
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第5表昭和49年八戸根拠小型船(1 0 t未満船)組合別漁業種別漁獲量

単位 :トン

よぷ空 沢 百 石 市 ) 11 八戸市 白 銀 鮫 浦 計 害。 メ口込

% 
かれい刺網 64.1 28.0 270.0 143.1 84.6 589.8 7.9 

しらうな船びき 1.7 10.3 5.7 1 7.7 0.2 

ζ うまど敷網 70.0 23.7 93.7 1.3 

ほっきけたびき 459.4 69.4 0.2 193.0 26.7 748.7 10.0 

ほたてけたびき 16.0 24.3 12.7 106.8 26.7 39.5 226.0 3.0 

延 縄 45.0 45.0 0.6 

ひらめ，ぶり一本釣 3.5 3.5 。。

た ζ 箱 28.8 28.8 0.4 

いわし車IJ網 552.5 320.3 872.8 1 1.8 

v、 か 釣 88.8 641.2 32.4 25.9 788.3 10.6 

型 定置 113.6 40.8 10.8 24.3 189.5 2.5 

地 び き網 2，960.1 256.6 132.1 3，348.8 44.9 

採 貝 10.6 10.6 0.1 

採 草 24.3 1 1 5.6 310.5 450.4 6.0 

う Uて 漁業 13.1 1 31 0.2 

その他の漁業 33.6 1.0 34.6 0.5 

言十 4，288.1 742.1 155.8 1，343.4 373.9 558.0 7，461.3 100.0 

(東il食政局青森統計事務所bよび青森県水産事務所資料)
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第6表 昭和49年八戸根拠小型船(1 0 t未満船〉組合別漁業種別水揚金額

単位: 千円

人¥漁協
三沢 百 石 市川 八戸市 白 銀 鮫 浦 計 割合

漁業種類~

かれい車IJ網 10，609 5，168 47，200 32，667 28，599 124，2 43 11.4 

しらうあ唱びき 2，699 20，734 6，596 30，029 2.8 

とう念ど敷網 9，636 3，915 1 3，5 5 1 1.2 

ほっきけたびき 42，065 61，092 1 50 24，693 9，771 137，77 1 12.7 

ほたてけたびき 2，240 3，324 1.732 1 4，525 3，636 5，400 30，857 2.8 

延 縄 8，572 8，572 0.8 

ひらめ，ぶり 1，897 1，897 0.2 
本 釣

fヒ ζ 籍 5.4 1 4 5，414 0.5 

いわし刺網 26，862 1 0，0 67 36，929 3.3 

レ、 台、 釣 29，050 237，957 8，362 7，92.1 283，290 26.0 

小型定量 79，610 32，436 5，721 1 3，929 131，696 12.1 

地びき網 158013 1 2，8 8 6 7，383 178，282 16.4 

採 貝 25，441 2 5;4 41 2.3 

採 草 3，064 14，566 37，863 55，493 5.1 

う K 漁業 4，961 4，961 0.5 

その他漁業 19，961 375 20，336 1.9 

計 368.410 128，047 14，986 373，632 79，515 124，1 7 1 1. 088，762 100.0 

(東北農政局青森統計事務所なよぴ青森県水産事務所資料)

-541 -



200m 

T. 

o ~ 
500.000 

第4図漁業種類別漁場図

-542-

142'E 

。
41N 

¥200m 

区翠3 tまたでけたひ;網協.かれい刺網
感~ しらう公ひき網

仁コ ζ うなど敷網

ロ~するめいか釣

Eコほっきひき網



六川目

細

淋

五川目

T.cos 

市

。 5 

ー一… 八戸

(標本船6隻の操業状況〉

第 5図事l網漁場季節変化

-543-



ヒ

フ

メ

77.7 <!J 

ヒ

フ

メ

74.6 <!J 

---・・ーー_--------
-ー--ーーーー一一一ーーーーー

‘
 

‘
 
‘
 -

‘
 ---

句

"
 -

h
 

-
』『
• 

沿岸漁場 魚礁

一一一ーーー・ーーー・.・・・ーー一一一

一ーーー・ー-
a・ー・・・ー←

一一ーーーーーーー・・・ー・ー一一一

ヒ

フ

メ

73.4 <!J 

その他

天然の根

+ 

沖合漁場

第6図標本漁船による漁場別魚種組成の比較

- 544-



漁場別水揚状況の比較(標本船による刺網1反当り〉

漁 場 沿岸(水深 20m以浅) 魚礁(水深36~4 4m) 天然礁(水深36 ~4 4 m) 

1 Kg当 * 1 K9当 うt 1 K9当 +十
漁 種 害リ 合 漁獲量

単 価
水揚金額 害リ i口~ 漁獲量

単 価
水揚金額 寄り ぷE〉Zh 漁 獲量

単 価
水揚金額

ヒ フ メ 77.7% 4.04 Kg 227円 908円 74.6 % 2.31 K9 358円 827円 73.4係 1.91 K9 358円 683円

サメガレイ 7.1 0.37 142 53 

サ ，、' 5.8 0.30 42 13 

ウシノシタ 2.8 0.15 142 2 1 

ムシガレイ 1.1 0.06 142 9 

イシガレイ 1.1 0.06 142 9 

ゾ イ 11.8 % 0.37K9 297円 11 0円 10.0係 0.2l9 297円 77円 l

マコガレイ 7.7 0.24 142 34 9.3 0.24 142 34 

パパガレイ 2.7 0.08 142 11 6.7 0.17 142 24 

アイナメ 1.7 0.05 283 1 4 0.6 0.02 283 6 

その他 4.4 0.23 11 8 27 1.5 0.05 118 6 

言十 100.0% 5.20Kg 1，040円 100.0係 3.10K9 1，002円 100.0係 2.60 K9 824円

備 考 * 水揚金額は推定

第 7表
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E
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第8表 底質とブロックの埋没状況

(昭和50年 7月29~ 30日潜水観察結果)

既設場所 水 深 1室 質 粒径モード
設置してから

ブロックの埋没状況
の経過年数

細谷沖 36m 

細中細 穣鍵砂 1|| 9誕416/4444~~2n4圃圃

4年 全〈埋没してい左い

四川目沖 35m 3年 11 11 

二川呂沖 40m 3年 11 11 

持推定値

第 9-1表 ブロックの設置状況と集魚魚種ならびに量 ……( 1 ) 

(開口 50 年 7 月 29~30 日潜水観察結果〉

λ: プロァクの設置状況 集魚魚種 全 長 尾 数

数m間隔でブロックが
-クロソイ 30cm前後 1 0尾程度

2 0 ~ 30個程度入って
細 谷

;joゆ，ブロックが積重っ
-アイナメ 3 5cm前後 数 尾

ている所は左い。

四川目
ブロックは数百m間隔

-アイナメ 3 7 cm前後 尾1 
でバラパラK入っている。

プロァクが 50 ~6 0 -クロソイ 3 Ocm前後

f固まとまって入ってむり -メ J、- ノレ 2 7 cm n 

二 J11目
一部三段積D所も見られ -キツネメバル 2 5cm " 
る。

-アイナメ 3 5 cm " 20尾 H

-イシナギ 150~2∞cm" 5 • 6尾

-ヒ フ メ 7 Ocm n 2 尾

第 9-2 .. (2 ) (昭和50年 11月27日潜水観察結果)

訪で フ.ロ γクの設置状況 集魚魚種 全 長 尾 数

二川目 プロックが数百m間隔
40 cm前後 尾

(一回目)
-アイナメ 1 

でバラバラK入っている。

プロックが 2O~固ぐら -クロソイ 25cm前後 20尾程度

二川目 い数m間隔で入って公り -アイナメ 3 5cm n 2尾 H

積重念っている所はをい。 -パパガレイ 35 cm " 1尾'

(二回目) シマターイ 1 5 cm 11 3 0尾'

-ウマズラハギ 1 5 cm " 1 0 0尾 M
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1) 四川目沖

2) 

魚礁が 1個だけ

アイナメ 1尾が縄張を作って

いる。

場所:鮫角灯台より磁針方位

345.50 ，20厄n

水深 34~35m

細谷沖

2 0 ~3 0個が数m間隔で散

在

クロソイ，アイナメが 10数

昆

場所:鮫角灯台より磁針方位341)0

2 6 Km水深36m

3) 二川目沖

5 0 ~6 0個がまとまって，

2~3 段K重なって配置。

クロソイ，メバル，キツネメ

パノレ，アイナメ，イシナギ，

ヒメラ等が数 100尾集魚し

陣t号制

ている。 ゅ白

場所:鮫角灯台より磁針方位3490

1 5 Km水深40 m 

百静岡
同

閉

第 7図 ブロックの配置と集魚状況
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第 10-1表川内沖魚礁における魚類の行動

(場所:J 11内川河口東街5.5Km水深26m) 

77一一ーとと ソイ，メパJレ類 ウマズラハギ アイナメ 宅。他魚種

第 1回 8月26日 14時05分 二段積みブロック 二段積みブロック ブロックの ギンポ，

上面1Ocme)ヲHc (!c 5 0尾位観察 内側の底K カナガシ

数 10尾の群観察 観察 ヌカレイ

2 17. 30 第1回目と同じよ

う~っき方である

7，); ，ブロックの中

K多〈観察

3 19. 05 全般Kブロックの 大部分がプロック
中に入っている個 の中で観察

体が多くなり，上

面Kいる個体が少
左くなった。

4 8月27日 O. 10 海底近くで観察さ ブロックの側面K
れたが，群が 5~ 頭部を低くして，

1 0尾と小さ〈念 静止していた。

り，群の動きは活

発と在った。

5 4. 37 (クロソイ).プ 日中の状態Kもど プロックと
ロックの中Kもい った。 プロァクの

るか群を作りはじ 間際Kみら
めた個体もみられ， れた。

日中の状態K近い。

6 6. 14 第1回目の潜水時

とほ』到司じ状態K
念った。

(活水観察Kよる)
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第10 -2表 平館沖魚礁における魚類の行動

(場所:平館港東南東3.0Km水深 46m) 

Tトぐ土 ソイ， メバjレ類 イシナギ アイナメ その他
魚種

第 l回 11月12日 15時40分 三段積みのブロック 全長40cm内外の 観察された ウマズラ

上面よりや L低い位 群(20 ()--.-30 0尾) ハギ

置(tL300~400 尾が がブロックの回わ

集団を念していた りを遊泳

2 16. 20 前回と殆んど変ら左 前回の約半数位K

レ、。 減少した。

3 17. 07 高いプロック上面よ ブロックの内部や カナガシ

りさらK上方 3~5 間際K若干みられ ラが観察

m(tL観察。 たが大部分は他K

移動

4 11月13日 08. 50 1段自のブロック上 第 1回目潜水時の 5m間隔K

辺付近に群をなして 章梓数 (100尾位) 1尾位の割

いたが，数は前日の 十て減少。 で観察

半数位であった。

(潜水観察Kよる)
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第'1'表三沢沖三枚網調査結果

漁獲月日 S. 5 0年8月2白 s. 50年 8月4日 S. 5 0年 8月5日

漁 場 四川目 沖 二川 自 沖 二川 目 沖

魚礁より L魚礁より (魚礁より
区 分 大型魚礁 対須亙 (2∞~大型魚礁 対製豆 1000~ 大型漁礁 対製豆 200~ 

500吋 15∞ω 5∞m) 
使用反数 4反 4反 4反 4反 3反 3反

漁
ホシザメ 3尾 2尾 尾 1尾 1尾 1尾

アプラツノザメ 1 2 

獲 ガンギエイ平4 3 1 3 1 

ノ、 モ 1 

魚 ノドクサリ干+ 1 1 1 

アイナメ 6 2 1 2 3 

種
カナガシラ 3 

サプロ ウ 1 3 1 7 
ま?

クサウオ 2 7 1 9 4 

よ
ヒ フ メ 1 1 

タマガンノ.ウ
3 4 2 2 

ピ フ メ

び ソウハチ 1 3 

ムシガレイ 4 0 7 8 9 9 3 1 9 

漁
メイタガレイ I 2 

マガレイ 3 3 3 1 2 

獲
マコガレイ 5 2 2 

パパガレイ 8 2 3 
尾

ウマズラハギ 8 162 33 9 139 1 5 5 

数
て才 フ グ 4 3 

言十 6 3 124 194 3 6 4 1 65 206 
一一一一一

凸
U
E
U
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13 大間沖大型魚礁設置適地調査

I 調査目的
大間沖大型魚礁設置Kあたり，設置目的に合った海域の選定を行左う。

E 調査内容
1 調査期日 昭和 51年 2月 10日

2. 調査海域 津軽海峡大間沖

3. 調査担当者 技師 高梨勝美

技師 田村真通

4. 調査船

大間漁業協同組合所属しらさぎ丸 9.58トン

同 上 栄進丸 6.60トン

同 上 栄運丸 4. 7 8トン

5. 調査項目 (1) 水深間底質問海底地形 (4) 潮流

(5) 漁業の実態

皿調査方法

1. 水深・底質・海底地形

大型魚、礁設置関係樹亙漁協(大間，奥戸) .果漁政課，大畑普及所，県水試の三者Vてよる協議会

を開催し当会議での決議内容K基づき，調査を実施したo

;5:な，対占漁協 VL :$，~ける共同漁業権拡大K伴い，決議内容に関する組合の希望地は，期漁業権

内に入る可能性，及び魚礁設置場所として不適当という結論がでるととも予測されたため，海図(

海上保安部作成)等を参考とし. 2海域tてついて傭船による海上調査を実施した。

2 潮流

文献Kょった・函館海埠気象台. 1 9 64.秦克己，細田貞雄，山本考二.11962年夏季(

8~9 月)特別海洋観測報告」

3. 漁業の実態

大間，奥戸各漁協及び青森県海面漁業漁獲数量調査報告書によった品不足分は聞き聴聞査を実施

した。

N 調査結果
1 水深備 1図〉

弁天島から沖合K北北西方向K引いた線より西側海域では，等深線はほぼ南北方向K走っている

が，東倶{梅域では北西から南東方向K延びている。また，東側海域Kないては 10 0 m等深線を境

VLして等深線は密K左っている。

共同漁業権ラインは漁業権拡大K伴念い，台状の形を示してなり，その西側，北側ラインは比較

的浅い等深線(西側ライン 3O~ 6 0 m.北側ライン 60 ~ 9 0 m)と交わる形で号|かれているが，
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東側ラインでは 70~90m等深線と平行する形で延びて沿り，急、K深さを増す 1 0 0 m等深線以

深の海域は間近に迫っている。

2. 底質(第1表)

調査海域図に示したとおり，弁天島北寄り海域 (12点).西寄り海域 (4点)の2海区につい

て 16点調査したが，その結果を第 1表に示した。

北寄り海域のStl~4VCついては，岩盤でそれよりも南東方向の海域では礁から具殻混じり砂

へと変化している。

一方，西寄り海域では沿岸に近いS t 5では岩盤であるが，それより沖の海域では磯又は貝殻混

じりの砂である。

3 海底地形 (第2表参照)

弁天島北窓り海域Uてなける 50~200m水深の海底地形を①---@の線に示したが，全体的左傾

向として 60~75m水深付近から深くなり，また④~⑥の 3 線については水深 1 0 0 m前後より

それ以浅に比べてより急勾配を示し. 2つの変曲点がみられ，陸棚縁辺部の様相を呈している。

また，部分的にみてみると，①~④では小さな鋸状の起伏がみられ，との魚、探映像は底質と関係

し，当海域では底質が岩盤叉は礁というととから小さな根が散在しているものと思われる。

また.(Dの線では高さ 20m前後の大き左天然礁が認められた。

一方，弁天崎西寄り海域での 1~4 ， 5~8. 9~13 の 3 線については， 1 ~4 の線をのぞき

水深 9Om付近まで除々K深〈走るが，それより沖では海底傾奈}はほとんど;1:い。

しかし，部分的Kは中程度の大きさの起伏がみられ，との傾向は北側の 2線Kついては顕著であ

るが. 9 ~l 3の線では余りみられ左い。

両調査海域での水深刻J(50~75. 75~100. 100~200m) の海底地形の勾配を比

較するため，勾配率 (l，OOOm沖合に移動した場合何m水深が深〈念るか)なよび傾斜角度Kつ

いて第2表K記載した。

弁天崎北寄り海域での平均は ，50~75mでは傾斜角度 1 0 (勾配率22m) ， 7 5 ~ 1 0 0 

mは30 30 ， 100~200m では 1 50 と念っている。

一方，弁天崎西寄り海域での 50~75m水深では 1 0 前後 ， 9 ~ 1 2 線での 75~100mで

は20 I と左つてなり，当海域になける傾斜角度はゆるやかである。

4. 潮流

大間沖vc:1'ける流れは，津軽暖流の消長と直接結びつき，夏季K流れが早(，冬期Kは遅い。本
調査時は冬期という ζともありほとんど流れは左かコたが，一般的左流向は弁天崎北側では等水深

線K沿って北西~南東，弁天崎西側では北から南K流れて合り，北側海域よりも遅い(早い時で2

~3 ノット)。

また，大間付近の漁民は潮の早い場合でも，潮の変わる時間，海域を選定してヒラメ等の一本鈎

漁業を行在ってお戸り，とのような潮の変り自に，魚の餌付がよいといわれている。

5. 漁業の実態

(1) 漁船 (第3表参照〉

大間漁協では総隻数 978隻，そのうち 5トン未満船が98%(960隻)を占め，その中で

1 ~3 トン船 (70%) が主体である。
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また，奥戸漁協では総隻数 342隻， 3トン未満船 316隻 (92 %)と大間漁協同様K小型

船がほとんどで，沿岸漁業K従事する船が多い。

(2) 漁獲量 cm 4， 5表参照)
大間漁協になける総水揚数量及ひe金額は， 5 0年 3，80 0トン9億9千万円， 4 9年 17 0 0 

トン6億 8千万円となっているが， 4 9年が 50年K比べ数量及び金額共K少左いのは， 4 9年

には採藻が少乏かったととによる。

漁業種類別にみてみると，水揚数量は 50年採藻 (59%)スノレメイカ一本釣 (17係) ，延

縄 (6%)，49年にはスノレメイカ一本釣 (38係) ，採藻 (25%) ，その他の一本鈎 (12 

%)の順と左っている。

水揚金額Kついては， 50年は採藻 (38係)，スノレメイカ一本鈎 (2 1 %) ，その他の一本

釣り (20%) ， 4 9年ではスノレメイカ一本釣 (31 %) ，その他の一本釣 (23 %)の!願と左

ってむり，年十てより漁業種類による優占順位は異在る。

一方，奥戸漁協では総水揚数量及び金額は， 5 0年 390トン， 2億3千万円， 4 9年 360 

トン 2 億 5 千万円と左ヮてなり，水揚数量では大間漁協の 1~2 割，金額では 2~3 割程度であ

る。

漁業種類別では， 5 0年， 4 9年とあまり変ら左いが，スノレメイカ一本釣り，採藻，その他の

一本釣漁業が主体であり，その他の一本釣漁業は両漁協とも重要在位置を占めているO

(3) i回遊魚，底魚及ひースノレメイカの経年変化 (第2図)

4 9年を 10 0とした時の43年以降の漁獲指数の変化を追ってみると， i回選魚は年十てより変

動が大きいが，底魚，スノレメイカは姐遊魚、よりは変動が少左い。

また，スノレメイカが少念い年は底魚の漁獲が多い傾向があり括抗作用があるようK恩われる。

(4) 底魚，根付魚一本釣の操業状況

底魚根付魚一本鈎漁業の主左対象魚援として，ヒラメ，ソイ，アイナメ，イシナギ，メバノレ，

タコ等があげられ，漁獲数量として最も多いのはタコであるが，金額からはヒラメが 3千万円と

最も多い。

ヒラメの一本釣りは周何ヲなわれてbり，出漁日数も 200日と最も多(，多い自には 30隻

程度が操業している。近年活漁出荷が定着化し，益々ヒラメに対する漁場確保の必要性が組合員

から切望されている。

V 考察(希望地と西の海域との対比)

組合の希望地付近の海域(弁天崎沖合北寄海域)及び弁天崎西倶uの2海域Kついて，適地調査の結

果K基づき対比して考察してみると下記のように要約される。

1. 自然条件

(1) 希望海域

大型魚、礁設置場所は共同漁業権外という限定があるため，当海域vcjo.吋る設置海域の水深は
70~90m以深というとと K 左り，また海底地形は陸棚縁辺部の様相を呈し，色、勾配であるため，

陸棚に沿って魚礁が転落する恐れがある。また天然の根が散在しているととから，魚礁を設置し

ても効果が薄〈見つけKくいと思われるO
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(2) 弁天崎西側海域

共同漁業権ラインが30 ~6 0 m 水深と掛ハ海域K設定されている。また海底地形はゆるやか

であり，北側では中程度の起伏がみられるが，南側では平坦と左っている。

2. 漁業条件

(1) 希望海域

現在ヒラメ等の一本釣漁場として利用されてbり，漁場拡大としての意味合いが薄い。また潮

の流れが早いために操業が限定される可能性がある。

(2) 弁天時西側海域

余りヒラメ等の一本釣漁場として利用されてい左いが，以前K設置された奥戸沖大型魚礁が効

果をあげているとと等から，漁場として利用され漁場の拡大が計られる。

また，潮流は(1)より遅いとと及び漁港からの距離が近いととから，労力，経済的商での軽減が

計られる。

(3) 結論

上記の理由から，大型魚礁適地海域としては弁天崎西側海域が適切と考察される。

左名、，魚礁設置に際し，その設置方法('Cより効果の大小がきまってくる (2~ 3段積み重なる

よう集中的K設置した方が効果がある)ととから，設置に関して充分周知する事が重要である。

VI適地の判定

以上の結果，及び考察から下記の場所が適地と考えられる。 傍 3図)

1.適地

(1) 場 所 大開港西側(赤)灯台より真方位2630 3800mの地点

(初水深 75 m 

(3) 底 質 貝殻混じり砂姐粒砂〉

2 適地判定の理由

(1) 共同漁業権外Kある。

(2) 釣漁業で充分利用できる水深である。

(3) 底質は砂と貝殻が混った海域で埋没の恐れは左い。

(4) 大開港より約 4，00 0 m，奥戸港より約5，50 0 mと近距離Uてある。

(5) 大間沖としては，潮流が遅い海域にあたり，操業上問題は念い。

(6) 適地の南沖Kは奥戸大型魚礁，北及び沿岸寄海域tては天然、の根があり， ζれらとの関連t'L;l的、

て魚場拡大が望める。

(7) 海底地形傾斜はゆるやかであり，魚礁カ移動する心配が左い。

(8) 海底地形は平坦であり，魚探等tてよりみつけやすい。
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以前の共同漁業権ライン
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第 1_: 1表底質結果〈弁天崎北寄り海域)

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 

穣 穣 事寝 砂、 砂、

底質 岩 岩 岩 草ι4王4 磯 礁
と
事襲
と と

と と
貝 具 貝
殻 殻 殻 礁 車襲

第1-2 底質結果(大間西寄り海域〉

番号 5 6 8 1 4 

砂 貝

底質 岩
と
喋
穀

貝 と
殻 砂、

第2表 魚探記録による水深別海底地形の傾斜

民
5 0~75m 75~100m 100~200m 

* 勾配率 海底傾斜 勾配率 海底傾斜 勾配率 糊ま傾斜

① ⑦ 
押t

50' 
押Z

20 20' ~ 15.6 41.7 

@ ~ @ 15.6 5 0' 55.6 30 1 0' 

@ ~ @ 1 3.9 10 00' 

④ ~ ⑮ 1 5.6 50' 89.3 SO 1 0' 333m 18'21' 

@ ~ ⑪ 32.9 10 50' 50.0 20 50' 250 140 00' 

@ ~ @ 35.7 20 00' 73.5 40 1 0' 227 1 ZO 50' 

①~⑤平均 2 1. 6 10 13' 62.0 30 32' 270 1 50 0 3' 

1 ~ 4 

5 ~ 8 1 9.2 10 1 0' 

9 ~ 1 2 10.4 35' 6.8 20' 

発:1，000 m附すして
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第 5表 大間及び奥戸漁協所属船隻数

作¥組合名 大 間 奥 戸

動力船隻数計 9 7 8 342 

1 ト ン未満船 1 7 9 1 4 3 

1 ~ 3 ト ン船 681 173 

3 ~ 5 トン船 100 2 3 

5 ~ 1 0 トン船 1 7 3 

1 O~ 2 0 トン船 1 

(各組合調べ，昭和50年末現在)

第2図洞滋魚，底魚及びスルメイカの漁獲指数の経年変化
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( 49年を 100とした時の指数) 資料:青森県海面漁獲統計
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第4-1表 大間漁協における漁業種類別漁獲状況

幅三三
5 0 年 4 9年

数 量 金 額 数 量 金 額

スノレメイカ一本釣 649トン 2 1，1 9 0万円 640トン 2 1，4 7 4万円 l

その他の一本釣 1 92 20，063 202 1 5，885 

延 縄 222 3，375 39 1，840 

束。 網 21 5 4，1 8 1 1 1 0 1，789 

流 網 75 4，742 3 132 

敷 網 82 305 4 1 1 67 

型 定 置 26 877 1 1 245 

ホ コ 突 7 392 8 347 

採 貝 1 1 2，464 1 2 3，520 

採 藻 2，258 37，3 1 2 429 8，533 

その他(ウニがお 66 4，542 1 98 1 4，3 2 9 

計 3，803トン 99，44 3万円 1，6 93トン 68，261万円
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第4-2表奥戸漁協における漁業種類別漁獲状況

障さて
5 0年 4 9年

数 量 金 額 数 量 金 額

スルメイカ一本釣 1 7 3.2トン 6，339万円 1 4 O. 3トン 5，005万円

その他の一本釣 37.5 4，3 01 25.6 3，357 

延 縄 1.0 19 4.5 1 1 8 

車1] 網 2 1.8 790 6.1 23 1 

型 定 置 8.5 1 71 9.1 200 

採貝(アワビが主〕 0.2 52 0.5 1 88 

採 藻 132目6 1 0，50 8 106.3 1 0，0 1 1 

その他(ウニが主) 12.5 1，22 5 65.5 5，559 

計 387.3トン 23，40 5万円 35 7.9トン 24，669 

第5表 底魚，根付魚一本釣り漁業の操業状況

(5 0年，大間漁協)

瓦主ぞ旦 操業期間 出漁日数 出漁隻数 漁獲量 水揚高

ヒ フ メ 1 ~ 12月 200日 30隻 16.4トン 3，0 1 1万円

ソ イ
2~ 3 

105 20 8.7 283 
5~ 9 

アイナメ
2 

106 30 5.8 227 
5~ 9 

イシナギ 4~ 7 44 30 5.9 313 

メ 2 、.、 /レ
1~ 2 

24 4 1.1 40 
7~ 10 

タ コ
1 ~ 6 

153 70 49.4 1，1 1 1 
10 ~ 12 
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第 3図 大間沖大型魚礁適地及び既設魚礁，天然礁の位置
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0年度職員配置

、----------、、 管理職 部箇長 場 長 局 長 主任 主事 技師 技能員 業務員 乗組員 臨時輔劫負 嘱 託 合計

場 長 1 1 

次 長 1 1 

総 務 室 (1) 1 1 3 1 1 7 

漁 業 部 1 2 2 1 6 

調 査 部 1 4 5 

淡 水 養 殖音 1 2 1 4 

相 坂 養 魚場 l 3 2 1 7 

黒 石 養 魚場 1 1 2 

八戸漁業用海岸局 1 2 1 4 

鯵ク沢漁業用海岸局 1 2 1 4 

東 奥 丸 (1) 1 7 1 7 

幸 洋 丸 (1) 1 7 1 7 

瑞 鴎 丸 1 0 1 0 

育 臨 丸 5 5 

合 計
2 

4 2 2 10 3 1 1 l 2 49 2 2 9 0 (5) 

昭和 5表阿す

l
'
印
品
印

l
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昭和 50年度予算執行状況

~ 事業数 事業費 構成率

場 費 29 7，621，983円

2 水産資源開発調査費 6 21，841，000 

3 資源環境基礎調査費 4 1，592，000 

4 水産資源調査費 1 533，000 

5. 漁況海況予報調査費 1 3，404，000 

6. 試験船整備費 3 67，656，777 

7. 海 戸出p 局 費 2 1，623，000 

8. 養 魚、 場 費 2 8，382，000 

9. 津軽暖流域総合調査費 1 969，000 

水産試験場費計 20 40 3，62 2，7 60 

人 事 管 理 費 1 1，603，560 

財産 管 理 費 1 365，600 

漁 政総 務 費 1 5，9 19，0 00 

漁業構造改善事業費 4 4，154，200 

水産業振興費 4 5，696，385 

よ口込 計 3 1 421，361，505 
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